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謹 賀 新 年

1 9 7 4  

' 74年 を 迎 え て

( 社 ) 日 本 建 築 協 会 会 長 塚 本 猛 次

明 け ま し て お め で と う ご ざ い ま す 。

昨 年 は イ ン フ レ と 円 の フ ロ ー ト で 明 け ま し た が 、 今 年 は イ ン フ レ と 石 油 危

機 と い う 嵐 の な カ 、 で 新 年 を 迎 え た わ け で 、 た と え 石 油 危 機 が 、 多 少 緩 和 の

方 向 へ 転 じ る に し て も 、 49年 度 の 実 質 経 済 成 長 率 は 、 か な り 低 い も の に な

る こ と が 予 想 さ れ 、 一 方 引 続 き 物 価 は 上 昇 を つ づ け る 恐 れ も 多 分 に あ り ま

す の で 、 本 年 は 産 業 面 、 生 活 面 に お い て も 、 か な り 、 き び し い 時 代 に 入 っ

て ゆ く も の と 思 わ れ ま す 。

さて 、 高度 経 済 成 長 の 結 果 、 産 業 構 造 は 巨 大 化 し 、 建 築 は 高 層 化 し 、 船舶

も 大 型 化 す る 一 方 、 化 学 工 場 の あ る も の は 、 爆 発 事故 を ひ き 起 こ し 、 た め

に 製 品 は 減 少 し て 、 イ ン フ レ を 促 進 し 、ま た 公 害 は 各 地 に 発 生 し 、 国 民 の

食 生 活 ま で 脅 か さ れ る に 至 り ま し た が 、 時 あ た か も 、 石 油 危 機 の 旋 風 は 、

全 世 界 を 掩 う に 至 り 、 生 活 の 簡 素 化 や 、 節 約 が 叫 ば れ 、 戦 時 中 を 想 わ せ る

日寺f- t となってきました 。

石 油 危機 の 結 果 と し て 、 建 設 に大きなブレーキが、かカ、ることが、 予 想 さ

れ 、 一 方 、 日 照 権 問 題 や 、 都市 環 境 問 題 に ついての住民ノミワーに対しても、

明 解 は 出 さ れ て い な い 状 態 で あ り ま す 。 し か し 、 二 れ ら の 諸 問 題 は い ず れ

も 、 さ け て 通 る わ け に は ゆ き ま せ ん。 こ の 時 に こ そ 、 わ が 日 本 建 築 協 会 に

お い て も 、 建 築 や 都 市 計 画 に た い す る 、 諸 問 題 を 解 決 す る た め に 、 情 報 の

収 集 や 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 濃 厚 化 に よ っ て 、 協 会 の 体 質 を 改 善 し て 、

社 会 の 要 望 に 応 じ て ゆ き た い と 思 い ま す 。

昨 年 は か よ う な 意 味 で は 協 会 の 体 質 的 改 善 は そ の 充 分 な 目 的 を 達 成 し た と

は い え ま せ ん が、 本 年 は 新 た な る 現 状 を 認 識 し て 目 標 達 成 に 遁 進 し て ゆ き

た い と 思 い ま す の で 、 一 層 の ご 協 力 を お 願 い す る も の て あ り ま す 。

た と え 、 経 済 成 長 率 が ダ ウ ン し よ う と 、 生 活 が 多 少 、 不 自 由 に な ろ う と 、

日 本 は 今 や 、 経 済 成 長 の 調 整 期 に 入 っ た わ け で す か ら 、こ の 調 整 期 に わ れ

わ れ 建 築 界 と し て は 、 い か な る 方 向 に 進 む べ き か を 常 に 考 慮、し な が ら 、 前

途 に 横 た わ る 、 諸 問 題 の 解 決 に 努 力 し て ゆ き た い も の で す 。

常 に 明 る く 、 正 し く 、 身 を 持 し て 、 お 互 い に 助 け 合 っ て こ の 一 年 を 乗 り 明

っ て ゆ こ う で は あ り ま せ ん か。



生 田 神 社 会 館

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖



所 在 地 神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 1丁目 10

建築面積: 1. 124.88m
2  

延 面 積 : 4，536.  34m
2  

4構造規模 R C  8 1 、4 F P l  

工 期 1972.8- 1973.9

tkl 彩 村井 o事



和 倉 都 ホ テ ル

施 工 銭 高 組

組

設 計 . 坂倉建築研究所大阪事務所

所 在 地 ・ 七 尾 市 和 倉 町 埋 立 地

建築面積 ・3，817m'

延 面 積 6，584m'

構造規模. ホテル棟 R C 4 F 、P 1

ボーリング場 R C 平家建

従 業 員 宿 舎 木 造 2 F

プ- } レ25m 8 コース、スライダ一、幼児用

工 期 ・1972.9- 1973 .6



神 戸 文 化 ホ ー ル

施 工 鹿 島 建 設

‘.  

設 計 : 神戸市住宅局営繕部東畑建築事務所

所在地: 神戸市生国区楠町 4 丁目

建築面積 6，409. 98m
2

延 面 積 : 18，603. 53m
2  

術進規模 : R C(一部S) 8 2 、6 F

工 期 : 1972.  1  - 1973.9 



計: 日本住宅公団大阪支所、神戸計画局

東畑建築事務所

所 在 地 : 神 戸 市 兵 庫 区 羽 坂 通 3 - 4

建築面積・ 5，434.22m
2

延 面 積 : 住 宅 部 分 23，986. 39m
2

施設部分 14，464.76m
2  

構造規模 : S R C及びR C B  1 、20F、P 2

工 期 : 1971 .4- 1973.11 

設

兵 庫 駅 前 市 街 地 住 宅

鹿島建設施工

{
一
一
一
一
{



大 阪 合 同 庁 舎 第3号 館

設 計: 建設省近畿地方建設局営繕部

所 在 地 ー 大 阪 市 東 区 大 手 前 之 町

建築面積 2，036 .5m
2

延 面 積 : 40，617m
2  

構造規模 (地上部分) 純鉄骨造耐火被覆15F

(地下部分 ) S RC 3 F  P 3  

施 工 銭 高 組

工 期 1970.8- 1973 .8



兵 庫 医 科 大 学 第 二 次

設 計 西 林 建 築 設 計 事 務 所

所 在 地 . 西 宮 市 武 庫 川 町 3 一1

建築面積 3，857 .40m
2

延 面 積 : 43，057 .  40m
2  

構造規模 : BI 、13F( BI - I F : S R C 2 F- 13F : S)  

工 期 1971 .8- 1973 .8

施 工 鹿 島 建 設
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高 倉 台 市 街 地 住 宅B 地 区

設 計 : 市浦都市開発建築コン サルタント

所 在 地 : 神戸市須磨区西須磨 1 一7

建築面積 627m
2

延 函 積 : 7，224m
2  

構造規模 S RC 14F 

工 期 1972.3- 1973 .8

施 工 青 木 建 設



近 鉄 上 本 町

タ ー ミ ナ ル ビ ル デ イ ン グ

施 工 大 林 組 大 日 本 土 木

設 計村里子、森建築事務所

所 在 地 。 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 6 丁目 1

延 面 積 39，362m'

構造規模 S R C  8 4 、12F P 4  

工 期 : 1971. 2 - 1973 .9  



全 国 勤 労 青 少 年 会 館

施 工 大 林 組 フ ジ タ 工 業 佐 藤 工 業

設 計 回目 建 設 計

所 在 地 東 京 都 中 野 区 中 野 4 丁目 2 - 48 

延 面 積 : 50，983m
2  

構造規模 : S R C  8 2 、21F

工 期 : 1970. 9- 1973 . 1  



大 和 銀 行 桃 山 台 体 育 館

設 計 施 工 大 成 建 設

所 在 地 . 吹図市桃山台 5 丁目 4 の 3

建築面積 ・1，201. 06 m'  

延 面 積 : 2，717. 103m'  

構造規模 : R C(一部S) 2  F  

工 期 : 1972. 12 - 1973.7  



大 阪 芸 術 大 学 第7 期

施 工 大 成 建 設

設 計 . 第一工房

所 在 地 ・大阪府南河内郡河南町東山

建 築面積 : 2，412. 13m'  

延 面 積 7，584 .2m'

構造規模 R C 一 部 S

工 期 ・1973.4- 1973. 11



発 畑 、 部 謝 u n 洋
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交 野 カ ン ト リ ー ク ラ ブ ハ ウ ス

設 計 施 工 酉 松 建 設

所 在 地 目 交 野 市倉治

建築面積 ・1，178.793m
2

延 面 積 : 1，667.  26m
2  

構造規模 ・R C 8 1 、2 F

工 期 : 1972. 4- 1973.3  



第 二 明 石 電 話 局

設 計: 近畿電気通信局第一建築色

所 在 地 : 兵庫県明石市大道町 1丁目ー . ，- 56 

建築面積 : 2，508m'

延 面 積: 6，312m'  

構造規模 : 局舎 S R C  3  F  P l 、事舎 S 2 F  

工 期 : 1972.4- 1973.9  

施 工 間 組
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豊 中 市 立 青 少 年

野 外 活 動 セ ン タ ー

少 年 自 然 の 家

施 工 間 組

設 計 : 坂倉建築研究所

所在地: 大阪府豊能郡能勢町宿野

建築面積: 1，332m
2  

延 面 積 : 2，171 m
2  

機造規模 : R C  2  F  P  1、R C 81 、2 F  2 棟

工 期 : 1972 .9  - 1973 .7  



東 本 願 寺 東 山 浄 苑

施 工 熊 谷 組

設 計: 手日興建築事 務所

所 在 地 : 京都市東山区山科上花山旭山町 8 番地1，2，3

建築面積 5，826.02m
2

延 面 積 ・12，842 .02m
2

構造 規模 : R C  B  1 ， 2  F  (廟 堂、管理棟)

S R C  B  1 ， 1  F  ( 常楽堂)

工 期 ・1972.4- 1973. 6



大 甲 賀 カ ン ト リ ー ク ラ ブ ハ ウ ス

設 計 施 工 鴻 池 組

所在地・滋賀県甲賀郡甲賀町油日

建築面積 ・1，806.89m
2

延 面 積 ・3，343. 14m
2

構造規模 : R C  8 1 、2 F

工 期 : 1972. 12 - 1973.9  



淡 路 信 用 金 庫 本 庖

設 計 施 工 清 水 建 設

Ｚ ｾ＠ AWAJ I  

SHINYO .KINKO 

11圃1111111111111

・・・・・・11111111

11 

111圏直盟 国

・・・E 歯固 .

s・・・
ー一一ーー一一一一ー

一一一一一一一

所 在 地 ・兵庫県洲本市宇山町 3 丁目 290) 3

建築面積 ・1. 328.  556m
2  

延 薗 積 6，004.712m
2

構造規模 : S R C  B  1 、8 F P 3  

工 期 : 1972.4- 1973 .6  



高 岡 建 設 本 社 ビ ル

設 計 施 工 高 岡 建 設

所 在 地 : 大阪市西区南場江通 3 - 75 

建築面積・ 513 .85m
2  

延 面 積 : 2.468 .8  m
2  

構造規模 : R C  6 F  

工 期 : 1972 .4  - 1973 .4  



住 友 生 命 瓦 町 ビ ル

施 工 戸 田 建 設

岡田園園田町 掴・・・圃圃町田

百圃・・E 圃咽 胃E 同 町 四

I官官圃圃圃n
園町圃里圃咽

圃 E 哩圃圃

1盟国圃里耳目

国国哩圃軍

..._-司
圃 E 哩 里 町

設 計 : 日建設計

所 在 地 : 大阪市東区瓦町 5丁目 37番地

建築面積 1，125. 45m'

延 菌 積 : 10，898m'  

構造規模 : S R C  8 1 、9 F

工 期 : 1972.1- 1973.7  

..J， 

協l



三三良区丸マンション

施 工 松 村 組

設 計 ・田頭建築設計事務所

所 在 地 ・北九州市小倉区三郎丸 1丁目 22- 2  

建築面積 : 399.91 m
2  

延 面 積 : 3649.27m
2  

得造規模 : S R C  l l F P2 

工 期 : 1972.9- 1973.6  



オ リ エ ン タ ル モ ー タ ー

豊 四 季 事 業 所 第2 事 務 棟

施 工 不 ニ 建 設

設 計 : T A S建築事務所

所 在 地 : 千葉県相市篠純国 1400

建築面積: 1，000.  84m2  

延 面 積 : 3， 100.56m
2  

構造規模 : R C  4  F  P  1  

工 期 : 1972.2  - 1972 .  10 



リ ッ チ ラ イ フ 有 馬

設 計 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 竹中工務底

所在地・神戸市兵庫区有馬町字i竜畑1701

建 築 面 積 ー1，605.72m
2

延 面 積 7，513.35m
2

構造規模 : R C  81 、 6 F P 2  

工 期 1972.9  - 1973. 9 



ヰヒき居手工，4 - 3 3 ビJ レ

設計 田賀建築設計事務所

施 工 : 佐伯建設工業

所 在 地 . 大阪市西区北掘江通 4 丁目 33

建築面積 ・ 362.88m
2  

延 面 積 ・2，433. 456m
2

構造規模 : R C  一部S R C

工 期 ・1972..5- 1973.3



相 生 市 立 相 生 市 民 体 育 館

設 計 昭 和 設 計

施 工 : フジタ工業

所 在 地 : 相 生 市 旭 町 1 丁目 19番

建築面積 2，574m
2  

延 面 積 : 4， 505m
2  

構造規模 : R C  3  F  

工 期 : 1973.1 - 1973 .10  



大 防U存 南 河 内

府 民 セ ン タ ー ビ ル

設 計 大 建 設 計

設 計 : 大阪府建築部営繕工事課

施 工 : 飛島建設、海原建設共同企業体

所 在 地 富 田 林 市 寿 町 2 丁目 6 - 1  

建築面積 2，776. 73m
2  

延 面 積 : 7，954.31 m
2  

朝時造規模 : R C一部5 8 1 、4 F  

工 期 : 1971. 10- 1972. 12 



大 阪 商 業 大 学 新 本 館

設 計 竹 内 建 築 事 務 所

施 工 ・村本建設

所 在 地 : 東大阪市御厨327番地

建築面積 : 1， 418.6m
2  

延 面 積 : 7，557. 1  m'  

構造規模 : R C  8 2 、5 F

工 期 : 1971.11 - 1973.3  



徳 島 県 立 中 央 病 院

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

設 計 ・徳島県土木部建築課

東畑建築事務所

施 工 : 西松建設

所 在 地 : 徳 島 市 蔵 本 町 1 丁目

建築面積 4，131m
2

延 面 積 : 21 ，345m
2  

構造規模 : S R C  8 1 、12F

工 期 : 1971. 1- 1973.7  



椿 神 社 儀 式 殿

設 計 根 津 建 築 事 務 所

施 工 ・有光組

所 在 地 目 愛 媛 県 松 山 市 居 相 町

建築面積 : 1，270. 65m
2  

延 面 積 : 2，657.  66m
2  

構造規模 : S R C  3  F  

工 期 ・1972.7- 1973.2  

傾
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住 友 生 命 札 幌 ビ ル

設計 日建設計

施 工: 竹中工務底

所 在 地 : 札幌市中央区北 5 条西 5 丁目

建築面積 3，268. 96m
2

延 面 積 : 36，369. 71m
2  

構造規模 : S R C B  3 、23F P  1  

工 期 : 1970. 10- 1973. 5 



神 戸 信 用 金 庫 本 庖

設計 安井建築設計事務所

施 工 竹 中 工 務 庖

所 在 地 : 神戸市生田区浪花町61番地

建築面積 710.90m'

延 面 積 : 5，928. 16m'

構造規模 : B  1 、7 F

工 期 : 1972.10- 1973.11 





世界のし丸、もの好きからマークされる

三菱バーリントンカーペット。

アメリカ、 ヨーロ ッパ を中心に、たくさんの国々で選ばれ、愛用さ

れているパー リン トン カ ーペッ ト。 日本では三 菱 パ ー リン トン カ

ーペッ トの名前 で 親 し ま れ て い ま す。名 実 ともに世界の一 流 品 で

す 。 〈ナイロ ン66>を 素 材 に し た 、 ず ば 抜 け た持ちの よ さ、それに

加えて 10スタ イル 、 104色 と い う 品 数 の 豊富 さは、 他 ではち ょっと

見 当 らない賛沢なカー ペッ トで す。 お 目 の 高 い お 客 さ ま に も 安心

しておすすめください 。 あ と あ と ま で喜 ば れ 、 お 庖 の信 用 を 末 永

く継 な ぎ ま す。

・ ナイロン ＶＶ を素材に、 ＩＩＱＩ 誌コントラクト ｭ として製造しでありますので維持Ｇｻｾが

閣安とな ってきます。

・サイズはI i JJl 奴りにあわせて、白山にカ ッ トできますから、ムダがでず、経済的です。



1 日本建築協会常設委員会・本年の抱負 11111111111111

編 集 委 員 会 本 年 の 抱 負 編集 委 員 長 彦 谷 邦 一

本年こそ、社会情勢の急激な変化、と くに物 価 の 高 騰 と い う 現 実 の

状 況 の な か で ご建 築 と 社 会。誌のあり方にし恨本的にメスを入れなけ

ればならない事態がくるものと忠われる 。 いさ さかの減頁や広告貨

のtlq収 を 計 る と い う よ う な こ と だ け で は 、 と て も 解 決 し 得 な い と 忠

われ、 一 方協会の財政の健全化を ｾ Ｎ ｉ ーるためにも 其剣にそのあり方を

会只の皆さんと、ともに考えたい 。 多年にわた って培われた編集方

針 を 、 私 は む し ろ 大 切 に 守 っていきたいと思う 一 人ですが、現実は

きわめて厳しく、かえ って、 これが契機とな って叡智をしぼり、小

粒ながらピリッとした雑誌に変るか、まさに私どもに与えられた本

年度の諜題であると思う 。建築協会の本来の性格からい って、各府

各 年 代 の 人 々 の コ ン セ ン サ ス の 場 と し て 、 と く に 若 い 世 代 の 人 々 が

どしどし発言される場として、雑誌がよみがえること希 っている 。

住 宅 委 員 会 本 年 の 抱 負 住 宅 委 員 長 小 西 岬

第10回よろっ、相談住宅展が、例年巡り l昨年 7 月 5 日より 10 日まで、

阪神百貨屈において開催され、予 ｈ ｊｬの成 長 ｾを 挙げた。 Ｑ Ｐ 回は 一つの

節であり、本年第11 回を聞くi I ITに、過去の展覧会を振り返り、世川

一 般の人は何を求めているか、 ｴｩｬｊ 会の行 ｾ ｊｊ として、会員 やさらには

社会に役立 っている か、また会場を無償で従供されてい る阪神 百 貨

庖に、プラスにな っているか等を、検討すべきである 。 ー l昨年来、

委民会においてこの問題を取上げて討議し、本年度は新しい事業の

企 画 小 委 員 会 を 設 け 、 小 委 員 会 委n を中心に委員全員で十分協議を

重ね、つぎの結論を得た 。

展 覧 会 の 相 談 は 最 近 マ ン シ ョ ン 問 題 がImえているので、今年の展覧

会は、マンション関係をテーマとする方向で、今後細部を検討し、

あわせて P Rの方法も改善する 。

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会 本 年 の 抱 負

建築データシー ト委員長 井 上 沼

長l! 築 デ ー タ シ ー ト が 発刊 されましてすでに 665 シートとなりました 。

これも、会員言者兄のご支援と 110:; 11&会主J:のこー協力のJ ! 易と、厚くお礼 EIJ

し上げます 。初期発刊のものの中には製品が変更中止にな ったもの

が多く、シートとしての役に立たないものがあり、これらの追跡調

査が充分できなくて会員の皆綴方へご迷惑をおかけしており申し訳

けなく忠、 っています 。新 規 シートよりもこのような変更 ・中止にな

ったシートの調査をして改訂シートを 一 日でも早く皆様方のお手許

へ扇 けるべく努力致しております。 今年も 一 層充実したいと委只一

同頑張りたく思いますので、温い皆様方のご理解とご支援をおぼl い

数します 。

事 業 委 員 会 本 年 の 抱 負 事業委 員 長 北 垣 智 造

昨年は、委員各位のご努力と会員の皆様のご協力により、バラエテ

イに富んだ行事を成功させることができたことをお礼 申し上げます。

生活基盤の充実の社会的要請により、主主築事業の活発化の側面とし

て、建築関係者は、常により正月い研鎖と思案を要請されています 。

私逮は、そのための ふ さわしい土砂を提供し、さらに会員相互のコ ミ

ュニケーションを一段 と 深 め る こ と が で き る よ う 、 会 員 の 皆 織 の 期

待をくみあけ. て、きめ細かい企画をたててまいりたいと考えており

ます。 また建築が、一般社会と深い |刻りのあるものとして、 一般 社

会への啓蒙にもより努めなければなりません。

事業委員会の各行事が、 ミ建築を通じ て社会に貢献する今という協会

の意義に適 った活動となるよう念願しております 。 よろしくご指導

のほどお願い致します 。

36 也築と社会/ 1974年 1 月号

出 版 委 員 会 本 年 の 抱 負 出版委員長 小 林 清

昭和47年 2 月に刊行いたしました「建築基礎工法と実例」は、教育

委日会はじめ会員各位のご協力により昨年 6 月頃ほとんど売りつく

すことのできましたことを厚くお礼申し上げます。 引続き 会 員各位

のお役にたつ図 i!f 出版について委員会で検討いたしておりますが、

白下、神戸大 学 工学博士山田稔先生に「鉄筋コンクリート構造物の

耐渓安全性 ( 実例を網縦し て )J のζ 執筆をこ依緩いたしております

ので、本年中に出版の述びといたしたいと考えております 。

建 材 委 員 会 本 年 の 抱 負 建材委員長 山 田 幸 一

招 内 先 生 の 後 を う け 、 昨 年 4 ) J から山田が委員長に就任 。元 木 ・牧

田両氏に副委員長をお願い している。本委員会は従来から官公庁 ・

建 築 事 務 所 ・建 設 業 お よ び 大 学 ・ 研 究 所 な ど 幅 広 い 範 囲 の 委 員 を 網

縦し、その時々に最も 注 n をあびている材料、あるいは緊急に解決

を姿するような問題 点 を合んでいる材料を 採 り 上 げ、 そのメーカー

あるいは施工者を招いて討論を重ね、必要に応じ工場 ・現 場 な ど の

見・伝を行 っている 。ま た会以から協会に対し材料に| 刻する1 ' t IU] が寄

せられると、委員会で担当者を定め、それに対する解答をすること

にな って いる 。

本年も以上の方針を踏製していきたいが、委員会の活動成巣をでき

るだけ多くの会員に知 って 1l う却床で、本誌「技術の頁」などを通

じての報告を遅滞な く行うように留意し 、また広く情報を集め るた

めに関連委員会との交流を図り、共同の見学会なども企画したいと

!忍 っている 。

教 育 委 員 会 の 抱 負 教育委員長 谷 口 尚 武

昭和48年 に お け る 教 育 委1. J . 会の活動は低調の一語につきるものであ

ったと恥かしく思 っている 。 いいわけがましいが 、協 会 の 財 政 危 機

感が新しい企画にとりくむ勇気を失わせたことが低調の 一 ｉ ｾ でもあ

った。今年も当 WJ 会の財務状況が目ざましく改善されることは期待

できないが、だからとい ってい つ までも低調をつづけているわけに

はゆかない 。恒例とな って いる行' ] I については、内容をもう 一 度、

比直し、参加者に、より 一府の満足を与えるものとし、来年度の参

加者激増につながる ようにしたい。また 、とくに若い 会員が求めて

いるものに焦点をゐわせた新企画を、少なくとも 一 つ は 実 行 し た い

ものと思、 っている 。

以上が教育委員会のまことにささやかな本年の抱負であ る。

法 規 委 員 会 の 抱 負 法規委員長 市 川 宏

昨年末をも って 新用途地域制も足並を揃え、改正基準法も 一 応 軌 道

にのっ たかにみえたが、 一 方で口照問題等、住民紛争の多発ととも

に、法規はますます複雑化するものと思われる。従来とも法規の被

雑化に比例して、造る{ J ! l J も、 H寺には規制する側も法に追われあるい

は法を追っかけるのに夢中にな って、かんじんの法の粉やl'の迎島幸に

欠ける憾みがあ ったことは否定できない 。 ましてや法の性格の変り

つつある今、法によ ってしばられる、しばるという考え方は切り仔

える必要があろう 。

この観点から法規委員会としてもこの際何らかの方向転換をなすべ

き時期にきていることを術感し、今後は官庁、業界の接点にたつパ

イプ役として 、一 方通行でなく双方のお役にたてる委員会としての

機能を果すよう努力 していきたい。会員の皆様のご協力をお願いし

ます。



日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一 一

各 階 東 西 に バ ル コ ニ ー を 設 け 、 余 裕 あ る 空 間 を 有 す る 高 層 ビ ル が 近

〈 誕 生 い た し ま す 。 こ の 不 銀 ピ ル は 銀 行 の 営 業 並 び に ' J'; 務 室 と し て

使 用 さ れ 、 近 代 設 備 の 粋 を 集 め て お ら れ 、 ま た 一 昔rs貸1J.. 務 所 の 施 設

があります。

今 回 は 三 菱 地 所 殿 、 鹿 山 建 設 搬 の ご 厚 意 と ご 斡 旋 で 見 学 い た し ま す 。

多数ご参加下さい。

日 時 昭 和49年 1 月 26 日( 上) 集合14 .00→ 解 散16 .00

集 合 場 所 地 下 鉄 御 堂 筋 線 「 心 斉 僑 」 駅 下 '1工、南西 出 入口より 北

へすぐ。不量I i l ビル正! 面玄関付近 ・目標会I J l l

40名

往 復 は が き に 限 り ま す 。 は が き 1 枚 に 1 名限りとし、

氏 名 ・勤 務 先 名 お よ び 所 在 地 ・述 給 電 話 番 号 ・返 信 用

宛 名 ・郵{ 必番号を記入の上 1 月21 日 間 ま で に 事 業 課 へ

3 7  

S G L + 71. 770 m 

大 阪 の メ イ ン ス ト リ ー 卜 御 堂 筋 の 心 斉 橋 に 、 外 装 キ ャ ス ト ア ル ミ で

4 日 本 不 動 産 銀 行 大 阪 支 唐 ( 不 銀 ビ ル )

新 築 工 事 の 見 学 会

S R C 造

大 阪 市 南 区 鰻 谷 西 之 町 6

株 式 会 社 不 銀 ビ ル 、 日 本 不 動 産 銀 行 株 式 会 社

三 菱 地 所 株 式 会 社

鹿 島 建 設 株 式 会 社

2，293. 867m'  

2，080 .930m'  

組築と社会/ 1974年 1 月号

26 ，145 .440m'  

地 下 3 F 、 池 上16F

地 下 3 F  R C 造 、 地 下 2 F→ 2 F

3 F - 16F  S 造

軒 高 S G  L  + 65. 160 m 

キ ャ ス ト ア ル ミ

昭 和47年 4 月 1 日→昭和49年 1 月31 日

銀 行 営 業 室 、 銀 行 事 務 室 、貸 事 務 室

駐 車 場 ( 地 下 3 F→ 地 下 1 F )  75台

最高膏匹前

• 
圃

• 

• ‘ ｾＧｉ 巴

高 さ

外 装

工 期

主 要 地 設

工 事 概 要

所 在 地

鐙 築 主

設 計 監 理

施 工

敷 地 面 積

建 築 函 税

延 面 積

規 模

椛 造

員

込

定

申

人 工 経 品 竹 村 P C版 に タ イ ル 打 込 み

コ ア 一 部 外 壁 は 娠 休 に タ イ ル 打 込 み

地 下 述 絞 設 を 総 築 し て 、 地 下E主体の一昔IS と し 、 地 下 工

事 中 の土止め墜ともした。

工 期 昭 和46年 11 月26 日 → 昭 和49年 1 月10 日

・ 興 味 を も っ て い た だ き た い 点 ( 大林組淡川エ 'J工事務所長より)

コ ア 外 壁 の タ イ ル を 打 込 工 法 で 実 施 い た し ま し た 。

こ の 建 物 の 外 装 は 45 x 95の 磁 器 質 タ イ ル 必 で す が 、 そ の 中 、 P C 版

が4，500m
2

、 コ ア 一 部 打 込 み が3，000m' あります。 P C版 へ の 打 込 は

も う 常 識 に な っ て お り ま す が 、 躯 体 へ の 打 込 み は 試 用 の 域 を 出 な い

の が 現 状 で す 。

日 本 電 々 公 社 で は 、 非 常 な 弱 気 を も っ て 編 体 へ の 打 込 み を 線 用 さ れ 、

磁 々 研 究 の 結 果 上 記 3，000m' を打 込 工 法一 発 白 地 で 笑 焔 し ま し た 。

直 ち に 一 発 白 地 と は 飛 躍 し す ぎ か と も 思 い ま し た が 、 敢 え て 実 行 い

た し ま し fこ。

一 発 白 地 と 化 粧 呂 I也 と の 得 失 は 多 々 あ る か も し れ ま せ ん が 、 見 学 の

上 ご 批 判 願 え れ ば 幸 い で す 。

政 近 急 激 に 膨 脹 す る 都 市 の 経 済 圏 と 、 生 活 凶 の 拡 大 に 対 応 す る た め

に、日本' ，! L i言' i l ! : 話公社が長期の展望に立 っ て 企 画 し 、 近 〈 竣 工 さ れ

る こ と に な っ た 淡 川 市 外 屯 話 局 は 、 神 戸 で の タ ン デ ム 局 と し て 、 最

新 の 技 術 を 結 集 し た 装 備 を 完 成 し 、 市 民 へ の よ り よ い サ ー ビ ス を 開

始 す る の は 昭 和 51年 の 予 定 と |甘い、ております。

こ の 工 事 の 特 徴 と し て は 、 コ ア 外 壁 の タ イ ル を 打 込 工 法 で 笑 地 し て

い る と い う こ と で 、 会 員 諸 氏 に は 大 い に ご 参 考 に な る も の と 、 ご 地

工 中 の 大 林 組 殿 の ご 斡 肢 に よ り 、 主 主 築 3 間 体 の 共 Hli て¥ こ の 組 物 の

峻 工 直 後 に 見 学 会 を 催 す こ と に い た し ま し た 。 多 数 ご 参 加 を お 待 ち

いたします。

日 時 昭 和49年 1 月 19 日比) 集合14 .00→ 解 散16. 00

集 合 場 所 神 戸 市 兵 庫 区 大 開 通 3 - 1  

湊 川 市 外 屯 話 局 正 面 玄 関 付 近 ・目i僚 会 旗 ( た だ し 、 阪

神 、 阪 急i [eJI I. r新 開 地 」 駅 . 高 速 神 戸 の 次 . 下車一 審

西寄りの地下道から地上へ。J ' J . : すぐ西へ300 mの 所 の 浜

f則。)

100 名 ( 本 会 制l 当40r， )  

往 復 は が き に 限 り ま す 。 は が き 1 枚 に 1 名限りとし、

氏 名 ・勤務先: } ' ，および所イo 也 ・述絡氾話番号・返イJ 用

宛 名 ・郵 便 番 号 を 記 入 の 上 1 Jl 12 日仕) までに事業諜へ。

た だ し 定 只 を 超 過 し た 時 は 州 せ ん に て 決 定 し 、 ご 通 知

い た し ま す。

共 催 の 場 合 は 重 阪 の お 申 込 は ご 遠 慮 願 い ま す 。

4 日 本 電 々 公 社 湊 川 市 外 電 話 局 新 築 工

事 の 見 学 会

共催 日 本 建 築 協 会 ・ 大 阪 府 建 築 士 会 ・ 日 本 建 築 学 会 近 畿 支 部

神戸市兵r . li 区 大 開 通 3 - 1  

日 本 電 信 屯 話 公 社

向 上

株 式 会 社 大 林 組

S R C造 、 地 上 9 F 、 地 下 2 F 、 応 民 2 F

1. 509 .  61 m'  

16，925 .63m'  

軒 高45. 00 m

16 .28 m 

ベ タ 基 礎

1t走，':fJ iflS 53. 60 m 

工 事 概 要

戸斤 右十: t也

建 築 主

設 計

J必 工

構 造

住 築 面 梢

延 面 松

高 さ

掘 さ 〈 深 さ

基 礎

外音IS仕 上 げ

地 下 工 法

員

込

定

申



一 一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

4 灘 の 清 酒 「 白 鶴 」 の 酒 蔵 を 見 る 会

増 産 五 郷 の 一 つ で あ る 御 彬 郷 に 生 ま れ た 消 沼 ハ ク ツ ル は 速 く 究 保 3 年

( 1743年 ) か ら 代 々 嘉 納 家 の 当 主 に よ り 、 苦 心 を 重 ね て 醸 造 さ れ 、 引

き つ が れ て き た 銘 酒 で す。

本 年 は 白 鶴 酒 造 株 式 会 社 殿 の ご 厚 意 と 竹 中 工 務 席神 戸 営 業 所 殿 の ご

斡 旋 に よ り 、 古 い 伝 統 と 最 新 の 設 備 か ら 品 質 を 誇 る 清 酒 「 白 鶴 」 の

工 場 を 見 学 す る こ と に い た し ま し た 。恒 例 の 酒 蔵 見 学 に 多 数 ご 参 加

下 さ い 。

日 時 昭 和49-年 1 月 29日( 刈集合13 .3か→ 解 散16. 00

集 合 場 所 阪 神 ｾｬＡＺ ｉ ｉ ｉ 、神戸似「御影」駅、改札口付近・回線会旗

( ただし集合場所までの交通貨は各自負担のこと )

見 学 場 所 神 戸 市 東 灘 区 住 官 南 町 4 丁目 5 - 5

白 鶴 酒 造 株 式 会 社 ( T E  L  078- 841 - 4101)  

見 学 時 間 14. 00-→16.00

映 画 観t H去、 2 号工場・ 3 号 工 場 そ の 他 を 見 学

定 員 50名

申 込 往 復 は が き に 限 り ま す。 は が き は 1 枚 に 1 名限りで、

「 白 鶴 酒 造 」 の 見 学 会 と 明 記 し 、 氏 名 ・勤 務 先 名 及 所

在 地 ・i主 総 電 話 接 号 ・返 信 用 宛 名 ・郵 便 番 号 を 記 入 の

上 1 月21 日明) までに 'J ' j . 業課へ。 た だ し 定 貝 を 超 過 し た

と き は 拍 せ ん に て 決 定 し 、 ご 通 知 い た し ま す 。

第 8 回 若 い 会 員 の 集 い ・ 伝 統 工 芸 を み る 会 ( 第 3 回)

司 「 吉 野 の 紙 す き と 史 跡 を 見 る 会 J

吉 野 地 方 の 歯 晶 郷 に 普 な が ら の 和 紙 を す く 家 々 が あ り ま す 。 美 し い

吉 野川 の. ほとり、 山深 い 塁 に 定 指 し た 人 々 は 、 家 朴 な 紙 す き の わ ざ

を伝え 、 日 本 の 伝 統 工 芸 を こ ん な 田 舎 に も 、 脈 々 と し て 守 っている

のです。

こ の 地 の 風 土 は 、 付 近 に 在 る 宮 沌 の 遺 跡 を 含 め 、 か ず か ず の 歌 が 万

葉 集 に 詠 ま れ 、 義 経 と 静 御 前 の ロ マ ン が 語 ら れ 、 文 家 谷 崎 の「吉型f'誌」

の 舞 台 を 生 み だ し た の で す。

一 方 、 花 で 代 表 さ れ る 吉 野 山 は 南 北 朝 時 代 の 史 跡 に 恵 ま れ 鎌 倉 期 を

中 心 と し た 古 い 木 造 建 築 が 点 在 し て お り ま す。

今 回 は * 日 本 の 伝 統 工 芸 を み る 会 、 、 の シ リ ー ズ の ー っ と し て 一 泊 で

の 見 学 会 を 企 画 い た し ま し た 。 若 い 方 は も ち ろ ん 、 年 配 の 会 只 諸 氏

の 多 数 ご 参 加 を お 待 ち し ま す 。

日 時 昭 和49年 2 月 9 日 出 ・10 日( 日) … ・1 治 2 日

集 合 場 所 奈 良 県 吉 野町・ 吉 野山・ 吉 野山荘 ( 宿 舎 )

集 合 時 間 午 後 4 時 一 5 時 ( T E  L  07463- 2  - 3053. 5051)  

定 員 40名

会 費 4，000円 (宿泊料 ・昼食代・帰路パスほか別に補助あり)

( ただし吉野山荘までの交通貨は各自負担のこと )

「参考」 ・ 9 日( 上) 午後は自由行動にいたしますので、集合時間までに

宿舎へおよ長り下さい 。

・1豆 半 近 畿 日 本 鉄 道 ・阿倍野僑発「菅野行」特急、来事

毎時丁度、 1 時間毎に発事しております。

所 要 1 時 間 10分 ( 料 金 特 急 券 共 片 道 470円)

38 

- ロ ー プ ウ ェ イ 吉 野 駅一一一吉 野 山 ( 特急時間j に 接 続 ・料 金

5分

片 道80円)

行 程

申

9 日( 土 ) 17.00令官野山荘集合→受付、入浴( 入浴時間H 6.00- 21. 00)

18 .0か→20. 00 ・夕 食 慾 親 会 ・ミーティングー ー... 1 泊

10 日( 日) 9.00→ 吉 野 山 荘 出 発

9. 00→ 11. 00 … ・自 由 行 動 ・徒 歩 に て 吉 野 山 史 跡 見 学

( 蔵王堂 ・吉 水 神 社 ・ 如 意 輪 寺 な ど ・. ...)

11. 00→ 12 .30昼食、休疋! ・辰 巳 屋

12 .30 出 発 ( 貸 切 パ ス ) → 13 .10 図柄活

13.30→ 15. 00 国 楢 の 紙 す き 見 学

15 .00出 発 途中宮沌遺跡、などを見学したあと→

18. 30 大 阪 ・ア ベ ノ 橋 治 ・ 解 散

込 往 復 は が き に 限 り ま す。 はがき 1 枚 に 1 名限りとし、

「 吉 野 の 紙 す き 見 学 」 と 明 記 の 上 、 氏 名 ・ 勤 務 先 名 お

よ び 所 在 地 ・役 職 . : i ! . [ 絡' ，I J : 話番号 ・返 信 用 宛 名 ・郵 便 番

号 を 記 入 の 上 1 月26 日( 土) までに事業諜へ。 た だ し 貸

切 パ ス の 都 合 上 定 員 を 超 過 し た 時 は 拙 せ ん に て 決 定 し 、

お 知 ら せ し ま す 。

・ こ の 企 画 に あ た り 、 野 村 建 設 工 業 側 殿 に 多 大 の ご 厚 怠 と ごf星野J を

いただきました。

- 国 栖 の 紙 す き は 、 以 前 は 大 へ ん 盛 ん で し た が 、 現 在 で は 19軒 の 家

々 が 従 事 し て い る に す ぎ ま せ ん 。 表 装 紙 を 初 め と し て 、 各 純 の 草 木

の 汁 で 染 め た 和 紙 に は 、 味 わ い の あ る 色 調 が 見 ら れ ま す。 紙 を す い

て い る 家 は 農 家 と い っ た 感 じ で 多 人 数 の 見 学 に は 通 し ま せ ん が 、 わ

か れ て 数 軒 を 見 学 す る こ と に な り ま す。

9 日 夜 の 宿 舎 に お け る ミ ー テ ィ ン グ に は 吉 野 地 方 の 民 俗 、 歴 史 に く

わ し い 講師 を お 招 き し 、 慾 談 を 兼 ね た 楽 し い ひ と と き を 過 ご す 予 定

にしております。

司 会 員 の 受 章

こ の た び 下 記 会 員 諸 氏 は 、 秋 の 叙 勲 な ら び に 国 家 褒 宣 言 を 受 け ら れ ま

し た 。 こ こ に 誌 し て そ の 栄 誉 を お 慶 び 申 し 上 げ ま す。

秋 の 叙 殿

勲 三 等 瑞 宝 章

勲四等旭日小綬l ; i

/1 

/1 瑞 宝 章

勲 五 等 双 光 旭 日 章

国 家 褒 章

呈ロロu  

地 引 友 次 氏 元 文 部 省 大 阪 工 事 事 務 所 長

井 上 浮 夫 氏 側 井 上 浮 夫 商 庖 社 長

松 村 雄 二 氏 側 松 村 組 社 長

神 谷 新 一 氏 コク ヨ糊 取 締 役

飯 塚 1原吉氏 側 苦手工務庖取締役

貧 綬 褒 章 浅 海 正 雄 氏 浅 海 電 気 附 社 長

伊 藤 一 郎 氏 側 明 和 工 務 庖 社 長

高 須 洪 一 郎 氏 側 朝 日 工 業 社 社 長

藍 綬 褒 章 井 上 手IJ 行 氏 側 淀川 製 鋼 所 社 長

水 野 金 市 氏 中 部 工 業 大 学 教 授

坂 東 依 彦 氏 関 西 ペ イ ン ト 附 社 長



謹 賀

安 部
畠

早

松 下 電 器 産 業 株 式 会 社 待 機 営 業 本 部

・571 大 阪 府 門 真 市 門 兵 1 0 0 6  電 話06 (908)1121 

安 昔日 恒 夫

安 部 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖558 大阪市住吉区西住之江町3丁目 23番 地 電 話06( 678) 3212代

串 558 自宅・大阪市住吉区西住之江町3丁目 23番地電話06( 671) 7774

阿 部 貞 市

新 年 昭和 4 9 年元旦 (50音順)

三主

同 山正 義

株式会社二葉建築設計事務所

取締役所長

有限会社 青山建築積算事務所

ー毘0 大阪市西区江戸線ト128( 江南ピル) 電結設計06( 判

積算06( 443) 0430

・ 刷0-11 自宅・京師右京区大原野上里勝山町14-6 電話初出331) 8082

赤 信崎 尚

株 式 会 社 赤 崎 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

. 550 大阪市西区立光姻北通 l の90 第三富士ピル

司1，1.506( 541) 7625代

品 倒 自 宅 芦 屋 市 三 条 町 47 番 30 電話0797(31) 8781 

赤 修
+;入

信ム

株式会社大気社常務取締役技術本部長 路赤松菅野建築設計事務所代表取締役

骨 訓 北 区 中 之 島 2 - 2  2 新朝 日 ピ ル 司11.506 (203)3721 晶 530 大阪市北区侮ヶ枝町123瑠 穏 ピ ル 包 括06( 364) 5651代

骨刷 自宅 尼 崎 市 機 堂 法 師 丸 81- 5 電 話06(491 )0829 串 560 自宅・盤中市千里園 2 丁目 2 - 33 電話06(852)4622

阿 部 暢

東 洋 土 建 株 式 会 社 取 締 役 社 長

<<111546 大阪市東住吉区田辺東ノ町 6 丁目 33 電話06(692) 1331- 5  

唖546 自宅ー大阪市東住吉区田辺本町 3 丁目 188 電話06(629 )0780 

島

島

主

同

車

同

育

長

役

士

締

4

f

取

会

会

時

式

株

憲 輔

邦 夫

島 設 計 室

. . 田 本村 '11務 rJr .  . 1 ' ，古股市中村区米1 1 { 町 2r奇巨ピル

1lt i前052( 582) 7171大 代

浅 井

::.l 晶

J ロ貞

22 双 星 社竹 腰 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

骨 別 大 阪 市 北 区 笠 宮 町3番2往 生 虫 崎 ピ ル 電 話06( 373) 2281

畢 659 自宅・芦屋市車山町213 ローズハイ 7芦屋406号 電話0797( 31 )2339 

浅. 真

:.a 

1!iL 野

ft 式会社浅野建築設計事務所代表取締役

愚 543 大 阪 市 天 王 寺 区 域 南 寺 町 9 - 27 包括06( 768) 0201

. 103 JU京 '11務所・東京都中央区日本情事場町2丁目6 千歳ピル 唖，572 自宅・寝屋川市成田西町 4 番21号 電話。720( 31) 1750

1tt庁1; 03 ( 666)50211' 1: 

青 盛 繁 男

青 盛 建 材 株 式 会 社 取 締 役 社 長

j菱 沼 猪 之 吉

晶 733 広 品 市 舟 入 幸 町 19 - 10 電話0822(92) 3200 唖 ｾＱＳ 大阪市天 ｅ 寺｛ｬｻｬｉ｛， ｩ￬ｩｩ Ｍｬｬ町 Ｘ 接地の Ｑ 'o1I.l.5 06 ( 768 ) 5222 

串 734 自宅 ・広 島 市 翠 町 1 5  0  7 の 1 0 111慨0822(5j) 6730 唖 則 自 宅 奈 良 市 主 岡 市 1 J i 3 7番15り 市.f.I; 0742 ( 45) 0681  

株 式 会 社 浅 沼 組 取 締 役 社 長

三同主

柳 不 折

漠 沼 誠 夫

株式会社 岡 本 組 取 締 役 社 長

ー副2 本 社・大阪市南区，司防町25番 地
株 式 会 社 浅 7召 組 常 務 取 締 役

電信06 ( 252) 8101代

ー 弱 Ｗ 大阪支底 ・ 大阪市西成区玉出西 Ｑ 丁目 Ｗ ｾ Ｑｏ号 晶 臼3 大阪市天王寺民l I [ 高r幸田T8番地の1 Ｎｾ包括 ＰＶＨ ＷＶＸ ) 5222 

電話06 ( 651) n7 5代

ーω - ( ) 2 自宅・生駒市東訟ケ白書30号 "司1，1孟07437(3) 4805 

_151 東京支底・東京航渋谷区富ケ谷 1 丁 目 35昏 忽 号

電話03 ( 460 ) 9621代

j菱
Ｚｾー
，埠 正 雄

浅 海 電 気 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 老 松 町 1 丁 目 22 電 話06( 362) 8701- 8

東 輝 夫

株 式 会 社 三 国 タ イ ル 庖 代表取締役

串田5 欧 凹 市 r: t l 宴台 7 丁 目 20 番 地 電話06( 832) 1l 01代

畳 間 5 白宅 ・炊印市雄 (J 台21 '1128- 14号 電 話06( 872) 3お6

東 秀 イ呆

株式会社 東建築設計事務所 代表取締役

. 530 大阪市北区天神様筋 3 rf l 67 ' 7 チスピル

TJ .ll i 06( 358)  5598 

愚 572 自宅・大阪府寝屋川市成i盟関 f l 5ーお

1tt J孟0720( 31) 3986

姉 正 男
i

 

l

 

-
-
a
'
 

東光電気工事株式会社 大阪支社 取締役支社長

臨 40 大阪市東区i布施縫5丁目 28番地 電結 06(  202 )  0325 

愚 民5 自宅・吹田市藤白台 4 の30の12 電話06( 872) 3214

静岡 野 栄

株 式 会 社 研 文 社 代 表 取 締 役

串 530 大 阪 市 北 区 堂 山 田T 6 6 電話06 ( 361)  0351代

安 藤 俊 雄

安 藤 俊 雄 建 築 設 計 事 務 所 所 長

骨担0 大阪市東区常袋町2の30高木産業ピル電話06(942)4602- 3

畠 闘 自 宅 ・ 豊 中 市 上 野 西 2 丁目 16- 29 電話06(856)0619

井 川 忠 三 郎

株式会社間組大阪支底取締役副支庖長

・541 大 阪 市 点 区 瓦 町 5 - 2  0 ー l 電 話06(201)2751

・ 剖4 自 宅 ・ 伊 丹 市 鈴 原 1 - 5  - 1  電話0721 (13 )  0515 
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井 崎 梁 次 井 上 ↑専 五 十 嵐 昇

株 式 会 社 井 崎 工 務 底 代 表 取 締 役

株 式 会 社 弁 上 博 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 ( 資 ) 三 共 建 築 設 計 事 務 所 所 長

劃 40 和 歌 山 市 北 河 岸 4 丁目 l 番 地 電 話0734( 24 ) 519拭

. 107 東京侃港区南脅山 2 - 1 1 - 1 5  電話03( 401 )7177代 名古屋市中区下前浄町 1 2  6  電話052ω21) 9591 代
哩同40 自宅 和歌山市玉首長丁 2 丁目 5 番地

. 154 自宅・東京都世田谷区弦巻3 - 6ー 18 電話03( 420)1001 自宅・名古屋市中区下wJi l t 町126 電話052( 32υ3654電話0734( 22)  0382 

井 手 正 雄

社 団 法 人 円 本 建 築 協 会 京 郎 支 部 支 部 長

唖ω4 J;( I i f ! 市中京区抑小路通柳馬場東人繍田J 645

;'I!，l l ; 075( 211)  2857 

井 上 秋 次

井 上 窯 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

' 副 大阪市天王寺区生玉町40番 地 包 括06(771 )2825- 7  

・臼9 自宅・芦屋市川西町 4 番23号 電 銘0797 ( 22)  5930 

井 上 浄 夫

株 式 会 社 井 上 浄 夫 商 庖 代 表 取 締 役

串 550 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 l の 1 0  1  11i話06μ41) 8531

411663 自宅・西宮市甲子l週三番町9 の5 1官話官789 ( 41) 4661 

井 上 正

名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所 所 長

畢4幻名古展市中村区怖町4の28 国鉄会館内世話052(452) 1271大代

052(451 )2025直F

・4臼自宅名古屋市千種区下方町 4 の30 ' 4U&052 (711)  9 4  0 0  

井 上 j晃

株 式 会 社 大 建 設 計 理 事 ・技 師 長

"' 550 大 阪 市 西 医 京 町 掘 2 - 75 電話06(441) 9351  

・557 自宅 ・奈良市あやめ池南 4 丁目 11番28号

41180742 (43 ) 5632 

井 久 雄上

株式会社井上久雄建築設計事務所代表取締役所長

愚 民O大阪市西区京町堀 1- 38千島ピル 電話企画部06付43) 7386

設計部06( 443) 乃38

串 565 自宅・吹田市青山台 3 丁目 20番 7 号 電 信06伶31) 3256

40 

井 戴上 福

生 島 道 春

日 秘 工 務 株 式 会 社 代 表 取 締 役

株 式 会 社 井 上 組 代 表 取 締 役 骨別大阪市南区大宝寺町東之T20番地宇野ピル内官邸揃( お1) 3195 

骨 副 大 阪 市 船 島 区 網 仏 町 6 需25 号

電話06ω52) 4031- 4 ，06( 351) 1530

岳町7 自宅・東太阪市東石切町6丁目41書4号 泡 J t 0729(81  ) 2526 

井 達 明上

株 式 会 社 井 上 透 明 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

. 530 大阪市北区制F町51信地安凶ピル 電 抑6( 372) 2821 Ｈｾ＠

' 邸自宅・大阪市西淀川区竹島 3 丁目 7 の4

電話06( 473) 1069

代 表 取 締 役 伊 東

取 締 役 竹 原

正 也

永一郎

株 式 会 社 伊 東 建 築 設 計 事 務 所

晶 556 大阪市浪速区事町通2丁目 6番地滑光ピル 電話06( 562) 4343

伊 藤 喜 三 郎

株 式 会 社 伊 藤 喜 三 郎 建 築 研 究 所 代 表 取 締 役 社 長

畠 Ｑ 回東京都千 Ｈｾｭ ｬｋ紀尾井町 Ｓ 番地主芸嘗歓ピ ル 電話 ωＨＲＶＳ Ｉｬ ＴＸ ｉＨ ｾＭＷ

晶 141 東京郎品川区東五反田 3- 16- 55 ;1t J t 03付41) 5437

伊 藤 良B

大 栄 電 気 株 式 会 社 大 阪 支 ! 占 専 務 取 締 役 支1; 5長

"' 550 大 阪 市 川 fX: J;( 町 綴 2 の 3 5  'i l!訴06( 443) (渇31

畢蜘自宅・豊中市北般塚 3 - 8 ー 7 電話06( 854) 7747

飯 田 精 次 郎

共 同 設 計 株 式 会 社 取 締 役 社 長

. 530 大 阪 市 北 区 富 田 町 9 電話06( 364) 6836

畠 150 東京事務所・車京都渋笹区渋谷汀目 10番地 l 号電車拘3( 紛7) 的12

ω(409)  1837 

畢問自宅・盤中市本町 2 丁目 2 - 2 4 '111: 揃 ( 852) 5775 

5 4曲名古庖支所・名古庖市中区錦 2 丁目 9- 25 盟島第 2 ピル 3 階

JIi 052 (221) 7561代

制 10 福岡支所 ・福岡市中央区天神 3 丁目 3- 14 梅居ピル

電話002( n)6877代

生 重政田

日 本 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

品臼1 大阪市東区安 t 町 4 丁目 5 番 地 電 話06位61) 7591- 6

晶 659 自宅・" k1市制'lll ケ丘 2 2 1ft 1  1  月 電dk0797 (23) 0657 

池 回 昭

株 式 会 社 池 田 富 彦 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

畢臼2 大阪市南区瓦屋町三番丁68 オートセンターピル 3 階

'，'I!，11i 06( 761  ) 0360 

晶 591 自 宅 場 市 東 上 ノ 芝 町 2 T 3 2 1 電話 0722( 52)  7753 

諌 早 信夫

フ ド ウ 建 研 株 式 会 社 社 長

唖刷! . J { J;( 柑!'I' 央区銀少1 H - 2 - 2 弥生ピ Jレ

電話03( お 1) 3581

｟ＱＵＷ 点京郎世 ｉｉｉ 谷尻市ＮＨｾ山 Ｒ - 18- 4  

話 03( お 0) 3705

石 井 蔀

東洋基礎工業株式会社大阪営業所取締役営業所長

骨間大阪市凶区京町場1丁目 156 中谷ピル

m，l t 06( 441) 6678- 9 

罰 65 自宅・大阪府盟主中市新千皇北町3丁目 l 岳地

新千里北町第三団地 C4 0の204 電話06( 872) 3050

石 手リ
士

ロ上

株 式 会 社 不二 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 550 大阪市西区江戸堀北通ト19オカダピル 電話06( 441) 2232- 3

劃 62 自宅・西宮市枝川町 6 22- 202 包括0798(  48)  9070 
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石 )11 寛 磯 道 秀 夫

.6、

井 正 隆-， 

石 )11 宏

石 11 1  建
築 司王 務 所

太 平 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 有 限 会 社 三 和 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

串543 大阪市天王寺区茶阿 111 1  1  1  'o'Il.!.'i 06( 779) 9491- 2  

ち 7叩愛媛県松山市昧沼町2 J i  113耐也17 .'lLlf; 0899(Zl l Z023 畠 日 6 Ｉ［Ｎ阪市船ｉｬ ｉｒ 占ｲｉｩ ｾｴ 通 Ｕ )目40(HI 場ピル j 屯J/i 06( 939) 9903代

制 65 自宅・兵曜県宝刷協丘山手 l丁目5帯1号 ，ll.l i; 0727 (59)  2963 

串7剖1' I' 1s . 松Illrlil 削丙開 f 2  r  1113- 16 ar ，l占0899( 21) 202.1 畢573 自宅・大阪府枚方市香里ケ丘 1 r 目22 屯品0720( 54)463C 

石
l

 

i

 

z
-
-

，

 

ご三三

J 同

日 昼 企 業 株 式 会 社

取 締 役 辿 務 部 長

続 技 師 1 l :

品目。大阪市北 I豆 Ji .r 町 4 7 吊; ! 也電話06 (312)4631  唖副大阪市点区釣鎌田T 2 了日 4 1帯地 m，lii 06(942) 1l 31 串抑止阪市西区北蝋江過 2 r 自47 措地司I品06(541)3051 寸

畢 Ｕ Ｔ Ｖ 内宅 ， Ｉ［Ｎ阪市東住吉 Ｑ ｩＮＱ￬ｉ過点之ｾ ｔＱ ノ Ｕ Ｖ ，世話06( 717)2915 側 1 自宅尼崎市東悶悶町3刊ー2 車問荘 1世話06(491  )9635 骨 5叩自宅・大阪市西区北線江通2丁目 47昨地 札 制 ( 541) 305 I  

株式会社 今西建築デザインルーム代表取締役

石
l

 

l

 

E

E

a

，

 

良 興

円 木 冷 熱 工 産 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串田 Ｔ 欧 ｉ ｬｉ ｲｬ￯ｾｩ Ｎ ｬｬ 開 ｔＴＰ Ｑｦｦ ＳＸ 号 'i lI" 占06 ( 387) 2000 

板 井 正 彦

A  

ーヲ 西 茂 雄

西 松 建 設側 大 阪 建 築 支 庖 取 締 役 支 庖 長

板 土百 精 治 郎

A  

.フ 霧 雄

株 式 会 社 板 垣 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長

愚 556 大阪市浪速区日本矯筋 4 丁目 3 町29番地 nt; 語06(633)7535

西

株 式 会 社 今 凶 組 取 締 役 社 長

@ 副3 大阪市天王寺区上本町7 丁目 2 1ff地の l 上六ピル

，' IHi; 06 (772) 1251 

畢同o ｾｉ 宅・ Ｑ 宮中市蛍ケ池東町 Ｔ 丁目 Ｗ Ｑｦｦ Ｑ Ｒ 号Ｇ， ｕ Ｎｬ￭ ［ Ｐ Ｖ (841)0032 哩 558 自宅 ・大 阪 市 住 吉 区 北 向 田T 6  電話06( 685) 0858 串592 ｮ 宅，Ｉ［Ｎ阪府民Ｚ，イ Ｂｉￎｾ［Ｑ ｊ＼ Ｒ 1"114 品川 屯，j.i i l 722 (61) 1179 

石 縛 男回

株 式 会 社 石 間 述 築 研 究 所 (¥:: b 取 締 役

ＧＡＡ＾ｉｉ 総点点目 ｩｈｈｾＱ メＺＺ， ＺＧＺｪ 輪Ｂ r  11 2  i件6; f

1日，1803( 443 ) 9321- 3 

哩 1:;;; ＱＢ Ｑ ・七・点以内 Ｑ［ＺｉｉＺｉｉｉ＿ｩｬ＾ＨＨｕｾ ト ＳＺ - 6 '，l! 'i 占03( 422) 4452

石 夫原 季

株式会社石原建築設計 ・ ｊ ｾ 務所 代 表 取 締 役

串 ＵＳＰ 大阪 ｲｬｩＮｬｴｬ 吐 ｾｪｾ )止阿 f l 大ピル916 '，Il.li ;06( 443) 1225- 6 

唖650 臼屯・神〆rli't111Il('杓

泉 治 郎 一

株 式 会 社 熊 谷 組 大 阪 支 底 専 務 取 締 役 大 阪 支 庖 長

坪 古 寿

三井プレコン徐式会社大阪支rn 取締役支庖長

串541 大阪市東区博労町 2 の41 中博ピ J レ406号 泣 訴06(271)7936

愚 594 自宅・大阪府和泉市観音寺町312-5 "日品百725( 43) 1128

r 品 『

邑

ｾ＠ ... 

円E 平日

"  ［ｪｾ 化学工業株式会社 咋務取締役

串550 ｫ ｬＱ ｾｲｬｩ 州 ＱＧＨ ｉ Ｚｗ 品 Ｑｾ［ ｉ｟｟ ｦＡり Ｑ .l I  127の 2 タケウチピル

I日，j，r;06( 4. I:l) 2261 

四 57 1'1'セ ド") ;rli ，雛l峨 l以内i川 2 ノ23 '，1l，!，f; 078(8i l )3- 179 

市 繁 雄
i

 

l

 

--，，， 

晶副大阪市剖1&¥1又片田T 2 丁目 1011'i 5 号 電 話06( 352) 1151 晶印l 京郎市南区西九条豊田町20 泡話075 (681) 5101- 5  

品曲6 自宅・京都知友京区下鴨芝本町37 11W-075 (781) 0289 

日 本 管 工 業 株 式 会 社 取 締f支 社 長

泉 沢 哲 史

凡

又

九

判

引
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E
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z
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愚

指 宿 真 智 雄

株式会社 建築デザイン l 級建築士事務所

株式会社緑地デザイン妓術士事務所 代 表 取 締 役

株式会社設備デザイン設備士事務所

愚 542 Ｉ￧ 阪 ､ｩｬｬ Ａｌ正樹イｾｾｔＴ Ｍ ＴＷ イトウピル 屯J，I; 06(252) 101l - 4

串 100 JI ( J jf 郎千代町l孟永11J 町2- 14-3 赤板車必ピル

3屯官J8初03(580)1011ト-白

⑮ 6ω04 )点;江f 剖lifh市!行7中京区柳り喝耳品場』通御池下る柳八幡町6防5 )京;;CfJ H判制I11 ピJルレ

11!，lii075(221)  1101- 4  

<!!!>606 向宅・京都市左京区 F鴫北野々 神町8の511!Jf;075 (781)  6573 

A  

ヴ 村

石

騰

男

....... 

l L  行

中 央 屯 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 会 k

取 締 役 社 比

愚 530 大 阪 市 北 区 梅 ヶ 校 田r 5  6  '，11，活06( 312) R881

<!!!>545 自宅・大阪市阿倍野区J i f¥1  2  16 "正ぷ06( 621) 総 05

串664 自屯伊丹市内野字下町池入江 4 書69号 ';lt 品官727(81)6263 

必』、

.ヲ 康 彦フじ

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 副 会 長

畢 制 大 阪 市 北 区 南 脇 田J l l 番 地 匂J 活 06 (312) 1281 

岳町田自宅・豊中市北似塚4丁目 5 l1'f 5号 ';l[. 1活06( 852)  5887 

山

一

相 井 金 三 郎

株 式 会 社 大 直 建 設 社 長

畢460 名 古 屋 市 中 区 栄 4 - 1  - 1  中日ビル

7也".1052( 262) 7531

岩 崎 甚 太 郎

串師自宅・兵府県川西 r!i {EI，HJ U r回:12の11

o'li，11i 0花7( 59' 931 I  
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謹 賀

• 

&...LI 

友吉 佐 直 買リ

株式会社岩佐建築設計事務所 代表取締役

愚両3 自宅・西' 応rli 上甲 i乙l咽2 ー 11- 23 1[ Wi 0798( 57)5753 

串 砧0 本社・尼崎市西本町7 r LI26811H也 屯3506 (411)  3094 

串 160 車京* 務所 3駐車問i新宿区内谷4丁目23 包 括03 (351  )3256 

&...LI 

若宮 崎 雄茂

新 年 昭和 4 9 年元旦 (50音順)

上 良
ミム

J 口
浦 辺 鎮 太 郎田

株 式 会 社 上 回 建 築 事 務所 代表取 締役

"'572 大 阪 府 寝 屋 川 市 本 町 17 の 18 電 J W720(21  ) 2483 

電 翻720(21  ) 0320 

上 圭

ごム

J 口

株式会社 il 日辺建築事務所 代表取締役

明 大 阪 ri Ut 州 出8州 側 急 ピ ル 屯 制 ，f話抑1活削占m叫0

唖 66位2 (1' 1:: '  1州J川4'，出イ九fl山li 申3点』紅刺[j附却 1 J i  川17 の8  1世話0798( 5臼1)川0389

3工 好 巳西
l

 

i

 

-
-
a
'
 

f亘 和 化 学 工 業 株 式 会 社 取 締 役 会 長 株 式 会 社 大 気 社 代 表 取 締 役 社 長 株式会社山下寿郎設計事務所大阪支社支社長

畠 田1 大阪府豊中市豊市町m6 丁目 3番13号 電 話06 (332) 5721 畢 日0 大阪市北区中之島2-22 新朝日ピル5階 電J.506(203)3721大代 畢 550 大阪市西区北線江御池通 1 丁目 30 モーリグランドピル

串 659 自 宅 ・ 戸 屋 市 三 総 町 8 6 11'0 也 tttJ 吉0797(22 )2746  唖 659 自宅 兵 庫 県 芦 屋 市 浜 町 12ー 14 1li:話0797(22)5949  電 話06(538)2451代

晶 砧9 白 宅 ・芦 屋 市 三 篠 町 2 8  8  "'昔話0797 (22)  9269 

&...LI 

考古 崎 徹

株式会社岩崎鐙築設計・Ji 務所 (¥:: 炎取締役

哩' 6泊本 社ＮＱｴｦ良 ､ｩｩｬ［ｾ 長 Ｂｕￋ 開 ｦＱＰＴＶ ・ｬｩＺ，［，ｦ ［ＰＷＴＲ (22 )2217 

'!'6却奈良事務所 来良 市 k 森町57の 3 位協会館内

mUi 0742 ( 22) 2283代

哩 臼1 (1宅 . ｾ官民 ， ｗ［ＺＺ ｛Ｑ崎北 Ｑ J i 1 5 - 1I '，li:川口742(45 )1513 

&...LI 

左王 崎 久 雄

ＱｾＺＱ 干犯Ａ 'iU 機 株 式 会 社 取 締 役 社 長

ｾＵＺｾ大阪 ､ｩｬｩｬｓｉ 臼 ｬ ぇ中型 ｦ 附ｦｯｉ ｊ￯ｬＸＱ 咋 ＱＰ り

"1! ，11.06(  Ｚ渇 ＸＩ Ｑｬ ＷＱｻｾ

Ｇ描 ｳｲｲ 告 ｴｾｉ Ｍ ｉＧ､ｩ 新 ｔＢｉＡ ， ｉＫＧｩ 阿 Ｓ J i  ｉＺｾｉ ー Ｗ

1正，，，f，06 (831. ) 5118 

岩山奇 ヲム

株式会社教育胞設研究所大阪 'Ji 務 所 常 務 取 締 役 所 長

畢 Ｖ 回大阪市西 ｬ 豆、工先場 ｾｴｬ 曲 Ｒ の ＲＷ Ｇ，Ｑｬ，Ｚｾ怖 ＨＵＺＱＱ )(1913 

Jd. rピル 2 肝i 3 肝; 06 (5. 11 )  7301 

晶 6回 n・芭 祭 政 di i1: k長 "r. IE ｾｲ＠ 1  () 4  6  ・古川0742(2212217

U- I  

友王 崎
主主

Eコ
雄

↑ 足利化. ，; : : 工 業 株 式 会 社 取締役社長

"' l43 見u; ( (，1Sj.: IIII'{ 大森北 5 J i  18 俳 j U;

氾，11;03(  76:1) 0211 

山

一

相 本 義
'L' 

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 山 大 阪riilli l，z尚w.橋 2 J i  19 俳 地 屯 品1; 06(202) 4791代

42  

上
草

択
義

共立建設株式会社大阪支庖 取締役支庖長

島田0 大阪市東区谷町 5 丁円 301性地 祈野村ピルF人1

1屯，1506(761) 0112代

制 14 自宅京初府綴警部八愉田I締本来ヶ谷26- 142

植 寿 雄野

株 式 会 社 寿 建 築 積 算 事 務 所 所 長

慨 42 大寂市南区塩町通2丁目 28高i - It ピル 電 話06( 261) 2720

哩 588 自 宅 堺 市 大 美 野 5 - 9  m高官722( 37) 1162

牛 場 栄 一 郎

株 式 会 社 牛 場 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

唇 お7 大阪市西成区天下茶麗 3丁目21番13号 Ｗｴｴｊ， ｾＰＶＨ＠ 661)  ＳＶＳＶＨｾ＠

'!!I 557 自宅 。大阪市西成区天下茶屋 3丁目21l1'i 13号 屯活O引661)お36

内 輪 勝

株式会社創構造建築事務所 代表取締役

唖 733 広 品 市 卜 円 市 町 1 丁目 2 - 2 0  ' !宮前0822( 91) 4495 

愚 前 自 宅 ・広 島 市 中 山 2 9 9 の 6 ; 屯お0822( 89) 1658 

j甫 野 男

株 式 会社 浦野設計事務所 取締 役社 長

居452 名古屋 名古屋市西区山田町上小問弁字中η1i 1254の 5

包括的公502) 1991代

置 113 車京 東京都文京区本郷 1- 27- 8 本郷ハウ λ 電訓) 3(811)9128・笥郎

副 52 自宅・名古屋市西区山田町上小凹弁字中捕1254の 5

榎 栄

株 式 会 社 *  曲全 美 迷

唖 574 大阪府大見! di 赤井 1 r 日3 の23 ' i[t活0720(72 Ｉｬ ＸＵＰＨｾ＠

榎 敏 男

日 東 工 業 株 式 会 社 常 務 取 締 役

暦 542 大 阪 市 南 区 三 洋 寺 町 20 番 地 m話06( 213) ∞91

遠 生藤 岡リ

(掬遠 藤 剛 生 建 築 設 計 事 務 所 所 長

唖 剖 I }; 阪市東区伏見町 2 1 日22 1'1山ピル t立話06(201)0280 

品目2 自宅 ，n 商市半開T3 丁目 13の31 電 話0727(22 )2064 

‘
、

E

E

・
J，

，

 

吉 之 助河

株式会社 小河建築設計事務所代表取締役所長

畢 臼2 本 社 ー 大 阪 市 南 区 瓦 同 町 4 搭 T 8 mn昌郎 (763) 2301 

唖 I崎 文 社 ・ 東 京 都 港 区 六 本 木 5 - 18 - 3  

六 本 木 ペ ニ ー ピ ル 7 階 旬 結03 ( 583 )9501代

分 唱 制 歌 山 策 郎 新 船 場

唖 573 1:1 宅・枚) ，市嘗! I l ヶ丘12丁目 22- 37 電 話0720( 54) 0690

尾 亀 清 四 郎

株 式 会 社 三 晃 空 調 取 締 役 会 長

串 5初 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 屯 話06 ( 363)  1371 

哩 573 自宅 ・枚 方 市 岡 山 手 町 15 の4 電 ｾｗηＰＨＴ Ｑ ＩＳＴＲＷ



謹 賀

大 井 弘
:，ムロ

郎

株 式 会 社 大 井 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

郵 50 大阪市西区京町沼 l 丁目 76 福附ピ Jレ

屯訴06( 444) 4521- 2 

串 562 ，'，宅 . rt ，面 rli ( I 梨荘 4 I i J 4 - 11 屯 Ji'i 0727 (21)  4113 

大 熊 芳 良B

日 本 熱 学 工 業 ( 紛 取 締 役 副 社 長

串 541 大阪市東区瓦町5 - 幻ー l 住友生命瓦町ピル γIi J市06( 201) 1751

唖則自宅 ー豊 中 市 上 野 坂 1 - 1 3 - 1 9 電話06( 852) 9666

大 倉 良B

西 日 本 工 業 大 学 学 長

新 年 昭和 4 9 年 元E (50音順)

大 林 芳 郎 岡 本 全 男

株 式 会 社 大 林 組 取 締 役 社 長

r J : 組 述 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

哩 附O 大 阪 市 京 区 京 橋 3 丁目 37番地，[ 話 06( 943) 1131

航路自宅神戸市東灘区御影町御影字上ノ山 1682番地の 1

唖臼3 k 阪di K . E寺区点，: ' ;jil!PI [l 4 - 5 ｾＱ ＱＮ ＱｩｩＰＶＨＷＶＸＩＱＵ Ｑ ＵＨｴ＠

電話078 ( 851)  2501 
串 笥7自宅・大阪市西成区玉出東 1丁目 6需15号 電，1506 ( 661)  3317 

大 平 圏 夫 岡 本 行
差

大 末 建 設 株 式 会 社 専 務 取 締 役 株 式 会 社 昭 和 設 計 取 締 役 社 長

晶臼2 大 阪 市 南 区 大 和 田T 1  電話06 (213) 0555 唖550 大阪市西区西長場北通 l 丁目 8番地囚y 揺ビル世話鵠(532)3421代

暗 闇0 向宅 般 原 市 柴 垣 1 - 2 5 - 2 6  屯話0723( 31 )2260 町 59 自 宅 ・ 芦 屋 市 岩 岡 町 35 - 7 包括0797( 31) 3201

大 森 久 司 岡 山 竹 雄

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 会 長

哩ω 6 自宅・京都市左京区下関北間町33 包括咽75( 781  ) 0636 臨 30 大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 番地電，J i I i 06( 312) 1281 

株式会社岡山建築事務所一級建築士事務所 代表取締役

晶612 京 郡 市 伏 見 区深草平岡田T 18 包括075(641) 0536

晶612 自宅 京都市伏見区深草平田町 18 電話075( 641) 0536

取 締 役 社 長 大 津 幸 平

取 締 役 高 山 長 大 津 博

大 幸 建 設 株 式 会 社

号制大阪市西 ｬ 互丙 ｪ 是峨 Ｎｉｴｾ 昼 ｉｬ￯ 15信地' ，1i ，1i i 06( 538) 0881代

事O6 0 自宅 ・豊中市玉井町1丁目8番18号'，t.:，ii.i 06 ( 852 ) 3237 

ｾＵＶＰ＠
1正，.1i 06 ( 855) 5338 

大 下 繁 棒f

日 成 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 初 広 島 市 白 島 北 町 13 1ft 18 号 電話0822(21  )1863 

大 下 j憤 ニ 郎

大 下 !慎 良

肯E j畢 ー」ー- 良Bノ、

平 和 建 設 株 式 会 社

畢 536 大阪市城点区|即日田fl J i  140 包括06( 939)4741代

大 鳥 居 満 也

25 大 鳥 居 工 業 所 取 締 役 社 長

・615 京都市右 京区西院西田町30番 地 包 括075( 313) 2191代

骨615 自宅・京都市右京区川島有樋川町 l の2 電話075(381) 3647

愚ω 自 宅 ・ 奈 良 市 今 辻 子 町 1 2  電話。742 ( 22) 2390 

大 山 昭 典 奥 田 政 雄

セ メ ダ イ ン 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支 庖 長
奥 田 設 計 室 建 築 事 務 所 所 長

串 542 大阪市市区大宝寺町東之 r 4  1  電話06( 251 )3555代 ｾＵＷＰ キ "  rli 般 田T 1 6  i品 地 'ill ，lli 06 ( 992)  5808 

品目1 自宅・禁良市. ( : ; )j( 4  - 2 9ー 16 mJ 50742( 71 )0164 骨576 rI宅 ・交J f 市大下弘前1 3 0 7 9 屯，l i i 0720( 91)1556 

岡 崎 俊 彦 奥 野 晴 弘

関 東 電 気 工 事 株 式 会 社 関 西 支 社 支 社 長 株 式 会 社 和 光 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

骨541 大阪市東区南久宝寺町3丁目 41帯 地 包 括06 (253)0291 骨 Ｕ 回大阪市ｩｦＡ述 ｲ ｘＺ ｾＯｩ ｉｬ ＱＳ r H 6 3 0 屯，1印 刷 633) 0141- 3

骨問自宅・鐙中市白線東町3- 2- 1 ベルビュー曽恨9- 904

電話06( 862) 3517

岡 j畢 勇 尾 原 庸 夫

岡 津 建 築 設 計 事 務 所 所 長
株式会社松田平田坂本設計事務所 大阪出張所所長

畢 530 大阪市北区梅ケ技町146 梅ケ枝ピル 2 階
畢 530 大 阪 市 北 区 堂 島 上 3 ー 10 電話06( 344) 7821

電話06(362) 6082代

"' 338 自宅・崎玉県与野市大字上落合54ト 1 ー l ー103

母 国7 自宅・大阪府茨木市大字滑ホ433 電話0726(43) 5230 .  8953 
電話0488( 52 ) 7544 

岡 橋 作 太 郎
海 上 静

株 式 会 社 海 上 勝 一 述 築 事 務 所 代 表 取 締 役

株 式 会 社 白 建 設 計 相 談 役 唖制大阪市東区 Ｑ 恥 Ｚ［Ｇｾｲ 2  J・日41 酢地中樽ピル

屯，l W6( 271) 1149 ・( 261) 4428- 9

畢 591 自宅・大阪府塀市日置荘西町13暑地 2 電話 0722ω5) 2120

43 



謹 賀

カ日 藤 j歩

株式会社カトー設計事務所代表取締役会長

畢156 東 京 都 世 田 谷 区 大 原 2 - 23 - 15 電話03 ( 323 ) 3411 

カ日 納 秀 雄

戸 田 建 設 株 式 会 社 常務取締役大阪支庖長

新 年
昭和 4 9 年元旦 (50音順 )

鎌 谷 秀 男

ー

l

 

'
'
B

，

 

崎 軍

学 校 法 人 修 成 建 設 専 門 学 校 校 長

晶日5 大 阪 市 西 淀 川 区 大 和 田 5 丁 目 電 話06 (474)1644  

神 谷 来万

近畿7. 0 : 気工事株式会社広島支社取締役支社長

串 加 広 島 市 稲 向 町 4 iII' 1号 住友生命広仏ピル

心，l l i 0822( 62) 1471 

串間広島市 Ｇド 品御幸 ＲｲｾＲＮＲ＾＾ ｭｍＰＸｕＨｾＩｾｾ＠

l

 

i

 

-

-

E

，

 

崎 敬

畢 副 大 阪 市 東 氏 本 町 3 - 27 - 1  屯話06( 252) 6311 ・657 神 戸 市 灘 区 五 毛 通 3 - 2  - 21  1l!，j t 078( 861) 0596 串5聞 大 阪 市 川 1" 初本開 f l l l l l 0 3 ・払i占06( 532) 0081 Ｈｾ＠

' 刷 自 宅 ・吹田市f - ' l l _ i IHI ! 2 - 25ー 14 屯話06 ( 388 )02 44 愚蜘( 1 ' 在 大Wi di i 民迷1".11i1l 12 J i  1666 '，1!，; [ ; 06ω32 7369 

株 式 会 社 近 鍛 述 設取締役社長

鍛
ごム

rロ
延 男

株 式 会 社 後 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

晶幻0 大 阪 市 北 Iえ 憎 の 上 回T 3 暑 地 1l!，l i i06 ( 364) 0446 

串副6 自宅ー大阪市 llH主占I ! i . 矢印矢印部町中i岨1-5

長居東住宅4- 14 包括06 (692  ) 0865 

梶 本 秀 尾

八 千 代 電 設 て 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

畢540 大阪市東区森之宵東之町 3 9 2 屯，1506 ( 941) 6531 (¥: 

事 調 自 宅 ・ 塀 市 大 美 野 1 0  7 の4 屯訴 0722 (37)  25，18 

数 井 利 美

亀 井 晃

:.1..>. 

J 口 l

 

i

 

---， 瀬 啓 一 郎

-級ill 築 1: Ｇｊｾ 務所

株式会社 A.  R ・l 建築 'li 務所 代表取締役社長

畢542 大阪市市 r，z 谷町 7 r l-l 12の 1 tfi?>闘r"， 3 ピル

'，l!，I，' ;06( 768)  1405(¥:  - 8  

哩0631 i' I主 奈 良 山 中 川 1 1'1 14 7  9  ・l!，l，T; 07' 12( 43) 122日

亀
l

 

l

 

E

E

a

，

 

ご三三

J 同

扶 桑 管 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

串616 京郎市右京区太楽和泉式部町12酢I臨 港，1[ ; 075( 861)1157 

串616 自宅 田Jjl 郎市右京区栄安井車道町 2 1  司l，l苦075( 811) 1509

I

 

l

 

-
-
a
'
 

谷 勇

日 産 建 設 株 式 会 社 ) L州 支 J;5 支 応 長 川 谷 建 築 設 計 事 務 所 向 常

畢剖 Ｐ 伺 ｉｾｊ 市中央 Ｑ＾＼Ｚ 今泉 Ｑ r  bl 7 需l O}} 沼，; l i092(74 )3366 串 時 京 郎 市 庄 京 区一乗寺il l水 町 1 5  電話。75( 781) 1148代

ｾＧＡｈ 品ＨＱＧＭＨＺＮ，［，相 ｾ､ｪ '1) ; ( 以 来寺山本町15 "柱，;，' ; 075( 781) 1148(¥:  

柄 谷 吉 太 郎 川 延 誠 治 郎

株 式 会 社 西 村 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長 株 式 会 社 柄 谷 工 務 j苫 取 締 役 社 長 神 鋼 建 材 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 白2 神戸市兵康区荒田町 2丁目 1 番 地 組 ピ ル 串 醐 尼 崎 市 玄 砕 市 之 町 4 需 地 電 話 06( 411) 1451 畠 曲 。 尼 崎 市 丙 向 島 町 7 7  i I I ' 地電話06 (411 )1301代

電話078( 521) 0205 ・0207

- S5' 自宅・神戸市須隠区白川台2 1'目3ト 13 : t 078( 741) 5862  

金 祐野 吉

東海興業株式会社大阪支広 常務取締役支庖長

畢530 大阪市北灰住吉町 3 番 2 住生住崎ビル itli 話06( 373) 1181 

金 光 五 良B

万 年 ス ・ レ ー ト 株 式 会 社 取 締 役 社 長

. 557 大阪市西成区千本市2丁目 14番20号 電 話06( 661)8181

44 

川 口 喜 代 枝

株 式 会 社 篠 川 川 I I  ｾｬｬ 築 Ｇｬｾ 修所所長

名古鹿市東区宮上 j車町 3 丁目 2 需 地 電 話052 (962) 7581 ｻｾ＠

串464 自宅・名古腫市千圃区備舟通 2 丁目 7 番地 電 ｊｾＰＵＲ ( 751) 2613 

I

 

l

 

-
-
E

，

 

芹 夫繁

株 式 会 社 川 岸 窯 業 商 庖 代 表 取 締 役

I

 

I

 

I

-

，

 

村 宏

株 式 会 社 汎 建 製 作 所 代 表 取 締 役

晶制 大阪市此花区酉島町 3 丁目 15番 地 電話06 (462)4661 

・699- 11 自宅・大和郡 山 市 冠山町2- 55 電お07435(2 )5995 

河 裾 手口 夫

a・550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 丁目 98番 地 電 話06( 532) 0461 代 e531 大阪市大淀区本庄川崎町 2 丁目 18番地 4 電話06( 371) 5146

鐙 光 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

骨 国3 自宅・池悶 'n天神 1 丁目 10ー 10 電 話0727 (61 )8598



謹 賀

河 義 夫原

新 日 本 空 調 株 式 会 社 大 阪 支 庄 支 庖 長

晶530 大阪市北区堂ぬ浜通り 1 - 2 5 - 1 包括06( 344) ω31

・岡田 自 宅 ・芦屋市岩間町 2 3 番 3 4 号 包括0797( 31) 5492

神
王
国明崎

株 式 会 社 神 崎 組 取 締 役 社 長

新 年
昭和 4 9 年元旦 (50音順)

士

ロ
弥 公 生

株 式 会 社 吉 弥 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

栗 山 平日

株 式 会 社 シ ェ ル 石 油 大 阪 発 売 所 部 長

晶刷 京都市中京区ニ粂通河原町東入樋之口町463 西村ピル4 F 統 32 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 2- 76 0'll，11i 06 ( 303) 7131  

電話075(211) 6779 .  (221) 6750 .，“3 自宅 西宮市枝川町ト 144- 304 11Ur; 0198 ( 48) 9428 

・回6 自宅 ・京都市左京区北白川山田町36- 5 電話075(791)3733

2重三

2同 氷田 文

株 式 会 社 梓 設 計 代 表 取 締 役

畢 670 姫 路 市 北 協 口 8 6 の 3 1It J i W乃2 (23)2<Y21代 串141 東京都品川 区西五反田2ー幻ー 3 三井生命五反田ピル

唖 670 自 宅 ・姫 路 市 北 線 口 6 2  電 ｊｾ Ｂￜ ＷＹＲ (23)  02lO 電話03( 492) 3591大代

愚 l 臼 自宅 ・東京都中野区中野 5 - 37- 23 lit 話i 03( 387) 1539

城 戸 武 男 工 藤 建 夫

工 藤 哲 夫

株 式 会 社 城 戸 武 男 建 築 事 務 所 代表取締役所長

工 藤 雅 三 建 築 事 務 所

制 的 名 古 屋 市 中 区 栄 1 - 2 2 - 2 7 電話052( 231) 5451代

畢 554 大阪市此花区国民 th k 通 2 丁目 12 電，11i 116 (461)  0043 

畢 4ω 自宅 ・名古屋市中区栄 1- 22- 27 1師 052( 201) 4061 
06(461)4198・06(461)4393・06(461 )9293 

骨お4 臼宅 ー大阪市此花区I a ケ崎 1- 53 'I{L.話06( 463) 5208

木 園 男下

内 外 パ ー キ ン グ 施 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役

唖 聞 大 阪 市 西 区 京 町 通 1 丁目32番 地 電話06凶 1) 0477代

畢 560 自宅 ・盟中市北桜塚 3 丁目 9 番 15号 電 話06( 853) 0892

芹 本 文貞

生 活 美 術研 究 所 ・岸 本 貞 文 建 築 事 務 所 所 長

事 l田 * 京 都 渋 谷 区 必 比 舟 雨 2- 21- 4 司l.IIi 03( 719) 1771 

. 1団自宅・東京都渋谷区恵比舟南2-21-4 1IUi!;"U3  (713 )5137 

オヒ |事

I

 

l

 

---s' 

妹式会社日本 A ・W. E ・コンサルタ ント 代表取締役

唖.553 大阪市福島区上稲ぬ中 2 丁目90 大仰ピ ル 電 絡06(458)6078

北 本す 年 史

久 保 士弘

黒
l

 

l

 

z

E

E

，

 

巳
董

株 式 会 社 黒 川 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

畢 466 名古屋市昭和区鶴舞町2- 10- 5 電話052( 882)0281代

晶497 自宅 ー霊知県海部郡蟹江町大字蟹江新国字鹿島119 電話師79(5)2255

黒 谷 俊

株 式 会 社 団 地 サ ー ビ ス 大 阪 支 庖 支 庖 長

畢日6 大阪市城京区森之宮 l 丁目5 需101乃 lit 話06( 969) ゆ01

桑 正 造田

株 式 会 社 久 保 商 底 代 表 取 締 役 桑 田 硝 子 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串530 大 阪 市 北 区 真 砂 町 5 電話06( 制 ) 0206代 概 50 神戸市生田区多 IUI 通4丁目 9 - 8 電話078( 371) 1861代

劇 65 自宅 ・宝塚市町車 山 2 丁目 3 の 6 電話。797( 72) 6167 愚 653 自宅神戸市長田区五位ノ池町 3 - 1  -1 電話。78(621)3807 

草 浦

ミ" A

J 口

清 水 建 設 株 式 会 社 九 州 支 庖 取 締 役 支 底 長

‘
、

E

E

E

J

 

，
，
 

泉 昇

骨 810 福岡市中 央区赤坂 1 丁目 l 番29号 電 話092( 77) 9151 ... 駒大阪市凶医江丙姻11・bl52岳地堀田ピル屯，1l; 06( 441) 1366 

自宅・福岡市西区西新 6 丁目 7 - 4 電話092(82)2383 串拙 自宅 ・摂油市正従本町 2 - 12 - 2 9 司1，11i 06( 381) 5559 

株 式 会 社 新 建 技 術 研 究 所 代 表 取 締 役

熊 ;畢

ｾ＠
，、 朗

平 和 建 設 株 式 会 社 常 務 取 締 役

・臼6 大阪市域東区関目町 1 丁目40番地

話06( 939)4741代 - 5

・ 拙 自 宅 ・吹田市内本田J 3丁目 23番8号 電話06( 381川451

栗 林 馬

株 式 会 社 日 本 プ ラ ン ニ ン グ ボ ー ド 代 表 取 締 役 栗 林 建 築 士 事 務 所

! l ! >63O大阪市北区岩井町 1丁目 12番地 NA Cピル電話06( お3)5521代 ・臼l 和歌山市和歌浦東 1 丁目 7 11) 6 電宮古Oね4( 44) 3包3

制 l 自宅・堺市新金岡町2 T 4番8ー 訓 電 話0722( 51) 4515 

‘
、-

-
-
-
a
 

.
，
 

泉 重善

株 式 会 社 栄 和 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

暗 ＵＵＳ 大阪市制Ｎｲ［，｜｛ｾ堂島浜通 Ｔ 1"1 114 11l結06( 452)  1651  

"' 583 自宅 ・大阪府羽曳野市高普7丁目 3番11号 電1初 729( 55) 4416 

勝坂
由

ｉ ｕ， ｾ、

株 式 会 社 東 海 設 計 代 表 取 締 役

・4曲名古屋市中区栄 3- 7- 1 電話。52( 261) 2651- 4  

. 467 自宅・名古屋市消法区岳見町4- 20- 2 1ttJ Ii 052( 831) 4459

45 



謹 賀

‘
、1

』，
，
 

崎 修

株 式 会 社 ミ ラ ノ 工 務 底 取 締 役 会 長

畢酬京都市中京区夷川通河原町東入鉾田町310

1tU初 75包31)0177

串耐自宅・京都市左京区下鴨北園町63番地 屯J ;I; 075( 781) 0676

島勝 巳

有限会社小島勝巳建築事務所取締役社長

都 41 大阪市東区南本町 4 丁目 41番 地( イヨビ J レ6 階)

電話06( 252) 8088代 表

串101 東京事務所・東京都千代田区岩本町 2 丁目 9 番地藤野 ピル

電 話03( 861) 9538

劃 62 自宅・西宮市五月ケ丘 6 番 35号 電 話 。798( 33) 5120
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a

e

 

'' 
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ニム
，ロ杉

新 年
昭和 4 9 年元旦 (50音順)

林 四 良R

太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社 社 長

統 53 大阪市福島区上福島北 2 丁目 1 帯地

屯，!;Ii 06 ( 452)  1151 代

小 林 清 一 郎

大 同 鋼 板 株 式 会 社 取 締 役 社 長

晶師 尼 崎 市 杭 瀬 字 午 新 聞 2 2 番 地 電話06( 488) 1181 

‘
、-

---a 

，
，
 

得林
士

山

シ ャ ー プ 設 備 機 器 株 式 会 社 常務取締役 株式会社小林得志建築事務所代表取締役

畢回大阪市東住吉区加美福井戸開[ 3- 68 包 括 06( 791) 7221 . 530 大阪市北区堂島北町 2 0 番 地 'ill ，!Ii(渇 ( 341) 5658 

愚却 自宅大阪府羽虫野市n 上々 5 了目 6のI 11U初 729( 54) 叫 88 唖662 分 室 ・西宮市丸橋町 6 の 1 6  電 話 0798 (66)  2394 

小 中 村 繁 次 郎

富 士 建 設 機 工 株 式 会 社 代表取締役

‘
、

，

 

••
• 

a

 

.
，
 

松 英

後 藤 光

東海興業株式会社大阪支庖大阪駐在専務取締役

株式会社大阪設計事務所代表取締役所長

ｾ ＵＴＰ 大阪市東区玉堀町 ＵＷＵ 栄芳ピル｜ｉｲ務 ＰＶＨＷＶＸＩＰＲＵＲ 代

畢563 自宅 ・池田市旭丘 2 丁目 11番24号 電 話0727( 51) 4374

‘
、

•••• 

，

 

B' 
向 正 雄

株 式 会 社 小 向 商 会 代 表 取 締 役

. . . 側帯I ｾｫ＠ II.J di 小 般 原 jjfj 3 の l 包括0734 (24 ) 6141  

唖640 自 宅 和 歌 山 市 大 泉 寺 丁 6 電，11i 0734 ( 22)  7771 

吉

岡 主 計武

コ ー タ ケ 建 築 設 計 事 務 所 所 長

唖抑大阪市内区江戸堀 5 r 円 155( 新山錨ピル)

屯，11i 06( 448) 0178 ・2408

"' 5剖臼宅・大阪市凶区北嶋江御池通り 6 丁目 21

ｾｴ 細江コーポ ＷＰＶ 勾 電話06( 531) 2812

河 内 就義

有限会社河内ｾ就設計事務所代表取締役

T立，!!; 075(  691)  8224 

串田l 京都市南区東九条河凶町271fi 地 '，"{i，!1i 075(  691 ) 079ト 2 畢530 大阪市北区豊富町 3 番 2 住生豊崎ビル電話06( 373) 1181 ...730 広 島 市 t 峨 開f 2  Ifi 37 刀 屯結0822( 28 ) 2271 

愚7羽 自宅 ・広 品 市 上 椴 側f 2 吊: 37 号 m，li 再0822(21  ) 4808 

‘
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西 山甲

株式会社田中小西建築事務所取締役社長

守 人 鴻 池 藤義

相 互 建 設 産 業 株 式 会 社 設 計 部 代 表 取 締 役
株 式 会 社 鴻 池 組 取 締 役 社 長

畢聞 大 阪 市 西 区 阿 波 庄 市 過 2 のω 電話 06(532) 4051 ' "田9明 大阪府泉南郡阪南町和泉鳥取1133ー l 電話0724 ( 72) 1528 唖副大阪市東区北久宝寺町 4 H I 幻 番 地 電 話 侃 (252)31∞大代

署臼6 自宅 ・大阪市東住吉区平野西協町373の4 電話郎 (701)位 97 ・599-02 自'七 ・泉南郡東鳥取町山中 1133-1 電話0724(72) 1528 唖剖3 自宅 京初市北区平野鳥居前町 86 電話075(461)  1526 

‘
、

-
-
-
-
a
 

，，. 
林 j青

株 式 会 社 新 住 宅 社 代 表 取 締 役

畢 却 大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地 電話ω( 444) 4677

臨 時自宅・大阪市阿倍野区北 (d3 丁目 l番7号 電話郎防1) 15倒

‘
、

E

E

E

』

，
，
 

林 三 甫 朗

小 林 住 宅 販売 株 式 会 社 社 長 一 級 建 築 士

. 隠れ 大 阪 市 東 区 市 久 宝 寺 町 5 - 18  11!，!;l ; 06( 251) 8371 
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山 武 近 藤 喜 久 ニ

住 友 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 主 務 署 締 霊 株 式 会 社 桂 建 築 設 計 事 務 所 立 表 取 締2

"' 5<1 大 阪 市 東 区 北 浜 5 丁 目 2 2  t昔話06 (220)8712 串162 東京都新宿区市谷田町 3 丁目 8 番地 新枠ピル 3 階

串刷 自宅 ・伊丹市鈴原町 4 丁目 23ー l 電話0727 (81 )2853 電話03( 269) 6411
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聞

配

佐 々 木 米 太 郎

公 成 建 設 株 式 会 社 建 築 部 長

串ωo 京都市下京区五条通商洞院西入 電話075( 341) 0501代
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佐 誠

、h

ッ、
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J ロ

株 式 会 社 佐 治 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

ｾ ＵＵＰ＠ .k阪rfi 西区立売網南通 1-24 ) L栄ヒ1 レ南館 1tlr活06( 541) 5831

' 剖2 自宅 ・西 宮 市 皆 殺 園 ー 番 町 1- 36 沼J初 798( 36) 2516

佐 藤 松

.:o巳

日

株式会社 今 西 組 取 締 役 会 長

晶剖3 大阪市天王寺区上本町 7 丁目 2 番地の l 上六ピル内

司t，l古06 (772)  1251  

畢 回 Ｙ 自宅 ・芦屋市六 ｡ｾｦｭＲ 番 ＳＲ 号 電話。797(22)  2226 

佐 次 夫藤

株式会社佐厳武夫設rij-'J _ I : 務所代表取締役

畢105 !在京都港区新総 4 f l l  6 11'f 15日 D K  日新総ピ ル6 断

'<liJi; 03 ( 436 ＩＳＵ ＱＱ ｦｾ＠

副 部 自 宅 東 京 都 世 間 谷 区 赤 堤 ト 16- 13 'i(l，1印 3( 420) 5810

佐 野 正

株式会社安井建築設計事務所 取締役社長

串臼0 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 H 7 帯地 '41J Ii 06( 943) 1371f t  

居 届2 自 宅 ・ 西 宮 市 雲 井 町 4 の 9 屯，1，w798 (22)  1569 

佐
士

ロ野 春

森 井 電 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 専 務 取 締 役

唖 530 大 阪 市 北 区 常 安 町 1 6 番 地 包 括06(443)8381代

畢師1 自宅兵庫県尼崎市東鴎田町3一筋 11番 包 括06 (491)9402 

斎 藤 博

新 年
昭 和 4 9 年元旦

(50音順)

雑 震 幸夫
ロ

ロロ
I

 

I

 

I

a

，

 

男

一
一
一

株式会社大阪雑賀建築事務所代表取締役 株式会社品川建築事務所代表取締役所長

畢同大阪市天王寺区東平野町 5 丁目 9 11H也吉盛ピル 唖 910 福 井 市 回 原 1 丁目 l 番 2 0 号 電 話0776( 22) 6683

電話06(772) 4426  '  4436 串 910 ＱＧ Ｑ 宅・稲作 ｲｬｩ 粍 ｉｉｉｾｉ 7 0 - 2  '，IJ:.l，f; 0776 I  23) :侶52

晶573 自宅・枚方市香里ケ丘 7 丁目 II ー16 電話0720 (54 )  0004 

阪 重口

阪 口 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨540 大阪市東区京縞 3 の68 北浜ピル 2 号館

電話06( 941) 8441- 5  

骨565 自宅吹回市高野台 3 - 7 - 4 電話068( 71) 2523

坂 本 鹿 名 夫

坂 本 鹿 名 夫 建 築 研 究 所 代 表 取 締 役

串107 東京都港区松背山 2 丁目 4 - 12  電話03( 401) 0193- 4 

唖 107 自宅 ・東京都港区北青山 2 丁目 4 - 12 i世話03( 401) 0193- 4

代表取締役 塩 路

代表取締役 塩 路

惣 吉

寅 雄

株 式 会 社 塩 路 建 築 事 務 所

串542 大阪市南区塩田T通り 3 の14 芦池ピル 包括06(251  ) 8577 

06 (271) 2495 

06 (251) 3231  

四 方 靖 郎

四方設計工務株式会社

ｬ 級建築士 Ｇｲｾ 務所 代表取締役社長

哩 612 J;f ｉｩｉ ｬｲｬ￭ 伏見区深 ｴＮ ｩＺｉｾｊ ，ぜ敷町 ＳＲＭ 2  

電話075( 641) 6091 . 6092 ＶＳＲ ｾ＠

串 612 白宅 ーJ，t 剤Irli 伏見| 互iri t. '(t刻1:11数個 f 32- 2  

ご重三

I 同 水 明愛

株式会社 三 晃 空 調 取 締 役 社 長 株 式 会 社 清 水 工 業 所 代 表 取 締 役

串530 大 阪 市 北 区 訪 問 問f 1  6  "官，1[;06 ( 363)  1371  串531 大 阪 市 大 淀 阪 市 浜 町 3 - 14 'ili 話06( 372) 2851 代

唖 562 1' 1宅・: R I(II rli 併殺 4f 3 - 4 - 3  屯，1[; 0727(21  ) 2341 愚 662 自宅 ・兵郎県西宮市南郷町 3 - 12 ¥立;活 0798( 22) 1184

雑 賀 孝夫

株式会社雑賀建築設計事務所 代表取締役

晶臼0 和歌山市西I T丁 l 番地 1!i，11i 0734  (31)  137. 1代- 5

晶 制o ｩＧｉ宅・相 ｬ 枇 ｉｬｬｲｬｩ 小総ｬｊ ｾｩＡ 仰 Ｓ r l l l l 昨地 』甘 ＱＡ ， ｾＰＷＳＴ 側線 Ｘ

ご重E

t同 水 和 f南

株式 会 社 清水和粥設計事務所代表取締役

串530 大阪市 北区万オ町43 浪速ピ J レ 電話06( 312) 7幻8代 4616

ｾ ＵＶＰ 自宅 ・ ｾ中市中桜塚 ＴＭＳＭＱＰ 電話06( 852)  7056 

:.a.t:. 

/; 之 谷 幸雄

渋 谷 金 属 産 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

酎 42 大 阪 市 南 区 鍛 J古 屋 町 5 2 市 話 06( 211) 7333

晶副自宅 ・八 尾 市 二 俣 2 5 2 の 7 電， ＱｾＷＲＹ ( 22) 8644 

島 国 孝

ごム

，ロ

株 式 会 社 片 山鉄 工 所 代 表 取 締 役 社 長

"' 551 大阪市大正区南恩加島町1番 地 電 話06 (552)1231大代

・545 自宅 ・大阪市阿倍野区昭和町3- 5- 7 包括06 (622) 1561  

島 村 佐 次 郎

島 村 建 築 事 務 所

・640 和 歌 山 市 四 番 丁 4 包括0734( 22 ) 3338 ・4335

晶640 自宅 ・和歌山市四番丁 4 電話0734( 22) 3338 ・4335

島村 忠 男

西 日本建設業保証株式会社 取締役社長

畢540 大 阪 市 東 区 上 町 5 番 地 電 話06( 762) 5701代

島
由

I l!I'、村 雄

日 本 建 銭 株 式 会 社 大 阪 支 底 支庖長

骨別大阪市 ｾ ｴ 医侮田町 Ｔ 7  新阪神ピル 9 断

，!i，![;06(341  )4331  

白 井 周

汗f水建設株式会社 代表取締役副社長( 大阪駐在)

畳間大阪市川区上位蝋通 2 f l l  2 俳J也

'<ll.ll i Oo(  443)  5431).;， Ｈｾｽｩ＠
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謹 賀

自

足当証

玉三. 男
宣

石

株式会社 藤 木 工 務 庖 常 務 理 事

新 年 昭和 4 9 年元旦 (50音順)

杉 村 正 三 郎

- 臼l 大阪市東区両替町 1 丁目 131肘 也 電 話 06 (942)  1461  愚政太阪市点淀川区卜i 附之町3 Ji  ｊＳＴｦｦｦ 地電， ＱｾＰＶＨ 羽 Ｒ Ｉ Ｐ 幻ｬＨ ｴ

' 問 自宅 ・大阪市住吉区織江中 l の68 電 話 06 (671)  3乃2 唖伍 5 自宅 ・宝塚市栄町 3 丁目 9 番20号 屯1;1' 0797( 86氾6幻

阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

城 庸 平口 隅 正 美国

株 式 会社 大 阪 城 口研 究 所 取締 役社 長 第一工業株式 会 社 大 阪 支 底 常務取締役支庖長

8 530 大阪市 北 区南垣町 l 番 地 電 話 06( 372) 7151代 畢 聞 大 阪 市 北 区 富 田 町 3 0 番 地 電 話06( 364) 6661

進 藤 海汎

株 式 会 社 企 函 設 計 社 代 表 耳 取E締 役

@航陪5白6 大阪市 i浪良速区日本 f僑暗束 4 一1 6  電賂0ω6(6ω削4“1り沌周8鎚86臼2  

. 5臼91 自宅 . 堺市新金岡町2了4番1一3初07 電話0仰722(何51υ )0∞0944  

須 賀 孝

須 賀 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社長

' 弱0 大阪市西区土佐場通 l 了目 14 電話06(441  )5171 

・剖2 自宅 ・西宮市君主弁 町 6 番 14号 匂 話0798( 33 ) 0269 

5頁 賀 好

「晶、

E 司

自ヨ

株 式 会 社 近 畿 建 築 構 造研 究 所 所 長

畢 543 大阪市天王寺区維寺町76 天王ピル 電 話06( 779) 9316

ω ( 771) 3216 

唖 577 自宅 ・東大阪市下小阪 1 7  2  - 2  電官初6( 789)8114

関 守

仙 四 良日

25 閲 建 築 設 計 事 務 所 代 表取 締役

晶副1 大阪市東区北浜 4 丁目 必需地の 3 電 話06 (201)4710  

晶伺2 自宅 ・西宮市届敷町 4 /11' 10 号 電 話0798 (34 )  2327 

瀬 本 典
Ｚｾ＠
J 口

田

株 式 会 社 カ ン ダ ン 取 締 役 社 長

晶潟大阪市住吉灰万代l I ( 6 r B3 f f f 地

'iIl，l l i 06( 672 )  1281大代

本目 蔓 -
淳

士

口

戸

日 新 工 業 株 式 会 社 専 務取 締 役

8120 点京船足立区千往来2丁目 21番28号 包 括03 (882)2424  

骨 271 自宅 松戸市北松戸 3 の 7 の 3 電 話0473(62 )9314

園 博

三建設備工業株式会社大阪支庄 取締役支庖長

畠 530 大 阪 市 北 区 紅 締 町 6 5 番 地 電 ，1;1; 06( 352)  11311¥: 

' 航自宅・宝塚市御殿山 2 丁目 19の I 屯，11i 0797( 86)  1437 

関

p 晶 『

ヨ氷 幸

国 従

英

関 家 建 築 設 計 事 務 所 代 表 者

串 532 大阪市東淀川区西中島町 2 丁目 27番 地 従 話06( 304) 1514

コーワマンション 202号

畢 5お自宅大阪市東淀川区西淡路2丁目 249番地 電 話06( 322) 4122

株 式 会 社 川 本 製 作 所 大 阪 営 業 所 所 長

( ポンプ県門〆 ー 均一}

串 533 大阪市東淀川区瑞光通5丁目 7の2 電話06( 328) 0877代

田 賀 勉

株 式 会 社 回 賀 建 築 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

串 5国大阪市西区北堀江通 4 丁目 33番地

電話06 ( 531  )7193代

謝自宅・河内長野市千代田台町 Ｑ ＳＭ Ｑ ｾ 1li お07215( 3) 0455

回 信夫ロ

株 式 会 社 恵 美 須 建 設 代 表 取 締 役

唖 ω6 京都市左京区浄土寺馬場町 151 電話075( 761) 1151

畢 ω 6 自宅・京都市左京区鹿ケ谷法然院町 7 電話075( 771 )3543 

支 所 長 菅 良 春 関 谷 芳 良R 回 中 政

副支所長 近
藤 貝

株 式会 社 関 西建 築 設 計 事 務所 代表取 締役 大 島 勝 用 化学 工 業株 式会社 取 締役 社 長

日本住宅パヰ、ル工業協同組合 大阪支所 . . 51 名古屋市西区那古野町 1 - 45 大起ピル 3 F 見I 大田bi di 祈 庄 1 1  4  / I I ' ! 也電話06( 745) 5121 代

唖 5お 大 阪 市 北 区 2吉田町 46 番 地

電話052(571) 3551 06( 745) 6736- 8 

第三宮田町ピル 電話06 (313)  3321 8510 自宅・三軍県四日市市南浜田町 8 - 31 電 話0593( 53 )0550 
自宅 ・大阪市滅東区野江東ノ町4- 99 11Ut 06( 931) 3506 

戸向

旨 谷 健 児

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社 取 締 役社 長

銭
吉

岡 輝 之 田 中
日召

雄

株 式 会社 銭 高 組 取 締役 社 長

串 550 大阪市西区江戸堀 1 - 6  0  電話也6凶 1) 8231 8550- 91大阪市西区阿波座上通3丁目2番 地 電 話06( 531) 6431大代 ・2語大阪市浪速区元町 l 丁目 7 4  7 屯話06( 649) 3726代

株 式 会 社 タ ナ カ 風 呂 代 表 取 締 役
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謹 賀 年
昭和 4 9 年元E ( 50音順)

新

田 中 弘 竹 目要 健
、I t EkZ  

実日 見 義 失

淡 陶 株 式 会 社 取 締 役 社 長
22 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 株 式 会 社 歳藤省三商J苫 大 阪 支 府 相 談 役

唖 日0 大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 1 の 9 電話06(532)5301
哩 ＵＳＰ 大阪市北区 ｾ￭ 宮町 Ｓ 番 Ｒ {主生12崎ピ 11，電話06( 373) 2281 串5 5 ( 1太田Udi jJIj rx: 1:1主綴i曲 1 11- 11 詐地太/ ，; / ピル 6v背

唖 砧9 自宅 ・芦屋市楠田T1番 8 ー106号 包 括0797(22 )7686 
制 62 自宅・西宮市怯闘町 7 番 2 2 号 泣 話0798( 34 ) 2650 

官官お 06 付43) 3361(¥: 

回 誠 重也 4詣 春決IJ

株 式 会 社 田 淵l建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

桶 建 築 事 務 所 所 長

串 577 大阪府* 大阪市御I J i j 1  6  泡お06( 781) 0937

畢 640 和 歌 山 市 下 回T 19 需 地 m ，I，1; 0734 (31  ) 0261- 2  

制 32- 02 1' 1';:; ・4T良県 '1' 駒市事iJiIl!!ケ re. ll d干;主1;;

劃 40 向宅利歌山市下回T l 9帯地屯，t i ; 0734 (31  ) 026ト 2 電話07437( 3  )  2401  

古

同
泰

:J.>. 

J 口洪 一 郎 橘5頁

株 式 会 社 朝 日 工 業 社 代表 取 締 役 社 長 米 邦 ハ ー ラ イ ト 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖105 東京都港区浜松町 1 丁目25番 7 号 電 話03( 434) 6171 串 日0 大阪市東区議之宮西町町 5 9 4 1 f t 話06( 941) 9243- 7

唖162 自宅・東京郎新宿区弁天町87需 地 電 話03( 268) 7766 間 特 別 I ' r t ・叫 di .i 'di: fi  3  r  261昨3 乃 '， ILl f; 0722 (91  )  2267 

古

同
田 伊 三 郎

_._ 

. J L 回

、三主

2同

昭 和 ア ル ミ ニ ウ ム 株 式 会 社 取 締 役 社 長
有 限 会 社 柳 々 堂 ｻ 姐聾 ｾｉｊｲＧｉＮ ｉ ｾ 山 Ｉ

晶 590 I ! / I - 市海山町 6 了 2 2 4 番 地 電 話0722( 33) 1l 81 概 ぬ 大 阪 市 西 区 京 町 樹 2 - 4  9 電話06( 443) 0167 - 8  

営 業 所 鴻 池 ビ ル 電話06( 251) 8233 

吉

岡
徳、 男男

- ' -

. J L 野 fT 石

山 陽 電 気 工 事 株 式 会 社 大阪 支 社 妥γ務 霊締 堂 中 央 屯 気 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社

骨臼叩l 大阪市大 J淀定区本庄中通 4 了目 1叩0 電J諸z的0ω6(3幻72幻)1ω66“4代 串 530拍大阪 l市l打fリ」北tl医z幻f悔福ケ伎側町f 5  6 1吊俳時昨:!地也 屯訴0ω6(312) 8邸88創l kl代t  

官

同 慶 谷 3た 夫橋 夫
I

 

l

 

--』，

t也 5頁 政 人

小俣シャッター工業株式会社大阪支鹿 取締役支庖担当

串田0 大阪市北区 l比花園T2丁目 51 郊5新興ピル m胡06( 353) 7377代

骨 661 自宅ー尼崎市東部松字長講 3 3  1  - 2  5  'il t，活ω( 421)5228 

千 原 大 五 郎

株 式 会 社 大 建 設 計 代 表 取 締 役 副 社 長

晶 105 J . 在京本社 東京附港区新冊 1 - 10- 7  )<干11錨行t J r l.l1;ピル

1tt.，1iQ3  ＨＵＷＲＩＴＵＹＵＱｾ＠

唖 550 大阪本社 ー太阪市西区京町制 2 - 75  

llt ，o[;06 ( 441) 93511"1: 

唖 251 ドl 屯ー神山川貼雌r"'-rn泊泊松が附 1 - 15- 25 

屯 ;1110466 (23)  3124 

津 健 児村

オリエンタルメタル製造株式会社 ( U. i 取締役社長

串 倒 ) 1己崎市 II({ 品11軒i If!り 3 1' 1126信J 也 屯，: 刈6( 112) 5131

塚 本 1孟 次

株 式 会 社 日 建 設 計

哩! 541 大阪市東区横綱 2 丁目 3 8 番 地 電 話06( 203) 2361

辻 本
盟主

5 玉三

株 式 会 社 大 建 設 計 取 締 役 社 長 株 式 会 社 両 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖 専 務 取 締 役 辻 木 監 設 計 事 務 所 所 長

暗 抑 Jに阪市川| 韮 J;( 町 制 2 r  1175 '，n，11i 06( 441) 9351  ｾ ＵＳＱ 大阪市大淀区中 ｩ ｬ ｴ 南泊 Ｔ 丁目 ＱＱ 番地 Ｇ，ｉｬＮ 話 ＰＶＨＴＵＸＩＳＵＳ Ｑ 代 串刷o fll 歌山 rH!Ulk 町中ノ丁 12 - 3 電話0734( 24 ) 6346代

"' 533 n 宅 . k 阪市東淀川区相川中辿2 T 1cl 2-4 旬以06( 328) ω ぉ

ヂ日 口 尚 武谷

栗 本 建 設 株 式 会 社 技 術 顧 問 株 式 会 社 大 林 組 専 務 取 締 役

_550 大阪市西区 北堀 江 1 栗 本 ピ ル 包 括06(541)8713 唖，540 大 阪 市 東 区 点 愉 3 丁目 37番地' ，( L 話06( 943) 1131 ｾ ＵＹＸ 泉佐野市淡 Ｔ - 5  - 2  2  lIUi i 0724 ( 62) 2231  

ｾ ＵＹＸ 自宅 ・呆佐野市淡 Ｔ - 5  - 2  2  ¥ftii i i0724 ( 63 ) 5925 
畢 日I 自宅ー 盤中市曽根西町 4 - 8 - 28  ｾ世話 ＰＶ (852)3384 

哩刷 o 1' 1古和司k山市京 i胡 I中ノ了 12 - 3電話0734(24 ) 6346代

土 屋 英 夫

土 屋 建 築 設 計 事 務 所 所 長
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謹 賀

堤 兼 雄

新 年
昭和 4 9 年元旦

(50音順)

東 士田 謙 内 藤
盲

働 大 林 組 本 庖 建 築 本 音fS工務部長 株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 株 式 会 社 竹 内 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

晶臼0 大阪，1i l 1U孟ポ縞 3 r 目 37 If; J也 包括06 (943)1131  <!!! 剖 1 k 阪 市 山 1><: 伏 見 町 5 - 19 電話 06 (202) 0391 畢臼2 大阪市南区長総縞筋2丁目35のl 口車ピル Ｂｈｾ ＭＰ Ｖ ＨＲ ＱＱ )2706代

串田7 自宅・茨木市南春 日丘 5 - 8  - 22 句，l i i0726(23 )0379  串儲 向宅 神戸市東灘区1キ吉町縄予下1680 ｬｉｬ ｊｾ＠ 078 ( 邸1) 5043 自宅 ・大阪市阿倍野区王子町 4 r 自 1 1f; 8 の303 号

f屯1t，1活80“6( 6臼23幻汐7η38邸5  

↑亘 成

ヨ"

{t 1 " ，会社つねなりすたじお 代 l Hj

・5-11 k  ｉｬｾ＠ di !u 1". ｾｴ＠ iJ¥ 3  1  11 40 "立，; ，';06(23110141

串 制 自 毛 ・ 盟 中 市 玉 井 町 2 - 8  - 2 0  'j t( ii 古06陥41 ) 2659 

手 塚 義尚

大垣セメン卜工業株式会社 代表取締役社長

串幻0 大 阪 市 北 区 金 属 町 l の l 電 活06( 353) 4101

愚 珂7 1: : 1 宅・茨木市西駅前町 4 If; j 也1012 '1ll J古0726(23 )3833 

寺 重田 徳

大 成 建 設 株 式 会 社 取 締 役

晶臼1 1，阪 市 東 1><: 本 町 4 r  11 2  7  ; U，!1i 06( 262)  1131  

晶抱自宅・大阪府箕面市 ｾｬｈｆＲＱＱＱＴＭＳＹ
活，150727(21 )4641

寺 西 芳

株式会社寺西建築設計事務所 代表取締役

唖 6.8 神戸市点灘区本庄町2丁目 13lff24号 屯 J l i078(451 )24 56 

司i ，18078( 411)0139 

串白8 自宅神 戸市東温区本庄町2丁目 13畠i14号 電 話078( 451)2457

侍 馬 正 明

ι γ 三 産 業 揃 式 苔 紅 代表取締役

liIァ " ζ ニウムI . l 依式会世代理仇

哩 悶 大 阪 市 西 区 靭 本 町2丁目 47番地 第 二 市F ビル

m，，¥!i 06(  441 ) 0378大代

東 武郷

大 和 ハ ウ ス 工 業 株 式 会 社 取 締 役

唖 ..0 大 阪 市 西 区 間 制E中通1丁目 40'lf; j也' 1l l ，1806 ( 532) 6351  

晶師5 自宅 ・兵庫県宝塚市雲雀丘山手 2 r 目17格13号

電話0727( 59) 1242
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栂 野 春正

株式会社栂野建築事務所代表取締役社長

鵬 40 利 政 山 市 五 番 丁 4 番 地 電 話0734( 22) 2826

時 岡 保 雄

株 式 会 社 三 和 地 質 代 表 取 締 役

串550 太阪市西靭本町 4 丁目 35番 地 電 話06( 443 )7606代 4157

時 山 龍 太 郎

時 山 設 計 事 務 所 所 長

串闘J );; 阪市北区( ' l 椴崎上2丁目 21 昏地草加ピル 電 ｊｾＰＶ (361)  6248 

串532 自宅 ｫ 阪市東淀川区三国本町 Ｒ の ＱＲＷ 電 ｊｾＰＶ (393)9557 

守

田

士

ロ正

ミA

11=1 

白 博
i

 

l

 

-
-
E

，
，
 

株式会社富吉白川建築事務所代表取締役

骨 552 大阪市港区弁天町 2 丁目 l番 8 - 14 電話06( 571) 302財t

' 飽か位宮古) 家良県北高城m河合町星和台 1 - 6  - 1 2  

骨 563 白JII) 大阪府池田市伏尾台 1 丁目 13- 5  

由

ロ

田
光 男回

丸 善 冷 熱 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

晶556 大阪市浪速l互河原町 2 1 口1470 lf; J血J t 普ピル

司l.!/i 06( 631 )1431代

畢573 n 宅 ・大阪府枚 Jii li ..:. 架11 '1 113ノ5 '4t.!1i 0720 ( 56)  4451 

友 俊 夫田

友 田 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

品開大阪市都島区間1 ，( ; ' ，中通3 r 口3lff6号

沼，1/i 06(921  ) 0331代

内 藤 正 克

株式会社内藤建築設計事務所代表取締役所長

晶675・13 ｬ ｩ［ ｉ ， ｉＨｾｈ 、ｊｦ ､ｩ 1  本町 210 小野ピル 屯ぷ 07剖 6( 2) 475i ( (

劃 75- 13 自宅兵鷹県小野市久保刷[ 106.1 電話 07916 ( 2)  .16同

f U<取締役従長 中 井 惣 一 郎

代表取締役副社長 中 井 康 勝

株式会社 11' )1' 終. 斜l

愚 660 11:O曲者 ，1  j  Ｇｩ ［ｾＮ＠ 光 .'ji J i:. 11r  1  - 3  '，li ，，，ri06(481 ＩＺ＾ ＱＶ ＱＨｾ＠

倒 61 内宅・尼崎市点閣J l l 田T9 ー 17 ・1i.l1i 06( 49I ) 1386 

中
l

 

i

 

--.，， 匠

中 川 陀 慾 築 設 ， l I ' Ｇｊｾ 務所所長

串530 大阪市北区浪花町 3 8 新興ピ Jレ /U，lii 06( 371) 3651 

串 665 自 宅 ・宝 塚 市 米 谷 石 ITI 1  8  ｾＧｻｴＮ ｬ ｉｩ ＰＷＹＷ＠ ( 86)2391  

中 川 真 佐 吉

ア ホ ロ 印 刷 株 式 会 社 代 表 取 締 役

劃 40 大 阪 市 点 I>{ ｾｴ 祈町 Ｒ l i  17  "昔話 06( 似 2) 2951- 5

中 道
I

 

l

 

--z' 

夫

f I 研 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

晶抑止岡山li 北I>{).; r- [50 ｦＭＨｾｦｬｉ抗ピル 屯，!，' ;O6 (お3) 7272 

串 .569 自宅 - d 槻 市 115台 2 ー II - 3  '4¥.1，'; 0726 (82 )5923 

中 津 誠 郎

株式会社 中 湾 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 ＵＳＰ 大阪市北区 ＿Ｚｾｲｵ 町 ＳＸ !r :j 的ピル北 5 け館

ｾ，ｻＡＮｬ ｬｩ＠ 06 (363) 3881 

唖 570 自 宅 ・ 守 円 市 i竜11' J f:. 町 3 の27 司!.!1i 06 (991) 18'18  



謹 賀

中 順 次 郎野

株 式 会 社 創研 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

串530 大 阪 市 北 区 曽 線 崎 上 4 - 2 0  大阪駅前第一ピル

包括06( 345) 1300- 3  

事 ＵＶＱ 自宅・ｾ中市制且崎西町 Ｓ 丁目 Ｙ 番 ＱＱ 号 包括06( 852) 4145

中 茂原

株 式 会社 中 原 茂 建 築事 務 所 代表 取 締役

新 年 昭和 4 9 年元旦 (50音順)

氷 田 鼎

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社 相 談 役

...'" 
目E 勢

差

E コ 樟1

唖 制 大 阪 市 州 1><: 江 戸 沼 l の 6 0  ' mJIi 06( 441) 8231  哩聞大阪 ｲｬ￯ 例区靭本町 ＲＱＱＱ Ｑ ＰＷ 術Ａｬ｜Ａ ＱＧｾ ピル

串耳目 ｴｬ 宅・ ｾｉｉｉ 市上野東 Ｓ の Ｒ の Ｑ 0  電話06( 855) 3710 ・ll .ll o06( 538)  0378- 9 

株 式 会 社 能 鋳 建 築 椛 造 研 究 所 代 表 取 締 役

西 嶋 徳 太 郎

株 式 会 社 大 述 設 ，ii 取 締 役 副 社 長

串紛大阪市西区籾本町 3 丁目90番地 岡崎橋 ピJレ 晶 5駒 大 阪 di I川 1><: ，; ，: 町板 2 ー 75 'illj i506  (441  ) 9351代

7' tt.! 古06 (445)  0039 串田2 自宅 ・箕面市舷ケ丘 3 丁目 11番地35号

百t;1正0727(21) 2432 

中 原 英 雄

株 式 会 社 富IJ 美 設 計 代 表取 締 役

航 30大阪市北区末広町17 日生不動産扇町ピ Jレ9 防

ｩＮｬ［ ＰＶＨＳ Ｑ ＲＩＳＵＸＷＱｾ＠

唖659 自宅・芦屋市打出4槌町 1 センチュリ - 405

中村 正

中 村 タ イ ル 株 式 会 社 社

唖550 大阪市西区南郷江通1丁目 11番 地 電 お06(538)7101代

骨590 自宅 ・堺市若松台 3 丁目 17需 9 号 電 Ji50722 (91 )5592 

理事長 中 村

所 長 坂

文 夫

静 雄

財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

劃 日 本 所 . ) ( 阪府耽回市雌白台 5 の 125 11l，tli 06(872) 0391 

劃 31 ＩＨ淀骨室 ー 大阪市太淀区長柄西通 Ｒ の ＳＵ 電 ｊｾ 06( 351) 7217  

中 本す
豊

旦

株 式 会 社 口 邦 建 築 企 画 設 計 代 表 取 締 役

串S羽太阪市北区梅ケ枝町 114 関西ピル 電話00(362) 1767' 9697 

自宅・京都市下車IK ヒ来通点細川西人八百崎町12

，Ｇｉｬ， ＱｾＰＷＵ＠ (371  )2755 

氷 井 賢 城

西 義 良B

長 谷 川 幸 雄

田

株 式 会社 西 田 工 務 庖 取 締役 社 長

骨5部大阪府伴和田市上野町西26番33号 電 話0724α3) 2881

・崎拓自宅 ・大阪府伴和田市別所町503のl 電話0724 ( 22) 8048 

西 村 虎

株 式 会 社 新 日本 設 備 計阿 代 表 取 締 役 社 長

愚 530 大 阪 市 北 区 金 屋 町 2 丁目 3 1  ｾお ＰＶＨＳＵＳＩＴＰＶＱ

ｾｾ＠ 浜リ 夫

長 株式会社ナイガイ( 旧内外写真) 代表取締役社長

唖5泊 大 阪 市 北 医 堂 島 北 町 16 1I!，!li06 ( 345)  9055 

・143 自宅・見! s;( 仰木田区南馬込 2 J' f- J 30ー 14

7ll，!lo03 ( 771)  1408 

幹

骨骨べ・ニス ・スタヂオ建築設計事務所 代 表 取 締 役

骨542 大阪市市区北桃谷田T33の l 第 3 総l五ピル I1 F

司lJ1i 06 (763) 3441代

晶日1 白 宅 奈 良 市 鳥 見 町 2 丁目 2 の 5 屯 Jli 0742 (44 )2131 

萩 正 勝

根 津 耕 一 郎

株 式 会 社 萩 建 築 設 Jr 事 務 所 代 表 取 締 役

串 153 見t .l j (MSII ;'.I.¥T( N葉台 2 - 2 0ー 14 "官"l o03 (719 ) 1734代

橋 本

ご当三

J 同

株 式 会社 根 津 建 築事 務 所 代表 取 締 役

骨駒 大 阪 市北区締ケ技町81 大阪弁護士 ピル

Mi 06 ( 364 ) 8301代

・剖5 自宅 ・宝塚市川面 6 丁目 19需10号 電 話0797 ( 86 ) 6226 

野 中 市

久

吉里子1i 11' 株式会社大阪支! 苫 取 締 役 立 防 長

居 間 大 阪di北! メ st 向iJ'¥; 曲 1- 251/ r 大ピル

'，Il.li o06( 344 ) 6691  

白

日ヨ
中 繁

駒

野 中 建 産 株 式 会 社 取 締 役社 長

串550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 - 2  9  電話06( 441) 6631

自E
串ｾ
ヲヨ

、，J-.，

ッ、 郎

株 式 会 社 翼 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

串 550 本 社 1

骨聞大阪事務所 j 大阪市西区靭 l 丁目別番地布亀ビル

電話06( 441)2288 

暗唱∞京都事務所京臨市下京区五条通室町東入大黒町196番地木村ビル

111:話075( 351) 4366 ・( 361) 8622

統 16 自宅京郷市右京区花園木辻南町12- 20 従認知75( 462) 2495

浜 口 幹 良R

株 式 会社 久 米 建 築 事 務 所 取 締f支社 長 株 式 会 社 能 勢 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取締 役 株 式 会 社 浅 沼 組 専 務 取 締 役

晶 106 東京都港区凶麻布 l 丁目 13番U 号屯，! ，I ; 03( 403) 0251大代 唖550 大阪市西区江戸堀 5 丁目 118番 地 和 光 ピ ル 7 階 串剖3 大阪市天王存区京高津町8の1 "lt ，!!i 06 ( 768) 5222 

晶お ｬ 自宅 ・ 藤 ｩＧｾ rJi 鈎沼J毎日! 21 白8の26 1[l，!后似66( 36) 7706 電話06( 443) 6451代 @ 臼I gセ ・45良市二包囲[ 3336 ー 7 "I!，iIi 0742( 44) 3237 
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謹 賀

キヰ. 唯 夫

株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役 専 務

唖 駒 大 阪 市 西 区 西 民 堀 北 通 I n I 8 /l H也 l明 J t，品ピル

'，[l，:1i 06 ( 532) : J.l 21 

原 正 太 郎

ア ス ニ ュ ー 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

新 年 昭和 4 9 年元旦 (50音順)

平 城 勧

25 朝 日 工 業 社 大 阪 支 社 取 締 役 支 社 長

骨日2 大阪市東淀川区加島町 357 番地 ? 世話06(302)2271- 9  

平 田 作 太 郎

_532 大阪市東淀川区西中島町 1 丁目 125番 地 唖 間 大 阪 dj 凶 1'( 阿波J j ['I' I の 5 '，'[l，l/i06伍32 )1234(¥:

電 話06( 301) 9081- 4 皿 M 自宅 J;r M} rli ド.1ft 氏緩小路通大; 岳山 ，[l，11i 075( 801 )1806 

株式会社 、 ド 山 タ イ ル 社 長

原
主主

千円

甲 南 B ! 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

哩' 532 大阪市東淀川区卜三西之町4丁目3番地 .U，l占06( 302)1551代

・662 白 古 ・西 古 市 名 次 町 12 lI'i 9 号 電 話0798 (22) 15倒

原 重 信田

JJ;{ 111 セ メ ン ト 化 工 株 式 会 社

大 統 商 事 株 式 会 社

泉 州 生 コ ン ク リ ー ト 工 業 体 式 会 社 代表取締役

大 統 ハ ウ 1 工 業 株 式 会 社

播 州 コ ン ク リ ー ト 工 業 株 式 会 社

唖 副 本 社 ・ 大 阪 市 此 花 区 朝 日 摘 通2- 13 "世，i ! ;06れ62) 1212( ¥ 

結 06 ( 462) 1471 代ー電話 06 ( 462) 1421代

1品06 ( 463) 加 山 代 ・?官 .11106 (461  )1248代

唖街1 (.1宅 ・尼 崎 市 緑 11町 3 r n4 1の8 ，1l"，r，06(  421  Ｉ ＴＵ Ｑ Ｘ ｻｾ＠

イ半 良R

株式会社西原衛生工業所大阪庄取締役社長

唖 副 大 阪 市 大 淀 区中海南通 4 ー 1 1 包 括06( 458) 3531代

' 問 自 宅 ・ 池 田 市 石 縫 3 ー 11 ー 14 包 括0727 (61)  8652 

日 名 雄

. .6.  

ロロ

建 築 コ ン サ ル タ ン 卜 事 務 所 関 西 所長

愚臼 l 大阪市東区安土町 2 の12 トヤ 7 ピル

包 括06 (271 )  4103 

愚 抑 自 宅 笠 中 市 旭 ケ 丘 9 番 64 の l 電 話06 ( 856)  02∞ 

彦 ヂB谷

彦 谷 建 築 設 計 事 務 所 所

晶541 大阪市点区備綴 1- 23 寺 川 ピ ル 電 ，1.506(231)2810 ・7634

畢 616 自宅・京郎市右京区竜安寺玉浄芝町18 電 話075( 462) 2547
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平

F 晶 『

ぷE 男田

福 朝 生田

22 双 星社 竹 腰 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

Ｎ，Ｎｾ大阪市北区盟宮町 Ｓ 番 Ｒ 住生笠崎ピル電話 ＰＶＨＳＷＳＩＲＲＸＱ

串6甘 n 宅 ・同百';，fi 巾 H咽砂間町2信8;;' '，[l，i l i 0798 ( 48 ) 0989 

ネ冨 好 雄田

ダ イ ケ ン サ ッ シ 株 式 会 社 取 締 役 社 長

酷 鈎 堺 市 紙 屋 町 一 丁 6 番地¥1 l ，: 1 i 0722( 38) 1I 41

福 中 定 良R

株 式 会 社 平 田 建 築 構 造 研 究 所 代 表 取 締 役 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 常 務 理 事

唖日0 大 阪 市 北 区 堂 島 上3- 11 白雲 ピ ル 電 源06(341i 4137 愚5日 大 阪 市 東 区 北 浜 3 の 3 7  ｾ￬Ｎｬ ｬｩ＠ 06( 231) 9648 

唖 則 自 宅 ・豊中 市 上 野 坂 1 - 2 - 2 ｾ屯話 ＰＶ (853)3890 唖573 自宅 ・枚 }j 市香里関町 2 6 の 6 8 世1，]初720( 31) 0549 

温 楠

由

I l ! I'、 宇岡 福 氷 薫

三 純 輸 送 機 株 式 会 社 代表取締役社長 株 式 会 社 稲 永 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

晶拙大阪府吹田市江阪町 1丁目 13需18号 電話切( 385) 5621).: 代 串臼 Ｒ 大似市南区間 Ｈￎ ｉｾ 田 ｔ Jill 4 の 6 1  ，'[l，11i 06( 251) 3102 

唇 512 1' 1 屯大阪市 ly. jl >Z附il;' 町 通 4 の61 屯，IIi 06( 251)5189 

広 谷 大 二 郎

日本メディ hl レ・エンジニアリング昧式会社代表取締役

骨 541 大阪市点区備後町2 了日45 番地 高縫ピル南B号館10階

JW6( 203) 0381 - 8  

愚658 自宅神戸市東灘区御影町西ギ野富谷山電話078( 811)6127

広 谷 嘉 秋

合 資 会 社 中 建 築 設 計 事 務 所 代 表 社 員

制 ω 名 古 屋 市 中 区 西 瓦 町 19広瀬ビル電，1.5052( 262) 4411

畢 1臼 自 宅 名古屋市千種区月ケ丘 2 f"日 2-83

電 話 052( 711) 8010

汚 百

ρ" 3工 賓

長 大 装 株 式 会 社 社 長

_550 大 阪 市 西 区 西 長 線 北 通 4 ー 14 電 話06(532)0171  e 550 大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 6 の 3 9 電 話06( 541) 5757代

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所 取 締 役 社長

‘' 

福 佐 両司西

福 西 鋳 物 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串田o ^ 阪 市 西 区 西 道 頓 堀 通 6 の 8 司 ｕｾ ＰＶ (541 )3806代

電 話06(541) 2924代

福 村 久

常 勤 相 談 役

日本住宅パネル工業協同組合大阪支所 大阪支所駐在

両日本地区判当

_ 530 大阪rl Utt (1;<;f[J田T46l ftj也第二? 古附田I ピル

'o'[l，: ' ;06(313  ) 3321  

ネ富 圭事員 蔵



謹 賀

藤

ょ-.

再三井

株 式 会 社 藤 井 工 業 所 取 締 役 社 長

. 520 大 山 市 本 宮 2 の 2 の 9 電話0775( 23) 0119代

，ω6  61宅・ J;C自iild，左京灰松ケ崎泉川町 2 3

屯お075( 781)  5333 

藤 正岡

勝 岡 設 計 事 務 所 所 長

唖7回-41 長 門 市 f山 崎 漁 協 ピ ル 20号室 司Wi 08372( 6  )  1580 

晶 7国 -44 自宅・山rl ! 応大仰郡口i l I . H古市 ' iVli 08373(  7) 101 

"' 730 広島))IJ 宅・広島市段原山崎町15- 7 電話ω2 2(81) 2840

藤 銭木

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 取 締 役 社 長

航 40 大 阪 市 東 区 両 替 町 l の 1 3  1It目前6( 蛇 ) 1461代

藤 ヂ日 日百田

株 式 会 社 都 市 問 題 経 営 研 究 所 所 長

"'530 大阪市北区太融寺田T98- 5 阪急東ピル

屯，1/i 06( 312) 3918

，ω 自宅 ・神戸市東灘区岡本 8 丁目 10- 1 間本ハウス ω 5

'!I!，ll; 078( 411 ) 3989 

藤 初 裁田

三 機 工 業 株 式 会社 大 阪 支 庖 支 底 長

・副 大 阪 市 東 区 北 浜 2 - 2  2 電話06(202)3u71 

・瑚 自宅・豊中市曽線西町 2 - 8 - 1 9 電話06(852)4801 

藤 郁縄

近 鉄 住 宅 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨臼2 大阪" ， r輔 灰 谷 町 9 丁目 l 番 地 電 ，11i 06 ( 763) お81

藤 稔 恭原

側 藤 原 工 務 庖 取 締 役 社 長

新 年
昭和 4 9 年元旦 (50音順)

藤 村 i青

代 表 取 締 役 会 長 本 田

代 表 取 締 役 社 長 鈴 木

史 郎

利 定

株 式 会 社 日 新 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 駒 大 阪 市 北 区登屋町 1 丁目 661陸地 電話06(352  ) 6161代

串631 自宅・奈良市登美ケ丘 5 丁目 5 - 5  

電Z君。742( 44) 0201  

代 表 取 締 役 藤 本 一 男

社 員 一 同

株 式 会 社 都 市 ・ 建 築 設 計 工 房

愚臼Z 大阪市南区安堂寺縫通 3 - 40 第二芦池ピル 8 階

電話06( 252) 8757代

本 田 工 業 株 式 会 社

・5剖 .k 阪 市 北 区 芝 田 町 65帯 地的 1 梅 凹 術 T . 9' ¥' l t ピル内

司E川 崎 ( 372) 0372

・.07 本 田 ) 旗 開 市 東 山 区 山 科 御 問 手 持 町 2 11t，1oro075( 581)2217 

・5. . 軸 木) x匝 市 閉 山 区 東 野 田 町1. 9-18 : : 1 ーポセ 7:.-- 303号

慨 llli 国 ( 353) 2460

真 鍋 恒 憲

日 新 ピ ル ダ ー ズ 株 式 会 社 代 表 取 締 役

唖642 大 阪 市 南 区 久 左 衛 門 町 6 0  III 諸官6( 211) 6843代

串545 自宅 ・大阪市阿倍野区松虫通 1- 10- 9  '，tWi 06 (66 1  )  3991  

藤 本
庄 之 助

ｾ＠

野 慶 太 郎目リ

株 式 会 社 工 盛 社

株 式 会 社 あ め り か 屋 取 締 役 社 長

畢臼6 大阪市城東区鴫野西 5 丁目 18- 9

唖 聞 大 阪 市 北 反 1;:; 安田T 1  7  'o' ll .li ;06( 444 )  1501 

' 日6 自宅・械東区鴫野西 5 丁目 16- 43

串笛9 1' 1宅戸/ j l 市Z4ケ丘町 4 I昨1 8 刀 1也，1占0797(  22)  2005 

増 重

Eヨ

エロ
船 橋 明 岡

株 式 会 社 増 岡 組 取 締 役 社 長

畢，737 呉 市 中 通 1 丁 目 3 - 3  1  電話可) 823( 21) 1441

松 浦 潤 一 郎

高砂熱学工業株式会社大阪支庖常務取締役大阪支庖長

串悶大阪市北区芝阻町55 北阪急ピル 電話06( 372)  2511 

古 屋 才 兵 衛

日 新 工 業 株 式会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 庖 長

"' 533 k 阪市東淀川区場光通 4 r 日3011i地の2 屯， Ｑ Ｑｩ ＰＶＨＳＲＹＩＷＷＳＷｻｾ

"' 533 自宅 ・大阪市東淀川区瑞光通4- 30- 2 '4t.lol i 06( 128) お43

鵬 役 会 長 星 康 文

代表取締役 星 利 安

株 式 会 社 星 建 築 設 計 事 務 所

署 537 大 阪 市 東 成 区 東 中 本 1 丁 目 日 書25号

地 下 融 帥 僑 東 嶋 ピ J レ 電 話06 ( 972)  9  2  6  5  

愚571 自宅ー門真市掛坦町 7 - 6  電 話072旧 (81) 1  3  1  8  

骨 571 白宅 ・門真市地盤町 12- 16 電 話0720 (81)  0  6  6  7  

堀 也

25 松 浦 構 造 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

・臼7 神戸市灘区八幡町 4 丁目 9 ー 27 六甲ピル

電話078(861)3304 '  (881) 3302 

・白8 自宅・神戸市東灘区魚崎西町 3丁目 5番20号電話078(851)6458

松 岡 晃 一 郎

ア イ エ ム 換 気 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

唖溺大阪市浪速区芦原町 1 1 8 3  電話 06 (561)  3901  

. 閥 自 宅 ，1' / 1市車之町東2 T 2 番9 号 電di W722( 38) 2582 

企:i.¥

f.ム

松

正司

JI頂

平回

目
士

ロフE

神 戸 材 料 株 式 会 社 取 締 役 社 長

株 式 会 社 松 田 設 計 事 務 所

' 日2 箕 面 市 箕 面 3 ー 1 - 6  0  電話0727 (21 )7268 酎 51 神戸市葺合区熊 内町 2 丁目 8 8番 地 電 話078(231) 1421代 倒 12 編岡市博多区綱場町 2 番 l 号明治屋ピル電話即位71)7441代

. 562 自 宅 ・ 箕 面 市 箕 面 4 ー15- 40 電話0727( 21 )2774 酎 53 自宅神戸市長田区花山町1丁目 79 電話。78( 691 )8350 . 150 東京出張所・東京栂渋谷区神宮前 5丁目 2の18 電話03(4∞) お54

制 10 自宅・福岡市中央区今泉1丁目 16- 5 電 抑 制741氾497

53 



謹 賀

松

E  

E ヨ 久回

株 式 会 社 都 市 設 計 所 長

唖 541 大 阪 市 東 区 高 姥 僑 3 の 7 電話06( 231) 6617 

串“ 5 自宅・宝塚市管業台 1 丁目 2 - 9 電話0797( 72) 2362

松 村 志 j幸 男

側 松 村 志 津 男 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

新 年 昭和 4 9 年元旦 ( 50音順)

上
曽

田

株 式 会 社 汎 美 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

骨帥‘ 本社 京都市中京区御池通堺町西入御所八幡町225

電話075(241) 1 ω6  

層 制4 設計室・京都市中京区御池通御幸町西入 京都府館館会館ピル 2 階

電話075( 231) 4638 ・6472

・5 <1 大飯事務所・大阪市東区楠堀 2 横二ピル

電話06( 231) 0804 ・( 228) 0101

自宅・電話075( 222) 0006

木 経清

畢 副 大 阪 市 東 区 平 野 町 3 丁 目 28 電話06(228)0585 ・臼8 大阪市住吉区東加賀屋町1丁目 73 電話06(685)1661代

骨 伍5 自 宅 ・ 宝 塚 市 寿 楽 荘 1 5 / 3 6 電話0797(72 )7315 ・日8 自宅・大阪市住吉区東加賀屋町 1 丁目 73

エ ス エ ム 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

r::‘ 

昌 敬崎 辰

宮 崎 辰 五 郎 建 築 事 務 所 所 長

畢466 名古屋市昭和区折戸 町 5 丁目 1 3  電話052( 751 ) 3096 

畢466 自宅名古屋市昭和区折戸町5 丁目 1 3  電話052( 751) 3096

宮 武 伊 三 郎

大 阪 建 設 業 協 会 常 務 理 事

' 制 大 阪 市 東 区 京 婿 3 丁 目 7 0 電話06( 94υ3651

松 村 雄 輪 泰 司

F昌ｾ＠
後 健

株 式 会 社 松 村 組
代 表 取 締 役 社 長

株式会社地域計画・建築研究所 代表取締役所長

株 式 会 社 宮 後 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

畢師京都市左京区下鴫上川原町69 { 市電植物園電停i泊)

唖 530 大 阪 市 北 区 空 心 町 l の 7 0 電話 06 (353)  1131  電話075( 711) 2161
唖 臼3 大阪市天王寺区上汐町6丁目35番 地 電 話06(772) 0165代

制 12 ( 1宅 ーよ'st 郎 rl1伏見反挑山市大島町95の45

串543 自宅 ・大阪市天王寺区上汐町6丁目 3 5番地 電話06( 772) 0167
電話075( ω1) 3962

本公 本

_._ 

J 、 郎 水 野 喜 郎

松 本 金 物 株 式 会 社 取 締 役 社 長 水 野 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 臼3- 91大阪市 天 王 寺 区 上 綿屋町 6 電話 06 (779)  1581大代 畢4∞ 本 社 ・京都市下京区西七条市部町77番 地 電 話075(312) 倒 31代

署剖自宅・松原市北新町 2 丁目 3 の 7 電話0723( 31) 0158 畢530 支信大阪市北区鶴野町72署地 電話06( 372) 77611¥: 

丸 田 操

株 式 会 社 マ ル タ 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

畢101 東京都千代田区神間須国田T 1 - 2 4 商場ピル

電話03 (254 )1956 

串336 自宅・埼玉県浦和市岸町 7 丁目 10番10号

電話0488(22 )9405 

丸 山

株 式 会 社 丸 山 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

串107 東京鶴港区北背山 3 丁目 5 番25号 電話 03 何01) 泣き7 .  6703 

骨 叩1-22 出張所沖縄県宜野湾市大山1∞3 電話O鎚 89( 7) 2974 .  4077 

高 吾ヨト 清 三 郎

パ ン ポ ー 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

唖 558 大阪市住吉区墨江中 6 丁目 37 電話06( 691) 1081代

串558 自宅・大阪市住吉区豊江中6丁目 37 電話06( 693) 5731

54 

南 吉長

粛 久 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

哩530 大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地 電話06仏43) 却41- 8

串661 自宅・尼 崎 市 塚 口町 6 - 2 0 - 7  電話06( 421) 5136

南 甚沢 i¥ 

株 式 会 社 パ ン デ ッ ク ス 関 西 取 締 役 関 西

・ジ ャ パ ン 営 業 所 営 業 所 所 長

串聞 大 阪 市 北 区 伊 勢 町 1 9  - 2  高橋ピノレ北 2 号館

電 話06( 312) 5765- 7

F 晶 『

昌 飼 克

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 兵 庫支 部 支 部 長

町 50 神戸市生田区下山手通 5 丁目23 兵庫建設会館内

包 括078( 351) 28∞ 

串673 自宅 ・明 石 市 人 丸 町 2 の 4 7  電 ＺｾＷＸ (911) 2298 

村 石 秋
士

ロ

浪 速 合 板 株 式 会 社 取 締 役 社 長

愚 問大 阪市浪速区幸町 Ｓ 丁目 Ｒ 番地の ｬ 電話 ＰＶ ＨＵＶ ＱＩＲｾＱ 代

' 伍9 自宅・芦屋市岩園町10番16の401号

電ｾＺｗ ＷＹＷ (31)  2643 

村 上 良B

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社 社 長

層 別 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町20 藤 田 ピ ル 電 話06(344)6526 

. 師自宅・欧田市千里山西3丁目7番5号 電 話06(384)1002 

村 隆 次田

安 藤 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 底 取締役大阪支庖長

' 缶 3 大阪市福島区上福島北通 1 丁目17番地の l

電話06( 453) 2190 

村 田 よ 志 子

明 研 化 学 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

畢6泊 明 石 市 藤 江 中 谷 町 8 8 8 番地o 1 i '舌078(913 )3456代

骨 655 自宅・神戸市垂水区塩屋町西の回 164

電話078(751 )4186 



謹 賀 年 昭和 4 9 年元日 (50音順)

新

村 藤野
ヨ王

E コ

....... 

女 井 忠 生
山 密 男下

有 限 会 社 村 聖 子 ・森 雄 築 事 務 所 代 表 取 締 役 株 式 会 社 安 井 建 築 設 計室 代 表 取 締 役 合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

串545 大阪市阿f詩型子医阿倍野筋 2 - 3 - 8 電話06( 624) ω26 唖550 大阪市西区 i靭 1 丁目 130番地 i!t;);li 06( 448)  2765 - 6  唖臼6 大阪市東住吉区駒 川 町3 の54 電話06 ( 702) 7814 代

串 665 n宅 ー宝原r! iUl 荒神 2 r H1 8 - 2 7 屯J孟0797(  86)  2559 

室谷 山 水

F 晶 『

女 田 誠

室 谷 商 事 株 式 会 社 取 締f支 社 長 安 田 株 式 会 社 会 長
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株 式 会 社 山 田 工 務 庖 取 締 役 社 長
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株 式 会 社 笹 111 組 取 締f支 社 長

田田園E畠2.1 •• 
木 政 夫

支 社 長

骨 520 大 山 rli .rr ｈｾ 浜 ＱＳ - 1  5  '，11，1，1; 0775( 23) 2314  
大 11 本 土 木 株 式 会 社 大 阪 支 庖
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I l ! i、 山
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畢 副 大阪市阿倍野区阿倍野筋 2 - 3 - 8 電話06 (624)0926 

畢師5 白宅 ・宝 塚 市 武 庫 山 1- 1 0 - 8  電話0797(72 )4461

近 庄 化 予 株 式 会 社 代 表 取 締 役

串刷 ｊ［Ｈ 同 Ａ､ｩ ｲ ド京区間条大出 ｲｾｾ 人る壬生川 ｪ 量的

'，'Il，1，T; 075( 821  )2111代
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市川075( 鈎1 ) 6828
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山馬

宏 電 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 係式会社 R 1  A 建 築 綜 合 研 究 所 大 阪 支 庖 支 広 長

"542 大 阪 市 南 区 安 堂 寺嶋通 l ー 7 電話06 (261)2095代 唖530 大阪市北区太融寺町33大阪合同ピル電話官6( 312) 9154- 5  

唖591 自宅 ・堺市北条町 2 T  4  3  7 ー 7 電話0722 (78)1277 

矢
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J ロ 口山沢 )¥ 互

ロ郎

ＲＵ 矢 沢建築淑 ｾ 量設計事務所 不 二 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

品目 ｏｾ 中市北桜塚 Ｒ 丁目 Ｓ ＱｩＱＧ ＱＱ 号電話 ＰＶ Ｈ ＸＴ Ｙ Ｉ Ｑ Ｗ Ｑ Ｗ 代 品抑止阪市内区阿波股上過 4 丁目 8 IIf J也市川 06 (541)55加 代

畢珂0 自 宅 豊 中 市 北 縦 塚 2 T目3 番11号 唖晶5 11宅・玄縁市浪i I i 丘 1 J i d 13昨 2 5日 常 ，1，1; 0727( 59) 2018

矢作 貞 司 山 敏崎 明

株 式 会 社 や は ぎ 屋 工 務 庖 代 表 取 締 役 辰 巳 興 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串543 本 庖 ・大阪市天王寺区逢阪上之町18- 10 電話06( 771 )0555 晶 闘 争Ir' ;rl i 笠 IUI メ栄町 2 J i  12 1  屯J ，f;078( 321) ω55( ¥:  

事 543 自宅 ・大阪市天王寺区逢阪上之町18 - 10 屯話。6(771)0678 唖 館 自 宅 西 宮 市 五 月 ケ 丘 5 の 7 1ll.l1i0798 ( 26)  27 63 

山 中茂

栄 輿 建 築 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖おl 大阪 di 大淀 Il{ ljrilti 兵j凶2 - 6 6 屯，; l ; 06 ( 371  J  ; ，05( ; - i  

，!i，:，r; U6( 372) 2026- 8 
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山 キ艮 正 次 郎

株 式 会 社 日 建 設 計 取 締 役 会 長

山 本 憲

株 式 会 社 ヤ マ ト ' ，' 1] : 気尚会 専 務 取 締 役

哩 530 大 似 rli ， Ｑ ヒＡメ ｉｊｾ l!:i1 川 町 15 11i.l，r; 06 ( 364 )  3056 

骨 52'11' 1宅 ・滋 賀 県 守 山 rli 今 市 町 屯 ぷ07758( 2 ) 2665 
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大 末 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長
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側 山 本 建 材 社 代 表 取 締 役 株式会社 吉 ｉｉｉ Ｎｩｬｬ築 Ｇｊｾ 務所 取締役社長
近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 専 務 取 締 役

悟出 Ｐ 大阪市囚 γ 縫筋四 ツ 栂屯 ｊｾ ＰＶ Ｈ ＵＴＱ Ｉ ＱＸＶＱ Ｍ Ｗ 串日拍大阪市川 ｉ＾＼Ｚｾｴ 肪 ｉｉＺ 通 Ｓ ) 1 1 2 2  ifl' J也
畢530 大 阪 市 北 区 南 扇 町 11 電 話06 (312)1281 

晶剖2 自宅 西宮市甲陽閣本庄町 6 の25 包 括0798( 36)6443

'，U.]，r; 06(  538) 2991代

唖剖1 (1宅 ・兵庫県尼崎市武庫之荘 2 Ji 125iff ll 号 電 話06(421)1381

唖574 r l' i三 大 京 di f l: ;11 1  r  11 7  - 5  'ill 話0720( 72) 0409

山本 夫哲

昭 和 鉄 工 株 式 会 社 取締f支社長

串 812 禍 l羽 市 北 [ 1><: m 崎 4 1  2  1 包 括ω 2 ( 651)  2931  

劃 10 自 宅 福 岡 市 中 央 医 薬 院 2 丁目 II 番 4 号

電 蹄92 (741)  5095 

山本 徳

株 式 会 社 山 本 工 務 庖 代 表 取 締 役

畢臼6 大阪市東住吉区田辺商ノ町2の81の3 電話06( 628) 7871代表

唖臼6 自宅・大阪市東住吉 区山坂田T l の10 'I1J.l君06(622)1871

山本 博

朝 陽 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役

品 卸 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 朝 日 ピ ル 内 電 話06( 385) 1361代

哩漏れ' 1 : : ' IIX川 di 雌 r l f o4I '1 ) 23信 8; ; 電話06( 872) 9087

湯 j斐 武 夫

湯 浅 建 築 設 計 事 務 所 所 長

畢541 大阪市東医南久太郎町 3 ) 日 32 ［Ｇ喧， ｩｾＰＶＨＲＴＵ ) 0701- 2  

畢590 場事筋所 . ｾＺ市 ｩ 長待 ｉ ｬｊ町 Ｓ J i Oの3 "I1，l i i 0722 ( 32) 8714  

士

口
岡 源 治 郎

吉ネす 議電

株式会社ユニア ー ト建築設計事務所代表取締役

愚 537 大阪市東成区東小綿2丁目 5 番38号 ｾＡｴ Ｚ￬｢ ＧＰ ＶＨＹＷＶＩＸＰ ＱＴ＠

士

ロ本す

、三主

2同

関 西 屯 カ 株 式 会 社 取 締 役 社 長

事 530 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 丁目 5 番地1 l t ，活06( 441) 8821

米 良 男回

株式会社米! I I 工 務 j主 代点取締役社長

哩臼3 大 阪 市 天 E 与 区 i皇聞記 1: ノ捌 f7 酢地' ，'I1，，!i 06( 771)  7771 

畢臼3 自宅 ー大阪市天王寺区u主阪上/ 開 f7l fi J 也

011，: [ ; 06(771) 0155 

手口 回

己

田

氏

株 式 会 社 東 利 組 代 表 取 締 役

' 副 大 阪 市 北 区 侮 ケ 伎 町 I 7  5  '111，11i 06ω63) 4051  ' "日0 大 阪 市 北 l垣市) ，1 町 5 ー I lIi J1i 06(313)2921 

. . 凶9 自宅 ・芦 屋 市 公 光 町 3 番 8 ;'1l.l1i 0797 ( 22 ) 3282 

手口 精回

高砂熱学工業株式会社大阪支底 hJ Lぷ 株式会社藤木工務庖 倉敷高松駐在常務取締役

暑日0 大阪市北区芝田町55番地 北阪急ピ Jレ屯，活06( 372) 2511 ｾ Ｗ Ｑｏ合敷市鶴形 Ｑ 丁目 ＱＰ の ＳＲ ＱＱ ｬｊ ｾωＶＴＨＲＲＩ お ＳＰ 代

串 710 自宅 ，;(t 敷 市 美 和 2 丁目 10町 10 '， ll ，活0864( 22) 1394 

士

口 虞 助田

株 式 会 社 ナ ニ ワ 代表取締役

骨臼3 本 社 ・ 大 阪 市天 王 寺 区 烏 ケ 辻 町61 電 話06( 771) 9123

晶 臼 Ｔ 営業所大阪市生野区巽西 ＲＭＷＭＲＴ 沼 ｊｾＰＶＨＷＵＷＩ ＱｬＰｬ

' 缶2 自 宅 西 宮 市 樋 ノ 池 町 1 4 の 1 4  電話0798ω3 ) 0845
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若 繁林 吉

二 葉 屋 装備 工 業 株 式 会 社 社 長

唖 564 i!! iIl r打点別府 3 丁目 7 孫 8 号 tlt ，活06( 349) 9193代

串 ω5 自宅 ・京偲市東山区消水 2 丁目 232番地従，iIi075( 561)6283

鷲 尾 {建

l明 石 工 業 高 等 専 門 乍 校 長

愚 67，' 111) I  i  di  ，(!¥ f I 例[ 州 ｉｾＩ 1lt.f; 07894 (7)  1151 

渡辺 勇

ハ ザ マ 興 業 株 式 会 社 取 締 役

'11>107 !UJ;( 同)?在[><:lii ，'，' 1112- 24- 15 ，'，' 111 タワーピル

'nlJ Ii 03( 403) 8191代

守 .65 1'1'1:: ・j'，， 'i l; ldi ｦＧ 州ｼメ神 ｲｲ ， ｾｦＲ -48- 3 "払1，r;052(701 ) 4203 

，度 辺 古

ω

東洋シャ y タ一株式会社 代表取締役会長

串5- 1{ } 大阪 rI，J1[I6: I，lij 将町 1 - 12 11 '1: ピル

，11，1!i 06 ( 943 ) 6571  Ｈｾ＠

e 刷、白宅 ・笠中市総丘 3 丁目 211l'f 8 号 1lt，;o咽6( 856) 0988

渡 正 雄辺

側 大 都 リ ッ チ ラ ン ド 社 長

渡 辺 紋 左 衛 門

渡 辺 述 築 設 計 'J} 務 所 所 長

"' ，510 Jl 4  11 di  di "， :1出 1 1  - 9  ＮＧＱＱ品 ＰＵＹＺｬＨＵＳＱＵＵＰＵＨｾ

串町三 1' 1' 1:; ， Jl 4  11 di  d dC i 古川町 1 :l - 8  '，U，:!i 0593( 6512523 

渡 音B 圭
互

ロ

株 式 会 社 渡 部 建 築 設 計 事 務 所

串 540 大阪市東区京橋 3 - 6 8 北浜ビルデイング 2 号館

ｾＱｬ，［， ｾＰＶＨＹＴ Ｑ＠ ) 8441代

串 562 自宅大阪府箕而市桜It- 1丁目 5 帯5 号' i tti 高官727( 21)2209 



* 新 し い サ ン プ ル 帳 が 錨

出来上りました きっと

ご満足いただけると思います

どうぞご請求くださいませ

ユ ニ シ リ ー ズ 壁 装 材

ユニテックス・ユニウオール・ユニロン

1974-1975 

伝達 ｦ ヨ ｾｪ

Ｍ・ｾ理守ｆｲｬＧ望 台宰 ｾ

く新光クロス株式会社〉

本 社 大 阪 市 西 区 北 掘 江 御 池 通 り 3 - 18 T E L  06( 538) 7321 附 干 550

東 京l吉 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 人 形 図T 3 - 4 T E L  03( 661) 0271 附 干 103

広 島l吉 広 島 市 光 町 1 丁 目 14 - 13 T E L  0822( 63)  3505 〒 730
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これからの空冷式チリンクユニット

得
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ｦ ］ＮｉｾＣＯＮ 四 Ｑ ト誰鶴自瓢施設備情報

セントラル冷媛房の冷水源、空冷式チリングユニット

は屋外に露天設置 します。

それだけに、近所迷惑な音のしないこと 、 ス

ペースをあまり取 らないこと 一一

選ぶ ときは 、この2つがポイントになります。

- 冷却能力 6，250/7，150 kcal /  h  

B V・0 3 C S A(三相200V)

外形寸法: 高さ l ，693X幅580X奥行601 ミリ

. 離齢れて、わずか糾州川4“刷ml:Iω5叩剛附0側H

静かになつたそのワケは' _ _ ' 目

① 念には念の4重吸音構造です

圧縮機をi陪マフラーで功ノヘ ♂? ; ; ニ

その上をグラスウー川特殊コι :23リボックス

ムで包み、ウレタン貼りのボッ 荷舛装内面にウレタン

クス で密閉しました。さらに 、

本体の内! 日IJ にもウレタンを貼る

念のいれよう。圧縮機のl吐出音

が外に洩れるのを防止します。

② ケーシングを延長。ファンをすっぽり

おおいました

ファン をおおったケーシングの 長

内似IJ に吸音材を入れました(図)。

また、ファンの極数を上げて回

転数を落と し、閉じ能力を保ち

ながら静音化をはかりました。ファンの音は

ほとんど聞こえません。

③ 排気口を側面から上面へ

ケーシングを延長した こととあいまって、運

転音の拡散を防止します。

音が静かだから 目

| 置き場所を選びません 目

住宅や商庖が密集したところでも 、そして 、

庭先やテラス 、屋上でも 、ご近所への気がね

なしに 、設置いただけます。

|  底面積献脚が抑2附 減 少(噛当謝制叫社制t

設置場所は思いのまま 目

スリムなタテ形。冷蔵庫なみのスペースさえ

あれば、十分。 ・…-.".;.;.;:;.;:;::::::;;，:.:.' . 一 一 - - 1

従来の !  

03形 i

設備設計もしやす

く、経j斉的なチリ

ングユニットです。

至れり尽せりのアイデア設計です

・操作回路 l.t. lOOV。リモコンと接続すれば、屋

内か らどなたでも簡単に操作できます。

・のちのちの保守点検 ・サービス I. t . 、前聞き

ドアを聞くだけの容易き 。

・両側面に持ち上げ取手を新設。据付作業が

しやすくなりました。

盟醐醐醜 蕗醒務調園田園臨

BV- 0 3 CS Aを{ 吏ったシステム

4 室冷暖房・ 4 か所給湯

このプラ ンは、4室を冷暖房し、4か

所に給湯する設計です。

B V- 0 3 CS AI .t.、同H寺冷房する時

lま3室まで。同時使用率の低い一般

住宅や商庖などに適したチリンゲユ

ニットです。

- 主な使用機器

熱源 .....オートホットOW- 3 0 6 G

冷源 ー - 空冷式チリングユニ ット

B V - 0 3 C SA  

放熱機 ・ファンコイルユニット

BV - 0 6  F TC X4台

l  f 志雄空冷式刊' ' ' ) 1 1ニ 叶 |  圏一一

一

-，国品のお問合せは ・( 干541) 大阪市東区安土町2丁目 30 大阪国際ピル内松下空調工業株式会社宣伝係まで T E L (06) 262- 3121 

61 



日本建築協会法規委員会

質疑などの投稿をお待ちしており正す。
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建築基準法施行令の一部改正について (その 2 )  

昭和48年 12月号では、“ 2 以 上 の 直 通 階 段 を 設 け る 場 合 " ま で を 紹 介 し ま し た の で 、 ひ き つ づ き 今 回 も 、 建 築 基 準 法 施 行 令 の一 部 を 改 正 す る 新 旧 対 照 条

文 を 紹 介 し ま す 。 ( 大 阪 市 建 築 指 導 部 審 査 諜 井 原 篤)

建 築 基 準 法 施 行 令 の 一 部 を 改 正 す る 政 令 新 旧 対 照 条 文

改 正

( 避難階段及び特別避難階段の構造)

第 123条 屋 内 に 設 け る 避 難 階 段 は 、 次 の 各号 に 定 め る 椛 造 と し な

ければならない。

1 )  i  

I  f  凶作

5 )  J  

6  ) 階 段 に 通 ず る 出 入 口 に は 、 常 時 閉 鎖 式 防 火 戸 で あ る 甲 種 防 火 戸

若 し く は 乙 種 防 火 戸 又 は そ の 他 の 甲 種 防 火 戸 若 し く は 乙 種 防 火 戸 で

第 112条 第 14項 第 | 号 、 第 2 号 及 び 第 4 号 に 定 め る 構 造 の も の を 設

け るニと 。 ニの 場 合 に お い て 、 直 接 手 で 開 く ニ と が で き 、 か つ 、 自

動 的 に 閉 鎖 す る 戸 又 は 戸 の 部 介 は 、 避 難 の 方 向 に 開 く こ と が で き る

も の と す る こ と 。

7  )  聞各

2. 関骨

3. 特 別 避 難 階 段 は 、 次 の 各 号 に 定 め る 構 造 と し な け れ ば 主 ら な い 。

1 )  i  

i  ト岡告

8 )  J  

9  ) 屋内 か ら バ ル コ ニ ー 又 は 11ft 実 に 通 ず る 出 入 口 に は 第 1 項 第 6 号

の甲種防火戸を、パノレコニー又は 附 室 か ら 階 段室 に 通 ず る 出 入 口 に

は 同号 の 戸 を設けること。

10)  i  

11 )  J  .  

( 共同住宅の住戸の床面積の算定等)

第 123条 の 2 主聖書 構造音11 を 耐 火 構 造 と し た 共 同 住 宅の 住 戸 で そ の

階 数 が 2 又 は 3 で あ り 、 か つ 出 入 口 が 1 の 1'皆 の み に あ る も の の 当 該

出入口のある| 港以外の階は 、 そ の 居 室 の 各 部 分 か ら 避 苦11'1;皆 又 は 地 上

に 通 ず る 直 通 階 段 の 1 に 至 る 歩 行 距 雌 が40メートノレ以下である場合

に お い て は 、 第 119条、 第 121条 第 1項 第 4 号 ( 同 条 第 2 項 の 規 定 に

より読み替える場合を含む。) 、第 122条 第 1 項 及 び 前 条 第 3 項 第 11

号 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 当 該 出 入 口 の あ る 階 に あ る も の と み な

す。

( 設 置 )

第 126条 の 2 ( 第 1 項 略 )

2. 建 築 物 が|刻 口書I1の な い 耐 火 構 造 の 床 若 し く は 壁 又 は 常 時 閉 鎖 式

防 火 戸 で あ る 甲 種 防 火 戸 若 し く は 乙 秘防 火 戸 若 し く は そ の 他 の 甲 種

防火戸若しくは乙種! 坊火戸で第 112条 第 14項 第 1 号 及 び 第 4 号 に 定

め る 梢 造 の も の で 区 画 さ れ て い る 場 合 に お い て は 、 そ の 区 商 さ れ た

膏I1分 は 、 こ の 節 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ 別 の 建 築 物 と み

なす。

( 士也下後J )

第 128条 の 3 ( 第 I I質問晶)

2  地 下 街 の 各 桃 え が 当 該 地 下 街 の 他 の 各 仰 は に 核 す る 場合 に お い

て は 、 当 該 各 椛 え と 当 該他 の 各 構 え と を 耐 火 構 造 の 床 若 し く は 壁 又

は'iI' ; 1I 寺閉 鎖 式11方 火 戸 で あ る 甲 都 防 火 戸 若 し く は そ の他 の 甲やiTl 防 火 戸

で第 ＱＱ Ｒ 条首 ｾ ＱＴ 項第 Ｑ 号、 ｭ Ｒ 号及び第 Ｔ 号に定める 構 造のもので

区間しなければならない。
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王見 行

( 避難 階 段 及 び 特 別 避 難 階 段 の 梢 造)

第 123条 屋 内 に 設 け る 避 難 階 段 は 、 次 の 各 号 に 定 め る 桃 迭 と し な

け ｴｬ は＿ならｾ Ｚ !.- 、。

1 )  i  

I  }  制作

5 )  J  

6  ) 階 段 に 通 ず る 出 入 口 に は 、 次 の イ 及 び 口 に 定 め る 構 造 の 甲 種 防

火 戸 又 は 鉄 製 綱 入 ガ ラス 入 門 の 乙 種 防 火 戸 を 設 け る こ と 。

イ 随 時 閉 鎖 す る こ と が で き 、 力 、 つ 、 火 災 に よ り 温 度 が 急 激 に 上 昇

し た 場 合 に 自 動 的 に 閉 鎖 す る こ と 。

ロ 直 接 手 で 避 難 の 方 向 に 開 く こ と が で き 、 か つ 、 自 動 的 に 閉 鎖 す

る 部 介 を 有 し 、 そ の 部 介 の 幅 、 高 さ 及 び下 端 の 床 面 か ら の 高 さ が 、

それぞれ、 75セ ン チ メ ー ト ル 以上、 1.8メ ー ト ル 以 上 及 び 15セ ンチ メ

ー ト ル 以 下 で あ る こ と 。

7  )  田晶

2. 訓告

3  料ー別 ｊ 山市ｼ階段は、次の名号に定める構造としなければならｾＮ ¥" 0  

1 )  i  

I  f  岡井

8 )  J  

9 )  ｉｾ 内からバルコニー又は附 署 長に 通ずる ｈ Ｚ ｾ 入口には第 ｬｬ ＧＢＮｩ Ｇｬ 第 Ｖ 号

の 申告Tll 切火戸を、パノレコニー又は 11付言そから階段較に通ずる lH入 口 に

は 同 号 イ 及 び 口 に 定 め る 構 造 の 甲 種 防 火 戸 又 は 乙 種 防 火 戸 を設ける

こと 。

10)  1略

11 )  J  ..  

( 共同 ii ど の i u-
i
の床而鞘 の算定等)

第 123条 の 2 主主Z梢造苦11をI耐 火 構 造 とした 共 同 (-j ごとの {一1二戸でその

l指 数 が 2 又は 3 であ リ、か つ II- ! J 人口が 1 の 階 の み に あ る も の の 当 該

出 入 口 の あ る 階以外の| 活は、その 1苦黙 の 弁 ffll 分 か ら j出世Ii ' I，皆又は地上

に通ずる直通 ＱＧ 制止の Ｑ に至る［｝Ｕ・行ｾ￪Ｚ脱が ＴＰ メ ート ｊ レ 以下である場合

においては、第 ＱＱ Ｙ 条、 ｾｾ Ｑ Ｒ Ｑ 条第 Ｑ 項第 Ｓ 号Ｈ情 ｝条第 Ｒｊ 賀の規定に

より読み替える場合を合む。) 、第 122条 第 1 J頁 放 び 前 条 第 3 項 第 11

号 の 規 定 め i盛 期 に つ い て は 、 当 該 出 入 口 の あ る 1' 皆にあるものとみな

す。

( 設 置 )

第 126条 の 2 ( 第 1 項 略 )

2 .  建築物が関口音11の な い 耐 火 桃 造 の 床 若 し く は 壁 又 は 煙 感知 保 と

j生動して自動的に 閉 鎖 す る 椛 迭 の 甲 稜 | 坊 火 戸 若 し く は 乙 種 防 火 戸 で

区 間 さ れ て い る 場 令 に お い て は 、 そ の 区 画 さ れ た 部 分 は 、 こ の 節i の

規 定の 適用については、 そ れ ぞ れ 別 の 建 築 物 と み な す 。

( 地下山)

第 128条 の 3 (加 1 墳 時 )

2  地 下 街 の 各 椛 え が 当 該地 下 街 の 他 の 各 総 え に 接 す る 場 令 に お い

ては、当該弁. tWi え と 当 該 他 的 存 構 え と を l幅，t 火 構造 の 床 若 し く は 壁 又

は 第 112条 m14:r(c[各号 に 定 め る 椛 造 の 甲種目ij] 火 戸 で 区間 し な け れ ば

ならなし、。



改 正

3.  地 下 街 の 各 構 え は 、 地 下 道 と 耐 火 綿 進 の 床 若 し く は 壁 文 は 常 時

閉 鎖 式 防 火 戸 で あ る 甲 樋 防 火戸若しくはその他 の 甲toJ t l 坊火戸 で 第112

粂 第14項 第 1 号 、 第 2 号 及 び 第 4 号 に 定 め る 構 造 の も の で 区 画 し な

け れ ば な ら な い。

( 特 殊 建 築 物 等 の 内 装 )

第 129条 前 条 第 1 項 第 1 号 に 掲 げ る 特 殊 建 築 物 l立、当該各用途に

供 す る 居 室 ( 法別 表 第 1 ( サ欄(2) 項 に 掲 げ る 用 途 に 供 す る 特 殊 建 築 物

が 耐 火 建 築 物 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 当 君 主 用 途 に 供 す る 特 殊 建 築 物

の 部 分 で 床 面 積 の 合 計 百 平 方 メ ー ト ノ レ 以 内 ご と に 耐 火 榔 造 の 床 若 し

く は 壁 文 は 甲 鐙 防 火 戸 若 し く は 乙 種 防 火 戸 で 区 画 さ れ て い る 部 分 の

居 室 を 除 < . ) の 壁 ( 床 面 か ら の 高 き が1. 2 メ ー ト ル 以 下 の 部 分 を 除

〈。第 4 項 に お い て 同 じ 。 ) 及 び 天 井 ( 天 井 の な い 場 合 に お い て は 、

屋根 。 以下この条において同じ 。Ｉの室内に而する部分Ｈ回 り縁、ｾ

台 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 苦11分を除〈 。 以下こ の粂において同じ。) の

仕上げを不燃材料、i I 皇不燃材料又は難燃材料( 3 階 以 上 の 階 に 居 室

を 有 す る 建 築 物 の 当 該 各 用 途 に 供 す る 居 室 の 天 井 の 室 内 に 面 す る 部

分 に あ っ て は 、不 燃 材 料 文 は 準 不 燃 材料 ) で 、当 該各 用 途 に 供 す る

居 室 か ら 地 上 に 通 ず る 主 た る 廊 下 、 階 段 そ の他 の 通路 の 壁 及 び 天井

の 室 内 に 面 す る 部 分 の 仕 上 げ を 不 燃 材 料 又 は 地 不 燃 材 料 で し な け れ

は? ならなし、。

:i) 略

( 非 常 用 の 昇 降 機 の 設置 を 要 し な い 建 築 物 )

第 129条 の 13の 2 法 第34条 第 2 項 の 規 定 に よ り 政 令 で定める 建 築

物 は 、 次 の 各 号 の 1 に該当するものとする。

1 )  i." 

2 )  ) .  ｾ＠

3  ) 高さ 31メ ー ト ル を こ え る 部 分 の 階 数 が 4 以 下の 主 要構造昔日を耐

火 構 造 と し た 建 築 物 で 、 当 該 部 分 が 床 面 積 の 合 計 百 平 方 メ ー トノレ以

内 ご と に 耐 火 精 進 の 床 若 し く は 壁 文 は 常時 閉鎖 式 防 火戸 で あ る 甲 種

防 火 戸 若 し く は そ の 他 の 甲 種 防 火 戸 で 第 112条 第 14項 第 l 号 及 び 第

3 号 に 定 め る 構 造 の も の ( 廊下に面す る 窓 で 関 口 面 積 が 1 平 方 メ ー

ト ル 以 内 の も の に 設 け ら れ る 鉄 製 網 入 ガ ラ ス 入 り の 戸 を 含 む。) で 区

画 さ れ て い る も の。

4  ) 略

( 敷地内の空地及び敷地面積の規模)

第 136条 ( 第 1 項 略)

2 .  法 第52条 第 3 Ａ質第 Ｓ 号、法第 ＵＵ 条第 Ｑ 項 ｴｩｩ Ｓ 号及び法首 ｾ ＵＶ 条第

3 項の規定により政令で定める規桜は、次の表の( ，洲制に掲げる区分

に応じて、同表( 引制に掲げる数値とする 。 ただし、特定行政庁は、

街 区 の 形 状 、 宅 地 の 規 模 そ の 他 土 地 の 状 況 に よ り 同 欄 に 掲 げ る 数 値

に よ る こ と が 不 適 当 で あ る と 認 め る 場 合 に お い て は 、 規 則 で 、 同 表

Ｈｉｩ 片側に掲げる数値の範囲内で、その規模を ｾｉｊ に定めることができる。

i  (ぃ，) (ろ，) :  (Ii) 

j 地域又は区域 j 敷地商械の規鋭 j 規則lで定めることが j

i  (単位平方メートル ) : でき る敷地面積の規 j

: 様

i  ( 単位平方 j ートル )

:  (1)第 1 純住居専用地 : 3， 000 :  1  ， 500以上 ;

域 :  :  3，000未満 i

:  (2)) 

i  ト略

:  (4)) 

王見 守守

3  地 下 街 の 各 桃 え は 、 地 下 道 と 耐 火 構 造 の 床 若 し く は 壁 又 は 第112

粂担当 14項各号に定める構造の甲約| りi 火戸で区画しなければならなし、。

( 特 殊 建 築 物 等 の 内 装 )

第 129条 前 条 第 1 項 第 1 号 に 掲 げ る 特 殊 建 築 物 は 、 当 該 各 用 途 に

供 す る 居 室 ( 法 別 表 第 1 (いM描K2)項 に 掲 げ る 用 途 に 供 す る 特 殊 建 築 物

が 耐 火 建 築 物 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 用 途 に 供 す る 特 殊 建 築 物

の 部 分 で 床 面 積 の 合 計 百 平 方 メ ー ト J レ 以 内 ご と に 耐 火 構 造 の 床 若 し

くは壁又は甲極防火戸若しくは乙純| 坊火戸で区函されている部分の

居 室 を 除 < . ) の 壁 ( 床 面 か ら の 高 き が1. 2メート J レ以下の苦11分 を 除

〈。第 4 項 に お い て 同 じ 。) 及 び 天 井 ( 天井のない場合においだは、

屋 線。 以 下 こ の条において同じ。) の室内に面する部分( 回り縁、窓、

合 そ の他 こ れらにまHする部分を| 徐〈。以下この粂において同じ) 。の

仕上げを不燃材料、 t終 不 燃 材 料 又 は 難 燃 材 料ーで 、 当 君主各 用 途 に 供 す

る居室から地上に通ずる主たる廊下、階段その他の通路のｾ及び天

井 の 室 内 に 面 す る 部 分 の 仕 上 げ を 不 燃 材 料 又 は 準 不 燃 材 料 で し な け

れ l; f ならない。

( 非 常 用 の 昇 降 機 の 設 置 を 要 し な い 建 築 物 )

第 129条 の 13の 2 法担B 4条 第 2 m の 規 定 に よ り 政 令 で 定 め る 建 築

物 は 、 次 の 各 号 の 1 に 該 当 す る も の と す る 。

1 )  )  

2 )  ) 日

3  ) 高さ 31メートノレをこえる部分のl荷 数 が 4 以 下 の 主 要 柿iiE部 を 耐

火 梢 造 と し た 建 築 物 で 、 当 該 部 分 が 床 而 械の 合 計 100平方メートノレ

以内ごとに耐火構造の床若しくは己主又は 第 123条 第 l 項 第 6 号 イ に

規 定 す る 構 造 の 甲 種 防 火 戸 ( 廊 下 に 面 す る 窓 で1) 日口百I械 が 1 平方メ

ー ト ル 以 内 の も の に 設 け ら れ る 鉄 製 網 入 ガ ラ ス 入 り の 戸 を 含 む 。 ) で

区画されているもの。

4  )  聞各

( 敷 地 内 の 空 地 及 び 敷 地 面 柏の規模)

第 136条 ( 第 1 項 時)

2. 向上

( 吋 : (劫 ( ω )

j 地域文は区域 ; 敷地而絞め規悦 : 規目1J で定めること が ;

:  ( 単位平方メートル ) : できる 敷地而机の規

φ 校

:  ( 単位'1<万メートノレ)

:  (1)第 l 移住居専用地 : 5，000 :  2，500以上 j

域 :  5，00日未満 :  

(2)) 

1  ｾ＠ 岡島

(4)) 
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形影相同

影の曲直は、形の曲直によってきまるが如く、

住む人の心根をそのまま映し出すインテリア、

そこに、トータルインテリアく松山 〉の創造

のしがいが. . .

大阪堀江/ 心斎橋/ 東京

-

関

西

線

園

近

怯

線

・

雨

海

線

・

地

下

鉄

御

堂

踊

織

田

y

崎

線

千

臼

間

集

圃 本l吉 / 大 阪 四 ッ 橋 筋 立 花 通 り 角

宮 大 阪 ( 06 ) 531 - 6451 (代 表 )
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妙 心 寺 系 の 茶 室

H判主米の"nがあがったというのに、点目11の' 伐

はあたかも冬全のような線利 l を呈し、木村i し

を思わす北ｽＡｦ ｬｾ がＡ日 ｌ に ｊＩｾ さをＡ必じさせられる 一

日であった 。妙心寺、この :Y， は 私 の 記 憶の li i:に

全くといってよい代、ないものであった 。ぷ 仰

のす了い芥| 亦|父 を 残 し た 11汀抜に| 井l ま れ た こ の 広

な 敷 地 の '-1' に 色 々 の 別 院 が 訂 を sEべるよう

に点イ1:す る 。 そ の 点イiーのしかたが、ちょうど

京の町、 ｉ ￉ が街路の凶 ｪｦｬｬｬｊ にスケール ｩｾｾｪ ｾ， ｩ ， ｾをして

主主って い る よ う に 。 こ の 妙心 守 派 といわれる

建物持1¥もそれらの町民と! 日l じように花、には辺、

わ t した。相手7t; の rl' では it l ! . の流派と比較してい

くから数ーは 経 済 的 に す ぐれた手腕を} よせてい

読者の頁

佐 治 建 築 事 務 所 上 奇 重 男

ゆ く こ と に よ っ て ど れ ほ ど そ の 川 辺 の 人 が 迷 iiij'n- ヵ、総l 代の決天井、にじり 11の 卜. は竹崎の

必を受けているかなど、少し i仏淡 j駄な解説がつ 併 j Aぷ n と・いう j瓜に変化をつけている 。 lii j'乞

づ「けられる。こうして巧えてみるとこの ｦｪＺｾ 椛 と い っ て よ い の か ど う か iげ ら な い が じ，t，'j の 川

そ の 人 が 「 デ ィ ス カ バ ー 、 ジ ャ パ ン 」 な の か でフス 7 越しにす? し、女性が Jdi 判 iJ k の 茶 道 の

もしれない 。 そ の よ う な こ と を 巧 え 、 附 日l 先 点 liiJ を 似 以 し て い た 。 茶 道 が ( 明 ) に と ら わ

生の訴を 11[1 きながら、 三 'I' ，'j 倣 の i釜山に入 って れるとかとらわれないとかよく，論議されてい

行 っ た 。 低いj CJ I 、 lーからの lりl リ取りの宏、か る か 、 そ れ 以 liij の 問 題 と し て あ る (1¥' 0 のな

ら う す い 光 が 投 げ 込 ま れ る 。ノトさな「にじり かで、「茶」というものを味わうということも

U J 。人がやっと身も心も以小 lこして入ること 大切なことであろう 。 そしてその( 卯o の li' J

の で き る 広 さ 、 こ の よ う な 炊 い 旬 1111の rl'て寸!立 こうに; 惑いは( 刑) のなかから何かをつかみだ

刈

ー 桂 春 院一 一 退 蔵 院 一

た と 言 わ れ 、 南fii¥守勢; に比較して( 茶) とい 神 宗 の 庭 そ の も の を 感 じ さ せ ら れ る 。 竹 で 低 この院は現イk 改 築 中 の た め 、 狩 野 J 己{，] の 築lを

うものカ<1
1

;" ;' の4ま1Tにとって i直当でないという
く つ く ら れ た 厄 似 を 凡 な が ら 入 っ て ゆ く 。 仰 の t，'j 111 水 庭 問 も 山 水 両 の 始 組 と い わ れ て い る

ことから ( 茶室) というものが( 数) の比較 の 心 は rl 氏< I氏< J な の か な な ど と 。 受 付 を 古川 ｬｈ のｉＧｲ ｾの「 瓢鮎図」を見ることができなかっ

の 上 で 少 な い と い わ れ て い る 。
過 ぎ る と 「 消 浄 の 庭 」 と い う 名 の 庭 が 日 に 入 た の は 残 念。 綴 代 の 泣 図 家 の 作 に な る の で あ

ってきた。これは現代 ｩｬｬｾＧｾ Ｑｉ りの小に とり入 ろう。 r余 件 処 J r防 の 庭 J r陰の経」が大

一 天 球 院 殿 に て 一

れ ら れ た ( rl' 庭) と( ，吹抜) の両者をとり入 く の び の び と 作 ら れ て い る 。 石 組 の lill を 水 が

! 古風の玄関の! 耳1が 屯 < Ｑｾ ｦＮ Ｑ かれ、そ の 門を くぐ れたもの。人の心を大きくj C ，Ｇ，Ｇｾ＠ <  ＱＱｾ ばすこと 流れ約ちる 。 こ う し て 見 て い る と 円 本 の 庭 向!

ると、 ｈ 免秋の ｊ Ａￎￍｾに倒え った 小さな木立 の 丸 ＵＷ ＿ と を な 図 と し た の か。 はよ4 ら れ る と い う 行 為 に 耐 え る こ と が で き な

と も に 。 私 は 禅 宗 の あ の 竜 安 寺 に 比 ら れ る 行 ( 思 惟 の 庭 ) うっそうと木ぶが茂っている。 け れ ば 名 峰 l苅 に な り 得 な い の で は な い か と い

造の砂を赦きつめた庭を! J . t定 し て い た 。 し か この 巾へ人が入ってゆく 。身をノトさくして( 人 う こ と が ふ と 似 の 中 を よ ぎ った。庭問|という

し、 FI のTi ij に 展 開 さ れ た の は あ ま り に も 紋 多 1l¥1) と( n然 ) との一体化がこの庭では生まれて も の は 礼 る も の で あ っ て 入 っ て IUL とIUL とをす

い 小 さ な 嵐 、 そ し て ( 宅 中 ) ( 礼の !日1) ( 傾 くるかもしれなし、。その '1' か ら 人 び と が 思 振 り介わすものではないのであろうか 。災 lλj ノマン

加の ＱＺＺＱＩ は全てｾＧＮＧｦ針山ぺの筆による金約の波 へ の‘辺 を ゆ っく りと人生を J7 え る 方 向 へ 人 び フ レ ッ ト の な か に 「 禅 宗 と は 人 11¥1がその存イ，:

彩 の 花X.J! fi) J 物 で 埋 め Lつれ華やかなを11¥1をfill り とを導くことを: i 11:i!: 1として 。 の源氏より IUI び 起 す 魂 の 郷 愁 と し て 「絶対 な

だしている。経といい従米の水没 ｾ ｉｩｪ で ｴ￬ りられ ( f E の庭 ) 狭い _U 也の "， へ可能な| 決りの「心」 る も の 、 水 i乏なるもの」に全人絡を投げだし、

るべき峨阿と L 、ぃ。私は首をかしげながら祭 を世〈 。 茶室が枚いスペースの ｲｬ Ｇ て ＢＧｬｴｫ ， ｾＧＺｪ のセＧ そ こ に 析 し い i' I己 を発見し、人生の: ' c r : 筏に同

室 「 溢 l伝」にi J . 品じる uゎ、似必の廊下をくぐり イ タ ク で あ る よ う に 。 .f1，、には 11・1，ーの{ 伏広とい ＧＡＧｴ めること」という ｬ Ａｦ ｬｾ に定義している。 広迷が

ぬける 。 晩 秋 の 木 立 が 紅 楽 し 、一 枚 一 政 今 日 うものがこの雌に ';rtl <  ! 必じられる 少 し 皮 h可 税イ1:，;をμ1-し、filJ って き た 郁 市 が- rt ' j に良くなら

の強風Lによって必ちていく。そして、もうせん Ａ必 τｕｉＧｾ に却Ｑ｜み仰なし、 。 不ＱＧＱ然さを心 の 小から ないて' Mとなく無機質的に人間i を 排 除 し て ゆ

を敷きつめた部屋で( 茶) をすすり、カ' ラス 取り| 徐くことができなか フた く 常 川 に 変 っ て き て い る 今 、もう 一度( 控 築 )

越しにみい燥を凡ながら天球院の住職の ｩＺＺｾ ｩＧｩｽ ( 藤 村 庸 軒 好 み と 言 われる 茶 室の 既 白 庵 ) ｾｉ さ とは、( ツ去 11¥1) とは、( 人 間 ) とは、を行えるに 良

ある訴に. q ' をかたむけた 。 現 代 の 観 光 化 し た ＱｾＧ に額紋の比付が小さし、 。 七、 ｊＭ ＮｦＧ， ｕ ｊＧｴ 。そ して天 い 機 会 で あ った。

寺 院 、 そ し て そ れ に よ っ て 「 人 の 心 」 を 巧 え 球 院 の 茶 室 に 比 較 し て パ Jh:':j の，:':j Il¥; 差を立正義

ないて"行動 し て い る 観 光 客 、 観 光 符 が 入 って 的 に 多 く し つ け て い る 。 床! 日j が長) ' ，' ) 三件、点 ( うえたに し(f お)
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ｵ 、 泊ぴ合て［ｊ￻￻勺 ｣ｯ 加￻ｴ［ ｾ

ｾ辻当〉辻出民 地と当〉と出 ｌ 止出よ〉と

グ グ グ グ 必

1. 露出防水のフクレを完全に防止じます5

2. 下地挙動を緩和し、イ憂れた耐亀裂性を

発揮します 。

3.従来の絶縁工法にない接着力で、圧しに

よる剥離を防止します 。

⑧ 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

. 東京都足立区千住東2丁目 21番28号 T E  L 東京 (882) 2424 (代表)

. 大阪市東淀川区瑞光通り 4 丁目 30の 2 T E し大阪 ( 329) 7737(代表)

日 新 工 業 綜 式 会 社

本社営業所. 東京都足立区千住東2丁目 21 番目号 T E L 東京 (882) 2424 (代表)

大阪支庖. 大阪市東淀川区端光通り 4丁目 30の2 T  E  L 大阪 (329) 7737- 7740 

出張所. 名古屋 (741) 4257- 8・広島 (21 ) 1010 ・1061・偏向 (74) 3461 - 3  

. 札 慢 (51 ) 5659・6885・山形 (23) 0437- 9 工窃. 東京・1奇王・山形



年 頭 の 辞

新 年 お め で と う ご ざ い ま す 。

忙 中 関 あり 。

安田株式会社会長

安 田 誠 一

楽 し く 働 き 、 楽 し く 遊ぶ 、をモ ッ トーとして、

六 十 年 の 金 物 行 脚 を 続 け て ま い り ま し た 。働

くことは人聞の本分です。しかし、遊びにも

意義があります。適度の遊びは休養であり、

慰安であり 、気分の転換であ り、明日 へ の備

えでもあります 。 また、 交友にも役立ちま す 。

人 生 の 楽 し い 一 環 で も あ り ま す。 それも忙中

の閑なればこそです。

2 、30年 も 前 の話 で す が 、 当 時 、 岡 谷 鋼 機 附

東 京 支 庖 長 の 道 家 精 市 氏 は 、 岡 谷 き つての手

腕家でした。氏が定年退職の時、 『今までは

多 忙 で 遊 び も 思 う よ う に で き な か っ た が 、 今

度 は ゆ っ く り 遊 ん で 余 生 を 送 り ま す 。 』 と い

われました。私もそのお言葉をもっともだと

聞 い て い ま し た 。 と こ ろ が そ の 後 、 半 年 も た

つ か た たない の に 『金物 卸 業 を 開 業 し た 」 と

の 知 ら せ に 驚 い た 私 は ど う し た こ と か と 伺 い

ますと、 『遊びというものは 忙 し い 中 に 閑 を

も と め て こ そ 楽 し い の で あ っ て 、 今 日 は 芝 居

だ 、明日は映画だ、 と 日劃l表 ま で 作 っ て 遊 ば

ね ば な ら ん と な る と 実 に 苦 し い 。 遊 び に 行 っ

て も 少 し も 楽 しくない 。 そんなもの三ヵ月と

とも教えられました 。 これは太陽の恵に、 天

地自然の恵に感謝して、{ 助きによ って 報 恩 せ

ねば申訳けないとい う 日本古来の教えです。

先 人 の偉さが知らされています。 日本人は感

謝の念に厚〈、道性心の高い心第ーの民族て引

す 。働 く 意 欲 の 旺 盛 な 民 族 で す。 この1 ' t い精

神 の存続する限り、日本は永遠に栄えます。

1  .  日本民族の美性を生かす

1. 働〈喜びを会得して、楽しく働〈

1. 忙中除l ありで楽しく遊ぶ

休 日 改造 論

近ごろ、だんだん週五日制に追込まれている

ようですが、現在の祝祭日をそのままで週五

日制l を全国的に実施されては大変だと思います 。

祝祭 日が重ったら月 Hl i 1 も休むのでは、日本の

産業マヒは火を見るより明らかです 。三 日も休

みが続いたら交通のマヒは大変です。電話 も

通信も隠そうして仕事になりません 。生産も

ガタ落ちです 。

後 進 国 か ら、近年ようやく頭 を もたげた日本

です 。 だんな( 旦那) 気取りは早す ぎはしま

せ ん か 。 日本は資源の無い国です 。働 か ね ば

生 き て 行 け ぬ 国 で す。戦後の急、 i放 な 発 展 で

『日本人は働き過ぎだ』とか、 『動物的に働く 』

とか毒舌を IltJ きますが、外国人は日本の国告! ?

をよく知らないで言 うことで、日本人が気に

するほどの慈悲はないと思いますが、そのま

遊 べ た も の で な い 。隠居仕事に開業すること ま 受 け と っ て よ い の で し ょ う か 、 受 け と り か

にした 。』 と し み じ み と 誇 ら れ ま し た 。 こ れ た で 『 施 』 の言葉 に も な り ま す。 ゆ め ゆ め 惑

は 笑 に 味 う べ き 話 だ と 思 い ま し た 。

近頃、休 み、休み、休みと、休みだけが楽 しい か

の よ う な 錯 覚 に 陥り がちにな りますが、そん

な に 休 み が ふ え た ら 遊 ぶ の に 図 る の で は な い

でしょうか 。 そ れ と は 装 腹 に 休 み が 多 く な れ

ば 生 産 は 減 り ま す 。 物 質 は 不 足 し ま す 。 さ ら

わさ れては なりません 。 日本人は日本人とし

て毅然として生き抜きましょう 。働 きす きγ ご

と言われて遊ぶ方に走 って は 神 に 申 訳 け な い 。

それよりも日本の笑情を 世 界 に 披 れ き し て 好

ま し い 、 日 本 人 に 好 か れ る 日 本 人 に な り た い

と 思 い ま 支ィもちろん、政府の外交のカにもよ

の も の で 、 文 字 通 り わ き 目 も 振 ら ず 、 一 生 懸

命 の勤 務 振 り に 篤 嘆 し た と い っていました 。

この点; はぜひ頭に置いて考えていただきたい 。

週 五 日 制 は 建 設 業 の ご と き 特 種 な 事 業 で は 大

問 題 で は な い か と 思 い ま す。 とくに日本列島

改 造 、新 幹 線 計 画 、 本 四 連 絡 三 橋 、等々々 山

ffi しています 。 勤労者も、 その事 業 を よ く 理

解 し て善 処 さ れ ん こ と を 望 み ま す 。

中 小 企業 には 7 ダマダ時期 尚早 です 。 日本の

産 業 は!中小 企 業 に よ り 成 立 って い る の で す 。

大 企 業 た り と も 下 請 工 場 は ほ と ん ど 中小 企 業

です 。 その中 小 企 業 が 成 立 つ か 、 ど う か と い

うほどの大問題です 。

製 造業 で は 休 め ば 休 ん だ だ け 生 産 が 減 ります 。

商 業 で も 裂 は 問 じ で す 。 中 小 企業と しては困

った 問 題 で す が 、 ど う し て も 週 五 日制 に 追 込

まれる時は正月 三 ヶ 日は別として、祝祭日は

土 日 に 編 入 す る 、 記 念 日 等 は 国 旗 を か か げ で

祝意を 表 し 、 休 ま な い 祝 日とする、週五 日は

計画を 立 て て 合 理的に働くことによ って 能 率

の{民下をおぎないたいと思います。

この休日改造こそ、ぜひ 、実行してもら いた

い と 提 唱 い た し ま す 。

1  . 忙中 閑あり

1  . 休 日 改 造 論

年 頭 の 辞 と い た し ま す。

昭和49年 元 旦

( や す だ せ い い ち )

大阪建築防災セ ンタ ー設 立

テ パ ー ト や 旅 館 、 劇 場 な ど 多 数 の 人 々 が 出 入

す る 特 殊 建 築 物 の 防 災 チ ェ ッ クをきびしくし、

検査体制l を 充 実 す る 目 的 で 、 官 民 合同 の 第 三

セ ク タ ー と も い う べ き 「 財 団 法 人 大 阪 建 築 防

災セ ンター」の設立発起人会が、去る 1973年 12

に 物 価 高 に な り ま す 。 生 活 費 も 高 く な り ま す 。 らねは‘ な りま せ ん が 、 先 進 国 で あ ろう と、後 月 3 目、日本綿業倶楽部でおこ な わ れ 、 こ の

遊ぶのに金もいります。当然、人件費は高〈 進 国 で あ ろ う と 、 皆 、 人 間 で す。 同 じ 人 間 で 1 月 1 日か ら ス タ ー トすることになった 。

な り ま す。 勤 労 者 は 勤労者で、 いくら昇給さ す 。 真心 は 通 じ ま す。 好かれる日本人として、 大阪府、大阪市や、大阪府建築士会、 日本建

れでも、金、 金 、 金 の 入用でそれこそイ ンフ 世 界 の共存共栄に貢献いたしたいと恩、います 。 築 協会 ら、 29団 体 が 参加し、 設 立 資 金 2，670

レの回わり燈飽です。悪 循 環 に な り ま す。働く 外国人でもドイ ツ人にスイス 人 は勤勉そのも 万円である 。理 事 長 は 小 河吉之助氏。

喜 び を 会 得 し て 楽 し く 働 き 、 正 し い循 環 に い の で す。 ア メ リ カ 人 も 勤 務 l時間は 笑 に よ く 働 「市 街 地 お よ び 建 築 物 等 の 防 災 対 策 に 関 す る

た し た い と 思 い ま す。 きます 。 この点はとても日本人のおよ ぶ とこ 指 導 啓 発 、 調 査 研 究 な ら び に 建 築 防 災 に 関 す

私 た ち は子 供 の 頃 『 人聞は働きに生れて きた ろではありません 。 こ れ は 苦 か ら の話 ですが 、 る専 門 技 術 者 の 指 導 ・育 成 ・定期調査( 検査)

の だ よ 』 と 教 え ら れ ま し た 。 こ れ は 人 間 と し 48年 10月 幣 社 社 長 安 聞 嘉 雄 が 古 河 電 工 の 関 係 業 務 等 を 桜 極 的 に 推 進 し て 、 建 築 物 の 安 全 性

て 生 を う け た 喜 び を 神 に 感 謝 し て 、 人 聞 の 本 で ア メ リ カ 業 界 視察 旅行に行き、 10月27 日帰 を確保し、も って 国 民 生 活 の 安 全 保 持 に 寄 与

分 で あ る 働 く こ と に よ っ て 報 恩 せ よ と い う 教 朝いたし ました 。 そ の 土 産話 に 工員 の 勤 務 ぷ せ ん と す る も の で あ る 。 」と設立趣意書にう

えです 。 r 怠 け で は お 天 と う様 に 申 分 け な い』 りはもちろん事務員の執務ぶ りも笑に 其 世IJ そ た っている 。

挫築と社会/ 1974年 1 月号 67 



日本のシャッター界をリードする画期的新製品グ
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開閉俊

L 型 電 動 開 問 機

L 型 電 動 開 問 機 は 、 日 本 シ ャ ッ タ ー 技 術 研 究 所 に お い て 、 長

年 に わ た り 、 国 立 大 学 精 密 機 械 工 学 部 諸 教 段 の 指 導 を あ お ぎ つ

つ、当社技術陣が総力をあげて研究開発し、遂に従来の| 持j 問機

の概念を破って完成した画期的な新製品です。

この附問機には独創! に満ちた新機構が数多く取り入れられて

おり( 特許 3 件 、 実 用 新 案 2 件を出願中) 、減速機、モーター、

プレーキ機構、停電時用手動装置はもとより、リミットスイッ

チ 、 配 屯 板 に 至 る ま で 、 す べ て を 一 つ の 円 筒 内 に コ ン パ ク ト に

t内めであります。

従って、辿築設計上の納りが非常に簡単でト、しかも、取付や

その後の保守点検等も楽にできるよう考案されております。

こ れ ら の 点 か ら 見 て 、 従 来 の 製 品 に 比 べ 総 ゆ る 点 に 秀 れ て お

り、シャッター問問機の決定版といえるでしょう。

出 願 中 特 許 リミ ν トス イ y チ 実 用 新 案 巻 取 り 軸 と の 連結 機禍

ガ パ ナ 一 機情

手 動 機憎

お よ びL 型 機 柵

チ 工 γ 収 納 箱

- 特長・

1 . 開問機を設ける場所の心配がいりません 。

2  凸部のない真直なシャッターケース 。

3  袖壁は不用です 。

4 . 減速機構はす べて完全密閉式です 。

5 . 小型で耐久力に富む減速機構。

6 . 給油の必要がありません 。

7  エンドレス強力ローラーチエンの内造。

8 . リミ ッ ト・スイ ッチを完全に内造。

9 . 手動操作をひとつにしました 。

10 ヒュー ズ装置の取付けが可能。

11 . 一斉・両面・ 遠隔操作いづれも可能です 。

。 株 式 会 社 日本シャッター製作所

本 社 伐 ) j di 大' H! H:J 大阪府' i ' 小企業 FHJ 也l人，) '， l L，r;( 0720) ( 57)  4535- 6  

東 京 工 場 川 的 dd' ! f ) L H t 3  1'1 11 1  5 9 1存地' . l L .J 丹<1 0小)Ji l ( 4J ) 6 3 2 5  

九 州 工 場 制 問 県 粕 屋 郡 粕 屋 町 frf' 原 釜 屋 2 7  2  Ｗ 得 ｴ 也 ￭Ｇ ￛＺ ｉｾ 古 Ｈ代 ＩＨ ＶＵ Ｉ 6  J  3 1  

名 古 屋 工 場 名 古 屋 市 中 川 区 北 江 田r 2 丁目 1 2  Is: j 也 征 以 ( 代 )( 361) 7 4  4 1  
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建 築 と 社
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一
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ユ.

ニュース原稿をお送りください。

-園田・・・・

「なにをよりどころにつくるか」

一 日本建築家協会第 4 回 大 会

ｴｬ ＮＮＮｪ＾Ｚ池袋家ｼ励会 ｾＱ Ｔ 凶大会は 「なにをよりど

こ ろ に つ く る か 」を 統一 テ ー マ と し て 、よる

1973年 I1 )J 7 11- 9 自の 3 LI I:¥J にわた って 、

* ぶ の ホ テ J レ・ノ《シフィックでIJ トJm: された。

参加1" . は会以 186 :Y， 、所 H 89名、 ，1I- 275 :Y， 。

ｾ ｬ 日日 ｬ 止、 ｾ ｬ 分科会として「つくるもの

一 一位 築 家の 利己性と平1J 他 性」について、 tF，

2 分 科 会 と し て 「 つ く ら れ る も の 往 築 家

と ｦ 炭焼縦」について、安ｾ 3 分 科 会 と し て 「 つ

くらせるもの一一ー佳築家と剥!級 社 会 」 に つ い

て 、 そ れ ぞ れ 2 名ずつのノ マネ リストより i問題

提 起 が あ った。 伎は: 長会。

ｾＱ Ｒ ト ＱＱＱ は、分科会討議カ 、あったあと 、 ｬＧ ｪｌ イ Ｑ Ｚ

大きな ｬｩｬｬ 巡 ｩ とな っている「峨能法 ￭ｬｩＱｉ￭､ｻｾ 進本

i' flS よりの判tfAf 」をささ、全体会淡カ、行われた 。

ＱＱｾｴ 去に、大 会決 。議とし て、 「処築‘ 11;. び に 、 住

築家みずからを ｲ つくる』ことの ｊｊｾＨ ，I，'，i:にぶち

Jぶって 々え 」 、 「つくる fl!l J の 論 問 、 つ く ら せ

る ｩ 川の，｜Ｈ， ￻ｦＧ ｬ ｴｬ こ Ｉｊ ｬｉえて、つくられる ｦｬｩｬｊ の ， ￬ｾ￹ Ｎｦｬ ｉｾ ｊ

が処築にキIl み 入 ま れ な け れ ば な ら な い と 悩 調

され、また大行11 di ｪ ，必Ｇ品・による災 ｉｉｾＺ のｼり ｉｪ 1卜. 策、

さらに、 I;i .t}l f政r}i の恐れのある必i 築に介、l する

11! ｲｾ の望号勢をもつこと、級官 ｅ 法 の 仰 Ｚ立ＧＺ {; j..:J. 1:  

の Jメ' ( i と 1'1L二mH川の上にぶ つてはじめて干|会

の作必をうけうるものであることが、Ｇ［ｾｾ， ｭ､ さ

h tよ。

第 3 11 11 は、よど存会、ゴルフ大会の行 'J'; が 行

われ、脱会のうちにｾＢＧ［ Ｔ 凶大会 の ｨＧｾ をとじた 。

住民とともにまちづくり構想を

新 建 第 3 回 大 会

「住民ととむにま' ちづ「くり榊氾! を I J を 大 会

スローガンとする .ii Jr他築家技術将集| 可H新 処 )

の釘i 3  1"1 大 会 が 、 去 る 1973年 11 )J 3 1:: 1 - 4 日

の 2 tl 11¥1 にわた って :Y， ， 片昆て ～ｉｊｾｊ Hii された 。 新

訟の全国各地の支部より巡: . 1 : ¥された代議1 - i ら

を含めた、 100 Ｚｙ， 以仁参加Ａのもとに、 ｴｦｾ 1 日日

は 、18支 部 の う ち 14 J 正日1¥参加した支部より、

それぞれの各地械でのがi ! J i)J 一一一部会活動 -

ｊｩｅ 活動など、ｻ主みよい ｊｾｩｊ えをめざす ｩ 計処綱初

に め ざ し た 地 道 な i，fi !f i)j 1J 哨 11りされた 。 日!!iq日i

組、 ot 史的 ill 陀 似 全 の I{il 組 む 合 め て 、 住 民 泌

氏)j とともにとりくんだ例や、肌での組織所助、

新 い ill 築技術1 ' ¥' の技術官ti ;)<に ね ざ し た 部 会 活

動なと' ポ l疫にとんだ今後のま:Ji' ill の 発 展 へ の J主

限定が桜台された。第 1 LI 11 の伎は、 t，; . 例のとお

り「新 ill まつり 」がm:され 、 ハー テ ィ 形式 で 作

地支持1¥ののどドl悦 や 歓 談 の交流をく り広げた 。

ｾ＠ 2  tl 11 は、大会報告、l ! . f l攻 鰍fヰーその他で、

代議J i より tl 熱した，む} 止がだされたなかで、

大会報作などが係択され、 .iiJj- しい会| 五l幹 ι j'; .30

数 :Y， も巡 tUされた 。 ま た 、三 つ のす在日IJ 決議、

( 1. ベ ト ナ ム 往 築 家 の 米 FI生t.;I'f 、2. 京行1¥1白書11']';

選 3. '1' 之 山 保 全 問 題 ) がなさ れ 、 大 会 が 終

った。

こ の 新 処 郊 31;'1大会は、ひとことでいえば、

li: みよ L 、以上えをめざして、 l i : l ( j AoJi JJ と科'γ :.ri  

j HiJ J と 、 そ し て 、 住 築 家 ・技 術 者 の 技 術 者 ili

動と の 三 r.ーの j!}f，:t

1

.: ・車内イ干が、 "ijj 芽ではあるが、

その立 Ｚｾｪ fJ J をIJ f. 1し、たということである 。 1972年

の 第 2 1nl 大会で「利 'γ: 的な民主的問土J ) 日発を

め ざ し て J 0  r  ｽ，ＧＮＨ検 ・ 村 ｩ 氾 ｬＮｾ 践」の辺助を

提 起 し た が 、 今 1"1は、それをふまえて、 r (i 二

l ( とともにまち つ，< リf，YdLl を」をつよく -tf [1¥ 

したことが、特徴としていよう。

日 中 建 築 技 術 交 流 会 設 立 総 会

r  11 -1>: と' 1 'IJ il との処ぎたに l見lする' 手術 ・技 術 ・

ぷi 4:j の 交 流 を は か る と と も に 1山illil J ，池築界のぷ:

好 推 進 に 寄 与 す る こ と 」 を 11 的とする、 IJ '1' 

ill 築 技 術 交 流 会 の 設 立 総 会 が 、 よ る 1973
i
lニ11

)J 30 日、* 京 ・九ノ l刈の、日本工業flL楽 部 で/JfJ

1mさh た。

会長に、小林政一氏、i o ¥l ] 会長に 011託1i 他、，' ; / 荻

/;If: A 、 純 回 治 、 南 幸 治 、 東 側1，謙三 の 谷氏をj j I i

んだ。 rl'l :li 1f I 刊の: 窓口は決ま ってな い が 、 今 の

と こ ろ 大 使 館 を 辿 じ て 行 う 千 定 て ¥ 日 本 側 の

:念 11は 、 日 本 位 築 学 会 内 に 'I';. ; j ' : 先J "j をおく /，iJ 交

流会があたる脱線である 。正会以( 会' { '( i F 3，000

jJ J) .  ff 助 会 以 ( 会 '('( 1  11 年 制50，000/ 'J) の

加 入 を l呼びかけている 。

中之島を考える公開討論集会

r  '1' 之 };，'j を ま も る 会 J _iニ m: でよる 1973年 12) /  

3  11 '1' 央公会勺;t において、 r '1'之 }:，'j の将米{ 象」

に つ い て 、 約 200 :Y，の di l ( か参加して公| 片J ，H

編集会がもたれた。 r ' 1' 之 Jみの伝統を よ米に

どう' /=. かすか」について、 'l' iM[}.T一 氏 (1炉史

小 ) が 、 つ づいて、 r  di l ( 本{ 立の di 役 所 を桝

Ｚ ｴｵ する 」と題 して、 三 村＿ｾ［ Ｎ !1!. 1又 ( 打Ildi ，i!'¥l IIi )

がI i IJ 組提起を行い、大久{ 公 l l一 氏 、林型f 全 )f:氏、

fi: 川 l i 二 氏らが助言者として，む} 止をのべた 。

ここで、行II .C. 、のツ民 H¥J を'. j: り、 ! 似し、の. tJ ，)j として

の文化機能を生かし、併としての! 従史的処巡

物 の i立政を産業々 ，，， fii'; な ど に し て 保 全 す る 州

ｾＡや、新しくつくる総令市庁合は阪大跡地に

する桃氾! 楽などを含む r 1' 1' 之 jみの将 * 保」 が

提 起 さ れ 、 一 般 の 関 心 を H千んだ

姐換と H 会/ 1974均一 111 廿 69 
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⑨ P O R Eぎ〉

ロ イ ヤ ル ホ テ ル

設計 吉 田 五 十 八 研 究 室

側 竹 中 工 務 底

施 工 側 竹 中 工 務 唐

使 用 別 位 7 ジキリ

@ シ ポ レ ツ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被 覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  工 期 短 縮 を 要 す る す べ て の 建物

2  空 調 を 要 す る 工場 ・合 j軍 .' J';. 務 所 住 宅等

3  鉄 廿 大 張 聞 の 工場 ・休 育 館等

4  '1珪 量 化 を 要 す る 高 層 建 築 物 ・軟 弱 地 盤 の 建 物

5  鉄 骨耐 火t晴元主 の 建物

号ポレ ＱｉＯＧＷｾ 株式会社
本 社 ・東 京 支 l苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 園 丁 2 - 6  (平 沼 ピ J レ)

電 路 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4 5 1  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 9 0 ( 第 三 宮 土 ビ J レ)

話 大 阪 ( 538 ) 代 表 0 5 2 1  

名 古 屋 支 l吉 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 酉 通 3 - 2  ( 大 商 ビ ル )

書舌 名 古 屋 ( 5 8 1  ) 代 表 7 4 2 1  



口 写真と概要をど しどし芯送リ〈ださい.

凡例 : a  . I' fr(仁I也 b. 倣j也而h' ! c  処築 irfiH1 d  延ifii fr! e  柑'j j立鋭 校 f てJUI

946. 鳥羽シーサイドホテル( 増築工事) I  947.  南 海 電 鉄 和 歌 山 市 駅 ビ ル I 948.  大和郡山市立社会教育総合施設

949 .  〉 〆 ヨ

設 計 株 式 会 社 宮 家 建 築事 務所

施 工 : 大 日本土木株式会社大阪支底

a.  Ｎ｛ｾ羽市安栄山町 守安久志

c  .  1，422.5201'  

d.  3，772. 7901' 

e.  S RC 、 B 2 / 5 F

f. 昭和47年 12月~昭和48年 8 月

ズ ビ ル I 950.  

設計 世帯 竹 中 工 務 底

施 工 ・側 竹 中 工 務 庖

a  大阪市凶区江戸掬 ｬｾｴ 通 Ｒ Ｍ Ｒ

b  454. 66m'  

c .  335. 55m'  

d .  2，033. 27m'  

e.  R  C 、F 7 、P 2

f  昭和47年 9 月- l I llftl 48年 5 H  

設計 : 側 竹 中 工 務 庖

地工: 世帯 竹 中 工 務 底

a. 和 歌 山 市 東 蔵 iiij IlIT  3  - 6  

b. 41 ，677m
2  

c .  14 ，417m
2  

d.  17，456m
2  

e. S R C &S 、B 1 、F 7 、 PI

f. II(1千1147年 1 }J - 昭和48$1' . 5 月

ロイヤル多国カントリークラブハウス I  951 

設計 :側 井上久雄建築設計事務所

地 工 大 和 ハ ウ ス 工業株 式 会 社

a.  民I根県宝城市却j畑千民lt 山19帯地14

b.  890，OOOm'  

c .  1，968. 94m'  

d.  1，887 .2601'  

e  S 進一部 R C i丘、 1 F 、B I

f  11自和47年 10月~昭初48年 7 H

設 計 側 桝 谷 建 築 設 計 事 務 所

施工: 側 浅 沼 組

a . 大 手[1 ml 山 市 m! 111 5  2  3  

b .  6，30001'  

c.  3，102.6m'  

d.  6，351. 9m'  

e.  S hi R Cm、I也七 31清、 2t車

f. 昭和47年 7 月~昭和48年 6 月

フランスベ ッド側兵庫工場寮

設青| 安 藤 建 設 州 大 阪 支 庖

施 工 . 安 藤 建 設 側 大 阪 支 底

a. 兵 1・11 V，¥ iJ<. J -_ mi tJ j  i.i 田I

c  .  40501'  

d .  2，354nt  

e .  S  P  H- A -9  2、40戸、 5 防法

f. 1昭和47年 10 Jl - 昭和48年 0 1

952.  関 西 電 力 側 南 郷 独 身 寮 I 953.  安 宅 産 業 ル ネ 門 戸 I 954. 三 井 甲 東 園 パ ー ク マ ン シ ョ ン

設計 : 新日本技術 コンサルタント

施 工 :安 藤 建 設 側 大 阪 支 底

a . 大 i京市南郷町，! J ; 川 5 3  - 1  

c.  394 .94m'  

d  .  1，237.  56m'  

e .  R  C 造、 4 F 、 1練

f  昭和47年 12月~日目前148年 5 月

設 計 : 側長 谷 川 工 務底 大 阪 支 社

地 工 : 側長谷川工務庖 大 阪 支 社

a  Ｎ 兵 ＱＱＱＱ 以西宮市門戸 ｾｦ

b.  5，027 .810m'  

c.  2，582. 06501'  

d  .  17，259.299' げ

e.  R  C 、 7 F  

f  昭和47年 12月ー昭和48年 10JJ

設 計 : 鰍長谷川工務庖大阪支社

地 工 回附 長 谷 川 工 務 庖 大 阪 支 社

a. 兵 1・I l 県西 '，: . ; 市中京 l胡3 下回

b.  1，390. 46301' 

c.  806. 58201' 

d .  7，160. 157m'  

e .  S  R  C 、 8 F 、B 1  F  

f. 昭和147年 4 J l - 昭和48年 3 Jl
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ー ＭＺＱ 宅，ョ ｊｉｾ ご ＱＭ :1ぷ

マスチッヲヲI : ( . _ I J : J ヲ“

耐久性のすぐれ た防湿床材

特 長

耐久性 : 而t久性にすぐれて い る。

2  耐摩性 : 摩耗の度合が低〈、 ホコり など生じない。

3  すベ リ抵;抗; 性: すベり抵; 十克性 にすぐ れている 。

4  復元性 : 弾性があり、万一亀裂ができても使用している間に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても 、 コンクリート、金属 、木など、 どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく 、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多〈使用されている 。

J 圏、@

FLl NTKOTE  

、.〆

フリントコートについてのお問合せは下記へ

。
ｪ 限式会 ｦｦｩ￭ シェル厄 ｾ￦～ 版発売所
Ｗ リ ｾｉＭ］ｉＭｉＭ 施工販売部

大 阪 星 ! i >532 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 2 丁 目 7 6  f i ( 06 )  303 - 7131 

東 京 w l 04 東 京 都 中 央 区 宝 町2丁目 4番 地( 第 2ぬ η 彦 ピ ル3階 ) f i ( 03)  562 - 4646 

名 古 屋 ⑤461 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日本 矯 ビノレ4 階 ) f i ( 052 ) 931 - 8537 

広 島 w 730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 西 林 ピ ル 3 階 ) f i ( 0822) 21 ー 1224

楠 岡 ⑨8 10 福 岡 市 中 央 区 舞 鈎 1 - 1  - 5  ( 舞 鶴 ピノレ 3 階 ) f i ( 092 )  77 ー 1961

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 



口 日 照 指 数

建

築

の

眼

の ど か な 正 月 を 迎 え て 、 平 和 の あ り が た さ を し み じ み と お も う 。 中 東 戦 争 の 余 波 で 燃 料 の 節 約 が い わ れ だ し

て か ら 、 火 に あ た る よ り 陽 に あ た れ を 朋J干子している 。

昨 年 は 日 照 問 題 に 明 け 暮 れ た 。 東 京 都 で は 住 民 の 問 に 日 当 た り 条 令 案 の 署 名 運 動 が お こ り 、 都 の 日 照 専 門 委

員 会 の シ ビ J レ ミ ニ マ ム 基 準 案 に も 強 い 批 判l が 行 わ れ た 。

今 年 は 建 築 基 準 法 の 改 正 が 日 稼 に 上 っ て い る が 、 単 な る 日 影 時 間 ! の 規 制 の み で 実 効 が あ る と は 予 想 、 で き な

し、。

日照 11寺|首J; f.! 1や 窓 商 の 受 熱 効 果 な ど を 考 慮 に 入 れ た 日 照 指 数 に つ い て の 自 説 の 提 案 も 、 と お り 一 遍 の 学 会 の 発

表 で は ナ シ の つ ぶ て で あ っ た。 し か し 、 地 元 と り わ け 兵 庫 県 で は 臼 照 セ ミ ナ ー を 院J ｾ、てもらって 、 かなりの

ご 理 解 が い た だ け た の は 熔 し し 、 。 こ の 指 数 は も と も と 団地 の レ イ ア ウ ト を 決 め る と き に 、 各 戸 に 充 分 な 日 照

を 確 保 で き る よ う 住 棟 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 検 討 に 役 立 て ば と 考 え た も の で あ る が 、 現 在 の 戸 数 主 義 の き

び し い 条 件 の 下 で は 建 築 家 の 良 心 的 な 裁 量 に わ ず か な 期 待 を つ な い で い る 状 態 で あ る 。 また、 心 な ら ず も あ

る 日 照 判 決 に か か わ り は あ っ た が 、 「 日 ! 問 紛 争 へ の 新 し い 武 器 」 と い う 見 出 し で 紹 介 さ れ た A 紙の報道は、

私 に と っ て は 誠 に 心 外 で あ った。 ( S e)

口 公 務 員 技 術 者

官 公 庁 の 技 術 者 の 役 割 り は H寺代と' ともに大 き く 変 っ て き た 。 明 治 ・大 正 時 代 の 官 庁 リ ー ド 型 か ら 現 在 で は 、

量 的 に も 内 容 的 に も 民 聞 の 大 き な 協 力 を 得 な け れ ば な ら な い よ う に 移 行 し て い る 。

こ の よ う な 流 れ は 公 務 員 技 術 者 に と っ て 一 抹 の 淋 し さ を 禁 じ 待 な い が 、 視 点 を 変 え る と 民 聞 の 健 全 な 成 長 は

建 築 界 に と っ て は か え っ て 忍 ば し い こ と と 思 って い る 。

し か し 、 公 共 建 築 の 施 主 で あ る 市 民 に と っ て 霊 安 な こ と は 民 間 か 官 庁 か で は な く 、 ど う す れ ば 良 い 建 築 が 生

ま れ る か 、 で あ ろ う 。

官 公 庁 の 営 繕 組 織 は 民 主 的 に 逃 ば れ た 市 民 代 表 の 建 築 に 対 す る 考 え を 正 し く 伝 え る た め の 敢 良 の 制 度 と し て 、

機 能 し て い る は ず で あ る 。

と こ ろ が 、 市 民 の 公 共 建 築 に 対 す る 合 意 を ど こ に 求 め る か は ま だ む つ か し い が 、 住 民 の 信 託 を 受 け た 公 務 貝

技 術 者 と し て は 正 し い 見 通 し に 立 っ て 、 自 信 を 持 っ て 建 築 す る こ と が 大 切 だ と 思 っ て い る 。 ( 0 )  

口 ま ち づ く り と 生 活

紙 図 は じ ま っ て 以 来 と い わ れ た 住 民 運動一一一紙 図 新 橋 元 吉 町 の 景 観 保 全 運 動 も さ き ご ろ 、 さ し あ た っ て の 問

題 で あ っ た ビ ル 建 築 は 施 主 が 設 計 変 更 に 応 じ て 「 守 る 会 」 と 合 意 1 1 : ・ を 交 わ し て 港 着 し た 。 つ ぎ は 「 特別修 最

保 全 地 区 指 定」 で あ る が 、 こ れ も 市 当 局 が 前 向 き で 検 討 を 始 め た。

8 月 の 暑 い 日 よ ば れ て 「 何 故 、 ま ち な み を 保 全 し な け れ ば な ら な い か 」 を は な し に い っ て 逆 に い ろ い ろ 教 え

られた 。 r : t 也価が下がる の で は な い か J r特 定 の 人 の 利 用 す る と こ ろ で は な い か 」 と 疑 問 を だ し て み た ら 、

「 ま っ た 〈 認 識 不 足 だ 」 と や っつ け ら れ た 。 こ の ご ろ で は お 茶 屋 は 昼 間 か ら 忙 しい。会議利 用 も あ る が 、 芸 妓

さ ん が 家 庭 の 主 婦 の サ ー ク ノ レ に お ど り ゃ う た を 教 え る 場 所 に な っ て い る 。

昔 か ら 紙 図 町 で は 朝 早 く か ら 帰 1¥余 を し 、 座 敷 に 花 を 生 け て キ チ ン と 準 備 を す る と い う 生 活 規 範 が あ る 。 そ れ

が 昼 間 か ら の 街ー要にも応 じ ら れ る 基 礎 に な っ て い る 。

建 物 の 造 作 の す み ず み に ゆ き わ た っ た 知 恵 も さ る こ と な が ら 、 ま ち づ く り を 主 に や っ て い る も の に と っ て は

生 活 の シ ス テ ム 、 町 の 住 み わ け 方 、 使 い 方 に 支 え ら れ て 伝 統 的 空 間 が 現 代 に 生 き て い る 実 際 に ふ れ て 感 動 し た 。

ベ ン ガ ラ 格 子 は 決 し て 保 守 主 義 の 象 徴 で は な く 、 時 代 に 生 き る 生 活 の 象 徴 の よ う に み え た 。 そ れ が 創 意 に あ

ふ れ た の び の び し た 住 民 運 動 を 支 え た の で は な か ろ う か。
( M )  

口 新年に想、う

関 原 猛 夫

「 今 年 は ど ん な 年 だ ろ う か 」 毎 年 の よ う に 年 末 年 始 の 現 業 部 門 の 休 み の 問 考 え 込 む わ け で あ る が、 い つ も の

ことな が ら う や む や の f: ¥Iに 「本 年 の 渦 中 」 に 巻 き 込 ま れ て ゆ く 。

年 末 に な る と ジ ャ ー ナ リ ス ト が 年 11¥110大 記 事 を 取 上 げ て 一 年 を 振 返 っ て い る が 、 昨 年 ほ ど 建 築 企 業 面 で も 、

悩 ま さ れ 続 け た 年 は あ る ま い 。 原 料 不 足 か ら く る 材 料 の 入 手 難 に 始 ま り 、 資 材 の 暴 騰 、労 務 者 不 足 、 労 貨 の

高 騰 、 と 追 打 ち を か け ら れ 、 秋 に は 金 融 引 締 め 、 原 油 の 輸 入 制 限 、 運 賃 値 上 げ 、 米 側 の 大 幅 値 上 げ 、 と 春 夏 の

難 題 が 何一 つ 未 解 決 の 上 に 秋 の 難 問 を な げ か け ら れ た ま ま 年 を 越 え 新 年 を 迎 え た 。

工 事の 実 施 工 程 も 予 算 も 社 会4大 勢 、 国 際 状 勢 の 旬 日 に し て の 激 し い 変 り よ う に は 対処 し ょ う も な い 現 状 て¥

この 実 情 を 起 業 者 や 施 主 に 認 識 と 理 解 に こ れ 努 め た 昨 年 で も あ っ た 。

昨 年 の 持 ち 越 し の 課 題 の 上 に 、 さ ら に 新 し い 問 題 が 次 々 押 し 寄 せ て く る だ ろ う 本 年 は 「 さ て ・」 と 恩 案 し て

大 海 一 雄

神 戸 市 住 宅 局 住 宅 部 理 股 皿 長

三 輪 泰 司

地 壇 計 画 ・ 建 簸 研 究 所 長

塩 脇 昭 司

倍 高 組 理 語 部 長

1 月号より 6 月 毎 ま で 上 配 4 圧 で 担 当 い る 問 に 松 の 内 も 過 ぎ 、 「 本 日 の 解 決 」 に 忙 殺 さ れ て い る 私 で あ る こ と に 気 が つ く 。 ( S hi )  

l J l 築と社全/ 1974年 1 月 号
73 
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歴史的環境保全 1974 旬

BE NT I KU T O  S Y AK血E

建 築 と 社 会 員55集 ( 1917年創干I j
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日本屯々公社i奏川市外電話局新築工事の見学会。 日本不動産銀行

大阪支庖 Ｈ 不銀ビルＩ新築工事の見学会 。 機のￌＧ ｾ￭Ｎｩ 西「白鶴」の酒

蔵を見る会。ti1 8 回若い会長のよkぃ ・ 「吉野の紙すきと 史跡 を見

る会」 ・会只の受章。 ・一一・・ ・・・ー・・…・…・ ・…・ ー・・・・・・… …・ … .... 37 

年 頭 の こ と ば '74年を迎えて/ 塚本猛次 ・・

本 年 の 抱 負 日本建築協会常設委員会/ 各委員長・・・… …・ … … ...・ H ・- 一… … 36 

昭和48年度中に竣工した新建築 ・… … ・・・…・・・……・…ー …  …  ・… ・ ・…・ … .  2  

法 令 コ ー ナ ー 76. 建築基準法施行令の一部改正について( その 2 ) / 井原篤 ・…. . …ー62

読 者 の 頁 妙心寺系の茶室/ 上谷重男。年頭の辞/ 安田誠一。大阪建築防災

センター設立。 ・・・・・ …  …一・・…・・… … … … … … … … 一一… 一 ... 65

「なにを・よりどころにつくるか J 0  ( 日本建築家協会第 4 回大会)

住民とともにまちづくり椛恕を (新建第 3 回大会)。 ……… 69 

日中建築技術交流会設立総会。中之島を考える公開討論集会。

f泣近竣工した新建築 9 点( 必946- 954) …・…・・…・…・・………………… 71

日照指数/ 1羽原猛夫。公務員技術者/ 大海一雄。まちづく りと生

活/ 三輪泰司。新年に想う/ 塩脇s?:i司。 …  …・ ・ …・ …  … 73 

北ヨーロ ッパの街づくり l ストックホルムの IR市街… 金井 弘次…… 77

第19図工高生デザイン コンクール入選作品

設計課題「自然公園の 中に建つ休?，，[ ! 所」 …  ・・・ …ー …  .. -78  

特 集 = 歴史的環境保全11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

第 1 部 都市環境保全と開発総論一一都市環境保全講演記録

(1)  史的環境保全の問題点・・一一一- ………………・・一…・…・……・鳥 国 家 弘… ... 82

(2)  中之島の建物 の歴史的意義一一人を過して物を見る.....・ H ・- … … 滝沢 真弓 ..一一 84
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第 2 音[1 歴 史的環境保全事例一 一中之島保全の現況と 問題 点
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第 3 部 資 料

(6)  中之島東部の歴史的環境問題について一知名人へのアンケート … ・… … … ・・ ・..... 99

(7)  都市と景観ー神戸の景観じ闘する 100人アンケート報告書から … … … … … … 105

(8)  歴史的環境の類型と保全のあり方一三重県 ・和歌山県 ・!大阪府 ・滋賀県 ・奈良県…・ ..... 107
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(10)  集 落町 並保存対象地 区 一… ・… … 一一一- … … ・… 一一 ……・ … …- ……・・・…… 112
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印 刷l 昭和 49 年 1 月 20 日

発 行 昭 和 49 年 1 月 25 日

発 行 人 稲 中 定 三 日1¥

発行所 (ω 日 本 建 築 協 会

大阪市東区北浜 3 - 37 

' i 1I 大阪 231- 9 6  4  8  

振 守 口 座 大 阪 39975

印 刷 者 網 野 栄

印 刷 所 開 研 文 社

大 阪 市 北 区 立 山 町 66

ｾｉｬ大阪 ＳＶＱ Ｍ Ｐ ＳＵ Ｑ

./(.  悩 1 部 400円 ・送 料 共

昭和48年度編集委員会 ( 順不同)

編集委員長 i 山 田 幸 一 : 海道 fNfJ : 口羽 屯一

彦谷 )' 11- : 渡 辺 ・I，?: : 大野義! 開 : 江雌 的 英

編集理事 :1事聾委員より ' 石田 繁夫 : 川本 勝
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北I E T Y uj西 村 良 平 i 八 木 俊 樹 i竹 山 市 明

小 西 側1・ ・西野 本:Jl' h問 昌 利

白 井 周 ニ j編集委員 : 石岡 友 美 : 加 峰 町Bn

菅 谷 健 児 i 日 下 正 法 i生 悶 隆 史 : 河 自 治 官

高野々二日s;浜岡 学 昭 ! 宮 坂 一 也 j 上 野 登 紙
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- 次号特集予告

明日の建築はどうなるか。
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近電エはあすを具現します

総 合 設 備 産 業 の パ イ オ ニ ア一一一一一一

〈近 電 工〉 は 新 し い 時 代 の 展 開 と と も に 成 長 を つ づ け ま す。

電 気 工 事 は も と よ リ 計 装 ・空 調 ・土 木 工 事 ま で 、 そ の 総 合 力 を

広 範 な 分 野 て 発 揮 レ 、 国 際 的 レ ベ J レの技術 ・技 能 を ほ こ る 精 鋭

企業として、 70年 代 の エ ネ ル ギ ー を 先 導 し ま す 。

進欲電急エ孝妹夫令系主

繁本岡
取締役社長
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スト ックホルムは北欧の工業都市として 、

人口 140万人を擁する一大コミューンを

形成している 。 ニの衝の都市計画 l立、古

<  17世紀の前半から着手され、今日まで

着実に進められた計画的な街づくりは有

名である 。 その発祥は 13世紀頃といわれ、

現在の中心街から僅か南のサル ッショー

ン湖とメラーレン湖にはさまれた小さな

島、ガムラスタンである 。バロック風の

壮麗な王宮の裏に 、 ぎっしりと並ぶ古い

建物の問を縫う狭い石畳のゆるやかな坂

道は 、当時の面影をそのまま伝えている

といわれる 。写真の建物はおよそ 17世 紀

のものであるが、民芸品や骨董品の底の

うえに今も人々の生活力ずちゃんとある、

静かな庶民的な街である 。 オールドタウ

ンと呼ばれて市民の心のふるさととなっ

ている 。石畳の片隅に陣笠をつけ、直径

1 mくらいの衛兵小屋を裏向きにしたよ

うな円筒状の公衆便所も、このオールド

タウンにふさわしい古びた置物である 。



第19回工高生デザインコンクール入選作品

応 募 点数 74点( 応募 校 9 ) のうち、予備 選 考 、 第 1

次 か ら 第 4 次 ま で の 本 審査 を 経 て 、 入 選作 品 10点

を 決 定 し 、 う ち 最 優 秀 作 品 1 点を決定した. なお、

今 回 に 限 り 、 特 に 努 力 貨 を l lx 泣 け た .

( 審公会は、昭和48年 10月24 日に開催)

審査委員長/ 徳永正三 審査員/ 池ra制 維 ・池悶有停車

江川好巳 ・紙野佳人 ・久保田進也・栗原泌一郎 ・坂内

幾男 ・ 下河内ｬＱ ｊ ・ 徳岡昌克 ・ 前図 書Ａ［ｾ色 雄 ・ 松田歪弘 ・

薬袋公明 (50音 順)

設 計 課 題 : 自 然 公 園 の 中 に 建 つ 休 憩 所

主 催 : 日 本 建 築 協 会
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設計要項

1 .敷 地 : 自然公園内( 国立公園 、国定公園、

都道府県立自然公園の中の適当な

敷地を自由に選んで下さい。)

2. 建築面積 : 150m' - 200m'  

3 .施 設: 休惣所 ・男女別の便所 ( 売庖の設

置は自由とする 。)

4. 機 造 自 由 、 2 階建以下

総評

今回の設計: l l I l 題が「自然公園の中 lこill つ休廷! 所」という よ必生諸君にとって、多少とらまえ縫い諜題であ

ったためか 、応募点数も例年より少〈、 9 校 74点であった。

応募作品の大半は課題の主旨を理解した努力作品であ ったが、立地点の不明確なものなど、やや不消化な

ものがあった 。今回のように建物と自然 ( 環続) の調和が主テ - 7ーになる場合、特に注意してほしい。

しかしながら、入選作はいずれも具体的に敷地を忽定し、設計に取組んだ点が良かったと思う 。

審貨にあたっては、各審査員それぞれの立場から意見を出していただき、討議を重ね慎重審議の結果、最

優秀作を含む入選作10点を選出した。その問、入選作品以外にもなかなか捨て縫い努力作が多〈、今回に

限り特に努力貨として l 点追加することにした 。

今後努力をなさって質においても泣においても益々向上されるが望ましい。
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特 集

• 
歴 史 的 環 境 保 全• 

第 1 部 都 市 環 境 保 全 と開発総論

都市環境保全講演記録

1. 史的環境保全の問題点( 鳥国家弘)

2  中之島の建物の歴史的意義( 滝沢真弓)

3. 都市における保存と開発( 中沢誠一郎)

第 2 部歴史的環境保全事例

中之島保全の現況と問題点

4.  中之島の環境破嬢の経緯と中之島の位置づけ/ 大久保昌一

5. 中之島保全の市民運動/ 高田 昇

第 3 部 6. 中之島東部の歴史的環境問題について一知名人へのアンケ ート

7. 都市 と景観ー神戸の景観 lζ 関する 1∞ 人アンケート報告普から

8. 歴史的環境の類型と保全のあり方一三重 ・和歌山 ・大阪 ・滋賀 ・奈良

9.  歴史的環境保全運動リスト

10. 集落町並保存対象地区

本特集は ， i 歴史的環境保全と再開発」特集として保全だけに限らず， i 再開発」の面でも二つ

の大きな テーマを用意していた 。すなわち ，総論的な窓味あいで ，i 中之島再開発の方向」として ，

大阪市総合計図局長11:: ，相当の頁数を用意して原稿依頼したが，乙 れは正式に辞退されてきた。も

うひとつのテ ーマ， すなわち ，事例として ， i フランスのデファンスの再開発とパリ 15区の保全」

のテーマも，首都圏整備委員会や建設省都市局 ，大学教授など数人の方に原稿をたのんだが，乙れ

も資料不足の理由で乙とわって乙られた。ま乙とに残念である。そ乙でやむなく ，再開発の面はぬ

けてしまい ，以上のように「歴史的環境保全」特集となったもので，中之島問題が事例として中心

を占めてしまったが，見方によっては，乙れとそ ，現下の大阪における段大の焦点を示したもので

あろう。その他近畿圏における歴史的環境の類型と保全の事例など資料的な窓味で問題の提起をい

くつか行ったものである。

1974年の年頭にあたり ，乙 んどの都市環境づくりに歴史的文化遺産の組みいれがいかに市民にと

って大切であるか，都市建設の発想の転換をを考えるきっかけとなれば幸いである。

きりえ : 加 語 義 明

81  



第 1 部 都市環境保全講演記録 史的環境保全の問題点

鳥 国 家 弘 (エ博・神戸大学教授・日本建築学会近畿支部環境保全委員長)

文化財保存と生活環境をどう考えていくかという点，それから ，点、保

存から面保存へという問題，その辺を多少簡単lζ 申し上げてみたいと恩

います。

元来，文化財といいますのは ，やはり一つの物財でありますし ，物件

としての所有権なり ，使用権なりを当然持っておる。そ乙でだれが所有

しているか明定できるようなものでないと ，指定できない。その点で史

鎖だとか，建造物はやりにくい。さらに建造物は ，いったい美術品なの

かという議論もありますが，今日ではやはり建造物ーっという単体を指

定しておる。そういう行き方でずっときたわけで: す。

それはやはり所有権法なんかに関連しますとどうしてもそうなる。し

かしたとえば建築で10年ほど前にできました区分所有の法律，その共有

持ち分というものは，乙れが乙の人の持ちものだという乙とがはっきり

いえないので，どうも法律上困るんだという議論がずいぶん長く続きま

したが，今日ではあまり問題が起きなくなった。それでも市街地改造法

なんかの管理処分計画というのは ，非常に乙まかな計算 しなきゃいけな

い。いわんや美術品である，古文化財であるというふうなものが，多数

の人にからんでいるという場合はどうもやりにくい。やりにくいけれど

も，乙のままではぐあいが悪い ，一つの建造物の周辺というのが襟では

困る 。もう 少し広い意味での面的保全という乙とを取り上げて考えてい

くべきだというふうになってきた。

しかし ，まだいろいろ問題点があります。権利対象が複雑なだけでな

く，その場合! r . いろんな美術品とか，歴史的な価値のあるそれだという

乙とではなくて，周囲にはいろいろのものがからんでくるわけですから ，

そういう多元的な価値というのをどう割り切ったらいいか。従来のよう

な美術品一本やりでも経済一本やりでもいかない。そ ういう広い面的保

全では ，都市計画の面開発の問題以上に複雑な内容をかかえており ，そ

れをどう考えていくべきかというのは今後取り組まなきゃならん問題点

だと思います。

で，経演でもない ，美術品で もない ，そのなかでは人聞が生きてるわ

けですから ，現在生きている人聞の生活環境としてのいろんなメリッ

ト，価値というのをどう考えるか，その点にやっぱり終局はしぼられて

くる。と乙ろが，いま住んでる市民の個人自体の心理のなかでも価値の

選択に非常に矛盾をきたしています。国が経済優先をいうのはいかんと ，

乙のごろよくいいますけれども，しかし貧乏な私権についてはまだ経済

優先という考え方がやはり市民一般に強い。経済優先で行き過ぎたから

環境保護を考えるというふうな乙とがどく簡単に ，すっと乙ういわれる

時代! となりましたので，乙れはたいへんけっ乙うなんですけれども ，し

かし ，どく小さなある地区のそういう函保存，面再開 というふうな場合

には，市民個人の経済要求がもう少し迷う多元的な価値と見合って考え

られるというととろまで‘ なかなかいかない。その辺に実際は非常にむず

かしい問題があろう。

自分も含め ，たとえば生活と商売上の利便の矛盾 ，細街路に乗り入れ

る車がふえて因るが自分の車は要るんだ。古い自分の家は敷地一杯 lζ 建

てていて ，前 lζ 家が新しく建っと暗くて因る。採光と日照も 乙‘ っちゃに

した日照権争いの矛盾など。保存上むつかしいのは細街路の交通問題と

古い家の生活再建と防災対策との関係でし ょう。

いま ，きわめてむずかし過渡的な矛盾を抱えた状況であって，ただ歴
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史家が 乙の地区はおもしろいか ら残せ といってもむつかしいし ，経済優

先の行き方も デッドロック [ζ 乗り上げておる。むしろ ，とうその地区が

生き ていくのかという乙とを，市民のなかであらためて考え直す時期に

きておる。それがうまく市民のコンセンサス として成立しなければ，や

はりほんとうの本質的な怠味での面保存はできない。開発 と保存という

のは ，どうもわれわれ気が短いんで対立概念のように考えがちですが，

実は生活という楯の両面のようなもので，保存なくして開発もありませ

ん し，開発と見合わなければ保存というものも意味がないと思いますけ

れども ，そういうものが何かうまく地区として生きるような コンセンサ

スが，日本の都市，とくに都市の市民で得られるかどうか。乙れが明治

以来大急ぎで走ってきたわれわれ市民に対するいちばん過渡的な大問題

ではないか。

しかしいまのと乙ろ現実的にやりやすい保存は私lζ いわせれば線保存

だろうとおもいます。線といえば，宿場町だとか，ス トリートアーキ テ

クチャ ーだとか，そういった街道筋なんかの街並み保全と乙のどろいわ

れているも のです。外国なんかでも ，アメニ ティアクトなど面的に指定

しますが，実際 lζ は街並ファサ ー ド保全が圧倒的に多い。日本でも ，あ

の八坂の坂道だとか，委飽が，そういう意味での街並保全で，乙れはや

はりそ乙の大多数の人がコンセンサスを持ち得る。で，メリッ トは何か

というと ，乙れはごく簡単に割り切りますと ，観光価値として生きれ

る，そういうと乙ろはわりにうまくいく。観光地としての川 っぷちだと

か，街道筋だとかの街並保全というふうな乙とが一般にやられていくだ

ろう。と乙ろが乙れはとくに外国なんぞは非常にやりやすいんです。

ヨーロツパあたりですと寒い冬は大体お天気が悪いですから ，日本で

いうような日照権というふうな乙ともあまり問題にしない。採光権があ

ればよろしいという程度の乙とで，室内に閉じ乙もりますから ，したが

って ，内部と外部とははっきり切れておる。と乙ろが，日本の木造住宅

は決してそうではありませんで，夏風が吹き抜け ，冬はお昼 lζ 太陽がサ

ンサンと照り乙んでくれて ，暖房もあまりしなくてもすむんだという開

放的住居です。スクリ ーンの外側の保全だけをやって ，内側は別でよろ

しいというわけにはゆかない 。何しろ開放部分が多いですから ，外側だ

けどうかしたって内側とはやはり矛盾したものになる。ただ幸いにして

外国並 Ir . いけるのは，京都の窓にはi路子がはまってるような ，ああいう

ぎっしり並んだ町屋，いなかでもE密集した宿場街のようなものなら ，や

や外国 と同じようにそういう街並保全という乙とができるだろう。

しかし ，もっと一般的な集落や住居地の生活環境でそのまま面的に開

放住居で保存するというのは ，乙れはめぐまれた大金持ちの大邸宅を一

軒ずつ検討して保全する，やはりそういう形にならざるを得ないだろう。

さしあたり ，内と外とは別 lζ 考えてもいいような ，外国の穴熊人種 lζ

似たような ファサー ド保全 というふうなととがまず実際的でしょう 。そ

ういっ たものは観光的なメリットをディスカバーするというデイスカパ

ージャパンの一つみたいな形を ，やはり表面的で・すが抱き合わせていく

という 動きで具体化していくだろう 。 しかし ，本質の問題点というの

は，やはりそういう単なる街並の線的保全ではなくて，いろいろ保全を

含めて，われわれの生活環境が乙の過渡期を通って，どういうふうに指

向されるのか，そういう大きな方向づけが市民のなかから自然に合意を

持って生まれて くるのを待たねばならないでしょう 。



そういう地区全体の合怠というと ，{9I Jのコミュニティ ，外国語の翻訳

のコミュニテ ィ概念 lζ 突き当たるのですが，乙れは全然別な話になりま

すが，私ちょっとその点では悲観論者なんです。

たとえば，戦時中のあの隣組みには一つの ，ごく小さな コミュ ニティ

意識 というのも確かにあった 。そ の場合に ，日本では全体主義的な考え

方が頭にあって ，それの一つの補完機能で: あった 。ですけれども ，われ

われすぐ変身 しますから ，私経済においては非常に個人主義て、あるとい

いながら ，そういうかさの下でとたんに変身して全体主義者にすぐなっ

てしまう。建築家 ，都市計画プランナ ーなんていう人も ，いまは人間の

ための コミュニ ティプランといっておりますけれども ，ひょっと変わる

と全体主義的 コミュ ニティてな乙とになりやせんか。隣組みの原型は ，

たとえばナチズムにおける近隣共同体，近隣共同体が血の純血を持っ

た，あの ナチスの下で生きる ，あるいはそれの哲学的なと乙ろではハイ

デッガーあたりが利用された。彼は何か日本人にはピンときやすいん

で，そうすると英語の コミュ ニティと占いて安心してるわけにはどうも

いかない。その辺に危険性を ，取り越し苦労で感じてるわけです。しか

し，やはり何とか地区としてのまとまりのなかからいまの過渡期を乗り

越えていく ，そういう心がまえが市民生活の上でいちばん必要だろう。

お説教じみたことになりましたけれども ，具体的にはまず街並保全とい

うふうな乙とで ，観光資源、と抱き合わせて実現していくのがさしあたり

の順序であろう 。 しかしそれではもの足りないんで ，やはり本来の生き

ていく ，生活環境をわれわれがどうっかむかというと乙ろに本質はある

んだとおもいます。その辺が保全と開発のいちばんの問題点ではないか。

それからなお二，三問題をあけ、ておきます。

まず調査の問題。金がないので対症療法的に計画がきまったあとから

調査をやる ，そして ランキングをつける。乙のランキンクがやはり貧乏

のせいですが ，本来はいいものを保全するためのプライオリティ ー， 優

先順位をつけるという乙となんですが ，具体的にはひっくり返えりまし

て，食いつぶすための順序になってしまう。乙れも貧乏のなせるわさで

しょうが，非常に残念な乙となんです。

そういうふうに ，) 1 頂序をひっくり返えすという例は ，乙れは他にもよ

くある乙とで ，たとえば東京のシピノレミニマム ，その趣旨なんかを読み

ますと ，すばらしい行政目標 としてシビルミニ 7 ムを立てるんだ，そし

て，それを理想として実現するんだと苦いである 。理想として実現する

ようなミ ニ7 ムなんて馬鹿な話はありませんので ，ミニマムつてのはそ

れよりはよくなければいけないという総ですが ，やっぱりそれに到達す

るのが行政の目標である という逆立ちをやらざるを得ない。

もう一つ例を建築でいいますと ，第一次欧州大戦後の敗戦ドイツの住

宅難のときに，フランクフノレ 卜アン 7 インで建築の国際会議が持たれた。

その議題がミ ニマムイグジステンス ，最小限住居をどう考えるか ，と乙

ろが，それが報告となって日本へきてしばらくしますと ，おれたちはも

っと機能的で ，もっと便利で ，もっと小さい住宅をつくり得るんだ ，小

さけりゃ 小 さいほど機能的でいいんだという乙とになる。今度の戦後の

婦人雑誌なんかは ，七坪の機能的な ，理想的な住宅というふうな ，一種

の住宅詩を普いた 。それで、パラック生活をやってた ζ 婦人方がカづ‘ け ら

れたのでしょうが。わずか七坪でも隙能的 lζ 設計できるマイナ ーザベタ

ーでそれのほうがよりいいと建築家が婦人雑誌に協力した。西山 さんな

んか最初に盛んにそういうことを批判されておったんですが，どうも同

じようにいいものからの順序をつけますと ，しりのほうから食っていく

ためのランキングになる 。どうもさか立ちの考え方がわれわれ日本人ま

だ非常に強いようです。

つぎに保全と開発のかかわり合いの乙とです。保全のほうがいまのと

ζ ろ対症療法的 ，散発的 ，あとから追っかけている。したがって ，開発

側からみると ，建築史家の林野さんなんかが待ってくれというと ，きら

われるという状態ですけれども ，やはり楯の両面という点では ，そうい

うネガティブプ ロセ スで問題が出るのではなくて ，開発計画自体 [ζ 自然

文化環境 とのかかわり合いを含めた ，もっとよりよい生活環境をどうす

るかと ，そういう積極的な意識が必要である c

また都市計画で線引きをやる際 lζ は，抽象的な線を引かざるを得ないc

そしてそ のなかを一色 IC . 塗ってしまう。そのなかで実際は地区地区に応

じたいろんな生き方，機能的なあり方がある はずですけれども ，どうも

マクロ的lζ 見すぎてひと色にやって しまう。その なかで地区地区の現状

に応じて ，現実的な考え方が都市計画 K 必要であろう 。

さらに ，そういったこまかい行き方と同時に ，もう一つマク ロ的なゾ

ーニングがやはり必要であって ，そういうマク ロ的な大きなゾーニ ング

と，そういう乙まかい地区サイ ドでの現象面とのつき合わせ ，対応そう

いうものをやはり立体構惣として持ってゆく ，その但援のなかに経済優

先ではない ，保全すべきものと ，新しくするものとを ，その地区地区の

市民が生きるような ，そういう生活環境として考えていく乙とがやはり

必要でしょう 。

それから，なおいちばん微妙な経済的な問題として，補助金制度や税制l

面の問題があります。なかなか金がないから地方公共団体は買いにくし、。

しかし買うと個人 lζ 対する助成金と同じだけは国から補助が出ない。買

うのに金使って，貰ってからは金が使えないんじゃ因る。そういうと乙ろ

も修正されるべきです。またついでに言いますけれども ，市街化区域のな

かの，いわゆる近郊良地になるようなもの，実際は市街化区域の取り方が

圧力で広がっちゃったので，まずいんですけれども，広げといてそして税

金を取る段階 IC. ，もう一遍近郊良地として保全されるなら還元しよう，そ

れを三年間そうならよろしい . つまり良民がもうけたいと思うまでは税

金はまけ といてやろう ，そういう妙な行き方がいま議論になっているよ

うであり ますけれども ，そういう乙とで緑地が保全されるという乙とで

はやっぱりぐあいが惑いんで，もっと長期的な広域的な土地利用という

ものに合わせて，筋を通してほしいと考えるわけです。そういう近郊段

地の問題ばかりでなくて ，それを自然緑地文化環境ひっくるめて ，そ乙

で生きる生活環境としての見通しというものを有機的に ，総合的に考え

る必要がある 。そう いう習慣がわれわわれ市民も行政にもやはりどうも

できていない 。建築審議会でも検討しているようですが ，その辺がやは

り今後のいちばん大事な問題ではないかというふうに考えるわけで・す。

いままでの問題点をひっくるめてみますと ，市民相互の聞にも行政上

のいろんな指導措置のやり方にも ，楯の全体を見ないで，その片面サイ

ドだけを抽象して考える ，頭がいし、からそうするのかもしれませんけ

れども ，生活環境という具体的な場というものから ，いろいろなメリッ

トごとに分解してしまって ，一つひとつについて扱っている。乙ういう

状況から振り返えって19世紀あたりをみますと ，それは産業革命後非常

lζ 変わってきたんですけれども ，それでもそのときの建築関係都市問題

などは包括的でしかも持続性のある議論をやっておる 。

日本では木造建築が ，建築史の相手で ，われわれ建築設計者は鉄筋 コ

ンクリ ー 卜や何かでやる ，その聞に共通の技術的な橋渡しがほとんどな

いのですが，向乙うではメ ーゾンリ ーな伝統を踏まえて ，メーゾンリ ー

なものから鉄筋 コンクリ ー卜 になっても芯識としては述続感を持ってお

ります。田舎の ｦｾ 家の内部空間と し ての穴ぐらがそのまま密集都市の穴

ぐらでもある。内部空間としては述統的なものでありますし ，都市史の

上でわれわれの日照縮問題というふうな ，乙ういう過渡的な問題はヨ ー

ロッパの歴史は経験しなくてすんでおる。非常にうらやましいと思うん

ですが，価値の連続性というふうな乙とはやっぱり乙の過渡的な段階で，

われわれもう一遍よく考えてみる必要があるんじゃないか。ただいろい

ろの逐動というのは相対的なものでありますから，行き過ぎれは直す。

直すときにはまんなかをいってたんではだめなんで，逆 iζ 行き過ぎをや

る。そういう運動自体の持つ運命のようなものがありますでしょうけれ

ども ，それがあまり価値観としてパラパラにならないように ，ある連続

した形での価値体系というものを ，市民も ，行政も ，学者もやはり考え

ていく。その辺がいまの保全も開発も含めて問題でしょう。いずれにし

ても，われわれの包括的な生活環境をやはり連続性の上でっかまえてい

く，そういう乙とがいちばんの問題点ではなかろうかと感じておるわけ

です。
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第 1 部 都市環境保全講演記録
中之島の建物の歴史的意義

人 を 通 し て 物 を 見 る

滝 沢 真 弓 (エ博 ・近畿大学教授)

2  

私は猿飛佐助

先日 ，今席の司会者の林野さんから m話で，何か話をせよとのど注

文。学術講演会だ，と いう。しかも演題を即刻通告せよと ，きついお達

し。 電話口で思いつきの演題，それが乙乙にかかげたものです。あとで

考えて「乙れはしまった」乙の歳になっては新しい研究などできない。

アホのアト知怒とか申すそうでありまして ，イヤハヤ何とも ，ど勘弁を

願うほかありません。

学術上のお話は，すでに前の方がやっておられるし ，私のあと，もう

一人ひかえておられます。私のは「学芸講談」という乙とにさせていた

だきたいと存じます。

講談ですから私講釈師。まず仁義の建前から名宣りを上げます。姓は

滝沢 ・名は其弓。皆さんのなかには広告をど覧になって，これア女かも

知れんぞと思し召しの方もおありかと存じ上げますが，弓は武器ですか

らネ ，乙れア昔は男の名。万葉集 lζ 「みすず刈る信訟の真弓J とある。

白浪五人男のセリフでしたか「知らざア云うて! 渇かせやしょう 」生まれ

は信州・松本在。

みすず刈る信濃という山国が，窓外 lζ も昔から ，乙の葦( あし) が散

る難波と浅からぬ因縁がありました。難波の堀江から拾い上げられて，

速い旅路の末たどりついたのが信州長野の善光寺。その信州からやって

来て大阪の陣で沓戦したのが真田幸村。 r悲壮なり六文銭や夏の陣」六

文銭ならよろしいが，乙 ちらは三文奴。幸村のような知謀の士でありま

せん。せいぜい，その家来の猿飛佐助ぐらいのと乙ろ ，とと諒承願いま

す。いや承ではない笑の方であります。

さて，今晩の講演会の主題が「環境保全」という乙とだそうでありま

す。そ乙で，お国自慢をひとつ。長野県は由来「教育県」といわれてき

ました。その見本ともいうべきものが松本市の「開智学校J 。明治初年

IC地方の糠梁が設計施工したもので今では重要文化財となっています。

先年，都市開発のため危く取払われそうにな りましたが，地もとの運動

が効を奏して，復元移築という形で保存される乙ととなりました。今晩

の主題のためには， 最も好ましい見本のひとつかと存じます。 r町を花

いっ ぱい」運動も松本の学校の先生がいい出したととです。

もひとつ最近斯界の注目の的となったのが，木曽の妻箆宿。乙ういう

動きに刺激されたか，真田幸村の郷里 ・上田市でも別な形で開発か保全

かの問題が起乙っているようであります。

自然 の美 ・人工の美・ 人情の美

善光寺如来以来，信州は中央で志を得ない者の逃げ込んだ所で，神話

では建御名方( タケミナカタ) の神が逃げ込んだ乙とになっ ています。

そのせいか信州人には反骨者が多い。では左翼かという とそうではな

い。明治以来 「信濃教育会J なるものがあって，さすがの 「日教組」も

歯が立たぬ。早い話が，かく申し上げる私。大阪市大でお世話になり ，

皆さんの税金のなかからお手当を頂戴していたのですが，それが大阪市

IC反旗をひるがえす。いやそうじゃない。大阪市のためを思えば乙そ ，

市の管理者たるお役人様の勝手な，一方的な措置に対して反対するので

す。というわけは大阪市民のために「自然の美 ・人工の美 ・人情の美」

の保全を提唱したいか らであります。
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乙の三つの「美」。乙れは実は私のいい出したものではありません。

九州の宮崎市に岩切章太郎という人がおりますが，乙の人から教えられ

た乙となのです。そして，乙の前の大阪市長 ・中馬さんが，同じく乙の

宮崎の出身であり ，しかも岩切氏IC兄事していました。そ ζ で，もしも

中馬さんが今でも市長としてど健在だったならば，中之島問題は好転し

ていたろうと思うのです。これは必ずしも私の独断ではありません。私

は縁あって中馬市長と時々顔を合わせる機会がありましたが，あるとき

中馬さんは私に「岩切さんとはどういうと関係、ですか」といわれまし

た。私は「同じ高等学校の兄貴分の同窓です」と答えました。中馬さん

が地下鉄，そして市街の緑化一一現に「緑化百年宣言」を発表したほど

だ一一つまり交通と自然とについて心配しておられた ，そのお手本が宮

崎の岩切氏にあった ，と私には察せられたのであります。

乙ういう公開の席で個人の乙とをとやかくいうのは差しひかえねばな

りません。が私は，あえて公共のために申し上げる。 ギリシアの師匠プ

ロタゴラス先生の「人は万物の尺度だ」とい う語をあらためて考えてみ

たいと思うからであります。

では岩切とはいかなる男か。乙乙に有力な資料があります。朝日新

聞，昭和39年5 月27月付ーー だからちょうど大阪市が「緑化百年宣言」

を出した頃ーーその「新人国記」の宮崎県の項に「岩切章太郎」とある。

読んでみましょう.

一高 ・東大を出た章太郎， ばくぜんと ，郷里て、何かやろうと考え

る。まず住友本社の入社試験へ。

「三年間だけ雇ってくれませんか」

いぶかる試験員 (C，乙う答えた。

「住友はその組織を通じて国家につくしているそうですが，わた し

は地方を通じて国にむくいたい。目的は同じだ。だから ，住友は国

のために三年間，一青年を養成して下さい」

住友を約束通り 3 年でやめて郷里 ( C帰り ，2 台のタクシーと4 台の木

製ボディパスで「宮崎交通」会社を設立し ， r世lζ 奉仕するものが利益

を受ける」という 事業哲学から出発 した，というのであります。

宮崎市には大淀川という川がある。戦災復興のとき ，地元ではそとに

商庖街の建設をもくろみ ，署名五E勤にまでもち乙んだが，岩切氏は「大

淀川は宮崎市の顔だ」と主張し，そ乙に私財を投じてフ ェニッ クスの並

木道を造り ，赤 ・青など色の美しい ビニールの「 ロンブルJ ( 日おうい)

を配した ，というのです。

以上は新聞記事からの引用ですが，私が後に現地で聞いたととろによ

ると ，岩切氏は公共のために多くの施設を奉仕しているが，寄付者名など

一切出さない。先年，)11端康成の「たまゆら」がテレビ化されたとき ，カ

メラマンは安心して乙の「自然 ・人工，そして人情J の美を撮影した。

寄付者名なと出ていると ，テレビはそういうものを敬遠するものだそう

です。岩切氏自らもいっていました。 r私が宣伝しなくても皆さんが宣

伝して下さる。ありがたい乙とです」と。まことに気息( いき) の長い

経営方針であります。

パスの沿道 le畑があると ，会社はその農家に 「畑のすみに桃の苗を植

えさせて下さい。桃は成長が速いから間もなく美しい花が咲くでしょ

う。実が成ったら，どうかお取り下さい」と申し出る。おかげで沿道が

美しくなる。荒れた公有地に花木を植える。すると県庁か ら「勝手な乙



とをしてはいけないJ と叱られる。 i えびの高原」という所IL観光ホテ

ルをつくり，そのそばに県庁から空地を借りて，公衆便所をつくる 。水

洗式でホテルが面倒をみる 乙とにした。すると 県庁から「地代を払え」

というて くる 。 I公共lζ 奉仕 して も地代を払わねばならぬか」と会社は

不平だが，岩切氏は，地代は払おうとい う。日南海岸の丘の美しさはた

だの美しさではない。会社が人を雇って雑草を刈る。自然と人工とが調

和する 。まア大体乙ういう調子であります。

乙ういう良心的経営だが，パス会社だから一度交通事故を起とした。

さすがの岩切氏も ，乙 れにはまいった。かねてから尊敬していた高僧 !C

相談した。すると「心配するな，工風せよ」という答がはね返ってきた。

「すんだ乙とは致し方ない，問題は乙れからだ」と岩切氏は悟った。毎

月，事故の日 lζ 会社の幹部が反省会をやる乙とにした。その後，事故は

二度と起乙っていない ，という乙とです。

そ乙で思い出すのは中馬さんの乙と 。乙乙にまた資料があります。朝

日新聞，昭和44年 9月 6 日の「ある休日 J ! C i 大阪市長 ・中馬馨 (64才)J

とあって，休日には自宅の書斎で禅筈を読み心を洗うと ，写真まで添えて

あります。 岩切，中馬と両所とも ，生まれもった資質だけではない，たえ

ざる修業。乙ういう「心」がけが，おのずから「自然J!ζ 対し「人工J !C 

対し ，したがって環境保全の道につながると， 私は思うのであります。

府立 ・図書館

乙の図書鎗については，皆さんつ とにど承知のように ，住友家の私財

提供によってできたものであります。

寄付者は住友家第十五世 ・吉左衛門氏。乙の人は元々公卿の出で，

兄は西国寺公望という ，フラ ンス留学中パリ ・コンミュー ンを見届

けてきた人であった。その進歩的で大らかな人柄が乙の図書館成立

の精神的基礎であった ，と私は見ている 。

寄付した金額は， 最初建築資と図書貨とで20万円 。ついで図書購入の

基金として追加 5 万円 。計25万円。明治30年代の額です。今なら何十億

に相当するのではないでしょうか。完成した時が丁度，日露戦争勃発と

いう歴史上はなはだ重大で際どいときでした。 i 際どい」というのは，

もしも数年後れていたら ，乙の寄付金が別の方面に固されたか も知れな

いからです。なお，大正時代に増築資として80万円が寄付されている。

乙ういう住友家のお家柄，お人柄 とい うものは，さきに申 し上げた岩切

章太郎氏lζ 関する「住友本社J の乙とにもつながると思うのであります。

市 立 ・中央公会堂

乙の公会堂については，皆さんも ，いや皆さんの方がよくど存知のと

とでしょう 。私も少しく調べて書いたととがあります。( 大阪建設業協

会「会報」昭和44年 5 月号) 。明治の末年，大阪の株屋 ・岩本栄之助氏

の私財l∞万円提供によ ってできたもので，今ならばとれも何十億に当

りましょうか，乙乙 IL も大阪人の心意気がうかがわれます。

との建築は，競技設計によりましたが，日本の建築史上特筆すべき事

例であります。乙の競技設計の，いわば手本ともいうべきものがオラン

ダのハーグ市の 「平和宮J の競技設計で，わが公会堂はまさにその日本

版ともいうべきものでした。競技は指名によって行われ，当時第一流の

建築家が参加しました。時勢を反映して， その建築様式は種々様々。

「様式選択」時代だったわけですが，そのなかにひとつ，しかも第三等

に入ったものには，すでに「セセッション」様式が顔を出しておりま

す。そういう点でも特筆に値するものです。

と乙ろが，どうしたわけか，乙の公会堂が日本建築学会編の「近代

建築史図集」に脱落 している 。乙の図集は大学その他での専門教育

のために編集したもの ，と私は了解しているが，乙 の近代建築史上

の重大な建築が脱落 している 。乙乙 IC. わが国のさ学問の在り 方が明

示されている。会員の一人として，私は衷心逃カンの窓を表する次

第であります。

乙の公会堂の競技の発表は明治45年でしたが，やがて大正となり ，工

事にかかったのが大正 2 年。その翌 3 年IL第一次世界大戦が勃発し ，英

固に発注した鉄骨が輸送の途中で停船の止むなきに至り ，工程 3 カ月延

引となって，竣工は大正 7 年の秋，大戦の事実上の終結とほとんど同時

でありました。

一方，寄付者 ・岩本さんは，大戦による株の暴落から「進退 コレ谷マ

ツテ」ついに自らその生命を断とうとされた。伝え聞くととろによると ，

岩本さんは，公会堂の鉄骨がまさに建ち上ろうとする と乙ろを病院の窓

から見ながら気息を引きとられたのだそうです。その資性，恐 らくたぐ

い稀れな熱情家，オーJ レ・オア ・ナッシン グという人柄だったかと察せ

られます。さきの住友家の大ら かさに対して，乙の激しさ。乙乙にも大

阪人のひとつの型があったかーーと考えさせ られます。

中之島をまもる会

実は，乙の講演を引きうける乙とになってから ，気紛れに資料をあさ

っていました。すると自についたのが，まるで専門外の法律雑誌「ジユ

リスト」の最近号。 i 文化財の保護」特集とあるので求めてきました。

いろいろと教えられましたが，そのなかで，と くに自に止まったのが足

達富士夫さん( 昭30 ・京大建築卒 ・奈良女子大助教授 ・工博〉の書いた

「文化財をとりまく現実と可能性」という一文の末尾。要点をあげさせ

ていただきます。

保存運動が保存計画と結びついてユニー クな展開をみせている例に

大阪中之島の保存運動がある 。…… 興味深いのは「中之島をまもる

会」が主催した「中之島まつり」である 。今年の 5 月 5 日，中之島

公園の広場，街路，公会堂など，あらゆるスペースを使って，講談

・落語大会 ・フォーク ・カーニパノレ ・パザー ・もちつき大会 ・マラ

ソンなど，多彩な催しをくりひろげ. 3 万人の市民を集めた。

( 以下略)

というのです。何と も朗らかな ，恐らく前代未聞の痛快事だったでしょ

う。私は ζ の記事lζ 接して「都市は空気を自由にする」という西洋の 乙

とわざを恩い出しました。今は失われた市民社会の朗かさが復活した形

です。乙の企画を主宰したのが高田昇君という ，神戸大学建築学出身

者。新しい裂の大阪人が登場した，とでもいうべきでしょ うか。

天の時・地の利・ 人 の和

「天ノ 時ハ地ノ利ニ如カズ， 地ノ利ハ人ノ和ニ如カズ」

乙れはた しか 「孟子J !ζ 出ている語でしたか，といって私は ζ 乙でお

説教がましい 乙と を申し上げようなど毛頭思うてもおりません。また ，

乙れは戦国を予想した語でしょう が，私はそういう古典の意味をすて，

乙の語を介して，つぎのように考えてみました。

新時代の開発!C今は絶好の機会だ，と「天の時」を乙う解釈する向き

もあるでしょう。が，いや今乙そ自由澗逮な市民社会をめざして天与の

環境を守るべきだという考え方もあるでしょう。大阪という現代の大都

市f C 中之島という空間がある乙とはまさに地の利です。ギリシアの諺に

「大な る都市は大なる砂訣」とあります。現代都市は コン クリート の砂

漠と化しつつあります。中之島は現代の砂漠のなかの: t ' 1 いオアシ スで

す。そ 乙に図書館，公会堂があります。名目は府立であり ，市立であり

ますが，それらはみな市民の私財提供，善意の上になったものです。そ

れが一部の権力者の手によって破却されるならば一一ーもしも然ういう乙

とがあるとするならば一一乙れは市民の善意を無視する暴挙でありま

す。やがて，それは人の和を失う乙とになりはせぬか。権力筋の深甚な

考慮を要請する次第であります。かつて「緑化百年宣言」を出した大阪

市が前途百年の計を失わないよう切望いたします。

日本列島 ・その性格 と運 命

以上で今晩私の申し上け、るべき乙とは一応終った乙とになります。

が，少しく 付け加えさせていただきます。

中国の語に「事/ 成J レハ成J レノ日ニ成J レニ非ズ必ズ由ツテ来タ J レ1・コ

ロアリ」と あります。今日の問題は，決して昨今始まったものでなく ，

その淵源をたどれば遠い昔からあったのだというわけであります。
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日本は海』乙図まれた島国。しかもその海は決して波静かではなく ，

一一芭蕉の句 lζ 「荒海や佐渡に横たふ天の河」とありますが一一大陸仮IJ

は荒海です。ですから悔の向乙うから外敵の侵入す る乙と がほとんどな

く，さすがの受古の大軍も荒い神風によって退散せざるを得ませんでし

た。海は日本の城壁です。も っとも ，段近は飛行機で空から来られてや

られ ました 。いや空かるでなくても ，機械カによる船で，金大中事件な

どという想像を絶する事件があって ，乙れからは油断がなりません。が

私の申し上げるのは古い時代の乙とです。

その上に日本の文化には牧畜形態がなく ， 7 1 < 田農業の国でした 。由

来 ，牧畜形態の国では，古くから都市が発達し ，しかもそれが城壁によ

って囲まれたものです。その点で中国や欧州 と日本との人民の生活様式

は根本的 lζ 異なるものとなりました。

乙ういう乙とをいい出すと話が長くなりますから，結論を申し上げま

すが，要するに日本の国民一一従順な良夫たち一ーにとっては段業を守

ってくれる神々の最高のものが，大国主命であり天照大神でした。天皇

制はその延長で、す。天皇家はもともと司祭であって武家ではありません

でした。三種神器の第一が鏡。叙は後から加わったものです。

そ乙で，外国 lζ 比べるときわめて特異な考え方が生まれました。それ

は「おおや け」という意味です。後位乙の語を漢字の「公」にあてはめ

「i威私奉公」などいうようになり ，それがやがて天皇に忠誠をつくす乙

とになった。その由って来たと乙ろを ，字義に即していえば，日本語の

「おおやけJ とは「大宅，大屋」の怠で天皇家の乙とです。日本には ，

西洋人のような「パプリッタ」という意識はなかった ，いやあったにし

てもきわめて稀薄だったようです。それが天皇側近の官僚に利用され

て，政府イクオ ール i: おかみJ ( 御上〉となり ，国民はお役所のいうとと

を至上命令と受け取ることになった ，と私は考えるのであります。万事

が「あなたまかせ」という乙とになって今日に至ったわけであります。

乙ういう事情が人民の住居様式としての都市の形態に現われます。日

本の都市は要するに農村の延長です。が欧州や中国では，都市は城壁に

固まれた堅固な要塞です。そ乙で，いざ戦争となると ，周囲の国民一一

牧畜民ー一ーは家畜を引きつれて飽城という乙と lとなる。が，日本ではど

うだったか。名高い源平の戦いも ，文字通り源氏 ・平氏という氏族の私

闘であって ，国民の戦ではありませんでした。だから ，日本には自分の

都市を自分自らまもる，という意識も隆史もあり得なかった ，と私は見

るのであります。

乙ういう古くからの伝統が現代においてもなお存在し ，それが中之島

問題にも反映する 。乙の問題は市民自らの問題だという意識はまだは γ

はだ稀薄であると私は見ているのであります。
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端の字画が 「行」である乙とにご注意下さい 。その「行」の代りに城壁

を画いたのが「図」という字で，あるいは現行の「閤」の方が「市井」

の表現でよろしいか。とにかく乙れで都市のプ ラン ができあがった。右

下のは私のデザインによる中国文字の原形のつもりです。

私は中学の時の「漢文」で回単という将軍の知謀について学びまし

た。そ の漢文が「十八史略」だったか史記の「列伝」だったか忘れまし

たが ，話の大要はつぎのようでした。斉の国が燕に攻められて七十余城

を失い亡国になんなんとした。そのとき残ったのが「即 ｾ ｾｊ 城。市民に

推されて司令官となったのが国単という知謀の士でありました。食紐 K.

窮したが域内 を侵した ら「千余牛」を得た ，とありますから ，牧畜の国

であった乙とが宵かれるわけです。そのおのおのの牛の角 lζ 刃を束ね ，

尻尾l ζ15を束ねて脂をそそさ火を点じて敵中 lζ 放った 。いわゆる「火牛

の計 J という戦法。乙の奇計によって七十余域を回復し ，国を救った ，

というのであります。自分らの都市を自分らの力で守ったというひとつ

の実例だと思います。

乙の火牛の計は ，後lζ 日ぶで ，木曽義仲がクリカラ峠で試みました。

義仲はやがて京都lζ 入り ，都の人々に多大の迷惑をかけました。彼は生

まれは京都でしたが幼時より信州の木曽山中で育ちました。 f皮のmt 法は

木曽人のl惑化によると乙ろ 。私は信州人に代わり関西の方々におわび申

し上げます。

日本1 c は都市らしい都市はなかった。人々が群( むら) がるから村で

ある。それがやや大きくなって道( みち) ができる。町というのはもと

もと「田」の聞の道の怠だそうで ，それが不ぞろいだから「まちまち」

になる。と ，乙れは私製の語原説ですが・・・私の話も ，はじめから「む

ら」があったり 「まちまち」だったり，何と も・・ 0 ・・・ イヤハヤ・ - 。

今腕は乙の辺でど勘弁願上げます。

( 以上は当日の速記に若干の添削を鑑したものです。特! こ削の方を; j ; くしました。

ど諒忽のほど願上げます一一i屯沢)

( 日本建築学会近畿支部主催講演会記録要旨 1973年 9 月29日〉



第 1 部 都 市瑳 境保 全講 演記録 都市における保存と開発

中 沢 誠 一 郎 (工博・ 白本都市学会会長)

3  

保存と開発の問題( 立，実は古くして新しい問題であります。私ども

は，日本都市学会というものをちょうと:' 20年前! とっくりまして ，戦前の

都市学会を再生いたしまして ，昭和28年にできたのであります。その第

1 回の大会を京都で開きました。その因縁で第 10回の大会を京都で開い

たのであります。そのときの課題が「保存と開発」という課題であった

わけです。いまからちょうど10年前です。乙のときの保存と開発という

問題がなぜ取り上げられたか と申しますと ，当時高山市長が美観風致地

区というものをつくりたいと苦心されておったときでありま して， 市長

も非常に乗り気で興味を持って乙れを聞いておるれたのであります。そ

のときのととをいま思いますと ，そこに時代の違いがあるように思うん

です。つまり ，乙の旧王手間K . 開発というものが非常に進んできたと申し

ますか，あらっぽくなったと申 しますか，様相が変わってきたと言って

いいのでありますが，それと並行して 10年前とは比較にならない様相を

帯びて保存問題が浮かび上がってきた。開発が保存問題を誘発したんだ

と言えるのではないか。保存すると言い切れず，開発するとも言い切れ

ずに ，保存的開発というふうな乙とばが聞かれたのであります。これは

当時，なるほどとうなづけさせるものがあったのであり ます。というの

は，保存といいましでも乙れは昔のままでじっと保存しておいても ，そ

乙にもし人間が住んでいるとすれば生活ができないじゃないか。再生さ

せる ，そ乙で生活しなきゃならんとすれば，昔の旧態をそのまま持っと

くという乙とはできないのであります。そ乙で保存的に開発するのだと

いうふうな乙とばが用いられた。乙れはまことにおもしろい乙とばであ

ったと当時受けとられたと思うのであります。

10年前には開発とは進取的な仕事であり ，前衛的な仕事である。すべ

てが善であるという ，観念が一般の人にあった。したがって，保存とい

えば乙れは退嬰的な仕事! となってしまう。といって何か保存をしたい。

そ乙でと. っかに開発という乙とばを残したというのが当時の保存的開発

ではなかったかと思うのであります。確かに 10年前はそうであったであ

りましょうが，今日ではちょっと迷う。つまり開発というものは必ずし

も善ではない。すべてが慈い というわけじ ゃありませんけれども ，必ず

しも善じゃない。開発を保存の立場から見ておると ，開発がほとんど乱

開発というにふさわしいような形になっておるのが今日の状態である。

で. I日態依然とした状態を そのまま残すという乙 とができないと すれ

ば，それに ，いわゆる再生の道を諮ずるということを，今日では保存修

景といっている。リハ ビリテーションで， それで新しい生活ができる ，

しかし古い形は残す。乙ういう乙とで開発という乙とばを使わずに ，今

日は乙れを開発から切り離しましたのが，保存修景・です。 10年前には ，

と、っか !ζ 開発という字をくっつけておかないと進歩的でないというよう

な考えが，払拭された。乙れが 10年閣の違いで1まないではないか。今

日，開発は思慮のないわざだ，利益のみをおう，エコノミックアニマ J レ

のしわざだ，一般に保守系の人が多い ，保存という乙 とを言う人が思慮

の深い人が多い ，乙れは非常におかしな乙とである，ふしぎな現象だと

いう乙とを ，かつて加藤周ーが言った乙とがありますが，商白い言葉だ

と恩います。

乙れまでは合理主義 ，機能主義，効率主義というものが絶対的な権威

を持っておりましたが，この論理が批判される立場 lζ 立ってきた。そし

て精神面，あるいは心の問題というものが忘れるれてきたととに対する

反省が行われるようになった。

私は戦後20年間に日本で開発という乙とがどういうふうに取り扱われ

てきたかという乙とを ，歴史的に少し振り返ってみたいと思うのであり

ます。

乙の約30年間を 4 つぐらいに分けられる と思います。第一期は昭和20

年代，それから第二期は昭和30年から37. 8 年どろですね。それから第

三期はそれ以後44. 5 年まで。それから第四期が1970年代の声を聞いた

今日です。 20年代では食うか食わずで，衣食足ってと言いますが，衣も

食もない ，礼節を知らなか ったという戦後の敗戦の時期が少しすみま し

て朝鮮事変が始まります25年ごろにようやく少し徴候が見えてきた。当

時物資が何もないというので昭和25年に朝鮮戦争で少 し景気がよくなり

ました時代に ，国土総合開発法というのができた。国土総合開発法とい

うのは ，ど承知のように全国総合開発計画，都府県総合開発計画，地方

総合開発計画，特定地域開発計画の 4 つの開発計画をその法律によって

きめなければならない乙とになっていた。

で，乙の中で昭和27年以来できたのは ，特定地域の24地域が指定され

ただけで ，ほかのものは何の計画も立たなかった。つまり計画を立てよ

うにも取りつくすべがない ，という状態であります。乙の当時まだでき

なかった全国総会開発計画というのが，昭和37年になって初めてできた

というわけで・あります。で，ζ の1時分は特定地域開発計画と申しますと ，

2 2の地域がそれぞれ資源の開発 lζ 夢中になったのであります。

つまり ，資源のないわが国に何かいい資源をもたらそうという考え方

でありました。その一番大きなものは多目的ダムという名前の恒源開発

であります。ちょうど戦争中 lζ アメ リカ で完成いたしました T V Aが刺

戟 となった 。つまり洪水を治めてその水を電気lζ 利用して ，そ乙 IC大き

な工場を建てて ，そ乙 lζ 多くの人を養ったと ，ζ れをリリ エンソ ーノレは

その理想 として .i その地域の開発というのは，その地域の土地と資源、と

人をそのままそ乙 lζ 還元して生活水準をレベルアップする乙とだ」と ，

述べているのであります。

こういう乙とは，終戦直後本に出ましたから ，一般の人が乙れを読み

まして ，なるほと、と思って日本の特定地域の開発をもくろんだのでどざ

いますけれども ，乙の リリエ ンソ ーJ レの理念とはすっかり逆でありまし

た。ほうぽうに夕、ムをつくり . ，.瓦気をつくって乙れを大都市にもってく

る，ζ ういうことでありました。

たとえば，只見川の包力開発をいたしまして東京にもってくる。そ乙

で騒ぎましたのが新潟県であります。地元で電力をつくってどうして新

潟県に滋とさないんかという苦情をその とき初めて言い出したのであり

ます。言い出すのもよっぽど勇気をもって言い出したのであります。東

北で電気をつくって東京へもってくるのはあたりまえだ，和歌山県で電

気をつくって大阪へもってくるのもあたりまえだ，という考えが一般に

はありまして ，乙のときの日本のm源開発というもの ，いわゆる開発と

いうものが必ずしもその地域の開発になっていなかったという ，歴史を

残しておるのであります。

次の昭和30年代，第二期でございますが ，日本の経済が異常に発展し

た時代です。昭和30年は ，戦争が終わったともいわれ，乙れまでただの

ような値段であった地価が，卸売り物価と一致した年でtす。つまり経済

は一応戦前の昭和11年の平均に達したと ，いわれた時代であります。
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乙のときにも一つの目ぼしいできどとは，昭和35年IL : 国連のワイズマ

ン調査団というものが大阪へ参りまして，京阪神計画というものをやり

ました。続いて昭和37年にも参りまして，第一次，第二次の報告を出し

たのでt ありますが，そのときに彼らが，かなり中央に向かつて計画とい

うものの重要性を説いたんであります。当時は池田内閣のときで いわ

ゆる神武景気，岩戸景気などとよばれ，毎年毎年景気がよくなっ ていっ

た時代です。中央政府でも計画性の必要を痛感するようになりました。

昭和35年に国民所得倍増計画を発表した政府は ，その実現のために必

要な具体的計画をたてる乙とになり，建設，自治，通産，企画庁はそれぞ

れ計画案を作り ，ζ れを一本にして全国総合開発計画というのを昭和37

年に作りました。乙れは昭和25年にできた国土総合開発法に基づくもの

であります。との全総計画は拠点開発方式といわれます。地方に拠点都

市を作りまして，そ乙へ人口と工場を持っていってその波及効果が自然

にその周辺 IL及ぶようにする。そうすると東京，大阪などの大都市の人

口がだんだん減少する。そして大都市と地方都市の格差が是正されると

いう。 ζ れが拠点方式で， ζ れに基づいて新産都市( ただいまでは15地区)

ができ ，その新産都市に入れないものを何とか救済しようといって昭和

39年にできました工業整備特別地域整備法という工特地区( 今日 6 地区)

ができました。と ζ ろが，とれが第三期 IL : 入るのでありますが，乙れが

思うようにいかない。工場は水島へ行ったけれども人口が一向にふえな

い。そして減るだろうと患った東京，大阪の人口がへらず，工業生産が

へると恩った京浜臨海工業地域，阪神の工業地域，乙れはへらない。 ζ

れでは ，ますます工場がふえ格差が大きくなって ，ちっとも地域格差が

解消しない，乙れに反して開発したと乙ろに公害がでてきた，乙の反省

期が第三期であります。

乙の第三期 IL ，国民所得倍増計画の中間報告というものが出ま して，

乙の報告の中に一向乙の拠点開発方式が功を奏していないんじゃない

か，何ができたかというと ，公害ができてるじゃないかといって，公害

の指摘が出た。四日市の公害というものが大きく浮かび上がってきたの

であります。高密度経済社会の地域課題というものが，あとでできまし

たけれども ，ζ れは明らかに乙れまでの拠点、方式は失敗だったという ζ

とを指摘しまして，もう一辺大都市へ戻ろうという考え方がでてきたの

であります。巨大都市は巨大都市で育てよう，地方都市は地方都市圏構

想、というのでもって地方都市を乙しらえる 。首都圏整備法，近畿圏整備

法，中部圏開発整備法という ，乙 ういう法律でもって東京圏一一大きな

東京，近畿圏 ，中部圏とという大きなものをかぶせま して，乙 の中で大

都市を処理しようという考えを持ち出したんであります。大都市の開発

としては，防災建築街区造成法，あるいは公共施設の整備に関連する市

街地の改造 IL : 関する法律，乙ういうものをつくりまして，それはあとで

都市再開発法という一本の法律にまとめたのでありますが，乙ういう ζ

とで巨大都市を整理しようという乙とになった。公害 lζ 対 しては乙れは

ほっておけないというので，昭和43年公害病というものを初めて認定し

たんであります。

その後起乙りましたのは公害に関する公害14法であるとか，公害裁判

であるとかいろんなものができまして，世人の目が大きく公害問題に引

きつけられるようになったのであります。引きつけられるばかりでなく

て，その結果は裁判の結果を見ておりますと企業側が全部負けて，被害

者が全部勝っている。つまり公害という ものは住民の敵である。乙うい

う乙とがはっきりしてきたんであります。裁判によりましては裁判の判

決文の中にはかなり徹底した乙とが書いてあります。もし，いま知られ

ている完全な方法でもってしでも公害が出るいうととになれば，その操

業は停止すべきだとこういうふうなきびしい判決が出ておる。すると ，

一般の人はわれわれが，おそらく乙れまで何十年間かなりしんぼうして

きたと申しますか，気がつかなかった事柄を初めて知りまして，われわ

れが考えておりましたことれまでの価値観ががらりと変わった。とれが

大きな社会的変化であります。そうして， 乙の変化は一様に都市問題

に，一斉にほ乙先が向けられまして，われわれの乙れまで考えていた考

え方を考え直さねばならぬよう K なってきた。
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そ乙で，乙 れを統一して一つの政策にいたしましたのが昭和43年の春，

例の参議院選挙を前に しました，自民党が出しました都市政策大綱，都

市政策をどうするという大綱を出しました。そうすると乙れにつられま

して各政党がおのおの都市政策に対して政見を発表したのであります。

乙の中で，結局公害病を中心にして，われわれが価値観を変えたその

乙とから ，昭和37年にできました全国総合開発計画というものも都市計

画法というものも変えなくちゃいかんというととから取りかかりました

のが，例の新金総計画であり ，新都市計画法であります。

公害は人閣の病気ばかりではない。つまりわれわれの生命，健康を害

するというばかりではなくて，自然の破壊というものはどうするんだ，

文化の破壊をどうするのか，自然の生態系を破壊するととが許されるの

か。そういう乙とをやっていれば人聞が結局滅びるんじゃないかとい

う，人類の危機感に結びついてきた。公害をはじめ一般のあらゆる自

然，文化財，エ コロ ジーの破壊というものに対してわれわれは考え直す

必要があるので= はないか，という考え方を強く持ち出したのが，ζ の第

四期の 1970年代であります。

結局公害の原因者は企業だというふうなととから， ζ れまで企業とい

うものが，都市というものを形成する指導役，主役をつとめてきた。企

業指向の都市形態であった。その企業が片っ端から公害を出すというと

とになれば，乙れはもう一週考えを直さなくちゃならない。つまり都市

を指導するものは何か，何によって指向されるべきかというふうな乙と

が反省しなきゃならんというような乙とになった。

それから，乙れまで国の意向を府県が受け，その府県の窓向を市町村

が受けまして，乙れが公共的要求であるというふうに一般の人にのしか

かりますというと ，一般の人は ，なるほとお主の ζ とかといってすなお

にそれを聞いていたわけです。と乙ろが，よくよく考えてみますという

と，乙の国のためというのは乙れは企業のためで、はないかという疑問を

持たぎるを得なくなった。県がいうてくるのは，乙れは国からいってく

るけど，乙の元をただせばおかしいんじゃないか。そ乙でみんなが公共

というものに対して，公共性というものに対して何が公共性かという乙

との疑問を抱くようになったわけであります。

したがって，電力会社，発電所をつくるというときにいろんな住民運

動が起きている。乙れはほんとうにお宝の乙とであって自分たち同士，

国のためにほんとうに必要なととであるかどうかわかないんです。わか

らない とすればまず自分の身を守らなくちゃならないというので，自衛

上生まれてまいりましたのが，いわゆる自己防衛の住民自治であり，乙

の住民自治という考え方が非常に強く起きてきたのであります。

たとえば，乙れまでいろんな計画が国から府県，府県から市町村 IL: ，

それから都市計画できめて乙乙までt道路をつけるぞと ，乙うだったので

ありますけれども ，そうではなくて，乙れからは市町村が計画する ，そ

の計画を府県 IL : 持っていって，その府県の計函をおよそ調整した上でそ

れが国の計函であると，乙ういうふうにいうべきじゃないかという考え

方が，非常にいま強く持ち上がっておる。乙れは，自治省の事務次官を

しておる宮沢とい う人が， r都市よりの出発」というととを沓きました

が，とれは市町村から国への計画という乙 とを主張している一つの例で

あります。乙ういうふうなととも ，われわれの価値観の転換というと と

から出てくる結果であります。

それから ，44年にできました新全総をもう一遍検討し直すというとと

であります。で，あらゆる市町村の総合計画ももう一遍練り直そうとい

う乙とが行われております。 ζ れは ，乙れまでの考え方が間違っていた

という乙とがはっきりするのであります。大阪市の 1990年というあの総

合計画も，いま改訂の作業中であります。

それから ，もう一つ重要な乙とは ，科学技術というものが乙れまで非

常に間違いのないものであるとわれわれは考えておった。しかし ，乙れ

の使い方というものも必ずしも間迷いないとはいえない。どとかそれに

間違いがあるんじゃないか。つまり科学技術というものの合理主義，機

能主義といったものが批判されてきて，いわゆる科学技術に対するアセ

スメン卜というものがいわれている。一つの現象をとりあげて，乙れが



どういうふうにほかに響いていくかという，その響き方の範囲を徹底的

に調べた上でないと，乙の科学技術の正当性というのは証明されないと

いうととであります。

早い話が，高層建築の問題でも ，まだアセスメン卜が十分じゃないん

じゃないかというふうに私は考えるのであります。構造的にはいいと言

いましたけど，あらゆる面積 ，あらゆる災害，あらゆる時代lζ ，どんな

災害が起きてもいいかといったときに ，確かだというアセスメントは ，

必ずしもできていないんじゃないか。

今日どういうふうな現象が起乙っているかと申しますと ，たとえば現

実の環境破壊のレジスタンスとしては尾瀬の産業道路を停止する，乙れ

は県の計画であります。県の計画が住民運動で阻止されている。あるい

は藤原遺跡に通ずるバイパスの問題，あるいは大雪山の妙降に対する自

動車道路に対する住民運動，関が原の史跡を守る保存委員会，乙ういう

ものがどざいます。

それから ，新全総計画K 対する大規模工業基地としましては，例の志

布志、湾の反対運動がありました。よどれた空の下でビフテキを食うより

も，青空の下でにぎりめしを食いたい と言った志布志湾の住民の反対に

あいまして ，鹿児島県の大隅計画が廃案になっております。むつ小川原

では開発問題が乙じれております。高知県の宿毛でも問題が起きており

ます。

それから地区の保存としましては ，乙の近所では奈良県の今井町なり

中之島の保存問題，中之島の問題がいま大阪市のほうで調査会の問題に

されておるのであります。

それから ，都市の保存修景計画といたしましては ，京都K 市街地景観

条例が，金沢に伝統環境保存条例ができております。高山 lζ 市街地景観

保存条例がどざいます。倉敷に伝統美観保存条例 ，萩に歴史景観保存条

例ができております。

なお ，ζ ういうふうな都市を速合いたしまして，乙れを統合して歴史

的景観都市連合という構想、ができつつあるのであります。乙ういう状態

でどざいまして ，70年代の公害問題をきっかけにいたしまして ，非常に

考え方が変わっておるのであります。

以上の締めくくりといたしまして ，三つの点を申し上げたいと思いま

す。一つは開発は常に善かというとと ，二番は保存のための心の用意は

どうかという乙と ，三番は時流というものに流されずにいつも批判的な

精神を持たなくちゃならないという乙とを締めくくりとして申し上げた

いと思うんです。

アメリカ lζ 酔いしれておりました時分，あるいは1960年代までは一応

開発は善だと考えられていたと ， 乙ういって差しっかえないと思いま

す。私も昭和38年どろには，再開発を奨めまして大い lζ 雑誌に書いたも

のでありますが，いまはちょっと違うんであります。その反省としまし

て，ぜんたいだれのための開発か，何のための開発か，つまり先ほど言

いましたリリ エンソ - }レの T V A K 示されましたような理念が，そ乙に

存在するのかと‘ うか，何かそこの資源、をだれかが持っていくんじゃない

か，あるいはだれかが， トビが，えさをさらうように ，うまそうなえさ

に，よ その 卜ビが飛びかかってくわえていくんじゃないか，乙ういうふ

うな開発ではないか。すなわち ，それは反面から言いますと，どとか! と

社会惑の介在がある。

たとえば，いわゆる第三セクタ ーなんぞも一つの悪の例じゃないかと

思うんであります。いい場合もありましょうけれども ，惑い場合が非常

に多い。

それから ，その開発の途上における地価の値上がりとか，そういうふ

うなものを考慮しないで進行していくと乙ろの ，つまり アセス メン トの

不足したままの，そういうやり方がぜんたいいいのかどうか。

それから ，乙の開発に伴って弱者，弱い人がどんどん敗残して追い散

らされて しまう んではないか，乙うい うふうな ζ とが非常にたくさんあ

ると思うんです。

乙ういう乙とからいきまして，関発は必ずしも全部が全部普ーであると

はいえない。善でないものがその要素の中にすでに含まれている 。それ

をあらかじめ手当てをして，そういうものを入れないようにして開発す

る必要があるんじゃないか。

それから ，第二の問題の保存のための用意といた しまして，ただ単に

技術的な ，物理的な問題じゃなくて ，愛情 というものがなくちゃいけな

い。

開発もそうでありますが保存についても技術のア セスメ ン トがやっぱ

り必要であります。われわれ建築家ですが，家を建てるというとの技術

は進んでおります。乙わそうという乙とから言うと乙わす乙とも ，乙れ

も一つの技術といえるんであります。しかし保存しようとする技術，乙

れもまた一つの技術です。ととろが，乙わそうとする技術は非常に簡単

でありますが，保存したいと思って保存する技術はなかなかむずかしい

と思うんであります。乙れにやっぱし十分配慮されなくちゃいけないと

思います。

乙れは私の私事にわたる乙とではございますけども，かつてとういう

乙とがあるんであります。昭和 9 年の室戸台風のときに，四天王寺の金

堂がグラッと横になったのであります。とういうふうに傾斜したんで

す。私はそのときに大阪府で建築課長をしておりまして ，乙れを乙わす

かどうかの責任者になったんです。かなりの討議の結果，どうもあぶな

い，あぶないから乙わさなくちゃいかん ，乙ういう乙とになったんであ

ります。

と乙ろが，当時私のおやじ70才近いんですが，しかしまあいまじゃ私

のほうが年は上ですが，私のおやじは宮大工でどざいます。それを見に

行きましであれは立ち起乙せる，元のとおりに残せるぞ，あれをとわせ

ばあとで笑われるぞと私は言われたんであります。

そ乙で，私はもう一遍乙の会議を開きまして ，そしてあれを担当して

おります金剛組を呼びまして立ち直せるかといいますと ，金剛組は立ち

直せますと ，乙ういう乙とで結局あれは乙わさずに立ち直したのであり

ます。不幸にして乙れは戦災でたしか焼かれたと，思うんです。

そういう乙とがありまして ，いまでは私は当時の乙とを考えまして ，

私のおやじにいま感謝しているようなわけです。乙れは余談でございま

す。乙わそうというのはさっぱりして非常に簡単です。残そうというの

は非常にむずかしい ，乙れは危険だから残そうというのにはどこをどう

いうふうに直すか，乙れは特殊な技術がいるかと思いますが，しかしそ

れくらい努力はして残そうというものは残さなきゃならん と思うのであ

ります。

最近間きますとピサの斜塔，あれは大分危険ら しいです。あれを危険

でないようにするのにどうするか というのが懸賞募集になっている とい

う乙とを新聞で見ましたが，それほどの愛情が必要であります。また フ

ランスでもああいうと乙ろの古い都市を残すのに非常な苦心をしている

という乙と，乙れがやっぱし必要じゃないかと患います。

1970年の 9 月に京都でユネス コと文化庁が共同して ，京都，奈良伝統

文化保存シンポジュウムが もたれたその ときの ζ とですが，ユネスコの

保存開発課長ですか，乙の人が乙ういうたいへんおもしろいととを言っ

ておる。 i かつて ，秦の始皇帝は焚書坑儒を行った。すなわち ，彼らは

過去の英知を葬り去り ，自らの成果をのみ，後世に伝えようとしたもの

である。現代人はこの始皇帝と同じあやまちを繰り返そうとしているの

ではなかろうか」とういうととを言った。われわれは乙の始皇帝の轍を

踏む乙となくして，謙虚な気持ちで保存するものは保存するという乙 と

にしたいので‘ あります。

つまり ，単なる科学技術を妄信する乙となくて，広いアセスメン トの

上に ，保存の技術を考究した上で，残したいものを十分な愛護を加えて

乙れを残したい。

いま ，世の中で乙ういう乙とがはやっておるというと ，それをあたり

まえのようについ思いがちでどざいますが，乙 れには皆さん英知を傾け

て，乙れを批判するだけの一つの心の準備をやっていただきたいと思う

のであります。

( 日本建策学会近畿支部主催講演会記録要旨 1973年9 月29日〉
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第 2部中之島保全の現況と問題点

4  

中之島の環境破壊の経緯と

中之島の位置づけ

大久保 昌

きりえ. 加藤稜明

中之島には ，常 lζ 2 --' の機能が併存していた。商業業務機能

とレ クリ エー シ ヨンなどのオ ープンスペ ースとしての機能であ

る。以下，前者をビジネス機能 ( B 機能) ，後者を レク リ機能

( R 機能〉という乙とにする。

B 機能 lζ 関していえば ，徳川家光の一般市中地子銀の免除等

による商業保護策以降，次第に発達し ，元禄年聞におい ては，そ

の繁栄はすでに江戸を凌駕するものであったといわれていた。

諸国の米を中心として ，その他高知離の木材 ・紙，人吉藩の麻

布， 平戸藩の大豆・小豆・菜種，岩国務の紙などが取引 きされ，正

徳年中の記録による と，諸問屋5，655人 ，仲買人8，765人， 諸商

業2，342人，諸職工9，983人 ，城代附用達481人，諸藩用達483人

等々 といった数字は ，当時の商業勢力の盛大さを想像させる 。

船場 ・堂島 を含む広義の中之島かいわいが，乙の よう な繁栄を

手中に収める 乙と のできたのは ，それなりの多くの理由があ っ

たと 思われるが，南北交通と東西交通の相会する ととろであ っ

た乙と が，その大きな理由の一つであったと思われる。つまり ，

90 建築と社会/ 1974年 l 月号

梅田一淀霊橋一天満一堺筋と北から南へ通ずる陸の交通 と， 安

治川一大川筋ー北浜一天満 lζ 至る東西の水上交通が と乙 で交わ

るわけである。堂島 ・中之島の川岸 lζ は諸国の廻船が横づけさ

れ，川岸 !ζ は蔵屋敷が立ち並び，各藩の物産が取引され， 堂島

には米相場が立ち ，北浜には両替屋が発達した といわれる。

R 機能については ，乙れも ，そのロ ケー ションからお よその

検討は つ くが，摂州古図などからも想像されるよ うに， i 正 面

lζ 天満天神 ，難波の三大橋および金城綴々 として鋒え ，左 lζ は

諸侯の御蔵建て連らなり ，春の花盛りの頃や夏の納涼には ，典

宴の拾が出さかつて川を埋め ，また ，東方難波橋と天神橋との

間も ，夏季 l立川の水がi回れて大きな中洲をっくり ，興業物や飲

食庄が立ち並んで ，大川中洲の夕涼みとして知られた」 とおり

であるから ，天神祭は いう に及ばず ，庶民のための R 機能を来

たしてき たわけで ，それよ り「東方天神橋まで埋立てて， 中之

島公園となし，陸上の運動器具，水上のボ ー ト等諸般の設備を施

し， 大阪市民 !ζ 健全なる遊楽地を提供し」といわれるどとく ，

明治24年9. 5haの中之島公園が開設された。

とのような 2 つの機能のほかに ，明治 (C入ってから東部に図

書館 ・公会堂，西部 l乙医学校といった文化機能 ( C機能〉が[付

加され，また日銀 ・商工会議所 ・郵便局 ・控訴院 ・市役所など

の宮公庁機能 ( A 機能) が追加された。しかも ，乙 うした機能

の面だけではなく ，中之島は大阪の都心にあって ，堂島川 ・土

佐堀川の水 と公園 ・河岸の緑 ・近代的な建築群とが一体をなす

特徴ある都心景観 ( T 機能〉をつくりあげており ，近代都市と し

て出発してからも日銀 ・図書館 ・公会堂 ・市役所などにみられ

るように ，それなりの歴史的な重みをつけていっ た ( H 機能) 。

乙れらをそれぞれT 機能 . H機能といえば ，B .  R ・C ・A .

T . H の少なくとも 6 つの機能をもっている とみられる。しか

し，戦後の一貫した経済中心主義政策は ，国民の文化 ・歴史 ・

レクリ ・景観への要求を第二義的なもの として退けるばかり

か，積極的にこれらの破壊を行っ て きた 。 したがって ，中之島

においても ，乙 れら 6 機能のうち R ・C ・T . H の機能が不当

に圧迫されて きた。と乙では戦後における 乙のよ うな破壊の進

行を簡単に スイ ープしてみる乙ととする。

1 ) 破壊の進行

(1) 都市計画

大阪は ，明治19年12月，当時の大阪府区部会議長の大阪市区

改正についての建議! とより ，大阪府知事が翌20年 1 月大阪市区

改正法案取謁委員を設置したときから近代都市計画に向かつて

走り出すための足沓みが始まるといわれているが，中之島 lζ 関

係してその跡をたどってみる と， 大正 7 年 4 月16 日の東京市区

改正条例の準用( 施行 7 年 5 月28 日) ，ついで，都市計画法 ( 大正

8 年 4 月公布 ・9 年 1 月施行) ，市街地建築物法( 大正 8 年 4 月

公布 ・9 年12月施行) によって体系化された近代都市計画の路



線を走り 出すのであるが，まず大阪都市計画区域指定が大正11

年 4 月24日lζ 公告されるとととなった( 指定区域225. 025km
2

) 。

関東大震災の大惨事を予感していたように，大阪は大正12年

7 月13 日， 1火災は都市保安上における最大の脅威! こして亦震

災風災其の他非常の際における各種害禍の帰省する所なり ，こ

れを以て都市の総ての構造物は耐火構造たらしむるを現代都市

計画の原則 J とする乙とにより ， 1…… 甲種訪火地区とし ず一

回の区域を指定するものにして北区中之島の大部分，堂島の堀

川以西一帯 l ζ E り将来大阪市の中枢地たるべき 区域にし て燃焼

建築物の存在するべからざるや論なし」という こと で，中之島

は集団式甲種防火地区として指定された。つい で， 大正14年 4

月 6 日，地域指定が認可され ， 5 月 1 日より施行されたが，乙

れにより中之島は商業地域とされた。 乙れ らは B 機能 A 機能強

化 の基礎条件を提供するが，昭和 2 年 6 月 4 日特許を得，昭和

4 年 6 月14 日内閣の認可を受けて ，翌 5 年 1 月29 日起工された

地下鉄御堂筋線は， B 機能 lζ 関し梅田一難波閣の都心軸を決定

的なものとし，同時に中之島のそれを強化する こととなった。

さらに ，昭和11年 1 月 13日，市街地建築物法施行令第 11条の規

定による高度地区( 大阪駅前地区のみ) の指定がお乙な われた

が ，戦後第 1 団地区変更にさいして ， 1中之島一帯の土地は大

阪駅前と同様に，大阪市内では所謂一等地であって， 土地の高

度利用を要求される 所であ」る 乙と ，および「既にこの地区の

西半分は殆んど高層ビ、 J レが林立しているのに反し日本銀行大阪三

支庖以東は ，やや地区の性格が異なり ，風致地区 lζ 指定されて

いると共に堂島川および土佐堀川沿岸は河岸緑地帯( 都市計画

中之島公園) となっており ，大阪市庁舎 ，図書館 ，公会堂等の

公共建築物が建ち並んでいる 。 このように中之島地区の東部 と

西部では性格の相違はあるが，共 {ζ 土地の高度利用を必要 とさ

れている点 lζ 変りはなく ，また ，風致地区と高度地区 とは併置

し得るもの」であるという 理由のも とに ， 昭和37年 10月2 日

( 告示) ，関電ビルから公会堂までの間9. 01ha について高度地

区 ( 国一 1)  1ζ 指定された。乙れによって建築物の高さの最低

限度は ，地上20mとされ，都市計画法制上 lζ における高層化条

件を確立するのである。そして ，引続き容積地区が昭和44年 4

月 9 日広告示され ， 6 月 4 Fllζ 施行さる乙 ととなる 。 ζ のうち

第10種 容 積 地 区 ( 図- 2) は，大阪駅前地区 ，およびそ乙か ら

難波 !ζ 至る御堂筋 ，中之島地区 ，西横堀から東横姻 lζ 至る本町

通り とさ れた。理由は ， 1西日本における経済の中枢都市と し

て良好な都市空間を確保するため」であり ，計画のねらいは ，

「第l ( e 大阪のもつ西日本経済の管理中枢都市としての機能を

一層高めるとともに効率的 lζ 果しうるよう都市構築を行ない ，

第 2 !e良好な生活環境のもとで豊かなくらしを楽しめるよ うに

市民生活の向上をはかる J ことにおかれた 。 乙れによって乙れ

100 ム

らの地区では容積率寸百一，つぶり敷地の 10倍の建築ボリ ューム

〆戸グ

図- 1 昭和37年指定高度地区 ｾ Ｍ Ｒ＠ 昭和. . 年指定容積地区第10種
図- 3 昭和 S 年指定風致地区

れ j
図 - .4 昭和. 5年指定変更風致地区 図- 5 昭和 9 年指定美観地区
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が大手をふってまかり通るとととなる。

とのように，都市計画は B 機能強化の方向へ突進してゆくわ

けであるが，さらに，中之島について日銀と市役所の再開発が

関係するとと となる御堂筋については ，高さ制限が31 mを限度

とし てかぶされている乙とが邪魔になるわけで ， r高さ 制限は

もう時代後れ。超高層 ビJ レ建築の申請があれば認めたい。新 し

い都市景観が生れるはずJ ( r 朝日新聞 J 48. 2 .11) であると

して， 御堂筋の高さ制限撤廃を打ち出した市建築局の方針が新

聞に出されるまでに至るのである。 B 機能強化のための土地の

高度利用 の思想はついに登りつめるととろまできた という 感じ

である。

さて ，他方 R 機能 lζ 関する都市計画はどうかという前 lζ ，中

之島公園の概要に ふれておくと ，地区は ，北区堂島浜通 1 丁目

. 絹笠間T ・若松町 ・樋之上町 ・菅原町 ・天神橋筋 1 丁目 ・中之

島 1 丁目 ・2 丁目 ・東区京橋 3 丁目で ，さきに記したどとく ，

明治24年に開設されたときは9. 5ha であったが，昭和37年 9 月

18 日の告示面積は10. 97haであり ，土地所有の状況は国5. 44ha 

・市3.94ha ・民1. 57ha ・府0. 02ha となっている 。 昭和43年 3

月25 日告示の 事業認可では面積3.60ha，施行年度割42- 45年で

あった 。昭和 8 年 4 月 ，10月 lζ 内閣の認可を得て ，同月 17 日告

示された風致地区( 図- 3 ) は ，25カ所1953. 23ha であったが，

そのうち中之島は 11. 50ha が風致地区とされた。場所は中之島

1 丁目 および同地先 ，中之島公園 ・府社豊国神社・大阪市役所 ・

日本銀行を含み ，土佐堀川と堂島川に挟まれたいわゆる剣先に

当るととろで，r河畔の風光趣き 多」きを指定の理由 とした 。 乙

のときの指定型白書はふるっているので参考のため少々引用す

ると ，r諺に調う『京に田 舎あり』 と異なり ，r都市に田舎』ある

は近代都市の理想であり，将来の都市の姿であらねばならぬ。

即ち自然美を維持し ，天然の景趣を保存する ζ ととそ都市計画

上極めて必要な事である。 J r大阪都市計画区域内における景

勝地を見るに ，市街の発展 !ζ 伴ひ動もすれば按損せらるる虞あ

り，今 lとして之が維持保存の途を講ぜざれば遂に潰滅に帰する

虞なしとせず… … J とあって ，その意図の確乎たる さまがうか

がえる。

ついで ，43年の新都市計画 lともとづき ，地区の第 1 回変更を

行 い ( 図- 4) ， 昭和45年 6 月14日より施行されたが，乙れに

よって中之島地区は指定面積 11.5ha から 19. 4ha IL拡大 され，

大手前地区116. 3ha とともに ，大川風致地区と名称変更が行わ

れた 。 しかし，乙のとき，日銀までかぶされていた地区は ，部

分的に変更され日銀 ・市役所 ・図書館 ・公会堂の一帯が除外 さ

れる乙ととなった。昭和 8 年の風致地区指定 lζ 続き ，美観地区

(図- 5) が昭和 9年12月 7 日内閣の認可を得，同月 18日告示

された 。乙れによって中之島は阪大医学部の東側から東端まで

が適用地区とされた。美観地区指定の理由は，r 都市美は一面輪

免の美である。其の美醜は独り都市美観上のみならず ，都市の
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品位保持の上からいうも極めて重大なる関係を有つ」もので あ

る乙と ，および，襲lζ 昭和 3 年 3 月大阪駅前を美観地区 iζ 指定

する乙とを内務大臣 Iζ 内申 したが， 同案は保留 となったが，

「その後の市勢発展は淘に顕著なるものがあり ，今や本邦経済

の中核地たるのみならず ，国際都市としての重要性を確保する

に鑑み …… Jr 大阪市は商工都市と して我国産業 ，経済の一大中

心をなし昭和 5 年国勢調査において人口約 250 万人を有 し ( 註

: 内地全人口 6，447万人の3.89的ζ 当る 2，453，569 人で， 東京市

を凌駕する乙と 38万人であ った〉。世界都市中屈指の大都市たり

と錐も翻て都市構築上より之れを観るときは猶幾多の施設改善

を要するものあるを以て各種都市施設の計画並に之が事業実施

に付き着 々其の歩を進めつつあるも都市美の問題 lζ 付ては未だ

具体的計画なきをもって … ... J 乙乙 lと中之島を中心とする 土佐

堀川 ・堂島川沿岸一帯をはじめとする地区を指定するというも

のであった。美観地区は ，風致の美というか ，どちらかといえ

ばランドスケ ープに重点を置いた風致地区と異なり ，その都市

美の認識のなかには水や緑 と調和したという条件をもっていた

であろうが，その乙とよりもむしろ大都会に似つかわしいつ . M

の揃った大建築という乙との方に力点が置かれていて ，近代的

都市にふさわしいシティ ースケ ープを出現する乙とがねらいで

あったと思われる。したがって ，中之島の美観地区は ，都市美

観一般という方向へ傾斜して超高層の林立する姿を積極的に肯

定する立場へと転換されてゆく危険性をもっており ，あくまで

も都市美観は ，一般論としてではなくその都市の個性の発拐の

方向において問題とされねばならないととをと乙で改めて注意

しておかねばならない 。中之島の美観地区は ，条例の制定がな

いので笑効がないよしであるが，それはさておき ，風致地区との

重なりにおいて理解すべきであり ，安易に 「高度地区 は風致地区

と併置し得る もの J とする考えによるべきではないのである 。

以上は都市計画における中之島破壊の危険性への傾斜 ，R機

能よりも B 機能を重視する乙 とにより ，結果としてR 機能 . H

機能が軽視され，大阪の歴史的空間 と個性的都心景観を破壊し

てメガロポリス化の特徴的現象である空間の画一化への危険性

を読みとるのである。

(2)  地盤沈下と高潮対策

中之島中央部におけ る地盤沈下は ，昭和10年から 40年までの

累計で 160cm'ζ 及んでいる。工場 ・事務所等の地下水汲み上げ

に対しては ，昭和34年 1 月 4 日施行の工業用水法によって規制

を行う ζ とになった が，顕著な効果はなく ，昭和37年同法の一部

改正が行われた 。大阪市で は昭和34年 4 月 1 日，大阪市地盤沈

下防止条例ぞ施行して独自の対策をスタ ー卜 させたが，昭和37

年の建築物用地下水の採取の規制 K 関する法律によって完全な

規制が国家的な立場で行われる 乙と になった。とのため現在で

は沈下はほぼ停止しているといわれる 。 しかし ，乙 のような地

盤出下は ，都心景観から河川を奪い去ってしまった。地盤沈下



lζ 伴って高潮対策が必要 とな ったが，大阪府では大阪市内高槻l

対策事業計画をジ ェー ン台風のあった昭和25年から出発させ ，

昭和33年までに84. 1kmの防潮堤を築く乙ととなっていた 。昭和

34年から着工せられた大阪地区地盤沈下対策事業は ，昭和35年

度から治水 5 カ年計画の一環の大阪高潮対策事業として引続き

実施され，昭和34- 39年の聞に77.0同の防潮堤を築いたが，と

の事業において ，中之島地区の関係する堂島川 ・土佐堀川の防

潮工事が行われた。中之島附近では旧防潮堤高 O P + 4. 000m 

が，緊急 3 年計画 (37. 38.39年) では暫定計画高を O P + 4. 500

m として施行された。 ジェ ー ン台風 (25年 9 月 3 日〉の大阪市

における被害は ，浸水面積で 61. 2km
2

であったが，乙のときは

中之島の浸水は Oであった。しかし ，昭和36年 9 月16 日の第 2

室戸台風では大阪市浸水面積が 26. 6km
2

と前固に比し少な かっ

たが，中之島の浸水は 150cmIζ 及んだ。乙れらの防潮堤工事に

よって ，以後乙うした被害からまぬがれる ζ とができたが，治

水対策一点 lと閉ざ された防潮堤工事は ，河川景観上最も重要な

河岸地を全く味けないものにし て しまったばかりか ，詑下した

地盤と嵩上げされた堤防の相対が，御堂筋から西側に ついて ，

人々の目から河川畏観を消し去 ってしまったのである。

(3)  阪神高速 自動車道の建設

経済の成長に比例して自動車が急激に増加していったが， 自

動車登録台数は大阪市では ，昭和35年16，7767台で ，35年を100

とした場合の指数は40年211， 45年317，46 年344 であり ，同様

に大阪府では ，35年 252，563台，40年248，45年478 といった増

加ぷりであり ，とくに昭和35年以降の莫大な自動車交通需要に

対応すべくその一環として阪神高速道路が計画される乙とにな

り，昭和38年10月 1 日着工される乙とになった。そして ，梅田

から堂島へ出て堂島川 lζ 平行して，さらに東横堀川 lζ 沿って南

行し， 道頓掘に至る路線は ， 40年12月11 日 lζ 開通した。 しか

し，高額の土地取得費や補償費が不要である乙とと，何よりも

地主相手の交渉が不要であり ，反対によって工事の足を引張る

ものは誰ひとりとしていない水面を利用するととによって高速

道路にとっての迅速効率的な解決がはかられる乙とになった。

そのため ，中之島の本来の対岸を含めての一体的な景観が，グ

ロテスクな異物によって無惨にも水平に引き裂かれる乙ととな

った 。 しかしながら ，奇妙な ζ とにといおうか ，当然の乙とな

のか ，乙うした愚行に対して同調者が現れるものである 。とれ

からの都市美は地上を歩く人の自によるのではなく ，速度の中

に把えられる都市美でなければならないのであると 。中之島の

景観はとれによって致命的な打撃をうけた 。 しかも ，同時に都

市の心臓部 lζ 排気ガ、スその他の公害源を ， ζ れによって引 き込

む ととに なったのである。

(4)  河川汚濁の進行と水相破壇

河川の汚濁は大都市 の集住形式のもとでは避けがたいもので

あるが，昭和初年におい て枝川清浄計画が行われており ，乙の

乙とについ て， r近時淀川より分派せる市内枝川が下水により

て汚毒され，汚水停滞して衛生上危険状態にあるので ，乙れを

除くため淀川の清水をとれ等枝川 lζ 流入せしめ浄化せんがため

の施設として企画せられたのが可動壌で最大満潮時の水を堰き

止め枝川に流入せしめんとするものである 。今後市内 lζ 5 ケ所

設けられるのであるが，その最初のものとして完成したのが市

公会堂横本川に設けられた可動堰で ，架するに外観美しき水晶

橋を以でした。乙れも最近大阪のー名所となった次第である。」

と記した武居高四郎の文章がある 。ただ し，新淀川| から旧淀川

( 大}II) へ分流する河川施設としての毛馬問門 と洗堰は明治40年

と43年 lζ 設置されており景観上もすぐれており ，古くから市民

lζ 親しまれて きた。両者とも水の都にふさわしく景観上の細か

い配慮がなされ，人工のものによってかえって水景を引き立た

せ都市景観に大きく寄与している とと は特筆さるべ きであ る。

と乙ろ で，戦後になって汚濁は確実にしかも急速に進行して

いったが，昭和13年 lζ 比し ，昭和45年では 3 倍も汚濁が進んだ

といわれ，堂島川に ついては淀川の水を引きいれて ，ある程度

浄化の可能性をもっているに反し ，土佐堀川は最も汚濁のひど

い河川の一つで、あ る寝屋川をう けている関係上 ，もっと汚濁が

進んでいる。河川が汚濁すると最初は誰しも気になるものであ

るが，汚濁が慢性化し悪臭を発するに至ると ，今度は平気で ゴ

ミを投棄し ，瀕死の河川をみんなして袋叩きにしてしまう ，考

えてみればおかしな錯到した心理というものである。かつて大

阪は水の都として東洋のペニスと呼ばれ，自らもそれを誇りと

してきた。元和以来，町人の出願によって運河が開盤される乙

とが多く ，東横堀川( 慶長 5 年以前) ，西横堀川( 同) ，阿波掘

}II ( 慶長 5 年) ，天満堀川( 一部 ・同 3 年) ，道頓堀川( 元和

元年) ，京町堀川( 同 3 年) ，江戸堀川( 同) ，海部堀川( 寛

永元年) ，長堀川( 同 2 年) ，立売堀川( 同 3 年) ，薩摩堀川

(同 5 年) ，安治川( 貞享元年) ，堀江川 ( 元禄11年) ，難波

入掘川( 享保12年) ，高津入掘川( 同 19年) などが開削され

た。しかし ，現在 ζ れらの多くは汚濁 ! とよって瀕死の状態 に陥

り，あるものは高速道路に踏みにじられ，あるものは埋立てら

れ，文字通り埋葬されてしまった。ドイツのハノ ーパーが，大

阪の東洋のベ ニスと称されるどとくドイツのベニスといわれて

いたが ， 戦後 ＹＵ ｾ ぢ以上にも及ぶ壊滅的打撃をうけた戦災の復興

を，水面の保全を貫徹させるととと併行して，みごと達成した事

例と比較して ，大阪の復興は水相を破壊し ，都市の個性を死滅

させる乙とによって行われた乙とを何と考えたらよいのであろ

うか。私事になっ て恐縮であるが，かつて当誌上で ，阪神高速

道路計画に際し ，とのととの愚を叫んだが，私の声は余りにも

小 さかったようである。復興とはいうまでもなく都市装備率を

引きあげて機能化をおし進めるととを究極の目的とするのでは

なく ，独自の都市文化を築く乙とによって都市を蘇らせ ，前進

させるととであるからである。
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]I) 中之島の再定立

都市計画， 公共投資など都市問題への不断の努力が，かえって

都市問題を深化させているというのが，現代の最大のパラドッ

クスではなかろうか。 フィジカ J レな対策は また新たなる，そ し

てさらに大きな矛盾 を惹起するとととなる。 乙のような状況の

なかで，ほんとうに信頼できる手法は，機能高度化 ・土地利用高

度 化とい ったい わば フォ ー ワー ド・インテグレ ー シヨン の方法

ではなくて，以上見てきたような ，破壊の要因を一つ ひとつ確実

lζ 取り除いてゆくパックワード ・インテグレ ー シヨンを行うこ

とではなかろうか。それは B 機能の強化 lζ 対して R 機能の強化

であり ，破壊された個性的都心景観を回復する 乙とであり ，歴 史

的 ・文化的空間を 保全する乙とである。病み ただれた都市を蘇

らせる 方法として，乙 れほど確実なととは他にあるであろうか。

大阪は経済の 地盤沈下 lζ 久しくなやまされてきた 。昭和30年

以降軽工業中心の体質を一挙に重工業化すべく ，大阪湾を埋め

たて資源型の装置工業を誘致して ，重化学工業化への途を突進

してい った。そして，そ の目的を達成して ，環境破壊という期

待せぬ結果をだき込む乙ととなった。そし て，重化学工業化は

表- 1 大疲の文化施段( 他都市より少ない文化施段〉

主人工ご
大 阪 市 東京都区部 京 都 市 神 戸 市

1司 4担 館 11  69 35 15 

総 合 博 物 館 。
3  2  

。

恋 愛 博 物 館 2  24  12  3  

美 締f 館
3  24  12 

ヨ 然 科 学 博 物 館 4  12  3  

重h 4却 図 2  

干豆 ｾＡｊｊ＠ 園 3  4  5  

水 族 館 。

図 書 館 5  68 5  4  

図書館蔵書冊数 (千冊)
1. 010 5. 703 407 

図書鍔蔵書冊数( 千人当り)
339 645  286 

231 I  

ー=-
署ZREご ホ Ｉｾ＠

6  21  5  

主要ホール固定席数( 席)
12 .632 35. 194 9. 594 2.200 

資料: 大都市比較統計表 (45年)

(i主) 主要ホールおよび固定席数は、昭和47年 3 月、教育委員会、文化銭興課調べ。

主要ホ ルは固定席 上∞o人以上のもの。

大阪市総合計画局「大阪市の現況」昭和48年 3 月より

表- 2 都市空間を考えるための視点

必ず しも工業構造の近代化 ・体質の向上強化ではない ζ とを知 I  

| 文化

らされた。 また新しく西日本の管理機能の中枢の地への発展を 1- - :..:: 

f なにわ文化の保存 「ーー

希求し ている 。工業構造の近代化は ，その ソフト化 ・知識化 !ζ

あると とから いって都市機能の管理中枢化は ，いわ ば都心機能

のソ フト化であ り，そ の意味では妥当である といえるし， 情 報

社会化の方向 lζ 照らして，むしろ当然の志向とみられるが，情

|歴竺 l

報はより文化的 ・より個性的な土壌とかかわりをもつのであ I  

り |景 観

り，よ り高度の情報を創出するのはより豊かな人間であり ，豊 l  一

かな人間は よ り高度な文化的空間を指向するのである。とくに

大阪は文化施設の著しい不足をかとっている( 表一 1 ) 。豊か

な人間性を育てるためにも大量のそして高度な文化施設群を投

入する必要がある乙とも事実だ。大阪の都心機能の強化は全面

的 ，一方的な土地利用の高度化や高層化を進める 乙と によって

達せられるのではなく，乙のよ うな文化的 ・歴史的 ・個性的な

空間を保全し拡充する乙とと併行して ，進 められねばならない

|生活

l機竺

のであ る。中之島東部は将来にいちだんの飛躍をなさんとする 1  

|防 災

大阪にとっ て乙 そ，かけがえのない貴重な空間である乙と を認 l  

地域文化の 嵩 上げ

なに わの歴史保存 ー_.'.-ー 文化的で個性的な都市空間のMi Jt臼

( 大都市化過程における画一化の阻止)

。歴史的連続性の確保 守J

守個 性 的 景 観 の 保 全 ー

- 近代的都市美観の情m ---' 都市空間のアメ ニティー創出

コミュニティ生活環境の整備 ・ーー.
コミ ュニテ ィ関連上部施設 ・

生活的インフラストラ 7 チャー整備

大都市生活環境の整備 ー 広域的上部施設の整備

l 経済的都市機能の高度化 卜、. r - 高度な経，斉活動と均衡 した

インフラスト

生活的都市機能の確保 一:

ラフチャ ーの整備

生活の安全性 ・保健性 ・利便性 ・アメ ニ

ティ ーの確保さ れた環境

オープンス ペースの拡大 卜-_. 防災組点 ・防災ルートのネ ットワーク の

一 一 " 形成

1 防災施設装備の鉱充 トーイ 防災施設の充実，建築 ・施設の防災規準の

強化

フ'f ーワ ード・インテグ :  

識して ，あるべき都心のより高度な管理中枢地 として の姿( そ

の良い悪いは別として ，近代化の方向がそとにあるのなら ，) の

なかに乙そ ， とくに重要な空間として再定立さるべきである 。

|更暫 I I  

レ シ ョ ン 的 更 新 j • 

/( ッワワード ・インテグ i

l  レ ー シ ョン 的 更 新 l

空間需要への前望的対応による都市空間

の更新

空間悪化要因の確実な排除による

都市空間の蘇生

もしそうでないのなら ，i 重化学工業化」 と全く同じ誤ちを「管

理中枢機能強化」において繰り返すととは明らかである 士 子 1  I  i 住民参加による都市計画 l・1

。串 ー | 市民 1  .  ;_一 都市計画を通じてのi蹴民主主義の高揚

やみくもの土地利用 高度化は莫大な追加社会資本の投下を必要 1  .  - - L  _: 市民参加による都市計画 一:

とするととを念頭にお くべ きである 。都市空聞を考え，中之島

を考えるためには ，少なくともつぎのよ うな視点が設定さるべ

き で あ ろ う ( 表- 2 )  c  
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註. ，本文において，歴史的叙述は主として，以下の 2 つによった乙とを附記しておく.

「目本地理風俗大系第 9巻近般地方」下昭和 6年2月，新光社，

大阪市総合計画局「大阪の地場制J 1971. 4  

( おおくぽまさかず大阪大学助教授、



第 2 部 中之島保全の現況と問題点

5  

中之島保全の市民運動

1吉 田 昇

w  

1973年秋 ，2 年にわたって続けられてきた中之島をまもる市

民運動は ，大きな山をむかえたようである。 10月28 日，公会堂

の一室では ，西山知三氏をはじめ ，画家の大泉米吉氏 ，歴史家

の中瀬寿一氏など「中之島をまもる会J ( 以下 ， i まもる 会」

とする〉の世話人達は ，その数日前 ，大阪市が出したばかりの

「建物老朽危険説」を，正しく批判し，はねかえしてい くため

に論議を重ねていた。部屋の外は ，初冬を思わせるような冷い

風が吹き荒れ，せっかく春の「中之島まつり」に続いて企画さ

れた「秋の中之島芸術フ ェスティパ J レ」は ，準備に夜を徹して

きた若者逮の心も知らぬげである。まさに ，中之島をまもる運

動の厳しさを象徴しているようであった。

しかし ，思い返えせば ，運動は理不尽な文化をかえりみよう

ともしない行政の冷たい仕打ちを受けるたびに ，雨が降って固

まる大地のどとく連帯の輸をひろげ，より中之島をまもれ! の

決意を強くしてきたようでもある。建物が老朽化して いるとい

う理由で ，とり乙わしを迫るとは ，全く馬鹿に した話で ，そん

な理屈が通るのであれば ，世界中で ，残せる歴史建築など一つ

もありはしないだろう。歴史建築が，老朽しており構造的にも

現在の設計基準を満足しないなどとい うのは当り前の乙とで ，

現代の技術は ，むしろそれをいかに補強し ，修復して生かせる

かにある乙とぐらい ，今や議論の段階ではなく実践の段階にき

ているのが世の流れである。

しかし ，行政側から ，し かも学者の権威をもっ て市民[ 乙語ら

れるとき ，そんなまやか しの論理も ，もっともらしく通ると乙

ろに運動側にとって油断ならぬものがあった。

「まもる会」は機敏に フォー 7 ) レな形で、反論する 乙と，さ ら

にそれを市民にアピ ーJ レする方法を考えねばならない乙と，知

事を説得する必要性 ，さ らに受け身から攻めに転じて積極的な

保全構想を具体化する乙と ，などをその日のうちに決め ，役割

の分担も終わった。

一週間後の 11月 4 日夜には ，そんな厳しい状勢のなかでも予

定通り ，公会堂の三階ホ ーノレでは ， i ファンタジ ー・イ ン ・中

之島」と銘打った質素ながらも ，望書やかなパーティ ーが 「まも

る会」の主催で行われた。歌あり ，笑いあり ，ダンスあり ，酒

あり ，窓の外 lζ は私達が愛してやまない中之島の夜景が ，静か

に市民の散策を受け入れていた。私達は ，乙乙 lζ 中之島をまも

る運動の一つの個性があり ，着々とその輸をひろげながら ，そ

の内部 lζ 文化的なエネルギーを蓄えつつあるゆえんがあると思

っている。いつもは ，汚れた服で走り回わっていた若者も ，パ

リッと身なりを整え ，美人ぞろいで評判( ? ) の「まもる会」

の女性たちは一段と輝いている。

乙の夜 ，私達は 「お互いに人を愛する心があるなら ，病気に

なった友をその病気を理由 lζ 殺すような乙とはしない。中之島

を愛するとと乙そ ，中之島を破壊させない ，誰{ 乙もゆずる乙 と

のできない根拠である 」乙とを高らかに確認し合った。 センチ

メンタ J レで= あるなどという批判は ，マ トはずれである。中之島

をまもる乙 との，都市計画上の意義 ，歴史学上の意義はもちろ

ん重要である し，ー屈 ，その理論化につと めねばならない乙と

は，いうまでもない。が ，市民運動のエネ J レギーは，むしろそ

んな と乙ろから生まれ出るものではないし，自 分のまちを愛す

るーーという感情を経く見るという乙と自体 ，都市を科学的に

見る姿勢を欠いている乙とになりはしないだろうか。

その 3 日後 ，11月 7 日，大阪市の諮問機関である「中之島再

開発調査委員会J 1< : ，まもる側の意見陳述が認められて ，4 人

の代表が出かけた。建築学会近畿支部環境保全委員会から鳥国

家弘神戸大学教授 ，大久保晶一大阪大学助教授 ，新建築家技術

者集団からは角橋徹也大阪支部代表幹事 ，そして「まもる会」

の世話人でもある林野全孝京都府立大学教授が ，それぞれの専

門と ，得意の理論展開を生かして，委員会を動かすのに成功し

た。問委員会は ，高まる市民運動を無視したままで中之島再開

発を強行す ることはむずかしいと見た行政側が， i専門家のお墨

付」を得ん として， 1973年 7 月 lζ 設置 したものであるだけに ，

それまでの委員会では ，一貫して大阪市側の情報のみが流され

て，委員会はほぼその線で落ちつきつつあった。 しかし ，乙の

日のまもる側の陳述は ，大きな転換を迫る乙とになり ，乙れま

で遠慮勝ちにしか話の山せなかった「保全論」が，むしろ当り

前のセンス と して受けとられる詩意気をっくり出したようであ

った。委員会後 ， 委員のある人は握手を求めて激励をされた

し， またある人は ， i まもる会」へ電話を入れて ，委員会が ，

保全 lζ 大 きく傾きはじめた旨の「情報」を教えられた 。宮本又

次氏のように「まもる会」の請願書に署名し ，カンパを申し出

る委員も出るほどであった。

乙れらの動きに男気を得た私達は ，大阪府教育長さらに 引き
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続いて大阪府知知事と会見の機能得た。府の姿勢は ，大阪 岡

市 と全く違って ，府立図書館は現地保存するとの意志を固め ，

市側の再開発協議に対しでも拒否する方針を一貫して変えてい

ないとのと とであった。黒田知事は 「まもる会」の主張を全面

的 lζ 支持 し， 学者らしい客観的な目で ，中之島を都市計画のな

かで位置づけられている様子で ，大いに心強いもの を感じたの

である。

しかし ，良いととばかりは続かない。情勢は一転二転する。

知事会見の 2 日後 ，大阪市はまたまた妙な宣伝をはじめたので

ある。市議会で助役以下主な担当者が，そろって早急に建て替

える必要性を強調。その根拠として ，中之島の 4 つの建物を修

復工事するためには ， 190 億円もの巨費を投じなければならな

いといい出したのである。私達は ，その不見識な発言には ，あ

きれて ，まともに反論する気にさえなれないほどであった。し

かし中之島の歴史環境としての評価には一切ふれないまま ，残

すためには金がかかるからできないという逆立ちの論理も ，索

朴な市民には一見もっともらしく受け入れられる面もあった 。

190 億円を市民が負担するか ， さもなくば，とわさざるを得な

いーーという迫り方は，さながら強迫調であり ，費用負担は ，

文化財指定を受けるととによって国家財政からも期待できる

し，図書館については府，日本銀行については固とそれぞれ所

有者も違い ，何も 190億円のすべてが大阪市民の負担になる性

質のものではない。そんな事情には目をくれず ，世論操作的な

情報を流しては ，とりとわしを正当化しようとする行き方から

は，市民の意向を重んじ ，文化に目を向け ，民主的な J レーJ レで

中之島問題を解決していと うと の行政姿勢は ，いまだかいま見

るととさえできない。

今「まもる会」は ，乙れまでの受 け身の運動を反省し， 中之

島保全を達成していく上で派生する諸々の問題に対 して も，市

民が納得できるだけの手だてを準備し ，中之島がもっ とも市民

に有用な都市空間として生きるための構想づくりに取り組んで

いる。言葉や理屈だけでは構想は十分に理解されないし ，問題

の所在も明らかにならない。中之島全体の模型をつくり ，市役

所を現在地ではなく ，新敷地を選定し ，そ乙で建設する場合の

スケッチも十菌いてみた。

運動は ，いよいよ単なるまもりから ，都市づくりに向かおう

としており ，乙れとそ都市計画における市民参加の新しい形式

ではないかと思われる 。12月 3 日には ，原案を市民の前 Iζ 提示

して ，公開討論会をもち ，その結論を ，大阪市側も「聞く」と

の約束をとりつけた。

運動の幅も ，1973年秋のめまぐるしい動きのなかで ，飛躍的

にひろがりつつある。大阪歴史学会 ，日本科学者会議大阪支部

などが相ついで保全要請を出し ， 教職員組合 ， 青年 ・婦人団

体 ， 法律家協会 ， 医師連盟も請願署名にとりくみはじめてい

る。
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中之島をまもる運動が ，2 年を経て ，ょうやく全市民的な運

動としてそのカを発揮しはじめた背景には ，それなりの長い地

道な準備がつみかさねられており ，また試行錯誤もあった。

日本建築学会近畿支部が ，最初に大阪市 lζ 対して保存要望を

提出したのは ，もう 2 年以上前 ，1971年10月である。引き続き

同年12月，新建築家技術者集団( 略称 : i新建J ) が要望書をま

とめた。乙のときの学会の要請文は ，簡潔でしかも中之島をま

もる論理がみどと集約された傑作であって ，新建の要望文と並

んで，それ以後一貫して市民運動の理論的支柱となるという指

導性を発揮している。

建築以外の科学者団体に中之島保全を訴えたのは ，との 11月

に開催された i '71大阪科学シンポジ ウムJ に「新建J ( 提案 :

松井昭光) が提起したのがはじまりであった。

乙うして ，新建は ，要望書を大阪市 lζ 提出後，すぐに建築家

としての市民への働きか けを能動的に開始し ，慣れない手つき

で，街頭ビラまき ，署名運動など ，とりあえずやれそうな乙と

からはじめた。 ζ のとき ，すでに速動の中心となっていくのは

市民であって ，建築界の狭い殻を破らない限り成功はしないだ

ろうとの基本的な確認はされていた。そのためには，何よりも

中之島の都市的 ，文化的意義を啓蒙しなければならないようで

あった。

中之島は ，すでに長い期聞にわたって環境破壊がすすみ ，汚

れる川水，そのなかに建てられた高速道路 ，公園のなかをはい

回るク J レ7 の群れーーなどによって ，すでに市民の心から遠ざ

かりはじめている事実に目をつぶるわけにはいかないのであっ

た。明治 ・大正の建築に対する認識も低く，それらが群として

存在するととの「歴史環境」の概念などについても ，はじめか

ら説き起とさねばならないテ ーマであった。私達自身の理論武

装さえまだまだであった。

まず ，若い建築技術者を中心に市民へのアピ ーノレも兼ねて建

物の実測からはじめた。さらに ，月 2 回のペ ースで ，中之島研

究会をつみ重ねて半年後の 1972年 6 月には ，小冊子 「水と緑と

伝統のまち一一中之島」が発行された。また，保全を訴えるポ

スタ ーをコンペで選び， 10，000枚を印刷した。ビラも 10種類以

上そろった 。

乙の静かながら，運動の基礎をきずいた時期をささえたの

は，新建の若い建築技術者と ，林野全孝 ，三村浩史京都大学助

教授 ，足達富士夫奈良女子大学助教授 ，住田 昌二大阪市立大学

助教授らの研究者グループである。

そのうちに ，スケッチや切り絵で中之島を描いて運動に協力

しようとの美術家があらわれ ，キャンペ ー ンに使うクラシック

. カーを提供しようと申し出る企業家も出てきた。作家の藤沢

桓夫氏は ，ペンで中之島をまもる乙との大切さを訴え ，作曲家



のすずききよし氏は ，ギタ ーをかかえて私達の集会に出て乙ら

れた。

一人ひ と りが，それぞれの立場でできることからやりはじめ

た。さら に，それを組織化 し強力にしていくととが ，どとから

ともなく申 し合わされ「中之島をまもる会」は1972年12月 ，170  

人の文化人 ，学者 ，市民を集めて公会堂で設立集会をもった。

そ乙へかけつけた作家の藤本義一氏は ，腕をまくり ，マ イクを

にぎり しめ「… ・・・まもる会 ，など というのでは弱い。中之島を

ただ ，愛しなつかしむというよ うな感情は ，現実の政治 Iζ 通用

しない。もっと強く中之島の存在意義を未来の大阪のなかにし

っかり と生かす論理を展開しなければ勝目はないだろ う。 n コド

沈戦艦 ・中之島 " を宣言せよ 」 と激励された。中之島 iζ 長く住

んだが，環境の悪化にいたたまれず郊外に移住した老婦人も顔

を見せ ，船場で商売を続け てきた大阪商人も「まもる会」への

熱い支持を示された。

その 1 カ月後 lζ 催された市民集会 lζ は，中之島のオ フィスに

勤めている勤労者も含めて 300 人 の市民が集まって ，小松左京

氏や歴史家の小山仁示氏を中心にデイスカッションが盛んにな

った。乙乙で ，一市民が立ち上っ て，画期的な提案が出された

のである。

「中之島 をど う残していくかを， もっともわかりやすい形で

示す乙 とが今大切である。春に なっ たら中之島一帯で市民が自

分遥の手で フェ スティパ J レを行 つて はどうか」ーーとの提案は

運 動をどう すすめるかに つ いていろ いろ 出 さ れ た 意 見 の な か

で ，何 よ り参加者の圧倒的な支持を得，さっそくその準備にと

りかか っfこ。

市民運動におしつけがあっ て はならないし ，同時に動きは機

敏でなけ ればならない。そのためには厳しい状況のなかでも ，

できる限り創造的な運動スタイノレ を考え ，運動そのものが一つ

の文化活動に高められねば長続き しないものである 。

乙の 「中 之島まつり J の準備には多くの若者が率先して準備作

業に とりくみ ，その数は200グループ，1， 000人に達し ている。

200 万 円を超える費用は ，70人 の建築家を中心 とする小口の寄

附と 当日のバザー J レと入場券ですべてま かなわれた。 P Rだけ

で10万 枚の ビラ ，5，000枚のポス ター，5，000個の マ ッチが配布

され ，100人 の若者が自転車でパレ ー ドして P R効果を高めた 。

「もう一度見つめてみよう ， もう一度来てみよ う， もう一度

みん なと 話 してみよう ，なにわっ子のふるさと中之島 ，中之島

を市民の手 にとりもどそう ，中之島にほんとうの広場を創り出

してみ よう 」と呼びかけた ζ のま つ りは ，1973年 5 月 5 日，晴

れわたった朝にはじまった。

子供の日のー臼 ，中之島は三万人 の人で埋めつくされ，公園

中 lと笑いと 愛があふれていた。 クノレ マをシャッ トアウ 卜した道

路では ，子供たちが竹馬や人力車 lζ 遊び興じ ，広い芝生のまん

中では，フォ ー クソングがはじまっ た。そのまわりにはデザイ
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中之島をまもる 運動の経過

1971. 6月 ・ 各新聞紙上で，市庁舎建て替えにともな う大阪

市の中之島東部再開発構想公表。

10月 ・ 日本建築学会近畿支部が大阪市に保存要望。

11月 ・ ' 71大阪科学シンポジウムに中之島保全を提起。

12月 ・新建築家技術者集団( 略称「新建J) 大阪支部が

大阪市 IC保存婆望。

同集団による街頭ピラまき。

1972. 1月 ・新建による建物実測調査。

2- 3月 ・新建主催「中之島を考える市民研究会J 4因。

・新建，中之島保全ポスタ 一発行，署名カンパ運

動はじめる。

6月 ・新建， 17 . ) < と緑と伝統のまち一中之島」発行。

7月 ・新建，クラシックカ ーによる市内キャンペーン

( 一週間) 。

9月 ・新建，大阪市へ公開質問状提出。

10月 ・ 「中之島をま もる会」設立集会 (170 人参加)

( パネラ ー，三村浩史 ・藤本義ーら〉。

・大阪市，市職員の保全運動への介入事件。

11月 ・新建第 2 回大会の決議にもとづき ，大阪市当局

の介入に抗議申入書提出。

・大阪市建築局 ，同申入れに逃憾の怠の回答。

・まもる会「中之島をまもる市民集会」。

( パネ ラー，小松左京，小山仁示ら ，300人参加) 。

1973. 3月 ・ まもる会「中之島をまもる文化講演会」

( 講師 ・西山知三ら ，350人参加)

4月 ・ まもる会自転車l∞台による市中パレー ド。

5月 ・ まもる会「中之島まつり J (21∞団体，30，∞0人

参加)

・まもる会絵はがき ・歌集発行。

7月 ・ まもる会「中之島夕涼み会」 。

・建築学会近畿支部大会，5 委員会協議会で，中

之島保全声明を採択。

・大阪歴史学会大会で，中之島保全声明を採択。

10月 ・建築学会近畿支部で「都市環境保全議演会」

( 講師 : 滝沢真弓 ，中沢誠一郎，鳥国家弘)

・まもる会， 1ぬいぐるみ人形パレー ド」

(50人参加) 。

・まもる会 「中之島くるくるフ ェステ ィパノレ」

(5，0∞人参加) 。

11月 ・新建第 3 回全国大会で中之島保全声明を採択。

・まもる会 「秋のパーテ ィーJ (150人参加) 。

・新建，大阪市へ建物保存の技術問題についての

窓見書提出。

・ 「中之島再開発調査委員会」で陳述( 鳥国家弘，

林野全孝，大久保昌一，角橋徹也ら) 。

・3 団体代表( まもる会，学会，新建) 大阪府教

育長と会見。

・3 団体代表，大阪府黒田知事と会見。

・まもる会，大阪市へ公開質問状提出。

12月 ・ まもる会「中之島を考える公開討論集会」。

・まもる会「中之島保全構想，市庁舎構想発表」。

・まもる会，大阪市と団体交渉。

・学会近畿支部，大阪市へ「構造診断lζ 対する意

見書」提出
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ナーや美術家 ， 陶芸家などが思いおもいに自分の作品をなら

べ，若い恋人達や家族づれが ，それを冷やかしたり ，ときには

値切って買い上げたりした。古本市 { ζ ( ま滝沢真弓氏が 1， 000 冊

以上もの蔵蓄を提供された。赤レンガの公会堂のなかでは ，大

阪をテ ー7 にした演劇が観衆を集め ，川の上を見ればアベック

ボー ト合戦がたけなわであった。

乙のまつりは ，市民が中之島を「使う」乙とによってどんな

にすばらしい都市空聞になるかを文字通り身をもって実証し ，

成功をおさめた。

ζ れ{ζ 篤いたのはいうまでもなく一気に再開発をねらってい

た大阪市当局である。乙の後 ，市は前述の再開発調査委員会の

設置を早急にすすめるにいたっている。しかし ，今や市の内部

でも巾之島破壊に批判的な力が大きくなって ，市民運動と手を

結んで ，むしろ再開発は市の意向というより ，孤立した一意見

として浮かび上る日も遠くないであろう 。

31  

「まもる会」の活動は主としてこれまで不特定多数である市

民のできるだけ多くの人 lζ アピー J レし「まもる会」への結集を

はかる活動に精力を費やしてきた 。パンフレッ 卜， 絵ハガキ ，

ポスタ ー， 歌集などを発行し ，市民集会 ，講演会 ，フェスティ
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パ j レ，研究会など多様な手段で多様な階層 lと浸透しようと努め

てきた。良心的なジャ ーナリス卜の支援も見逃せない。

しかし ，乙れからの運動はその成果を土台 lζ しながらさらに

府 ・市 ・国など公共機闘を動かしていかねばならない段階にき

ている。それもただ意見書や申入書 ，質問状を出す というよ う

な乙とは ，ほとんど効果のない乙ともわかってきた。行政を動

かす運動は理論的に筋を通すだけでなく ，むしろ「力」によゥ

て決着が，最終的にはつくものである。

中之島をまもる運動は ，その力を基本的! とは市民 lζ 依拠する

かたちですすめられてきたし ，今後は ，いっそうその方針を固

め，歴史環境保全の運動に新しいモデ J レをっくり出そうとして

いる。

市の担当者と一対ーや少人数のグル ープで話し合う乙とは ，

細かい打ち合わせに適していても ，そのくり返えしが決して行

政の方向を変えさせるものでもないととも確かである。市民の

大きな力を直接ぶつける ζ ととそ ，何よりも大切である。

一方で ，市を説得するだけの科学性をも深めねばならない。

本来 ，文化をまもるという点で市民と自治体が対立する性格の

ものではないはずであろう。市民の支持があって乙そ ，はじめ

て自治体も思い切った文化政策をとることができるのである。

かつての水の都は ，もはや見るかげもなく ，豊かに実ってい

た上方文化の気配は ，よほど注意しないと感じる乙とさえむず

かしい。そんななかで ，中之島の環境も歴史的に破壊されつづ

けてきた。

だから といって，かろうじて残されたものを ，絶滅させ

るのに口実を与えるものではない。中之島をまもるととは ，た

だ中之島という一つの点だけの意味にとどまらず ，大阪に市民

の文化をよみがえらせ ，都市環境を再生させる第一歩である。

それは ，誰を頼りにするのでもなく ，市民が自らの手でつくり

あげていこうとするのが，私達の運動であろう。 I 中之島まつ

り」は一日きりで終わっていない。中之島を ，大阪を舞台にし

ながら ，次つぎと新しい企画が展開し ，何よりも，論より証拠

，中之島に，こわしてはならない真の市民広場としての実績と

資格を ，市民の手でつくり山してい乙うとしている。

都市のなか の広場はただの空地であっては ，その意義は半減

する 。市民が要求し ，自治体がそれに答えながら育ててゆくと

乙ろに都市ならではの伝統lζ 裏打ちされた「文化性」というも

のがあるのではな かろうか。

中之島をまもる運動は ，市民が， 自らの手で，広場と ，文化

環境をっ くり出そうとする創造行為である 。

中之島をまもる運動は ，文化 j立産を引き継ぎながら，それに

新しい現代的意義をつ け加えてい乙うとする全市民ぐるみの文

化活動でもある 。

( たかだ すすむ C OM計画研究所代表 ・中之島をま もる会事訪局長}



第 3部 資 料 |中之島東部の歴史的環境問題について

知名人へのアンケート

6  

「中之島東部の歴史的環境問題」のアンケ ー トは ，日銀大阪支庖 ，大

阪市役所，府立図書館，大阪市中央公会堂などの歴史的建造物を含む環

境の保全か再開発かをめぐる問題が最近急速にクロ ーズアップされてき

ましたので，乙の歴史的環境保全特集号にかんがみ ，まず第一 !C，U築

家以外の市民 lζ ，それも著名人 lζ 窓見 ・感想をき乙うとして，なされた

ものです。そして，アンケ ー卜 する際に ，価値判断を導びくような表現

( たとえば，群としての歴史的景観の意義 ，建造物の歴史的意義，都心

，広場の意義を含む「保全の意義J ，また逆に ，総合的市庁舎 lζ するため

の再開発の意義，都心の高度利用 ，者朽度からの再開発の意義など) は

一切さけました。アンケ ー ト文案は ，つぎのとおりです。

中之島東部の歴史的瑳境問題のアンケート

現在，大阪では「中之島東部( 日本銀行 ・市役所 ・府立図書

館 ・中央公会堂などを含む) の再開発と保全」が重要な問題と

なっております。

日本建築協会は，大正 6 年創立以来57周年を有する建築の総

合団体として，会誌「建築と社会」を毎月発行しておりますが，

その「建築と社会」誌昭和49年 1月号( 第55集) を「歴史的環

境保全と再開発」特集として企画しました。その企画のひとつ

として，関西にお住まいの官界，財界，学者，ジャ ーナリスト

文化人などの各界の代表的知名人に標記アンケ ート をさせてい

ただき ，その結果を誌上に縄戦させていただきたく存じます。

重要緊急な課題である「中之島東部の歴史的環境問題」につ

いて ，賞方の率直な ζ 意見を返信ハガキ lζ てお聞かせ下されば

幸甚lζ 存じます。ど多用中恐縮に存じますが，何卒よろしくお

願い申しあげます。

氏 名

( 記名 ・無 記名自由}

職 業 l 年令 才

・中之島東部の歴史的環境問題 lζ 関して

( 1真当する とこ るに O 印の こと 〉

・関 心一一一ある あ ま り な い その他

・再 開 発 一一ー賛成 条件っき賛成 その他

・保 全一一 賛成 条件っき賛成 その他

・上記lζ 関して ζ 意見 ・ご感古里、をお聞かせ下さい。

関西在住の著名な学者( 学長を含む〉 ・宮界 ・文化人 ・各種団体の長

・財界( 経済団体の長を含む) ・ジャ ーナリスト ・政党( 市会議員団幹

事長，府会議員団幹事長，無所属議員) ら ， 1∞名の方l乙アンケ ート し

ましたと乙ろ ，32名の方から回答がありました。その験成別の内訳はつ

ぎのとおりです。

アンケ ー 卜先 回答

学 者 24名 10名

{  白
界 3名 l 名

文 化 )， 27名 9名

各 種 団 体 16名 5名

財 界 )， 12名 4名

ジャ ーナリスト 5名 3名

政 党 議 員 13名 0名

計 100名 計 32名

回答のなかには ，0 印のみで意見 ・文章が全然ない人 2 名，逆 !C意見

がハガキ[ζ 書き入れられなくて別紙までそえた長文のもの 1 名ありまし

た。また政党議員からは l 名も回答がありませんでした。

×  ×  ×  

乙のアンケ ー ト結果をみて ，性急にまとめ的な結論をだす乙とはさけ

たいと思います。 しかし ，関心度についての一応の整理だけ ，行ってみ

ますと，まず第ーに ，回答者のほとんどは ，乙の中之島東部3環境問題 !C

関心「ある」人ばかりです。0 印をつけられなかった人も当然関心ある

と考えてよいと息われます。つぎに ，再開発か保全かの該当する箇所に

O 印をつけられた数は以下のとおりです。

( 再開発，保全の箇所 !Cは，両方にまたがってひとりで 2 カ所以上つけ

られた方が，何人かありますので，回答者数より多くなっています。)

関 心一一一ある 28 あ ま り な い O その他 o at28 

再 開 発 一 一 賛 成 O 条件っき賛成 10 その他 3 計13 (35的

保 全 2 -一ー賛成 17 条件っき賛成 5 その他 O 計- 24 倒 的

×  ×  ×  

アンケ ー トに告ーかれた怠見 ・感想 も含めて，原文のまま，つぎに列挙

いたします( 到着順掲岐しました。)

回答をよせるれた方lζ 厚 くお礼申 しめげます。

建築 と社会/ 1974年 l 月号 9 9  



渡瀬 譲

大阪女子大学学長 66才

園中之島東部の歴史的環境問題に関して

関 心一一一O ある あ ま り な い

再 開 発 一一 賛成 o 条件っき賛成

保 全一一 賛成 条件っき賛成

その他

その他

その他

周辺環境が変っているのに単なる保全は，かえって調和をかき ，中の

島を殺 してしま う乙とになろう。

かつての中の島をつくったときの精神をいかして， 明日の大阪の

l eadi ng cent er ( 美的) に再開発してほしい。

笑福亭松鶴

芸 能 人 55才

- 中之島東部の歴史的環境問題に関して

関 心一一一O ある あ ま り な い

再 開 発 一 一 賛 成 0 条件っき賛成

保 全一一 賛成 条件っき賛成

その{ 也

その{也

その他

われわれ大正生れの者には，子供の頃より種々の想い出のある土地で

す。保全する事は今日の社会情勢では無理です。将来の大阪に有意義に

なる再開発される事を望みます。

宮 城 正 吉

地方公務員 金剛生駒の自然を守る会 49才

園中之島東部の歴史的環境問題 lζ 関して

関 心一一0 ある あ ま り な い

再 開 発 一 一 賛 成 条件っき賛成

保 全一一 0 賛成 0 条件っき賛成

その他

その他

その他

歴史建築物の多い中之島東部の環境については，積極的な保全対策を

推進せしめるべきと思う。伝え られると乙ろによる と，夫々の建物が老

朽度から危険性が云々されておるので，現状の俸の保全がむづか しいと

考えられるが，現在の科学は，補強を可能とみる以上，最善の方法をし

て保存を検Eすいただきたい。

当地を除けば大阪は昔日の面影をすらとどめると乙ろがありません。

せめて残された乙の地の環境保全を，府民の歴史的寄りど乙ろとして配

慮される乙とをねがっている。

小 山 仁 示

関西大学助教授 42才

- 中之島東部の歴史的環境問題 [ζ 関して

関 心一一O ある あ ま り な い

再 開 発一一 賛 成 条件っき賛成

保 全一一0 賛成 条件っき賛成

その{ 也

その他

その他

都市とは人間の存在する場所である。入閣の存在すると 乙ろ には，歴

史的環境は不可欠である。中の島の自然の回復への努力とな らんで，歴

史的環境を保全する乙とが，大阪という都市の今日と未来にとって必要

な乙とはいうまでもない。建築物の技術的な保全については専門家にま

かせるほかないが，今日の技術で可能なはずと思う。経済性を優越させ

た開発K は絶対反対。中之島保全を， GNP至上主義への歯止めのーっ

ともし fこい。
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長沖

作家 大学教授 69才

田中之島東部の歴史的環境問題に関して

関 心一一 O ある あ ま り な い

再 開 発一一 賛成 条件っき賛成

保 全一一 賛成 条件っき賛成

その他

その{也

その他

同じ場所 lζ 同じ建物をたてるとしてお答えします。

再開発とも保全とも申しかねます。と申すのは，どの建物も寿命が来

ているようですし ，また ，外からの景観より中で働く人達の安全がより

大切なので，保全といっても ，そのままでおく乙とはできない現実でしょ

う。さすれば，まず，中で仕事される人の安全，また，より働き易い環境

の建物をつくる乙とが必要なわけで，そうした新しい機能をそ なえた建

物であって，しかも普からの景観をそ乙なわない外観をそなえたものに

するのが理想と存じますが，現実には如何なものでしょうか。専門でな

いので- わかりません。移転しでも ，そのまま残す乙とは無理で しょ う。

島 内 三 郎

都 市 研 究 コ ンサノレタン ト 49才

- 中之島東部の歴史的環境問題に関して

関 心一一0 ある あ ま り な い

再開発ー一一 賛成 0 条件っき賛成

保 全一一 賛成 条件っき賛成

その他

その他

その他

中之島東部の現存建物は，明治末一大正にかけてのもので，ヨー ロッ

パ 19世紀末の混乱した様式の模倣にすぎず，美術的にもほ とんど価値あ

るものはないと恩われます。

乙れらを取り乙わし ，その後に現代の建築様式のすぐれた建築物に再

開発する ζ とに賛成です。条件付きとはこの新らしい建築物が其にすぐ

れた建築物で・なければならない乙とで，ど乙にでもある "事務所 ヒツレ"

であっては絶対にならないと思います。条件の 2 番目は，十分な周辺空

間と緑の人工自然を作り上げる乙とです。

乙のようなものである以上，それに投入される人々の窓志と情熱は，

曽って現存の建物を作った時の大阪人の意志、と情熱と比べて決 して劣る

ものではありま せん。

会 田 雄 次

京大教授 57才

- 中之島東部の歴史的環境問題に関 して

関 心一一0 ある あ ま り な い

再 開 発一一 賛成 条件っき賛成

保 全一一0 賛成 条件っき賛成

その他

その{也

その他

有名建物を残し ，日本でも珍らしい都市と景観の一致した地区は保存

すべきであり ，建物は十分な費用を以て修復すべきでしょう。

開発は他の地点で行えるはずです。



小 松 左 京

文 筆 業 42才

- 中之島東部の歴史的環境問題に関して

関 心一一 ある あ ま りない その他

再 開 発一一 賛 成 条件っき賛成 その他

o 保全一一 賛成 条件っ き賛成 そのイ也

福井 国雄

中日新聞大阪支社長 52才

- 中之島東部の歴史的環境問題に関して

関 心一一 O ある あ ま り な い その他

再 開 発 一 一 賛 成 条件っき賛成 その{ 也

保 全 一 一 賛 成 0 条件っき賛成 その{ 也

中之島東部の諸建築は，今や貴重な建造物であり ，大阪が近代都市と

して発展した歴史を象徴するモニュメントといえる。ただ乙すLらの建造

物が現代の都市生活lζ マッチしていない面が多々ある乙とは十分考えら

れる。したがって，外形をそ ζ なう乙となく内部改造をしてもらったら

どんなものだろうか。

才者コU

某

欄

- 中之島東部の歴史的環境問題に関して

関 心一一O ある あ ま り な い

再 開 発 一一 賛成 0 条件っき賛成

その{ 也

その他

その{ 也保 金 一 一 賛 成 条件っき賛成

公会堂だけ残したい。あとの日銀，市庁舎，図書館はとり壊しでもよ

い。その理由は，公会堂は，建てたのは浅いがー篤志家の寄贈にる。そ

の人の物語も秘められている。また，裁判所の赤レンガがなくなったい

ま唯一の赤レンガだけに ，残したい。東中之島といえば，公会堂の宏、レ

ンガがすぐ思い浮ぶぐらいなので… ・・

筒 井 嘉 隆

大学教授 淀川の自然を守る会 70才

- 中z島東部の歴史的環境問題に関して

関 心一一一O ある あ ま り な い

再 開 発 一一 賛成 条件っき賛成

その他

その他

その他保 全一一 賛成 0 条件っき賛成

中の島の環境は残すべきです。

建物としとは，日本銀行，府立図書館は残されるべきですが，大阪市役

所のように市民との関係の密接なものは，機構の増大につれて，改築もや

むを得ません。岩本栄之助寄贈の公会堂もあれは不便です。改築した方

がよいでしょう。いたずらに懐旧の情にとだわるのはどうかと思います。

山内 直樹

団体職員 49才

- 中之島東部の歴史的環境問題に関して

関 心一一一O ある

再 開 発 一一 賛成

その他

その他

あ ま り な い

0 条件っき賛成

保 全一一 賛成 条件っき賛成 その他

。保全運動が活発である。その意味は理解できる。しか し， 再開発を し

たい という意図に対して， i 代案」を出してやるべきである。 i 代案」

のない反対は，子供のする乙と ，オ トナ気ない。

く〉保全運動を徹底するなら ，大阪高裁のために ，どうして，阪神高速を

反対しなかったのか。朝日会館の改修も ，どうして見逃したのか。責任

を問う。

く〉中之島東部の歴史的環境を作りあげたのは，人間である。あわせて，

そ乙に機能も作りあげた。一方の機能合理化は絶対必要。歴史的潔境だ

けに とだわるのは一面的でチエがない。市民のために機能をも真剣に考

える べきである。

辻中一二三

弁護士 ( 現在大阪弁護士会長) 57才

- 中之島東部の歴史的環境問題 IC関して

関 心一一ー0 ある あ ま り な い

再 開 発一一 賛成 条件っき賛成

保 全一一0 賛成 条件っき賛成

1. 中之島公会堂を有姿のまま保存する乙と。

2 樹木を多くし，遊歩lζ 適した公園を作る乙と。( せめて，東京日比谷

局辺を参考にする。)

3.市役所の改築，日銀の取致し等の声があるが，近代のガラスと コンク

リー トとの箱のような建物は賛成しかねる。風格のある建物にされた

その他

その他

その他

い。 ( ヨー ロッパの建物を参考にする乙 と。)

赤堀 四郎

阪大名誉教授 73才

- 中之島東部の歴史的環境問題に関して

関 心一一 ある あ ま り な い

再 開 発 一一 賛成 条件っき賛成

0 保 全一一 賛成 条件っき賛成

その他

その{ 也

その他

歴史的環境と建築物は，市民の生活の迷惑にならない限り保存すべき

であ る。

曽 沢 太 吉

奈良女子大学長 64才

- 中之島東部の歴史的環境問題に関して

関 心、一一一O ある あ ま り な い

再 開 発一一 賛成 条件っき賛成

保 全一一0 賛成 条件っき賛成

その他

その他

その他

旧制高校時代，初めて市役所，府立図書館，公会堂，日銀を中心とした

中之島界隈を見た|時の感激は，今1酋新鮮に魁って参ります。西独ケ J レン

の中世の建築物を想う l時，中之島建築物の果たす歴史の栄光は大きいと

恩います。老朽化 して危険であるとすれば科学の粋を尽して補強して，

わが国技術の栄光を再び後世! c 残すべきだと思います。とれを言わず し

て開発を口にするのは恥ずべき怠慢だと言えましょう。一度取り崩せ

ば，歴史的時間は再びとは生き返って参りません。
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南 部 知 伸

阪神百貨庖役員 64才

- 中之島東部の歴史的環境問題に関して

関 心一一- 0 ある あ ま り な い

再 開 発一一 賛成 条件っき賛成

保 全一一0 賛成 条件っき賛成

その他

その他

その他

それでなくとも大阪の文化施設や文化所産が破壊され移設され誠に残

念である。7 . k と緑と建築の調和を中之島には保存しておきたい。再開発

は他地域で実鈍してほしい。

久 我 俊 一

K K久我商 庖 会 長 木材 問屋業 76才

- 中之島東部の歴史的環境問題に関して

関 心一一O ある あ ま り な い

再 開 発 一一 賛成 条件っき賛成

保 全一一0 賛成 条件っき賛成

その他

その{ 也

その{ 也

中之島を中心とする公館区に存在する日銀支庖，市役所，図書館，公

会堂などに対し科学者の意見に依り震度七なれば倒壊の危険性ありと言

われて一部に再開発の声あると とも報ぜられていたが，英，仏，独或は

地震国と称せられている伊国など欧州諸国 lζ 於ても優に 150 - 350年の建

築物がよく保存されて街の調和がよくとれていると とを考える時，ω-

85年位にて当時専門家が最善を尽して建築されたととを考えるとき，十

分の補強を しても ，是非保存すべきであると考える。

扇 谷 弘 一

日本住宅公団理事 53才

- 中之島東部の歴史的環境問題に関して

関 心一一ー ある あ ま り な い その他

再 開 発 一一 賛成 条件っき賛成 0 その他

保 全一一 賛成 条件っき賛成 その他

現存建築物は ，建築的にみてさほど価値あるものとは思われない。単

なる懐古趣味的な意味での保存は無意味であろう。むしろ大阪に欠乏し

ているオ ープンスペースを確保する方向での . ur ban landscape 的視

野からの整備が望ましい。その際現存建物の一部がモニュメンタルな姿

で取入れられる可能性 もあろうが，その全てを残す必要はない。また，

跡地を埋めつくすような高密度の再開発も良くないと思う。

林屋辰三郎

京都大学人文科学研究所員 59才

園中之島東部の歴史的環境問題 IL関して

関 心一一 O ある あ ま り な い その他

再 開 発 一一 賛成 条件っき賛成 その他

保 金一一0 賛成 その他条件っき賛成

ちょうど東京の日本銀行本館が重要文化財に指定される報道! こ接しま

しTこ。

大阪のとの地区の建築物はいずれもそれに準ぜられる近代の代表的建

築であり ，大阪近代の歴史的遺産です。破壊につながる再開発によっ

て，永久にその姿を失う乙とは，戦災 lζ も勝る大きな損失です。

102 

田 辺 聖 子

作 家 45才

- 中之島東部の歴史的環境問題に関 して

関 心一一一O ある あ ま り な い

再 開 発一一 賛成 0 条件っき賛成

保 全 一一0 賛成 条件っき賛成

その{也

その{也

その他

古い建物を現代の技術で補強する乙 とは不可能だろうか ? あたらしい

たてものは. m致! c 乏 しいので，最新の技術を使って古いたてものをの

ζ すこと ，ベんりよく使えるようにする乙 とを専門家に考えてほしい。

直木孝次郎

教育公務員 54才

- 中之島東部の歴史的環境問題に関 して

関 心一一一0 ある あ ま り な い

再 開 発 一一 賛成 条件っき賛成

保 全一一 0 賛成 条件っき賛成

その他

0 その{ 也

その他

歴史的環境は保全すべきである と思いますが，内部が老朽化 している

所は，できるだけ 改良 ・現代化 する乙とは必要でしょう。府立図書館

は，現在のものを分館 として，近代的図書館をべつに造るなどの措置を

希望します。

イ二田 勇

無 職 阪大名誉教授 74才

- 中之島東部の歴史的環境問題に関して

関 心一一一O ある あ ま り な い その他

再 開 発 一 一 賛 成 0 条件っき賛成 その他

保 全一一0 賛成 条件っき賛成 その他

日銀と市庁舎は洋風建築として外人も美しい といっています。日本の

歴史，大阪の歴史の一端を後世に伝える乙とは大切とおもいます。

中 瀬 寿一

大阪産業大学教授( 前経営学部長) 46才

- 中之島東部の歴史的環境問題に関 して

関 心一一O ある あ ま り な い

再 開 発 一 一 賛 成 条件っき賛成

その他

そのf也

そのイ也保 全一一 0 賛成 条件っき賛成

中之島保存の問題については ，世界史的，人類史的観点から考える必

要があり ，乙の点. r朝日新聞 j (73.10.27夕刊〉に畜いたので，およ

み下さった方も多いと思うが. r大阪春秋J (第 2 巻. 74年 l 月干ij ) や

『歴史科学J ( 大阪歴科協機関誌. 74年 1月刊予定1 にも書いたので，

およみいただければ幸いである。

主な点を書いておく と， 次のとおりで，裁判所の赤煉瓦をぶつつぶ し

た者への憤りにうちふるえている。地震で危いからつぶせなどという建

築学者がいるらしいが，そんな「エ セ学者」がいるかぎり ，日本( 大阪) は

よくならないだろう。もっと科学的民衆的な立場 IC立つべきだと思う。

みおっくしの鐙とルネサンス風塔屋によって市民の愛すべきシンボ J レ

となって きた市庁舎は，世界各国の古い都市 K 多くみられるように，乙

れをつぶすのではなく内部を改造してミュ ージアムとし ，郷土博物館，



民俗芸能館，近松 ・西鶴文学館，大空襲展示館その他としてなが く保存

されるべきである。

イタリア ・J レネ サンス様式の日本銀行大阪支庖の建物は，最近，イギ

リスをはじめ世界 IC普及しつつあるインダストリアル ・アーケオロジー

( 産業考古学) の流れをくんで，船場 ・島の内その他，大阪町人の歴史と

経済発展を中心にした産業考古館として保存するのが最もふさわ しい。

やはりルネ サンス様式で，古代ロ ーマの逃風と いいたいよ うな大らか

さの正面玄関をもっ府立図書館や中央公会堂は，中之島の景観になくて

はならぬ点描だ。乙れらをつぶすととは，なにわっ子の壌や故郷をうば

いとり ，歴史豊かな都市を，ますます冷やかな高層ヒリレと殺風景な砂漠

( さばく) の町 lζ 転落させるものにほかならぬ。

川に面して，ロ シア風の緑の ドームと赤レンガでおわれた裁判所の エ

キゾチッ クな姿は，中之島の都市景観にひときわ優美さをそえる 大正前

半期の歴史的建造物だ。さきどろから取り壊し作業が始まり ，年内 lζ は

姿を消すようだが乙れは採光面などを検討の上，ぜひ国立美術館として

保存してほしかった。げんにかつて師団司令部や市答 ・府笹本部のあっ

た建物が. 62年から全面的に市立博物館( 大阪城公園)1ζ 転換したが，そ

乙になんらイメ ージのギャップが感じられず，今日では権力機関の象徴

だった事実さえ忘れられている。そのことを思えば裁判所はまさに国立

美術館( 大阪にひとつもない) にもって乙いの建物だったのだ。

もとより乙のような保存，とくに解体破壊のためには，住民全体の コ

ンセンサスが必要であり ，市民の活発な論議が期待される。だが，公共

建築物の場合，社会 ・公共的見地からはるかに保存対策がお乙なわれや

すい。すでに日銀京都支庖 (1906年) などは重要文化財に指定され，平

安博物館として人類の共有財産 となっている。

さらに ，歴史的な都市美観をそ 乙ねる不必要な若干の高速道路や建造

物などは撤去し ，中之島一帯の自 動車の立入を禁止するとともに ，難波

宮跡( およびいずれは石山本願寺跡) を徹底的な発掘調査のうえ，完全

な形で再現し ，それらをふくむ広大な大阪城，難波宮跡史跡公闘をつく

り，旧砲兵工廠内{ C侵入した企業には撤去を もとめ，桜宮公園をもっと

ひろげて，乙れとつないでいく。

そして造幣局 { C も移転してもらい ，現存の造幣局博物館を拡張し，さ

らにその西側 { C昔の与力町を再現し ，大塩平八郎記念館を創設すること

にしたい。また ，船場K は現存する緒方洪庵の適塾の保存充実のほか，

西鶴庵や懐徳堂，さらに銅座および銀座，花外機や帝国座その他を復元

し，大阪の生んだ誇るべき町入学者山片ぽr桃記念館をぜひ設立する 必要

があろう。乙うして "狂気の時代" に埋立てられた堀川や横堀川 ，曽根

崎川なと歴史豊かな河川をもう一度掘りお乙し ，川口町には外国人民留

民館の再現とともに 俊文明開化記念パーク" をつくり ，東の大阪城 ・難

波宮跡史跡公園，桜宮公園から ，西の文明開化記念パークにいたる ，一

大都心公園をつくりあげたい。

小鳥のさえずる原生林のめいだには，野外音楽堂や各種の文化 ・スポ

ーツ施設をおき( 阪大跡を中心に) ふたたび泳げるようになった美しい大

川の流れに釣糸をたれ，川舟をうかベ，昔の蔵屋敷や八軒家風景をその

まま復元する。そして ，アムステルダムなどのように市内巡航船や" 野

崎まいり "， 旧大和川筋をさかのぼって宮田林や国分( さらに飛鳥〉ま

でいたる "剣先鉛" ，淀をのぼりおりする定期船の発着場なども再現さ

せたい。ただし ，橋本その他の遊廓の復活はしないが，その遺構は後世

のためにの乙す方がよろしかろう。

ζ うした構想を，簡単 {C. " ながい秋の夜の夢物語" として，今日い

ったい誰が一笑IC付しさる乙とができるであろうか。大阪の住民が，そ

して全日本人が，いや世界人類がそれをなにわっ子に期待している ，と

いったらいいすぎであろうか。

そういう古代，中世と近 ・現代をうまく "調和" させた都市が，世界

ICいくらでもあるのだ。私は海外を歩いてしみじみ痛感した。乙れ乙そ

きれいな空気と水と緑をとりもどす "大阪ふるさと計画" であり ， " 大

阪にノレネッサンスを ! " の叫びの具体化にほかならないのだ。いま乙

そ，クソ ・レアリズム [ζ 流される乙となく ，ながい ，そして明る い未来

ICむかつて大きな希望を恩いきりふくらまそう。

要する! と中之島の保存の問題は，単 IC一個の建物の存否にとどまらず

関係当局の郷土愛，歴史尊重，そして公害対策，都市美観，さらに都市

の将来にたいする基本姿勢を問う ものである ，といっても決 して言いす

ぎではなかろう 。

竹中 郁

詩 人 69才

- 中之島東部の歴史的環境問題に関 して

0 関 心一一一 ある

再 開 発一一 賛成

。保 全一一 賛成

あ ま り な い

条件っき賛成

条件っき賛成

その他

その他

その他

木造建築にそそぐ愛情とくらべて，石や金属建築に冷淡だったわれわ

れ。 乙ζ らでその双方に十分な評価と愛情とをもっ習わしを持ちたい。

その契機として乙の中之島問題をとらえたい。

才
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夫

一
一

一

陣立

尾

市

t

A
、

『

R

H

私

大

- 中之島東部の歴史的環境問題に関して

関 心一一ー0 ある あ ま り な い その他

再 開 発一一 賛成 条件っき賛成 0 その他

保 全一一0 賛成 条件っき賛成 その他

当館( 府立図書館) は明治中期 IC建設さ れた石造建築物であ って意匠

的lζ 優れ，野口孫一設計の代表作としても著名で，現存する明治洋風建

築のなかで極めて価値の高いものと評価されているので，郷土大阪にお

ける貴重な文化財として現在地に永久に保存したい。

港野喜代子

土

す

コ
エ
ロ 人 60才

- 中之島東部の歴史的環境問題 IC関して

関 心一一 O ある あ ま り な い

再 開 発一一 賛成 条件っき賛成

そのイ也

その他

保 全一一0 賛成 条件っき賛成 その他

大阪に ムダある風景 としてもよいのです。その美しさをさらに調えつづ‘

ける 乙とです。御堂筋も含めて。

⑥大阪市内へきた旅の人たちゃ，修学旅行などの少年少女が先ず中之島

の橋の上から ，大阪のメカ ニズムと大阪の持情を . i 眺めの一撃に』 と，

乙れからももっともっと緑と花と ，河と建物の乙の構成を，守る乙と。

⑨そ の他 {C . 市内で，緑のある大阪の『乙乙乙そ美しい』と言える場所

はど乙でしょうか ? おいてけぼりをくったような古び了こ風景が時には

時代を先きどりしてはゆっくりと未来につづく場合もあるのです。もう

一度思案を重ねてから ，砕くならどう ぞと止めはしないが，胸が痛みま

す。
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正和平山
平ー杉山

29才

- 中之島東部の歴史的環境問題 IL関 して

関 心一一0 ある あ ま り な い

再 開 発 一一 賛成 条件っき賛成

保 全一一0 賛成 条件っき賛成

その{也

その他

その{ 也

弁 護 士
59才

- 中之島東部の歴史的環境問題に関 して

関 心一一一 ある あ ま り な い

再 開 発一一 賛成 条件っき賛成

保 全一一 0 賛成 条件っき賛成

その他

その他

その他

人詩

内部改装，補強などしてでも是非保全 して 頂きたい。島の中でもあ

り，別天地をなす大阪でt は唯一つの景観で・すから。

寿岳 章 子

京都府立大学教授 49才

回中之島東部の歴史的環境問題 IL関 して

関 心一一一O ある あ ま り な い

再 開 発一一 賛成 条件っき賛成

保 全一一 賛成 条件っき賛成

文江出

その他

その他

その{ 也

57才

- 中之島東部の歴史的環境問題に関 して

関 心一一 0 ある あ ま り な い

再 開 発一一 賛成 0 条件っき賛成

保 全一一 賛成 o条件っき賛成

大 阪労演事務員

失ったが最後というものについて， 日本人はあまりにも軽卒すぎま

す。大阪でも っとも美 しい場所が，ホロボサレノレのはいやで- す。

その他

その{也

その他

市庁，図書館については ，そ乙 tζ 働らく ，また訪れた人たちが気持ょ

くすごせる場所である 乙と，公会堂は今日の劇場としての機構と機能を

もったものでないと ，建物はあっても意味はないと思います。その妥件

がみたされるなら保存もいいし ，或は， 乙の際長期的な展望のもとに，状

況にみあった新しい街なみの美を追求される とと もいいのではないで し

ょうか。その場合大阪市中心としての風格と風情をほ しいと思います。

高いだけがとり得 といった， また奇をてら った建物がならぶのではな

く， ゆとりと賛沢な雰囲気をもった，市民の心をなどませる場所になれ

ばと恩います。

康 夫小 泉

44才

- 中之島東部の歴史的環境問題に関 して

関 心一一O ある あ ま り な い

再 開 発一一0 賛成 0 条件っき賛成

保 全一一 賛成 条件っき賛成

月刊オ ーノレ 関西編集 長

その{也

その他

その他

オー ノレ関西株式会 社
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全面保全が望ま しいが，時節柄いた し方ない。また，市民不在地域であ

るた め 反対 運 動 も実 を 結ばないと思う。現実 ｉｃ ， 赤ｾ瓦 の裁 判所の 建 物

も殆ん ど取り 乙わされてしまっている。それよりも ，残すべき環境の画

を描いて条件っき賛成 ぐらいが実際的。現在の大阪の文化iζ 対する関心

度か らい って も，乙の条件っき賛成でも非常 に難か しいと乙で しょ う。

正己竹内

67才

- 中之島東部の歴史的環境問題に関して

関 心一一 O ある あ ま り な い

再 開 発 一一 賛成 0 条件っき賛成

保 全一一 賛成 0 条件っき賛成

その他

その他

その他

大学教授

中之島は大阪の顔であるが都市の機能は時代とともに変る。そ 乙が都

市業務地区の南北東西の中心部にある という とと からする位置づけ と，

大川筋河川の東西方向からする公園，緑地，文化的遺産を中心とする環

境保全の重要性との両面のかねあいで再開発の保全も考慮されねばなら

ない。環境，長持続，機能の三面からする 検討を厳密に行い，いくつかの

案でそれぞれのもつ窓義，効果，デメ リットを比較検討 して決定する必

要があ る。
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第 3部 資 料
都 市 と 景 観

神戸の景観に関する 100 人アンケート報告書から

新 建築 家技術 者 集 団 兵 庫 支 部

7  

- アンケートで世論 喚起

「神戸のよい景観がどんどんなくな っていく J rいまのうちになんと

かしなければJ rともかくいろんな人に訴えて世論をおとしてい乙う 」

一一私たちがく神戸の景観に関する 100 人アン ケート 〉をはじめたきっ

かけはざっととんなものであった。 デー タを集めて分析するといったむ

つかしい乙とより ，ともかく 100人の識者に私たちの意園を訴えようと

いう気持の方が強かった。だからアンケート項目も ，①一番好きな景観

は? ②一番嫌いなと乙ろは ? ③残しておきたいと乙ろは ? @いま

はもうないが残しておきたかったと乙ろは ? ⑤神戸の都市のイメ ージ

は? ⑤景観をよくするには ? ①北野町を守るアイデアは ? といっ

たきわめて簡単なものであった 。

郵送アンケ ー トでもあり ，最初はどの程度の返事があるか検討がつか

なかった。しかし，最終的には51名の人たちからど返事をいただいた。

それも例外なく，きわめて熱心な回答ばかりである。それらを読んでい

くと ，よい景観を急速に破壊 していくものに対する憤りが，私たちの胸

11 : : 伝わってくる。景観破壊に対する日頃のうっぷんを表現する場を乙の

アンケー トが提供したのではないかと私たちはうぬぼれたりもした。病

気で安静の床から ，回答はできないが，いい企画だからがんばってほし

いという激励もあって，私たちを大いに感激させたのである。

ともかく，乙のアンケー トは私たちの期待を上回って，ずいぶん興味

深いものとなった。ぜひ印刷してより多くの人たちに という声が自然に

お乙ってきた。私たちは，いろいろな無理を承知で自貸出版に踏み切っ

たのである。乙うしてできあがったのが「都市と景観一一よき景観を守

り育てよう一一 』である。

以下，主要な点について簡単にふれてみたい。

- 景観の多 様 性

アンケート を通 して感じられる 乙と は，景観の把え方が，生活実感に

左右されていると とである。

たとえば，職業の違いからくる生活行動によって少しづっ景観の把え

方が異なっている。画家の方々は ，イーゼJ レを立て ，絵筆をもって眺め

た対象のなかに好きな景観をみいだしている場合が多い。一つのポイン

トから . 近景，中景を通して遠景を眺める景観となっている。また ，新

聞記者の方々においては，よく歩きまわるのであろうか。好きな景観と

して，道筋ゃある町の界隈などをあげている例が多い。それはビスタの

変化など視点の移動をともなった景観として把えられている。

さらに，当然の乙とながら ，住んでいる所や，よく行く所に景観 [ζ 対

する指摘が多くみられる。したがって，だれもが行く都心地域，あるい

は居住地周辺というように日常生活の行われるととろに対する関心が強

い。また ，通勤途中というととで ， I湊川ー鈴蘭台の神鉄沿線の景観」

をあげている例があったが，乙れなどは，景観が日常の生活実感のなか

に生きているよい例であろう。

乙のように職業とか生活範囲など，生活実感の違いによって景観の把

え方 も異なってくる。と同時に，景観とは，一人ひとりの日常生活のいろ

いろな場所，瞬間で，きわめて多様に把えられるという乙とでもある。

乙れは言いかえれば，景観を良くしようという場合，ど乙か目立つと

とろだけの ワンポイン トの改善では十分ではな く，市民の日常生活が営

まれるすべての地区で改善されなければ，ほん とうに良 くなったとはい

えないだろ う。景観とは，きわめて総合的なものといえそ うである。

- すすむ景 観 破 壊

神戸のイメ ージは ? という設聞には， I山と海の町J というのが最も

多かった。なんともあたりまえの答であるが，乙れまでその山と海が大

切にされなかったととを考えれば，乙の平凡な指摘の重要性をあらため

て感じないわけにはいかない。

また ，好きな景観は ? 嫌いなと乙ろは ? の設聞に対しては，さきに述

べたようにきわめて多様な回答があったが， ζ れらの景観の成立年代を

大雑把に分類してみるとおよそ表 1 のどとくなる。乙の表を見て一回で

気づく乙とは，好きな景観が戦前 iζ 集中しているのに対し ，嫌いな景観

が戦後，それも乙乙 10年くらいの聞のものに集中している乙とである。

つまり ，古き良きものを，新しい悪しきものが凌駕しつつあるという乙

とになろうか。ともかく ，乙のアンケー トは ，最近の進む景観破壊に対

する厳しい告発となったのである。

なぜ乙うした景観破嬢が進むのか。 アンケ ー トでみるかぎり，都市政

策の貧困を指摘する向きが多い。宅地開発，海面埋立，都市改造，道路

建設，モ ータリゼーションなどが，新しい良き景観を生みだすど乙ろか，

乙れまでの古き良き景観を破壊してしまったのである。しかも ，乙れら

の都市開発は，一方で，生活環境の破壊要因としても多くの問題をなげか

けたものばかりである。つまり，景観というのは独立して存在するも の

ではなく ，したがって，単に景観だけが悪くなるというととではなし

生活環境全体が懇くなるなかで景観も乙わされていくという乙 とであ ろ

う。景観は ，生活環境の一種の リト マス試験紙といえないだろうか。

・景観創造への提 案

景観をよ くする提案は ? という 設問! c 対しでも大部分のかたから具体

的で有意義な答をいただいた。 乙れらから， r現在の景観はもっと よく

なるのだ。それに対して種々対策がなされていないし ，今からでもやる

神戸の景観 K 関 す る 1. .v ，J  

1 0 0 人 7 : / ク ー ト

集計地図 3  ( 郊外〕

1  一番好き在街並や景観0

2  一番嫌い在ととる ・

如 意 寺

。太 山 寺

O 白川台からの

。 眺め

団地

•• 
海上からの眺め

0 0  
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表 1 建設年代でみた好きな景観 と嫌いなところ

コで
明治以前 明治元年 戦 前

六甲山から 6  白鶴美術館住吉 5  北 野 町 界 隈 19

2  
フE 田T 通 4

六 甲 山 系 2 篠原護国神社付近

; 毎 か ら 3 書量 宮 道 3  

御 影 の 南 |

好 岡 本 |

き

神 戸 全 体 |  栄 町
阪 急 六 甲 北 |

なノ

須 磨 舞 子 3 港
力、

Lつ 3  神 大 へ の 道 |

育E 内 l

景

有 馬 l メリケン ，皮止場

青 谷 付 近 2

監
書g I  修法ヶ原の外人墓地 l

主旦
色 崎 l

如 意 寺 | シュラ インロー ド
千 守 町 l

太 山 寺 l
湊 川( 一神鉄鈴)蘭 台 I  

主性 長田 ・葺合のス ラム 3  

L 、
新 生 田 川 南 2

新湊川 ・新生田川の

な
国鉄よ り南地区

と
キ富

南

*  王
』

ろ

ｾＺｴ＠ 主柱

此請を

l勾 百t

数

占.t¥i 制 j立により多 〈何 人 ｈｪｬＢＧＺＮｮ Ｎ Ｎｾ の ＱＨｉｊ 1: 7  

1  2  ｈｩｬｾ の怠比を ｊ｛ ， ｉＩｽ､ｌＺ る 制伐 の 旅立 3  

をよりセンス 町 ある人を 行 政 体何 デザイ ンオ ンチ 2  

IBTI ニu を 1  0  

1' 1然を えr 1) 回復する 2 6  

山 町 内然 ｦｾ ，岨 9  

海 以内 人¥111 常 1:11 化 5  

Ａ日 Ｑ｛ Ｑｇ Ｑ Ｑｦ Ｑ Ｑｩ Ｑｾｾ 守百荏 Ｑｩｪｴ [1 2  

阪 史 的 町 位向 保 存 7  

住民1' 1 ら町 犠リ 1-_ リ 2  

条例、 J也1><:1行〉記事によ るf¥! "(J 3  

l J ! 築の デザイ ン統 ー 1  0  

1よ代物I J I . O;11 4  

l J ! 築物事 的 デ ザ イ ン 統一 1  9  { 持必主. I l 築物 の 除 l 2  
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主.Il ベ イヰtによる: 1111限 1  

.:':jl ，丙化によるオ ー プ ン ス ペ ー ス 町 刊)11 5  
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N'/; 町村' 1' ( にあ っ たml :fe J i J¥ 5  

ポー トアイ ランドの f[l J11 2  

その他 細 川町 従 業 3  

'lt 染 入 札 制 限 4  

本 町 胤巾l 8  r: ':ji 車道路 町倣 1， 3  

その1也 1  

ぁｾ ら め明 1  あきら内咋J 1  

ノa、s  
8 8  

必要がある」 といった非常に前向きの姿勢を感じ とるととができる。い

ちいち提案の内容に触れる暇がないので ，内容別 K 分類した一覧表をか

かげておくに留めたい。( 表 2)

- 北野 町の 保 全

最後に ，ケーススタディとしても取上げた北野町( いわゆる異人館が

集団的 IC残っている高級住宅街) について触れてお乙う。

好きなと乙ろは ? 残しておきたいととろは ? および残しておきたかっ

たととろは ? という三つの質問に対し ，いずれも一位を占めたのは ，北

野町界隈である。

北野町はとの 10年の間1[ ，まず ，いかがわしいホ テルに浸蝕され，つ

づいて 7 ンシ ョン攻勢にさらされた。かつて 10年前には約50軒あった異

人館は ，現在30軒しかない。「北野町はもうない」といってもいいほどの

変りょうである。乙う感じた人たちは ，北野町を「残しておきたかった

とζ ろJ Iζ 分類されたのであろう。 しかし ，一方，まだ約30軒の異人館
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原 2

町 l

第 2 次官

諏 E方 山 2

布 引 、 市 ヶ 原 l

ジェ ー ム ス 山 2

ト ア ロ ー ド 4

京 目T ｾＱｩ＠ 2  

界大戦 戦 後

夜 景 l

県 庁 付 近 2  

フラワ ーロー ド 3  

篠 宮 公 菌 l  

白 川 台 か ら l  

貿易センターから 2  

高速道路からの眺め !  

神 戸 駅 大 開 通 l  

六 甲 山 系 の 開 発 2

鶴 甲 ・多 問 団 地 l

湊 川 ー 鈴 蘭 台 l

団 地 ( 独 立 住 宅 ) 3  

高 層 団 地 l

国道筋沿 ( 2号線) 3  

第 2 国 道 沿 l

高 速 道 路 l

西 灘 工 業 地 帯 3

和 国 岬 1也 区 l

港 l

新 開 地 の 裏 l

新 開 地 2

高 架 下 の 商 庖 街 2

国 際 マ ー ケット 2

三 宮 付 近 4  

フラワーロードのペンシルビルの例 l  

都心の建物と広告 2  

生田神社付近( ノミ屋街 ) 5  

北野のホテル |  

彫刻のある交叉点付近 l  

サ ン チ カ l  

ダイ エー 前 l日市電通 l  

十合南のパチン コヤ l  

大倉山体育館付近 l  

場楽園( 閉鎖時の) I  

乗 水 銀 座 l  

六甲道改造ピル l  

マンショ ンの;庄が押しょせる

(北野町〉

が現に存在しているし ，それらがホテルや 7 ンシ ョンに押しつぶされな

がらも ，なおけなげに北野町の魅力を語 りかけているのも事実である

( 写真) 01好きと乙ろ H 残しておきたいところ J ( C分類した人たちは ，

乙れらに最後の望みをかけられたのだろう 。私たちは「好きなととろ」

「践したいところ J i 残しておきたかったと乙ろ」のすべてに北野町が

多かった乙とから ，北野の人気の根強さととも 1[ ，いま急速に変ぼうを

とげつつある北野町の率直な投影をよみとることができた。北野町の保

全策を早急 lζ 検討すべきときである 。

x  x  x  

以上 ，どく簡単にアンケ ー ト結果について述べたわけだが ，紙も限ら

れており ，きわめて舌足らずの紹介文となった 。もともと記述式のアン

ケー トであるから ，分析もさる乙とながら. 生の回答文を一読願うのが

一番いいのかも知れない 。良き景観を守り育てるため ，ぜひ乙の報告書

を多くの方々に読んでいただく乙とを願っている。 ( T )

くな お，報告書は実質てお わけ しま す。 078 (221) 6i 05 神戸市主合区御率通 3 - 14まで〉
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近畿における歴史的環境の類型について，大阪府，京都府，兵庫県，和歌山県，三重県，滋賀 県 ，

奈良県の文化財保存の関係課へ，資料提供をお願いしていたが，大阪府，和歌 山県 ，三重県 ，滋賀

県 ，奈良県の事例の回答がき たのでそれを紹介する。他は期 日までに聞にあわなかったの は残念で

あるが，後日をきしたい。( 日本建築学会近畿支部環境保全委員会)

歴 史的環境の類型と保全のあり 方 〔三 重 県〕

----------- 項 目

名活 ご ご! 現 況 歴 史 的 意 義

亀山城の近辺において江戸時代 東海道五十三次のーっとして ，

の面影を留めていると乙ろがあ 城下町，宿場町として栄えた と

類 型 | 住民意識
住民 運動 | 問 題 点 h保全の方向 |

の 経 緯 1 1'" " ，.  r. ; '， 1""= V J . I J  ｉｾ Ｇ＠ 1  

特別の保存運 |この現時点に |点在する比絞 |

動は行われて |おいては，町 |的古い民家を i

いない。 1 の大きな変貌 |部分的保存す

は避けられな |るより方法は

交通量の泊加

と共に道路も

狭路化し ，町

の改造を居住

民はl t んでい

る。

城 下 町

宿 場 町

山

る。 乙ろである 。

い。 1 ない。

ら

存

る

は

い

何

保

い

策

て

は

で

て

体

れ

局

形

え

具

ら

。

当

の

考

'

て

い

町

か

を

が

た

な

あ

に

で

で

並

ん

つ

町

選

ず

'

が

。

し

が

遺

る

少

る

改

い

宿場町の保存

については，

住民の中の有

償者の串に現

状保存を僻え

る人もいるが，

一般住民はそ

れほど関心を

示さな ( ' 0 I  I  目 I  

地主主の居住民 1 1昔ながらの生 |市当局の方針 |

のなかには. I  I垣をブロ ック |としてはでき |

できるだけｾ • 1塀に改造して.1袋ピ警官室 |

殿町の旧態を ーーー |景観をそこな |向であるが，

崩さないよう |う懸念がある01居住民のまと

にしたいとの 1 まった態度は

意向もある。 I I円されていな

匂・。

古い江戸時代からの宿場町とし

て. その面影そ留めている c

関の町は ，日永追分と江戸橋と

に分かれていく分岐点 と して ，

宿場町として ，江戸時代に重要

な位置を占めていた。

宿 場 町関

松 阪

下級武士団の詰所たる護城番を

中心として ，生垣 lζ 閉まれた侍

屋敷が残っている。ただし昔の

ままの住宅( ; i 少ない 。

城 下 町

紀州初歌山越! こ属してからの殿

町の形態をよく留めている。

殿町の場合

土塀をプロッ

ウの場に改変

する可能性が

多分にある。

江戸時代末期から明治時代にか

けての豪商の家屋構造を留めて

いる地按がある 。

江戸時代に伊勢商人の発祥地 と

して栄えた ，その当時の町並を

留めている 。

松 阪

1:万町の場

歴 史的瑳境の類型 と保全のあり方 〔和歌山県〕

豪商ｾ落

| 類 型 | 住民意識 1 t 3守 喜 | 問 題 点 |保全の方向

ト芝三
;兄 歴 史 的 意 義現

町並は約 5∞ m の長さにわたり

一 山 し て … 前 I ｾｾ＠ M aJJ I一 史

|語河本町線の拡!改遺等カf進んで

あり ，現在粉河本町線拡幅のた

家等に破箪を な し
にともない施町いる折. 調査お

粉 河 町
町である 。 門 前 町 憂慮する動き

が奨励して実 よび保存につい

め約 7 割が，改造取り壊しが行
しているため保 ての倍し合いが

われている。

がある.
存点について問阻 必要。

が多い.

町並としての外 国道に面してい

かけづくり

現在国道24号線の南脇 (C位置し 徳川家入城後城郭と外郭一帯を
武家屋敷町 特になし

な し
観はほぼl日態を るため今後開発

約 450mにわたりほぼ旧観を残 守るために嘉家造町を造成した。 部残のし改て内いる大が内き

が大いに予想さ

れよる保ため存調査お

(和歌 山市内)
している c ( 街道町〉

び につい

保問存題するための て倍し合いが必

が多い。 要。

内、
海南市の川端通りを中心lζ 東西 江戸時代末より明治時代にかけ

漆器の製作

海 南 市
2∞ m南北2∞ mの範囲 lζ 残って

ての民家で，下図のよ うに道路

おり . 250 戸うち約 9 tlJ が漆器
に対して斜めに建てら れており ，

関係

之 F 司 関係 lζ 携っている。

一 機
黒 ー( 江

関係 lζ より特殊

.開. ... .. . .1  な形になったも

ー ". .噌 ・

のと恩われる。

岩 出 町 | 出 向 臥 た 間 約5∞
天正の兵火後，江戸時代iζ 復興

根 来 寺

mのうち現在約ω戸を残すのみ した門前町で，兵火前 の地区名

根 来 である 。 ! こ「番」が今でも残っている。

門 前 町

下 津 町
海岸線約 1 kmにわたり商家倉， 南北朝の頃中世的宮座が成立し ，

1毎 述

民家( 漁家) が残っている 。 江戸時代，廻船業が発達 し， 米 ，

塩 津
魚 ，みかんの取引所 とし て発達。

漁 村

由 良 町

戸津井 ，小引の 2 つの地区より 江戸時代関東への出稼 ぎが多く ，

漁、 村

なり ，約61戸で農業を営んでい 古文書も有する。戸津井 ，小引

戸 津 弁
るが，建立時代の姿を とどめる がそれぞれ共有網 をもって漁獲

ものは少ない。 を競った。

中 辺 路 町
近露王子跡を中心に約 2∞ 戸の

熊野古道lζ 位両倉豪置，族旅し南館の北拠家朝より検

矢 ，野長米瀬 根 地とし 宿 場

近

dコ"
集落で ，ほとんど明治以降の建

て栄え， の 号，様

露
物。 式を残している。

建築と社会/ 1974年 1月号 107  



歴史的理境の類型と保全のあり方 〔大 阪 府) i 。

以' Fのほかに右の‘ 寺内町一一八尾久宝寺，八尾，高槻富田，大雅塚 街道町ーー柏原(三国家周辺) ，河内

ものがあげられる。 長野三日司" 旧竹内街道沿いの民家 (太子町〉 集落一一中小阪島村集落，泉佐野港町

よ 古 里 旦|

現 i兄 歴 史 的 意 義 | 類 型 | 住 民 蹴 順 守 霊 | 問 題 点 |保全の方向

旧平尾，千早 ，東角野の街道が 富田林の成立は永禄冗年，証秀

交文する高台に立地し ，南は石 上人が宮田の荒地を開発し ，近

川にのぞむ。輿正寺を中心lζ 整 在の 4 カ村の庄屋株 2 人ずつ ，

富 田 林

然とした地割がみられ，江戸時 計 8 人からなる年寄により経営

寺 内 町
富田林を守る会

代初期の建物をはじめ多数の建 されたのに始まる。元禄から享

物が現存する。東西約3∞m，南 保にかけて河川による河辺が関

北350mの地域。 かれるとともに ，綿作，酒造業

を中心 IC発展した 。

貝塚寺内町は紀州街道をとり乙 天文10年lζ 根来の僧卜半斎了珍

み，乙れにほぼ平直行する道路 によって関かれ，天正年間 ，貝

によって区割された町割をもっ。 塚道場が本願寺となってから繁

貝 塚

南北8∞m ，東西4∞m。町屋は 栄した。

寺 内 町

紀州街道沿いに良く残り ，江戸

中期以降のものが多い。願泉寺

を中心と した寺町一帯もよく面

ｾを伝える。

堺市の旧市街地にある。周囲の 堺は室町時代初め頃か ら，町民

首長は良く痕跡をとどめ，町寄l も
の自治の特権が認められ，自由

当初の姿をほぼ伝える。南北
都市として発展した。

2，8∞m東西 150mの範囲である

堺 が，町屋の良く残るのは北端の
自由都市

北旅館町一帯で南北 3∞m ，東

西150mで，切妻造本瓦葺の主主

物が多い。国指定重要文化財山

口家住宅を含む。

大阪平野のほぼ中央に位置し ， 上古は杭全神社の荘園 。豊臣l時

東西 ・南北とも約 8∞m の地域
代は平野地区を区分して支配し

をいう。当町の町屋構は多くま
た七名家の一つで、ある末吉家が

た大念仏寺をはじめ寺院逃構も

銀山経営や海外貿易をお乙ない

平 野 郷 町
残る。周囲の濠の痕跡は良く残

末吉船の名をあげた 。庶民の間 自由都市

り，土居も一部にみられる。土

居に開く門は計13カ所あり ，門
では綿の独占的生産によって商

の遺構はないが，辻地蔵堂が入 業上重要な地位をきずき ，堺と

口の位置に全部残り ，旧 町の範 ともに自由都市としての一面を

図が確認できる。 もっていた。

北に五月山 ，東lζ 池田城祉 ，西 戦国時代は池田城の城下町であ

(C猪名川をのぞみ ，南は駅前の ったが，天正年間池田城が滅ぼ

商庖街 lζ 続く。南北約 5∞m ，
されると ，その後天領となり ，

東西約 4∞m の地域で旧城下町

北摂経済の中心地として栄え ，

池 回

の地 ｾｊ を良く残す。町屋遺構も
造酒屋を核とし ，町並を形成し

市 場 町

ていった 。造酒業は元禄どろを

6 割ほどあり，酒倉が各所 lζ 点
頂点 とし， その後衰退 していっ

在する。 たが，江戸後期から ，田Iの機能

は炭や植木の集積地と移ってい

っTこ。

南北8∞ m ，東西750mの地域。 もと岸村 ，中tit 和田氏の築城以

岸和田城天守閣は文政10年に焼 来，岸和田となった。近世的城

けたものを ，昭和29年に復興さ 下町となったのは寛永17年間部

れている。古い町並の残るのは
氏が高槻より移ってか らである。

岸 和 国
大坂と紀州を結ぶ紀州街道の中 城 下 町

紀州街道沿いで ，国道26号線の

閣をしめ ，泉南地方の物資を集

東半。城の周辺はわずかに地苦手j

散する商業の中心地として栄え ，

を残すのみで，古い建物は少な
明治の廃藩まで岡部氏 5，3∞ 石

し、。
の城下町であった。

枚方台地と淀川にはさまれた地 枚方は古来淀川交通の要地であ

域で，古来から交通の要地であ ったが，文禄 3 年秀吉が淀川左

ったが ，道路が山手につけられ， 岸 lζ 文禄堤 とよばれる堤防をつ

旧 京 街 道
旧京街道はさびれていった 。南 くらせ ，乙 れを道路として利用

宿 場 町

枚 方 宿
北約 3∞m，切妻造本瓦廷の町 してか ら，一層重要な町となっ

家が並び，保存状態も良い。 た。家康の頃，京，大坂を結ぶ道

路は京街道と呼ばれ，整備され，

慶長 6 年枚方宿が設けられた。

国鉄高槻駅北西にあり一里塚周 芥川は室町時代芥川氏のょった

辺は駅前か らの商庖街が続く。 ととろで ，三好氏をへて ，信長

旧西国街道

主要道路が南 lζ 移ったため ，西 の手IC入り ，和田氏の城下町と

国街道はさびれ，周辺は住宅地 なった 。西国街道は京と西国を
宿 場 町

芥 川 宿
となっている。約5∞m。芥川橋 結ぶ幹線で，旅館屋，茶庖などが

から一里塚の問。切妻造本瓦主主 軒を並べ，寛文の頃 ICは戸数8∞

平入の民家と委入の民家がある。 軒人口 4，( 別人を乙えたという。

108 



歴史的環境の類型と保全のあり方〔滋賀県〕

よそ1
現 i兄 歴 史 的 意 義 類 型 住 民 意 識

住 民 運 動

問 題 点 保全 の方 向

の 経 緯

若手層 と老年 青年会議所が 町並保存によ 都市再開発的、

彦恨城跡は特ｾｊｪ史跡に指定され 、 井 伊 家 の 居 城 と し て 慶 長 年 間 築 城 層は保存意1董 中心となり彦 る所有者の権 観光的、お よ

内 堀 内 は 充 分 保 全 さ れ て お り 、 内 され 、幕 末 の 大 老 井 伊 直 粥 の 住 屑
力行農L 、申 根史談会及び 利制限と経費 ぴ文化財的に

彦 根 場 附j! I の武家屋敷長屋門 2 件 l二彦 「埋木令」や大名庭園玄宮楽々図な 城 下 町

婦人会に呼ぴ の財源開発。 保全する考え

かけ保存運動 方のうち、文

宇良市指定の文化財になっている。 とと共に往時の減郭資料としてi ' i : を起しかけて 化財的に保全

重なものである。
いる。 の方向を考え

たい。

製 陶 事 業 所 数 110 信 楽 焼 の 創 始 は 鎌 倉 時 代 に 遡 1) 、

焼物を生業と 特に住民運動 秀れた技術保 古窯跡の劉査

企 業 合 同 に よ り 大 型 化 の 傾 向 は あ 中 世 六古 窯 の 一 つ で、室 町11寺代に
する町で、研 はない。 持者の育成と と保存。

f言 楽 町 るが零細企業が多い。 室 町 時 代 の は茶苦言が製作されるようになリ、 焼 物 の 日I 究、発展の意 産業近代化の 現在使用中の

古 究 跡 11牛が県指定史跡、県 指 定 後 、千 利 休 、千 宗 旦 等 が 愛 用 し た。

欲は旺盛であ 共存。 登り窯の継続

ｾ形文化財技術保持者 Ｒ 名 。
る。 使用。

近 江 八 幡

( 近江商 人

の町 )

坂 本 は 延 暦 寺 の 門 前 町 と し て 発 展 延暦寺、日吉大社の創始と発展、

坂本の住民は 特に住民運動 石垣積み技能 一部が大津市

延暦寺及び日 はない。 者のま見員が僅 指定史跡にな

し、幾十かの塁坊は 、いわ ゆる穴 江 戸 時 代 の 特 異 な 宗 教 都 市 的 歴 史

門 前 町

吉大社と共に かで、 後継者 っているが、広

大 津 市
太 衆干rt み の 石 垣 構 え で一大景観を 景観! 二見るべきものがある。

あるともいえ 育成を要する。 範囲を指定 し

なしている。大津市指定史跡。

るもので、保 て保存する 二

存意織が，畳い。 とが望ましい。

歴史的環境の類型と保全のあり方〔奈良県〕

訟そ1 現 i兄 歴 史 的 意 義 領 型 住 民 意 議

住 民 運 動

問 題 点 保 全の 方向

の 経 緯

奈良女子大学 「今井町を守 今井町は周辺、 文化財指定件1

の調査などに る会J カ、結成 と〈に西側lは 数をできるだ

よれば、保存 され、普及啓 開発が進んで けふやすとと

に対する住民 禁、他の保存 おり、また古 もに、 J席、から

町 並 保 存 l立、か な り 良 い が 、 環 濠 浄土: P; 7f ; 私; 念寺を Ij]心 に、 'i
'
世オミ

のかん心はか 地域との交流 い民家が多い 面への保存の

は一昔11 を除いて埋立てられ、近年、 領 か ら 発 達 し た 寺 内 町 で 、 周 問 に
な円高いが、 などをf子って ので、今後家 ため、住民の

d 7  』

弁 家の主主替もかなりある。今西家{ 主 !l 'J を廻らしていた。 寺 内 町

反対意見もカ、 いる。 の建替も急速 利益を尊重す

なりあると恩 に進むであろ るよう、住の

宅 を は じ め 、 7 件 が 重 要 文 化 財 の われる . うか 勺、対策 整備とともに、

指定を受けている。
は念、を要する。 防災、下水、

また環壊の保 電気、交通な

存もぜひ必要 ど多方面から

である。 の対策を必要

としよう 。

旧 城 下 町 と し て の 地 制 り が よ く 残 古くは東大寺荘問、中也; は' 1t日山衆

るが、各個別民家には、古いもの の う ち 、 辰 己 、 薬 図 な ど の 館 が あ

郡 山
は少ない。本町通りや紺屋町筋な リ、筒 井JI 頂度がj! I 世郡山城のもと

城 下 町

どが比較的! 日観を残している。 をはじめ、盟臣秀長入械により、

経営が幸子しく進み、江戸時代を j瓜

じて城下IIIT として栄えた。

重要文化財栗山家など、 ti い民家 奈 良 11年代から附けていたが、江 戸
最も保存の良 指定および保 現在最もよく

五 条

が か な り 残 るが、現 在 も っ と も 阿 H寺代には代行所が誼かれ、 fJ ト勢、 い部介は旧家 存対策の立案 残る部分の保

援 の 保 存 の 良 い の は 新l町の一 部 で 熊 野 、 紀J+[ 街 道 の 交 点 で 商 業 の 1[ 1 街 道 町

が多く、保存 および総合的 存は、ぜひ必

ある。 心 地 で あ り 、 天aU 且とのゆかりも

に対する意識 な調査の実施。要であろう 。

は高いと思わ

強 い。 れる 。

繁蔀守主f は旧観を失っている部分も 西 御 所 は 桃 山 11寺代に桑山氏が入っ

御 所

多 い が 、 一 部 に は 古 い 町 屋 が か な てその城下町として発達し、東{ 副l

町 家

り残る書11分もある。 所[ 二五5山一放の建てた 円 照 寺 の 寺

内町として発達した。

上 街 道 に 沿 い 付 近 に は 、 長 岳寺 が 織 田 家 一 万 石 の 城 下 町 と し て 、 こ

将P 本

あり、ｾｾ［ｾ神 、 景行ｼ凌などの古墳も の地方の中心 地 で あ り 、 上 街 道 に

街 道 町

多〈、街道筋には一昔11に旧観をと 沿 っ て 発 ii した。

どめる町震がある。
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よそ1
王見 i兄 歴 史 的 意 義 類 型 住民意 識

住 民運 動

問 題 点 保 全の方 向

の 経 緯

飛鳥時代の泣跡はきわめて多〈、 飛鳥時代の文化の中心てある が、

環境、遺跡の 「飛鳥古京を 個別民家には

保存問題に対 守る会J など 古いものは多

一 般には、良家の集落が多 いが、 者日が移 1) 、寺院の大部分が衰えた する住民意識 が活発な保存 くないと恩わ

岡寺 門前などには町屋も多い。 後は 、静 か な42村 地 借 となり、 i立 I民家集落
はきわめ て高 運動を行っ て れる が、 歴史

飛 鳥 地 方

農村風景は比較的 よく残る。とく E晴、の 多 くは地下に埋られた。また

いが、民家集 いる 。 的環境保全と

一 部門前町 落の保存につ からみ、新築、

に桧前! 立良い。 問 寺 l立西因 究 t.::::. 所の七番札所と いては、と〈 改築の際の環

なっている 。
に目立つ動き 境と in調和が

はない。 問題であろう .

今井、五条に

つい で旧観の

下街道と機大路の十字路 の部分は 、 下 街 j萱( 下つ j立と険大路はいすJ . L よく残る地区

古 風な町屋 のi託銀がなおよく残る。 も、古代大手日のむっとも重要な jli

で'あ町、街道

i ¥ 木 としてもきわ

であり 、この I.' j ' ・路は藤原京のj I G 1好 道 旧I 的て重要なポ

( 極 原 市)

ｾｴｆ ，ｾ｜と考え られるきわめ てＧ｛Ｈ要な
イントで、タト

観のみでも 、

ポイントである。 できるだけ残

Lt 二、、ところ

である 。

同I 筋の大部分の民家は新しいが、 松山( ; . rl'i 廿は千丸山 氏の城下町で 、

町屋の比較的

よく残る森里子

キま 山 一 部には奈ｾｦＺな ｉｒ 家が残 ＱＩ 、田 ｉ の 繊同氏人. l J >Q1五 l立、その城下町とし
18薬園あたり

{ 大宇陀町)
丙 ｪｮｬｬ 人口に日開門 Ｈ 史朗Ｚ 、 経 ｾｌｌｊｪｬｬｪ て ｾ｢ 主し、 ｊ｣ｈＺｉＧＮ ｦｈ ｬ 転 ［ 封の ｦ をむ ｴ 也

間T ｪｪｾ＠
の町並外観は

に問門) が残るのはとくに珍しい。 Ji の商業' 1 ' 心地として党j主した。

保存が望まし

L 、。

脇 本

大手口の農村 風 景 をよく残す、 i)¥':' J 伊勢街道に沿い 江戸時代には天領

( 桜 井 市)

ヰ1: も古 t 、。( 県指定) で、大手nの段付J:!i ¥;;t の- : ! ) f 円'1 であ 1;品

るほか、原史 ＨＱＱｲＡＺｾ をはとくにない。

術 大 路 がニ 山_I : の南関を越える竹 ji I いj:ij j萱lこiuい、竹内から大1. 反を この地方の環

竹 の 内 内街道の 山越の 入 口にあり、街道 越 え ると、 ￯｜ｦｾ の ［￯ｫｊ ｊＨ 粁匂 Ｑ ＩＱＱ｜ Ｑ めが 境保全の一環

として街道，官

( 錨 沿 い)

に而して 、 ｉｊｊ 家風 の 民家 制 ｾｪｬｾ ぴ、 あ Ｑ Ｉ 、 Ｑｉ Ｎ ｖＺｪｾ 引 にの倒 ＱＱ 凌 ｢ 多い。当
j(j :!;少Yi いの民家の景

の 農 村 旧観を残す家も多い。 麻寺f ， i!I < 、ニ山 1. .、お城、全1"JIJ 観を保存した

など古い廃史をむつ地域にある。

い地区である .

rz取城大手門跡に j必じ る城下 RJf で、

ｾ ＧＺｪ 取城 ｬ 立 Ｂ ＧｩｬｬＺ の ｉｬ ｊ 械とし て越 ｾｾ ｉ 氏

高 取 地 ;'1'1 りは良いが、1 . ;F( 1ーの町&. で|円

の拠点となり、 ｊｾｅ の家臣本多入

観を残す家もあり、もと家老LiI 敷

城以来、城下町が経営 され、_ I . .土 減 下 町

( 土 佐 )

休、下土佐、観党字、 子 嶋 などが紛i

の長屋門( 県指定) も残る。

l三い城下町として発注し た。

f; 1 i 奈築認と. して iit 鋭、保存比 t絞(I (j

大和郡山市 よい。

( 番 条)
家屋自体についての許しい調作は

まt:: て' ある。

環濠集落として景観、保存比較的

( 伊豆七条)

よい。

家屋自体についての詳しい調査は

まだである 。

環 ｩＩｾ 耳ｾ 1;存

環濠集落として荻税、保存比較的

(若 機 )

よい。

家屋自体についての詳しい調脊は

まfごで〉ある 。

I;! 涼集落としてイ' i t，o 環涼の保存

(稗 回)

も良い。 3荻原肉体についての却し

い調奈はまだである 。

安 堵 村 環 i奈の保存{ 立、比較的良い。

( i ! 9 安堵)
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第 3 部 資 料 歴史的環境保全運動リスト

白 川 越 郷 土 保 存 会

( 対象) 埼玉県川越市

9  

30棟余の土蔵をふくむ町並

( 連絡先) ) 1¥越市仲町 1- 12 川越商工会議所内川越青年会談所

( 代表者) 関谷芳弘( 建築家)

図 妻 寵 を 愛す る 会 昭和43年 9 月発足

( 対象) 長野県木曽郡南木曽町委箆

旧中仙道の復元された町並

( 連絡先〉南木曽町妻飽 木原俊夫気付

( 代表者) 木原俊夫( 医師)

図 奈 良 井 宿 保 存 会 昭和44年11月発足

( 対象) 長野県木曽郡奈良川村奈良井

| 日中仙道奈良宿のまちなみ

( 述絡先〕奈良川村役場 T  E  L  026434- 2∞1  

( 代表者) 鎌泰蔵( 漆器業)

回 恵 比 須 台 組 町 並 保 存 会 昭和41年発足

( 対象) 岐阜県高山市上三之町

32世帯の屋台組( 町内の自治組織) でなる ，明治以降の町家筋

約1∞メ ー トJ レ。

( 代表者) 原田

固 有 松 ま ち づ く り の 会 昭和48年 2 月発足

( 対象) 愛知県名古屋市緑区有松町

旧東海道筋の約1.3kmにわたる町並( 約100戸)

( 述絡先) 名古屋市緑区有松町 有松しぼり組合気付

( 会長) 服部孫兵衛( 染色業)

国 東 山 散 策 道 路 を ま も る E

( 対象) 京都市東山八坂地区

石畳の道，寺社，町家など，伝統的な環境全体

( 連絡先) 京都市役所都市開発局風致課大西国太郎気付

( 代表) 山田悦三( 文の助茶屋主人) T  E  L 075- 561 ー 1972

回 祇 園 新 橋 を ま も る 会

( 対象) 京都市下京区祇園

お茶屋の営業環境，慣れ親しんだ生活環境をま もる。

( 連絡先) 京都市下京区祇園大和路新橋上ル東入 J レ

員気手付 . T  E  L075→51- 1285 

( 代表者) 買手正( 表具師)

国 今 井 町 保 存 会 昭 和46年 4 月発足

( 対象) 奈良県極原市今井

中世寺内町の町並

( 連絡先) 橿原市今井町称念寺気付

( 代表者) 今井博道( 称念寺 ・住職)

固 富 田 林 寺 内 町 を ま も る 会 昭和48年 l 月発足

( 対象) 大阪府富田林市富田林町

中世寺内町の町並，約12ha

( 連絡先) 富田林市常盤町 1ー 1. 富田林市役所社会教育課気付

( 代表者) 中井亀太郎

富田林市富田林町16- 12. T E L07212- 3- 3145 

回 中 之 島 を ま も る 会 昭 和47年10月発足

( 対象) 大阪市北区中之島

川と公園に阻まれた ，明治 ・大正建築群よりなる歴史環境

( 連絡先) 大阪市西成区岸の里東 2 - 1- 11 C O M計画研究所気付

( 代表) 西山知三( 京都大学教授〉ほか世話人15名

回 城 下 町 竜 野 を ま も る 会 昭和48年発足

( 対象) 兵庫県竜野市

城下町のおもかげを残した歴史的町並

( 透絡先) 竜野市竜野町上鐙城町28 石原元吉気付

( 代表者) 石原元吉( 郷土史家) T  E  L 0791←2- 2124 

石原( 竜野実業高校教師〉

回 赤 穂 市 加 里 屋 地 区 区 画 整 理 対 策 協 議 会 昭 和47年発足

( 対象) 兵庫県赤穂市加里屋町

旧城下町の江戸時代の! 町並

( 連絡先) 赤穂市加里屋 IHT 赤穂商工会議所気付

T  E  L 07914- 3  - 2727 

( 代表者) 斉藤( 商庖主) T  E  L07914- 2 - 2∞3  

図 そ の 他 ， 保 存 運 動 の 勤 き の あ る と 乙 ろ

① 福 島 南会津郡下郷町大内

① 長 野 県小県郡東部町本海野

③ 奈良県五条市五条町新田T

( 五条市役所)

④ 兵庫県篠山市

( 兵庫県教育委員会文化課)

⑤ 兵庫県揖保郡御津町室津

( 室津郵便局佐藤正敏)

⑥ 山口県柳井市 (高田 昇記)
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第 3部 資 料
集落町並保存対象地区

府 県 名

北 海 道

青 森

岩 手

r邑ｾ＠
域

手火 国

山 形

福 島

茨 城

栃 木

群 馬

埼 玉

千 葉

東 示

神 奈 川

新 潟

富 山

石 )11 

福 井

山 梨

長 野

岐 阜

静 岡

愛 知

一

重

10 

集 落 町 並 一 覧 表

乙の集落町並の一覧表は，文化庁文化財保護課が都道府県からの報告をもとにして作成したもの

である。( 本表は網羅的ではなく ，たとえば住民側から保存運動がはじめられ最近ク ローズアップ

されだした地区で、ぬけていると乙ろもある)

昭和48年 5 月 1 日現在 ・都道府県報告による。( ) 内は県より報告以外のもの

倉庫郡ならびに商家の町並( 函館市) . 寺町( 松前郡松前町) . 祝津町( 漁村) ( 小樽市) . 石づくり倉庫 郡 ( 小樽市) . 泊

( 農村) ( 古字郡泊村) 現大磯町商庖街，旧漁場 ・駅逓所を とりまく周辺の商庖街( 寿都郡寿都町)

〔黒石の町並〕

親方子方百姓の集落( 鈴木家) ( 東磐井郡東山町) . 郷土集落( : ¥! ! . t 間根家) ( 下閉伊郡豊関根村) . 武家集落( 小梁川氏，在郷

屋敷) ( 江刺市) . 武家集落( 泉田氏在郷屋敷) ( 東磐井郡川崎村) . 同心町( 足軽集落) ( 花巻市) . ( 遠野の曲屋集落〕

旧足軽町( 志田郡松山町) . 旧家中集落( 遠田郡鹿島台町) . 山中七ケ宿街道千蒲町( 刈田郡七ケ宿町) . 旧家中町( 涌谷口向

丁) ( 遠田郡涌谷町) . 旧家中町( 白石侍屋敷) . 旧山中七ケ宿街道上戸沢町( 白石市〉

旧武家屋敷町並( 鹿角市毛馬内町) . 旧武家屋敷町並( 仙北郡角館町) . 相馬館 ・田屋，須郷田( 農村) ( 由利郡矢島町〉

羽黒山口宿坊( 東田川郡羽黒町) . 楢下宿( 上山市) . 大石田町本町( 川役場) ( 北村山郡) . 小国部落( 城下町) ( 西田川郡

温海町)

滝原部落( 宿) ( 岩瀬郡岩瀬村) . 大内宿( 南会津郡下郷町) . 上市笠部落( いわき市) . 二本柳宿( 安達郡安達町) . 上小屋

宿( 西白河郡大信村) . 小手宿( 石川郡平田村) . 三代宿( 郡山市) . 代畑部落( 農村) ( 西白河郡中島村) . 旗宿( 白河市) ，

小田川宿( 白河市) .  1日銀山街道下荒井宿場( 北会津郡北会津村) . 旧越後裏街道西方宿( 大沼郡三島町) . 加納鉱山社宅( 耶

麻郡熱海加納村) . 中ノ自集落( 宿) ( 耶麻郡塩川町)

旧松岡落城下町( 両萩市) . 下野宮宿( 久慈郡大子町) . 額回宿( 那珂郡那珂町) ，旧・江戸街道長岡宿 ( 東茨城郡茨城村) . 堅

倉宿( 東茨城郡美野里町) . 小幡宿 ・十三塚宿 ・上曽宿 ・大増宿 ・高友河岸( 各新治郡八郷町) . 稲吉宿( 新治郡千代田村) .  

志筑城城下町( 新治郡千代田村) . 清滝坪( 新治郡新治村) . 結城郡石下町崎房長差村集落 . ( 黒川流域の曲屋集落( 日市市，常

陸太田市) )  

〔河内郡の散居村( 河内村他) )  

旧中山道坂本宿( 磁氷郡松井田町) ( 安中宿〕

川越の土蔵造，古市場の河岸場。11越市) . 新田開拓( 三宮開拓) 上宮，八軒家( 入間郡三芳町) . 豊里村中瀬( 宿場，川岸場)

( 大里郡) . 秩父市黒谷地区養蚕j災家群，高窓式養蚕農家群( 秩父市野上町) . 三峯山神領( 秩父郡大滝町) . 岩殿宿( 岩殿観

音参道) ( 東松山市)

成田街道酒々井宿( 印務郡酒々井町) . 佐原の町屋，門前町成田( 成田市)

〔小川新田村( 小平市) ) ( 三宅島の集落〕

〔丹沢山麓の集落( 奏野市) )  

上越市寺町( 城下町) . 柿崎町大字上下浜古屋敷( 漁村) . 奥州街道鉢崎関所宿( 柏崎市) . 北陸進柏崎宿( 柏崎市) . 小千谷

街道北条宿( 柏崎市) . 北陸街道石地宿( 刈羽郡西山町) . 佐渡の漁師町( 小木町) . 長岡街道妙法寺宿( 刈羽郡西山町) . 旧

北陸道出雲崎( 三島郡出雲崎) ( 漁村) . 小千谷( 町屋) . 与板町船戸( 三島郡) ( 城下町) . 小泊( 三島郡寺泊村) ( 漁村) .

八木山( 東蒲原郡津川村) ( 宿場) . 村上市大字本町二ノ町ほか( 城下町) . 宿根木( 佐渡郡小木町) ( 農村)

埴生( 宿) ( 小矢部市) . 大平部落( 山村) ( 下新川郡朝日町) . 町家( 滑川市大町) . 町家( 滑川市瀬羽町) . 町家( 滑川市

領家町) . 町家( 滑川市高月町) ( 福光町の町並) . ( 北陸型妻入民家群( 朝日町) ) .  ( 散居集落( 砺波市) )  

〔金沢の武家屋敷) . ( 輪島の回船問屋) . ( 東の曲輸( 金沢市) )  

今庄宿場町( 南条郡今庄町) . 三国港回船問屋街( 坂井郡三国町) . 武家屋敷( 小浜市下竹原及ひ西津) ，( 妻入町屋群( 鯖江市) ) ，

板取( 宿場) ( 南条郡今圧町)

〔兜造民家群( 都留市) )  

松代侍屋敷( 長野市) . 奈良井宿( 木曽郡槌川村) . 委龍宿( 木曽郡南木曽町) . 漆畑木地集落( 木曽郡南木曽町) 須原宿( 木

曽郡大桑村) . 山村岡部集落奉納( 北安曇郡小谷村) . 稲荷山大壁造り町並( 更埴市) . 上場尻蚕種集落( 上田市) . 伊勢山養

蚕集落( 上田市) . 北国街道本海野宿( 小県郡東部町) . 中仙道小野宿( 上伊那郡辰野町) . 伊豆木郭( 久留輪) ( 飯田市) .  

戸隠中社社家( 上水内郡戸隠村) ( 望月宿( 北佐久郡望月町) ) ( 郷原宿( 塩尻市) ) 黒川郷( 良村) ( 木曽郡木曽福島町)

白川郷荻町合掌集落( 大野郡白川村) . 高山市上三之町町並，岩村城下町( 恵那郡岩村町) . 古川町並( 吉城郡古川町)

森町の町並( 周智郡森町) . 秋葉街道城下( 周智郡森町) . 東海道蒲原宿( 庵原郡蒲原町) . 東海道由比宿( 庵原郡由比町)

有松の町並( 名古屋市) . 旧東海道街油宿( 豊川市) . 旧東海道赤坂宿( 宝飯市) .  1日美浪路四ツ家の立場( 稲沢市)

古市の宿( 伊勢市) . 東海道石楽師宿( 鈴鹿市) . 伊賀平田宿( 阿山郡大山田村) . 伊勢の一身田( 津市) . 伊賀府中宿( 上野

市佐那具) . 伊賀上野( 城下町) ( 上野市忍町) . 伊賀伊勢地宿( 名賀郡青山町) . 伊勢松阪( 城下町) ( 松阪市) . 東海道関

宿( 鈴鹿郡関町) . 東海道亀山宿( 亀山市)
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鳥居本宿( 彦根市) ，近江八幡市の町並，松原米蔵通り ( 彦根市) ，四十九町と魚屋町通 り ( 彦根市) ，坂本本町の里坊( 大津市)

滋 賀 南大窪町，清水町，新町村井の付近( 蒲生郡日野町) (水口 の町並) ( 築福寺集落( 伊香郡西浅井町) ) 菅蒲漁村集落( 伊香郡

西浅井町)

環濠集落( 相楽郡山城町) ，山城町上狛小林せっ氏宅大和線など，田辺町薪酬恩庵門前農家群，回辺町岡村農家群( 沢井家付近)

田辺町草内l段家群，東一口集落( 漁村) ( 久世郡久御山町) ，遊廓建築群( 綴喜郡八幡町) ，平等院門前通 り ( 字治市) ，柳谷

門前町( 乙訓郡長岡町) ，勝竜寺城下町( 乙訓郡長岡町) ，伊根町字平田( 漁村) ( 与謝郡) . 甲山舟小屋群，蒲井舟小屋群，

尽
都 芯蒲井母屋群 ( 各 熊野郡久美浜町) ，三浜海岸掘立柱舟屋群，廻船問屋の町屋群，大浦半島式ヒロマ型古民家群( 各舞鶴市)， 生垣

農家群( 北桑田郡京北町) ，農村段落( 北桑田郡いか美山町大字下平屋，南，北，江和) ，御旗町( 別名 御徒士町) ( 亀岡市) ， 

旧山陰街道島羽宿( 船井郡八木町) ，元高屋村井上農村集落( 船井郡丹波町) ，蕨農村集落( 船井郡丹波町) ，妻入角屋良家群

( 船井郡園部町) ，園部町妻入町屋群， (北野の町並) ，( 伏見の町屋) ，(上賀茂の社家) ( 各京都市) 他 IC京都市内 68件報告あり

大 阪

富田林寺内町，堺の町屋，員塚寺内町，平野郷町( 大阪市平野) ，池田市場町( 池田市) ，岸和田城下町，高槻城下町，中小阪

段村集落( 東大阪市) ， 1日京街道枚方宿 ( 枚方市) ，旧西国街道芥川宿( 高槻市) ，竹内街道沿いの段村集落( 南河内郡太子町)

兵 康

室津港町 ( 揖保郡御津町) ，篠山城下町( 多紀郡) ，南淡町沼島( 漁村) ( 三原郡) ，平福( 旧因幡街道平福宿場跡) ( 佐用郡

佐用町) ，竹田( 宿場) (朝来郡和田山町) ，材木町( 城下町) ( 出石郡出石町) ( 三木の町屋) ( 票生の町屋( 小野市) )  

1FZE ミ 良

〔今井寺内町( 橿原市) ) ， (大和棟集落( 品市郡) ) ， ( 奈良の町屋) ， ( 破石の社家町( 奈良市) ) 竹の内街道町並( 北葛

城郡当麻町) ，五条市町並，八木町並( 祖原市) ，脇木集落( 桜井市) ，松山町並( 宇陀郡大宇陀町)

黒江の町屋 ( 海南市) ，嘉家作り町宿( 和歌山市) ，東町筋( 寺内町) ( 御坊市) ，元町( 寺内町) ( 御坊市) ，小松原宿( 御

和 歌 山

坊市) ，紀伊国海土郡塩津浦( 漁村) (海草郡下津町) ，粉河寺門前町( 那賀郡粉河町) ，根来寺門前町( 那賀郡岩出町) ，河

根宿( 伊都郡九度山町) ，花坂( 花阪) ( 宿) ( 伊都郡高屋町) ，神谷( 宿) ( 伊都郡高屋町) ，戸津井( 漁村) ( 日高郡白良

町) ，高原 ，近 露 ( 各 西牟婁郡中辺路町〉

鳥 取 〔鳥取の侍屋敷" ) ， ( 倉吉の町屋〕

島 根 〔筑地松散居村( 鋲川郡) ) ， (津和野の侍屋敷と土蔵群" ) ， (松江の侍屋敷) ， (美保関の町屋〕

〔高梁の侍屋敷") ， (真鍋島の漁師町( 笠岡市) ") ， ( 吉備津神社門前町( 高松町) ) 川上郡成羽町柳町( 城下町) ，川上郡吹

岡 山 屋鉱山町( 川上郡成羽町) ，岡山市宮内( 門前町) ，岡山市足守陣屋跡( 岡山市) ，旧因幡街道大原宿( 英国郡大原町) ，倉敷

市柳田周辺( 天領，町家) ， 1日出雲街道新圧の宿( 真庭郡新庄村) ，高梁市敵失町( 城下町)

御手洗の港町( 豊田郡豊町) ，廻船問屋倉庫群一帯( 福山市納町) ，鞠遊女街( 福山市納町) ，館町( 準城下町) (比婆郡東城町) ，

広 島 三次城下町( 三次市) ，竹原下市の家並( 竹原市) ，宮島町並( 佐伯郡宮島町) ，生田市の宿( 高田郡美土里町) ，帝釈の町の

宿 (比婆郡東城町)

〔萩の城下町") ， (岩国侍屋敷") ， (柳井淳( 柳井市) 町並") ， ( 宝積の町並( 光市) ") ，中関港( 防府市) ，刈屋，木戸( 漁

山 ロ 村) ( 小野田市) ，旧山陽道呼坂宿( 熊毛郡熊毛町) ，長府毛利五万石城下町( 下関市長府町) ，旧山穆道吉田宿( 下関市吉田

町) ，旧山陽道船木宿( 厚狭郡楠町船木) (上ノ関の町並( 熊毛郡上関町) )  

徳 島
鳴門の浜屋集 落 ( 鳴門市) ， 1日伊予街道沿い城下町( 麻植郡川島町) ，稲田城下町( 美馬郡脇町) ， ( 藍造り民家( 徳島市) )  

〔女木島 ( 両松市) )  ，南草 ( 城下町) ( 大川郡引田町) ，仙生山( 門前町) ( 品松市) ，男木集落( 漁村) ( 両松市) ，笠島

香 JII 城根( 城下町) ( j L 亀市) ，家中屋敷( 仲多度郡多度津町) ，浦怒落( 漁村) ( 仲多度郡多度津町) ，阿波町( 門前町) ( 仲多

度郡琴平町)

愛 媛

外泊石垣集落( 南宇和郡西海町) ，味生村( 段村) ( 松山市南斉院) ，内子町八日市商家( 喜多郡) ，保井野部落( 山村) (周

桑郡丹原町) ，新谷( 城下町) (大洲市) ，塩ノ町 (城下町) ( 大洲市) ，藤縄( 農村) ( 大洲市) ( 字和島城下町〕

同 知 〔甲浦漁村〕

本城町，沖ノ端( 城下町) (柳川市) ，秋月 5 町( 魚町，中町，新宮，今小路，浦泉) ( 城下町) ( 甘木市) ，八女市福島町，

横町，吉松町，紺屋町( 城下町) ，旧久留米城下瀬ノ下， 浜町( 久留米市) ，旧久留米城下通外町( 久留米市) ，宿場松崎( 小郡

福 間

市) ，旧豊後街道草野駅( 宿) ( 久留米市) ，三池の宿( 古くは御木の国 ，三毛郷) ( 大牟田市) ， 旧長崎街道筑前山家の宿

( 筑紫野市) ，旧山本郡飯田村( 善導寺門前町) (久留米市) ，旧坊ノ津街道府中駅( 久留米市) ，旧柳川街道上野町駅( 久留

米市) ，英彦山表参坊中跡集落( 田川郡添田町) ，旧街井郡阿志岐村追分( 久留米市) ，新宮( 漁村) ( 粕屋市) ，内野宿( 嘉穂

郡筑穂町)

くど造集落( 神崎郡神崎町山 田) ，小ケ倉( 佐賀郡富士町小ケ倉) ，上無津呂溶合( 農村集落) ( 佐賀郡富士町上無津呂) ，野

佐 賀 間口( 山村集落) ( 多久市西多久町宿) ，本町通( 町並) ( 伊万里木本町通) ，南舟津( 漁村) ( 鹿島市浜町南舟津) ，鹿島城

内( 城下町) ( 鹿島市鹿島町域内)

長 崎

長崎市南山手洋館群，上のマチ町( 武家屋敷通) ( 福江市) ，宿郷( 東彼杵郡川柳町) ，平烏( 漁村) ( 東彼杵郡川棚町) ，本小路

( 城下町) ( 大村市) ，旭町( 旧諌早町) 集落地( 城下町) ( 大村市) ，島原藩武家屋敷跡( 島原市) ，川 内浦 (漁村) ( 平戸

市) ， l対馬の石垣集落( 上，下県郡) ") (対馬の石葺群倉( 上，下県郡) ") 

熊 本 L牛深の漁師町) ( 山鹿市町並〕

中津の城下町( 金谷辺，御鷹部屋，寺町周辺，片端町~殿町への横丁， 下宮永~上宮永へ豊後町へかきぜ~牛神へ，旧国道豊後

町，栃瀬町，今津町磯町，漁村，石工町) ( 中津市) ，鍛冶屋町 ・磯田J ( 坐後高田市) . 門前町( 下毛郡本耶馬渓町) ，芝原善

光寺門前( 字佐市) ，字佐神宮旧表参道( 宇佐市) ，家中屋敷( 杵築市) ，国東町の浜小屋( 東国東郡) ，旧日出藩南大神村深

大 分 江港 ・旧日出藩仁王村腸谷城廓内 ・旧森領頭成天領頭成港，肥後領小浦港( 速見郡日出町) ，旧豊後街道立石宿( 速見郡山香

町) ，高田輪中集落( 農村) ( 大分市) ，白杵の城下町( 白杵市) ，鉄砲町，山際( 城下町) ( 佐伯市) ，木浦鉱山 ( 南海部郡字

目町) ，竹田町( 市街部) ，挟回 ・玉来 ・城原轟 (門前町) ・三本町( 宿場) ( 竹岡市) ，野津市の宿場町( 大野郡野津町) ， 

町の集落( 大野郡朝地町) ，豆田町( 城下町) ( 日田市) ，上谷( かさだに) ( 城下町) ( 玖珠郡玖珠町)

F邑晶、

崎 〔飲肥の侍屋敷〕

知覧の麓集落( 川辺郡知覧町) ，奄美の高倉群( 大島郡大和村) ，飯島の納屋群( 薩摩郡里村) ，竜郷村の中勝の段村部落( 大

鹿 児 島 島郡) ，坊津の浦( 浜) 集落，博多浦部落( 川辺郡坊津町) ，徳之島の母間集落( 大島郡徳之島町) ， (瀬利覚集落( 大島郡知

名町) " ) ( 出水市麓集落〕

j中 縄
〔安波の集落 ( 国頭郡) ") ， ( 奥の共同部落( 国頭郡)) ， (竹宮の石垣集落( 石垣島) ) ， (1日首里城侍屋敷( 那覇市金城町) )
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水の利用実態とその合理化について

宮 井 宏

1. 上 水道水の利用 実態

表- 1をみていただきたい。大都会の水の使用量は大きい。 大阪市の

面積は大阪府全体の 9 分の 1 にすぎない。 と乙ろが，上水道水の使用量

は大阪府全体の545ちにものぼる。すなわち ，大阪市の単位面積当りの水

使用量は，大阪市を除く大阪府平均の実IC 9. 4 倍にも達しているのであ

る。乙れは，上水道水だけについてみたのであるが，乙のほかにも工業

用水道の水や海水も大量に使用されている乙とを考え合わせると ，いか

に大都会で・集中的 IC水が使用されている かがよくわかる。また，大阪府，

大阪市とも家庭用水の使用畳の伸びが著しい。 40年から 45年の 5 年間

で，大阪府では40年の1. 8倍，大阪市では1. 5倍となっている。

数年前までは . 7 I < の合理化といえば工業用水でやるものと考えられが

ちであった。そして，家庭用水や業務用水など日常生活で一番身近に触

れているものについては，どうも合理化にはなじみにくい何かがあるよ

うな気がして，乙ういったものの合理化を考える乙とには少なからず抵

抗を感じたものである。渇水騒ぎのときなどに節水に努める程度が関の

山であったように思う。

しかしながら ，水資源を含めてすべての資源、には限りのある乙とがい

よいよはっきりしてきたこと ，河や海の汚染が日常の食生活や海水浴の

スケ ジュ ーJ レにまで影響を及ぼしてきたととなど. から ，乙ういった問題

についてみんなが考える機会が最近急にふえてきた。その結果，大臣消

費は大日: 汚染と不可分の関係、にある乙とが一般的に認識されはじめ ，い

ままで資源、の酒渇による不利益とか環境汚染による不利益に対して被害

者意識のみであった者も ，少しは加害者意識を もつか，あるいは加害者

の一部であるといった議論に対しても ，納得しないまでも耳を貸すよう

に変わってきた。

表- 1 からわかるように，業務用水， 家庭用水の水使用量はなかなか

大きい。工業用水道等で工場 IC給水してい る量を考慮しでもとの結論に

は変わりはない。ちなみに，昭和45年に京阪神全体でt 河の7Jくに依存して

いた生活用水( 業務用水と家庭用水の合計) と工業用水の比率は1 :  0. 8 

であった。乙の比は，推定 ICよれば， ω年でもほぼ変わらない。また，

近畿全体では両年ともほぼ1: 1である。すなわち ，良業用水は将来とも

増加しないとすれば，近畿地方における今後の水資源不足に対して何ら

かの対策を講じるべき責務は生活用水の使用者にも工業用水の使用者に

もほぼ半分ずつある といえよう。もちろん，国としての責任がないなど
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といっているのではないが。

今後は，生活用水についても水の合理的利用を真剣に考えていかなけ

ればならない。水についても ，工場，家庭，業務の別なく「消訟は美徳」

の時代は終わ ったのである。

水利用の合理化を考えるために，その使用実態についてもう少し詳し

くみてみよう。 表- 2 は，大阪市の上水道水の使用内訳である。全体置

に占める比率ではあまり多くはないが，いわゆる大口使用者というのは

平均的にみて浴場，用水型工場，速輸関係，事務所，料理飲食庖などで

ある。また l 件当りは少ないが全体E の多いのが家庭用水と事務所用水

である。 一般住宅，アパー ト・寮，鉄筋住宅の使用量を全部合わせると

全体の34. 8%にもなる。と乙ろが，一般住宅，鉄筋住宅も団地のように

狭い地域に密度高く立地した場合には，水利用の合理化という観点から

は，乙れをひとまとめにして水の超大口使用者とみなす乙とも可能であ

る。そ乙でつぎは，乙の家庭用水と事務所用水の水使用実態について実

測値をもとにして簡単にみてみよう。

2.  家庭用水と事務所用水の使用実態

家庭での水使用量は，大人も小人もおしなべて平均すれば， 1人 l 日

ほぼ2∞r前後であるといわれている。との数字には，もちろんかなりの

バラツキがあり ，われわれの実測結果によれば阪急北ネオポ リスの場合

1人 1 日172e ( 冬期，戸別調査) . 桂木団地の場合13M ( 冬期，戸別調

査) であった。また，日本住宅公団が京阪神の 16団地で行った調査では

平均243e ( 年間平均，団地の親メ ータと居住人口から求めたもの〉であ

った* 。乙の使用内訳は表- 3のとおりであった。

つぎに，事務所用水の使用内訳についてみてみよう。 表- 4は事務所

用水の実測結果である 。乙れでとくに目立つととは，水洗便所の使用水

tと洗車の使用量がきわめて大きい乙とである。両者を合わせると 70%

以上にも達している 。 表- 5 は， との調査結果を用いて，男女職員の

数，床面積，洗車した車の台数等から水使用量の原単位を求めたもので

ある。洗車の水量の多いのには驚く。家庭で l 人が 1週間くらい生活で

きる 水をたった 1台の車を洗うのに使用しているのである。とれは，約

* 大都市の 1人 1 日当 りの使用水量が4∞4 とか500e とかい った数字をよ くみかけるが，乙れ

は，水道の全給水置を夜間人口で割ったものである。したがって. e. の中 ICは業務用水とか

昼間人ロの使用水量とかを含んだも のであり. e . e . で述べた水量とは呉質の ものである。



表一 1 大阪における上水道水の利用実態

水 量 (  10' m
3
; 年 )

年

業務用水 家庭用水 工場用水 その他 Azeコh  
言十

大 40 26，112 23，953  12. 197  505 62，767 

E反

府 45 36，034 42. 565 12. 418 257 91 ，274 

大 40 20，271 10，993 9. 515 276 41 ，055 

阪

市 45 24，280 16. 372 8，321 133 49，106 

年 構 成 上ヒ 率 ( %)  

大 40 41. 6 38 . 2  19 .4 0. 8 100 

阪

府 45 39. 5 46. 6 13. 6 0. 3 100  

大 40 49. 4 26. 8 23. 2 0. 6 100 

阪

市 45 49 . 4  33. 3 16. 9 0. 4 100 

表- 2 大阪市における上水道の利用実態 ( 昭和46年)

使 用 水 量 |契約l 悩 り 使 用 水 量

用 途

I03m'/ 月 %  m
3
/ 月・件

一般住宅 9，964 24. 0 20 

事務所(官公署 ・事務所) 5，516 13. 3 144  

用水型工場 3，839 9. 3  572 

非用水型工場 2，972 7. 2 109 

アパート・ 寮 2，968 7. 2 19 

J谷 場 2，305 5. 5 1. 749 

本 ・服 ・雑貨等 2，087 5. 0 35 

料 理 飲 食 底 1，804 4. 4 138 

鉄筋住宅 1，482 3. 6 21 

運 輸 関 係 1，408  3. 5 178 

その他 7，075 

4ロ:>. 
言十 4 1，420 

6 0 0 台の洗車用水の平均値であるから ，それほど信頼のできない数字で

はない。もちろん，乙のビ J レにかぎつての特例であるかも知れないし，

また ，自分の家でマイカ ーを洗う場合には水道料金として直接自分の支

出に結びつくため，乙のような水の使い方はしないかも知れない。

わずかなデータではあるが，乙 れらをもとにして水使用の合理化につ

いて考えてみよう。家庭において，また ，事務所ピノレにおいて，どのあ

たりに合理化すべき余地があっ て，それを合理化するのはどのような方

法によるのが望ましいのであろうか。

3. 水利用合理化の方向

水利用の合理化について考える場合，水資源が不足しているから とい

う点だけを頭において考えるのはよくな い。水資源が足りないだけなら

水を造りだせばよいわけで，新しい水源を開発しさえすれば簡単に事は

解決しそうに思われる 。すなわち ，ダムをどんどん造ればいいではない

か，海水を淡水化しさえすればいいではないか，地下水を汲みあげれば

ーιA

Cコ

32. 4 

合 計

100%  

表- 4 事務所用水の使用内訳 (大阪合同斤舎 1号 館 8 階)

47年 12月15 臼 48年 4 月 l 日

使 用 区 分

48年 3 月20 日 48年 8 月31 日

炊事 ・給湯 ・ウォ ータークーラー 8. 2 %  14. 0 %  

手 :先 10 . 0  11 . 5 

男 小 便 器 26. 4  39. 6 

使

男 大 便 器 12. 3 9. 8 

女 f更 器 11 .7 7. 1 

戸斤

言十 50. 4 56 . 5  

掃 除 1. 4 1. 3 

，先 車 ( 地 建 分 ) 23. 6 14. 6 

そ ( J )  他 6. 4 2 . 1  

Aεgヨh  言十 10 0  1 0 0  

表- 5 事務所用水の原単位の一例( 大阪合同庁舎 1 号館 8 階)

イ吏 用 区 分 l京 単 イ立

炊事 ・ウォータークーラー・ 給湯 5. 9 i / 人 ・日

手 i先 5. 5 i  / 人 ・日

男 使 器 20.3 i  / 人 ・日

イ更

男 大 使 器 6. 2 i  / 人 ・日

戸斤

女 イ更 器 31. 1 i / 人 ・日

掃 除 0. 09 ｩ Ｏ ｭ Ｒ • 日

;先 車 1，310 i / 台

ボ イ フ 0. 132i / m' . 日

いいで-はないかといった解決策がすぐ頭に浮かぶ。 しかし，その結果ど

のような乙とがお乙るであろうか。

われわれの推定では，昭和60年の近畿地方の水需要をまかなおう とす

れば，今後ω年までにダムや河口壌をなんと37箇所も作らなければ追い

つかないのである 。乙れでも近畿地方全体でなお I 億立万メ ー トJ レ/ 年

の水不足が生じるのである。また7 . k ガ、メを作っただけで・は駄目である。

水のある所か ら，それを使う 所まで水をひいて乙なければならない。乙

のような導水事業は現在最も困難な事業のーっとなってきている。単 IC

金だけで解決できる問題ではない。

ととろで，かりに乙 れが うまくいった とすれば問題は解決するのだろ

うか。乙れは，と りも なおさず，かぎりない環境汚染をひきお ζ すかも

知れないのである 。表- 6は， 淀川の枚方地点での最近の水質を示 した

ものであり ，表- 7は， 淀川lこ流入する下水量の推定値を示したもので

ある 。昭和65年には45年の 2 倍近い下水が淀川に流れとむ ζ とになる。

その結果 ，淀川は表- 81ζ 示したよう な水質になるものと推定されてい
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表 - 6 淀)11 (枚方大橋地点) 最近の水質

項ト¥ご
43 44 45 46 47 

p H  (ppm)  7 . 7  7 . 5  7. 7 7. 3 7. 2 

BOD ( ppm)  6. 2 5. 2 3. 6  4 .0  

COD (ppm)  3. 4  4. 2 5. 2 6. 0 

ss (ppm)  29. 9 27. 3 30 .6  29. 0 47. 6 

。。
(ppm)  7. 8 7. 3 8. 2 8. 3 8. 0 

大腸菌群数

3. 4  X  10'  3. 1 X  10
5  

1.4 X  10
5  

2  .3 X  10
5  

2. 6 X  10
5  

(個 / IOOmt )

年平均流量

217. 4 275. 0 267 .2  274. 8 245. 7 

( m
3

/ sec )  

表 - 7 淀)11に流入する下水 ( 'ji{，): :  l03m3 / 日)

よー?-----ご |  昨 ①

65年 ② ②/ ① 

i設 賀 県 955 1，530 1. 60 

重 県 55 221 4. 02 

2フ75t之=  良 21 84 4. 00 

京 者s 府 1，323 2，373 1. 79 

大 阪 府 157 389 2 .48 

AEC3 3・ 2，510 4 ，598 1  . 83 

表 - . 8 低水流量時における淀川の水質 (8 0 D) ( 昭和65年) ( 中{，i: : ppm)  

ヤとと

工場排水 の規 制射はすｾ Iイ市ーー蒲街化想定区域全域
三次処理

って、下水処理場 次処理 ( 下水道整 を行った

現在のまま固定 率 1.0 ) 場合

鴨川流末 9  5  .  6  7  4  .  5  8 . 0  

.  

桂 )II ( 三川合流点) 4  6  .  1  1  9.  1  8 . 0  

宇治川 (三川合流点 ) 1  1  .  4  4 . 5  3.  0  

木津川 (三川合流点) 1  O.  7  5 . 0  2 . 0  

淀 川 (枚方) 1  4  .  1  5 . 3  3 . 0  

る。現在急速に拡大しつつある市街化区域全域 lζ 下水道を完備 して， そ

の下水をいわゆる高級処理しでも淀川の水質は現在よりも良くはならな

い。市街地面積に対する下水道普及面積の比率は，東京都区部で46% ，京

都で3 7 %といった状態である。市街化面積が急速に拡大しつつある現在

の様子から考えて65年時点での市街化想定区域にまで下水道整備を完全

に行 う乙とはなみたいていではない。淀川の枚方といえば，乙の付近か

らは阪神 1千万人の水道原水が取水されている重要な地点なのである。

われわれは ，乙の悪循環をど乙かで断ち切らなければならない。近畿

圏整備本部の前調査官藤野良幸氏は ， i 水を使うとは ，水を汚す乙とで

ある。」といわれている。今後，われわれは，水をやたら と汚すととを

やめなければならないであろう。

いったん汚した水を清浄にもどす乙とは大変なととである 。しか し，

汚した水を河や海に返すときは ，きれいにして返さなければならない。

水E の確保を考えるときには，同時に ，その排水の処理についても合わ

せて考えておかなければならない。
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と乙ろで，水を大量に使用すればするほど，その汚水の処理は大変に

なる 。 しかもそれを非常に厳しい規準 K 合うよう高級な処理を行わなけ

ればならないのである。乙うなってくると ，水を大置に使用する乙と自

体が間尺に合わないものとなってくる。乙れから必然的に水の循環利

用，すなわち ，従来の水利用シス テム からク ロー ズドシス テムの方へと

切り換えてい乙うという考え方が生まれてくる 。ク ローズド シス テムを

より完全に行うほど，当然の乙とながら，汚水を流す乙とも少なくでき

るし ，水量の心配も少なくなるからである。

乙のような背景か ら，最近では水の高度処理技術の開発が大変な勢い

で行われるようになってきた 。また ，乙れとあいまって中水道とか雑用

水道とかいう言葉をよく耳にするようになってきた 。

中水道とか雑用水道とかいうのは，水の循環利用の新しい形態である。

いままででも，水はある程度自然発生的な形で循環利用されてきた。た

とえば，川 の上流でいったん使用された水を下流で水源 としてとり入れ

ていると乙ろがたくさんある。工場でも冷却水をはじめとして一部の工

程でかなり循渡利用が進められてきた。中水道というのは ，乙 れをさら

に積極的 K ，工場はもちろんの乙と家庭やピ J レや駅なと、7kを集中的 IC，

しかも大量に使用している用途に拡大して . 7k利用シス テムのなかにで

きるだけクローズドシステムをとり入れていとうとするものである。わ

れわれが乙乙で提案しようとしている水利用の合理化の方法も ，乙 の中

水道というわけである。 .団地や ピルの下水をある程度処理 して，乙 の水

をあまり高級な水質でなくとも十分まかなえるような用途，しかも大量

の水を使用するような用途，たとえば，前 IC述べたピJ レの洗車用水とか

団地やビJ レの水洗便所用水K 用いようという考えである。

具体的な方法となるといろいろのタイプが考えられる。 ビJ レや家庭で

発生する汚水を全部一本にまとめて，乙れを処理して水洗便所等雑用水

lζ 使うもの，すなわち ，一元排水二元給水のタイプもあれば，比較的き

れいな排水ときたない排水を別々にあつめて，比較的きれいな方を処理

して 乙れを雑用水として使うもの ， すなわち ， 二元排水二元給水もあ

る。前者を採用する場合には，前に述べたピJ レの場合には洗車用水まで

含めて709ぢ，家庭の場合には20% 程度の節水が可能となる。後者の場合

には509ちが限度である。再利用するための処理は後者の方がより容易で

あろう。

とと ろで，乙のような下水処理水の再利用はそう新しいも のではない。

よく知られている実用例を二，三あげるとつぎのような事例がある 。

東京都首都整備局の「水の循環利用適合性予備調査報告書J ( 昭和48

年 3 月) によ れば，東京都江東地区工業用水道( 給水能力 13万 8000ni'/

日) は，その原水を三河島処理場の活性汚泥法 lζ よって処理された放流

水 lζ 求めている乙と が報告されている。さらにまた，芝浦処理場はその

処理水を食肉市場の雑用水( 約 4C工心ni ' / 日〉や新幹線総局東京運転所の

車両洗浄や汚物タンク洗浄 lζ 給水 ( 7C間 - 8 0 0 0ni' / 日) しているし，ま

た処理場内で も水洗便所等雑用水 ( C用いているという。 また ，間報告書

では i N施設」での同様な実用例もあげられている 。

以上，7. 1 < の利用実態について述べ，つ いで，水利用の高度化といった

乙と が最近急速にク ローズア ップされてきたその背長について述べてき

た。水利用の高度化あるいは合理化のためには ，中水道も一つの有望な

方法である。しかし ，乙れに も処理技術やコスト，あるいは法律上の問

題などまだ問題は残されているようである。

水を節約する方法としては ，中水道以外にもいろいろある。節水運動

を行う乙と ，節水型の機器を考案するとと ，水道の漏水( 東京都区部で

46年は 17. 296， 2 億“ 間万n i ' /年，大阪市で47年 18. 49払 l 億3C別 万ni ' /

年〕を少なくする ζ となどもやはり古くて新しい重要な研究テーマ で、あ

ろう。

われわれは，いろいろな方法を試みてみる必要があるのではなかろう

か。そして ζ れらの研究成果を総合して ，水を節約し，しかも環境保全

にも役立つ新しい水利用システムを創造していかなければならない。

( みやい ひろし 建設省近畿地方建設局企画部〉



! 日本建築総合試験所だより回|

GENERAL BUl LDI NG RESEARCH CORPORA Tl ON 

ー ー 吹 田 市 藤 白 台 5丁目 125 電話/ 大阪 (06)  872- 0391代表本試験所 Ｎ ⑮ ｾ｢ｾ

大i定分室: ⑤ 53 1 大阪市大淀区長柄西通 2丁目 35 電話/ 大阪 (06) 3?1 ー7217

新年 のごあいさつ のように思います。今日では第 2 次施設整備事業も完成し ，職

所 長 坂 静 雄

員数も 50名を越え ，年閣の受託試験等手数料収入も 1 億 8 千万

円を予算化するまでに生長いたしました 。

明けましてお めでとうどざいます。
また ，現在建設，通産両省の共管 の下で，西日本唯一の指定

本年は ，当日本建築総合試験所発足以来満10周年を迎えまし
試験機関 とし ての役割を果たす一方，建築技術の面においても

たが ，お陰 さまで業務も順調 lζ 推移いたし ，経営的にも明るい
いささかとれが向上発展に寄与しているものと確信いたしてお

見通しが立てられるようになりましたとと ， 乙れ偏えに 関係官 ります。

庁および関係団体並びに関係業者各位の絶大なるご支援の賜 と 今後とも試験施設の拡充と優秀な人材の育成に努め ，大方諸

深く感謝いたしております。 賢のど期待 lζ 答えたい と念願して おり ますので ，本年もいっそ

顧みますに ，創立当初数名のスタッフで建設資金の確保 と施 うのご支援をお願い申し上げる次第でどざいます。

設の建設事業 lζ 日夜没頭しておりました乙とが今さらながら夢 年頭にあたり所信を述べどあいさつといたします。
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耐火防火試験

25. 3%  

= i  

お 願 い

年も改まり気分を一新，ど出精の乙ととど推察申し上げます。さて，本

誌に 「日 本建築総合試験所だより 」欄を設けて約 1年半になります。そ

の間「試験装置紹介」や「試験報告」などを登載 して きましたが，皆さま方のど参考1<:: 供

し得ましたでしょうか。

係では，本欄を一層充実させるため増頁あるいは皆さま方との質疑応答欄を設ける乙と

も考えておりますので，本欄についてど要望ど意見をお寄せ頂ければ幸いと存じます。

各 種 試 験 お 問

t ， 

'" 

せ

本民験所 : e  .565 吹田市藤白台 5 丁目125 電 話 /大阪 ( 06) sn一 回91代表

耐火・防火部門 i壁 ・柱 ・床などの耐火鼠験， 内装材料の重量燃性質験， ¥ 

l構造物の防火性能民験など l  

徳 造 物 部 門 f 梁 ・床版など大型構造部材や架摘の実大賞験 ・模 型 ¥

11主験，パネル強度低験，材料の動弾性係数且') 定，建物 1

1の診断など /  

工事用材料部門 ( 各種材料の強度賦験，耐候性賦験など)

音 響 ・ 熱 部 門 ( 音の透過損失，吸音率，熱伝導，熱貫流民験なと〉

大淀分室 ・ 哩ｾ 531 大阪市大淀区長柄西通 2 丁目35 電話/ 大阪 ( 06) 351- n I 7  

工 事用材料部門Ｈ コ ンク リート お よ び鋼材の 圧 縮， 引 ｾ民験など 〉

正 法 院 陽 三

藤 川 喜重

大 弁 孝 和

富 田 幸 次 郎

阪 国 憲 次

小 林 一 雄

十 倉 殺

田 中 芳 松
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昭和48年度・第 6 回若い会員の 集い

とおの

当尾の秋をたずねる

一 一浄瑠璃寺. ..山里の石仏との

無 言の対 話・・・岩 船寺一一

レ ポ ー ト

道舗の無人売底 撮影 ・赤木図文( 小河建策般計事務所〉

118  l.l! 容と社会 / 19i4年 1月号

昭和48年度若い会員の集い第 6 因企画「当尾

の秋をたずねる」は昨年10月20日土曜日，参加

者17名をもって催された。

当初の企画実施日 ( 10月13日) が雨天のため

順延となり 10月20日に催されたものであるが，

天候に左右されやすい野外企画の宿命とはい

え，多数の会員の皆様にど迷惑をおかけして参

加者数が当初35名あったと ζ ろ17名に減少して

で別名九体寺とも呼ばれている。伽藍配置は平

安末期の欣求浄土の信仰の思想である。澄みき

った静寂の浄土をあらわしたものとのととであ

った。建立当時からすでに平城京の外郭浄土と

して，都の大寺ではできない本当の学問や宗教

的な思索の場としての道場であったらしい。

境内の蓮池は現実の裟婆( 丘主) と理想の境

地，弥陀の浄土( & 主) を分けるものであり ，

しまった乙とは，企画担当分科会としてま乙と 蓮池どしにながめる九体阿弥陀堂の簡素な美し

に残念であった。 さには浄土をあらわすものとして深く感動し

当日朝定刻を若干おくれて中之島を出発。ま た。参道脇のひなびγこ茶庖にて山菜料理の昼食

ずパス車中 lζ て企画分科会より参考資料および をとった後，当尾の魅力の一つで・ある野中の石

当尾の略地図が配布された。参考資料は浄瑠璃 仏巡りに出発する。

寺，岩船寺および当尾石仏群の歴史的背景が記

載されており ，参加者の皆様には興味深く参考

にされたと考えている 。

また略地図分科会メンバーのデザインによ

り，一枚一枚絵筆をもっての手作りの労作であ

り，かっ内容についてもユーモラスなものであ

ったため，参加者の皆様より好評をはくした。

浄瑠璃寺には ，途中の交通事情も悪く ，定刻

より約40分おくれて到着する。乙乙で当初企画

ではスム ーズに解散して，岩船寺に 15 ∞集合

の予定であったが，パス会社の調査不足によ

り，岩船寺までパスが通行できない乙とが判明

し，急、i度予定を変更して集合地点を浄閣璃寺前

とした。あいにく と参加者解散の後であったた

め，企画分科会，事務局ともあわてふためく一

幕もあったが，何とか参加者全員 lζ 連絡する乙

とができて最悪の事態には至らなかった。

静寂さで知られる浄摺璃寺も最近のマスコミ

により一般に知られる乙ととなり，その足場の

惑さにもかかわらずかなりの参拝者がみうけら

れ，参道脇の茶底，無人販売庖 もかなりのに ぎ

わいをみせていた。

浄瑠璃寺は本堂( 国宝 ，平安) 内に安置する

九体の阿弥陀如来坐像( 国宝，平安〉にちなん

l  

やぶの中地蔵をまず最初に拝み ，ひなびた東

小の部落を通りぬけて行くと，盛岡柿はみどと

に色づき ，稲は黄金の波となって秋の自に輝や

いている。東小田原寺跡，からすのつぼを経

て，野路はやや登りにさしかかる。まだ少し季

節が早かったのか，もみじの紅葉はみられない

が，名も知れぬ草木はすっかり秋の気配を示

し，ハイキングの楽しい雰囲気につつんでくれ

る。しばらく山路のダラダラ坂を行くと，当尾

石仏群中の圧巻といわれているワライ仏が丘の

中服で，笑顔をもって迎えてくれた。

当尾は京都府の南端 ，奈良県との墳の丘陵台

地 lζ 位置しており，とくに岩船，西小，東小，

北大門 ，南大門などの集落に石仏が多く点在

し，乙れらを総称して " 当尾石仏群" と呼んで

いる。乙のあたりはかつて小田原と呼ばれ，中

世には興福寺の小田原別所があり，多くの寺院

が建てられていた。乙れらの寺院の多くは僧侶

の隠遁地，修行所として私的なもので規模は小

さかった。

現在との地IC残っている石仏の多くは磨崖仏

であり ，上記の小寺院の本尊と してそれぞれ堂

字が設けられていたものと考えられている。石

仏群中最古のものは "やぶの中地蔵" で弘長 2

事 ・

色品6秒、非量畑、 ; ' 1



スケ ッチ " 浄瑠璃寺" 井上公徳( 鴻池組) スケ ッチ "宕船寺句 山田孝二( 鴻池組)

稚拙な彫 りの不動明王 撮影 ・山崎 わらいほとけ 撮影 ・山崎

年 ( 1262) の銘をもっており ，他の石仏もその

後約 1∞年間 lζ 作られたものである。また鎌倉

時代，東大寺再建のとき K 活躍した宋の石工

"伊末行" の銘のある石仏も存在しており ，野

のひなびた石仏 ICも永い歴史の変遷がうかがえ

るおもいであった。乙のワラ イ仏より 山路は険

しくなり ，年配の参加者の方にはかなりき つい

道中であったが，乙乙を登り切ると ，もうま も

なく岩船寺に到着する。

岩船寺には本尊阿弥陀如来( 重文，平安) が

安置されており ，境内には ，三重塔( 重文，室

町) ，十三重石塔，不動石者i ! ，五輪石塔( いず

れも童文，鎌倉) 等の文化財がおかれである。

全体にひなびた山寺の観があり ，しばし境内の

一隅で休息のl侍をもった。浄瑠稿寺前までの帰

り路には ，柿 ，山芋，あけび，などの無人売庖

が点在しており ，それらの品のなつかしさもさ

る乙とながら客がかつてに小 さな空路 lζ 金を入

れるという販売方法が，いかにも山監の人々の

索朴な心をあらわしており ，ほのぼのとした暖

かみを感じさせてくれた。

集合場所lζ は，さまざまな山里の土産をもっ

て予定通り 15. ∞に全員集会。大阪天満橋まで

の帰路も阪奈道路を快適にとばし ，ほぼ定刻通

り無事帰着・する 。 最後に ，会誌、掲載予定の写

真，スケッチ ，俳句その他の応募を参加者の皆

様にお願いして解散した。

当企画をふりかえってみて ，企画当局の手違

い，調査不足等によって，参加者の皆様にはさ

まざまなど迷惑をおかけした乙とはま乙とに遺

憾であったが，当日は天候にも恵まれ参加者の

皆様には秋の山里の楽しい一日を過どしていた

だいた ものと思っている 。 ( 赤木図文le)

日 時 昭和48年10月20日 ( 土) ・重要加者 17名

行 先 京都府相楽郡加茂町当足付近

浄瑠璃寺，岩船寺

行 程 9. 50 中之島出発→11 ・40 浄るり寺前鷲

11.40 →浄るり寺拝観 ・昼食 ・自由行動 ・

当尾石仏群『岩船寺拝観

( ハイキング，スケッチ ，写真など)

13. 00 浄るり寺出発『奈良阪奈道路経由

16.40 大阪天満着 ・解散
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中国の印象

一一訪中神戸経済使節団 の一員として

日本建築協会建築クラブ例会講演要旨 ( 昭和48年11月13日)

住 友 ゴム 工業株式会社社長

下 川 常 雄

乙とし ( 昭和48年) の 4 月末から 5 月にかけ ンプレーに対しでただ拍手を送るだけです。

ての，わずか 2 週間の訪中でしたが，ほとんど 住居，職業，宗教の自由 はありません。ど乙

毎晩学習会をやりましたので，日数のわりには に住みたいと申し出て，許可されれば住めるそ

中国のと とを知る ζ とができたと ，喜んでおり うです。日本の 2 D K ぐらいの部屋で家賃が 5

ます。 円 ( 1円は日本円で 130 円) . 色気代と水道代

さて，われわれが旅行するときには，詳 しく が約 3 円かかります。給料はほとんど l 級から

予定を立て，乙とに外国旅行では，一時間の無 8 級の聞に入っており . 1 級が 30円. 8 級が l∞

駄もないように計画するのが普通です。しか 円， 普通の人は 5-ω 円のようです。食事は共

し， 中国旅行は全くあなたまかせで，乙れから 稼ぎが多いので外で食べるととが多く ，工場食

どうするのか，案内人K 聞いてもわからない。 が l 食20銭，夕食は50銭ぐ らい。日本でいう一

明日の予定はその前夜か，その日にならないと 膳飯屋のような飯庖で . 4 人か ら6 人集まる と，

はっきりしません。 50銭ずつ出 し合って食事をする 。そしていろい

しか し， 旅行中何の束縛もうけず，買物も ， ろ議論をしながら ，楽しそうに食事をしており

朝夕の散歩も全く自由でした。ただ，パスポ ー ます。

トは飛行機に乗るときしか渡してくれませんの 結婚は自由 にできるのかといろいろな人に聞

で，外国でパスポ ート なしで歩く不安は とれま きま したが，ちょうど日本の隣組のように . 3  

せんでした。 - 40人で l つの組を作り ，乙れをリ ーダーが指

まず，中国人の生活状態か らお話 しし ましょ 導しておりますが，その組にだれだれと結婚し

う。服装は何% までが人民服で，ほとんどが青 たい と申し出て . OKが出れば結婚できるそう

一色。後から見たら男か女かわかりません。全 です。また離婚も同 じ手続きをふまねばならぬ

く質素な服装で・すが，普のように汚れてな し といっておりました。

清潔な印象を受けました。 各組では，一週間に 2 回く らい，仕事が終わ

私たちに通訳をしてくれた鍍敏さんは. 20才 ったあ とで学習会をひらきます。乙乙で学習す

代の娘さんで，彼女にお化粧とかおしゃれの乙 る項目は「為人民服務」が主で，いわば反省会

とを聞いてみますと， i お化粧は役者のするもの のようなものです。また，工場などであまり働

で一般人はやらない。またカラフルな服装も ， かない者がいると ，工場長が乙の組 lζ 連絡し，

みんなが着るなら着るが，自分ひとりならしな 組では約ひと月くらい， その怠け者を総括す

い。」と含みのある乙 とを言っておりました。 る。それでもいうと とを聞かない者は，さらに

中国 IC行ったんだから ，夜は外に出て一杯飲 上位団体でひ と月ほど総括をやり ，たいてい乙

もうと考えても ，開いている庄は散髪屋と，勤 れで直るそうです。

務交替で帰ってくる労働者のための飲屋ぐらい 子供が生まれるとすぐ託児所に預ける 。日曜

です。 日とか勤務外によく夫婦で小さい子供を連れて

一体，庶民の楽しみは何だろうと考えてみま 歩いていますが，親子がー絡にいるのはその と

したが，スポ ーツぐらいしかみあたりません。 きぐら いで，あれでは家庭生活がなくなるんで

北京の首都体育館で挙行された，日本代表の高 はないかという気がしました。

校バレーボーノレ選手と中国の中学校の高等科 つぎに経済問題ですが，自力更生の基本方針

( 小学校は 5 年，中学校は初等科 3 年，高等科 2 を貫き s 生産材の不足は外国か ら補う が，消費

年) の選手との親善大会に招待されま したが， 材は我慢 して乏 しきを分かちあうというのが，

1万B千人収容できる体育館が満員で した。 切 基本的な態度です。 中国にはいろいろな原材料

符を手に入れて見に来ておる人々は，それぞれ が豊富にありますが，自分のととろでまず使つ

の職場でよく働くので，報奨の意味で来る乙 と て，余ったら他国へ分けようという方針です。

を許されたのではないかと私は想像しま した。 したが って，中国貿易は日本が考えるほど甘い

見ている人々は上品 というか，勝った負けたで ものではなく ，向乙うの都合次第できまっ て く

ワァワ ァいっておるのは日本人だけで，ファ イ るという観測を しました。
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われわれメーカ ーの者も行っていたので，特

許について話をしたんですが，中国は特許に関

する パリ 条約に入っていない。特許権は国家の

もので，乙れを一個人一団体に与えるべきでは

ない とい う考え方です。 したがって，日本から

機械やプラ ン トを買 うときは， 特許料を価格に

加算 し， 将来中国でまねされてもよいようにせ

よとい っておりま す。

働く者はホテルの従業員も ，工場労働者も ，

農民もすべて国家公務員です。散歩のとき ，果

物屋で働いている 人にその機構を聞きました

が，品物は合作社から仕入れ，その仕入価格に

約 1割の手数料を加えて売っております。そし

てでてきた利益はすべて公団である合作社に入

り，そ乙で働いている人は一般の労働者と同 じ

ように給料をもらっ ております。私が会った庖

員は，給料は 6 級といっ ておりま した。

彼らにとって生活必需品 といえる自転車も ，

独身なら 2 カ月 ，既婚者は半年ぐらいためない

と買えない。 しかもそういうつつましい財産状

態でありながら貯金をしています。貯金には 3

分の利子がつく乙とを知ったので，資本論 ICは

金利は余剰価値で・搾取につながるから ，共産主

義では とらないと普いであるが，と質問したら ，

乙れは毛主席が多数の国民から預金をｾめ ｳ か

つ， 一般に浪費をさせないためにとられた新 し

い政策だと返事してくれました。

マルクス ・レーニ ンのカ チカチの共産主義で

はなしに，中国国民に合った柔軟なやり方を し

ている点は，感心しま した。

工場は，天津でじゅうたん と自転車の工場を

見ましたが，3交替で，定年は男ω才，女55才

で，定年時の70% の収入が一生保証されていま

すが，中国の今の状態では，定年後ぶらぶら し

ておる乙とは とても許されない雰囲気です。 工

場でよく働く人に対しては，職場で赤い紙にそ

の功絞を列記して表彰 し， また灰皿や湯呑み

や，シャ ープペンシルなどの立品も与えており

ます。

それがい くつかたまる と， 乙んどは休暇を与

えるそうです。文化大革命前には金銭的な裏づ

けもしておったそうですが，乙れは今はありま

せん。自転車工場を見学 したとき，工場長から

感想を求められたので， i 従業員は実によく働

いておる。 ζ の真面自に働いておる人々のため

にも ，工場の照明や環境はもっと車奇麗にすべき

でないか」とわれわれがい ったと乙ろ ，工場長

は「工場の環境は昨年より今年，今年より来年

と， だんだんよくなっている。中国 7 億の民が

みな一緒によくなるように努力しておるから ，

スピードは遅いが，一歩ず、つ前進しておる」 と

胸をは って返事 しました。

人間の消ま ｾ 者生活 ｬ ζ 対する欲望は ， 相当根強

いものと息いますが，これを教育その他の方法

で抑える乙とに成功すれば， 数年後には中国

は，すばらしい国家になる と思って，帰って来

ました。

〈速記録より抄釈〉



日本建築協会

月間の動き

昭和48年11 月分

議 員
.6陥

=  

定時評議員会にかえて書面表決

11 月13日付をもって下記事項について文書に

よりｾり承 ＮｩＶ を得た。

昭如49年度評議員選出数80名決定の件

事
. 6.  

=  

21 日 4 時- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 塚 本，福田正副会長ほか 9 理事

議事'1)'J 、住宅建築業務基準案の件

(2)  i 他築物の防煙と避難施設について」の

説明会開催の件

(3) i 悠築業務基準法政令改正と新用途地域

指定並びに大阪市火災予防条例改正J Iζ 

ついての説明会開催の件

14旧中悠築技術交流会設立の件

(5) 12月定例理事会休会の件

(6)' ]} 務局職員ド矧1 ' 1 ・与文給の件

(7) 大| 奴住築防災センタ一見事推せんの件

(8) 人返会者承認の件

(9)級告 'Ji 項

編集理事会

21 日 311寺半- 4 H寺 於会館集会室

1.1-'. 1市イ' 1 i室谷委員長，福山副会長ほか 5 名

議事 昭和48年度「建築と社会」誌収支実施見

込額について

| 事 業 委 員 会

若い会員の集い小委員会

1 日 6 1時- 91時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 柳 副 委 員 長，西村，岩永，宮後各

幹事ほか 2 名

議朝日「ヨーロッパの郎市とｾ築調査団 ｊ 帰国

報告座談会の記録調整編集分科会報告

(2) 第 6 回「当尾の秋をたづねて」実施報告

(3) i:l' J  8 回「伝統工芸をみる会一吉野の紙す

き」の企画について

(4) 第 9 回「建築家に話を聞く会」の企画に

ついて

(5) i 解体修理中の古建築をみる一法輪寺，

法起王子(2) J の企図について

(6l i 工業化工法K よる住宅生産工場をみる

会(2 )J の企画について

(7)そのほか

広報小委員会

6 日 6 時- 7時 於 会 館 集 会 室

出席者 打浪委員ほか 5 名

議事(1)第 3 回展示写: ni 大阪の建築 ・今 と昔(3)J

ロイヤ ノレホテル新館と新大阪ホテノレの実

施報告

(2) 第 1 回「最近の建築用板附子製品 と工法」

説明会実施報告

(3) 第 4 回展示写真の企闘について

(4) 第 2 回「建築物の防煙と避難施設につい

て」の説明会企画について

ＨＵＩｭ 築ｾ準法政令改正とが 『 用途 地 場 指 定並

びIC大阪市火災予防条例改正についての

説明会開催について

見学会小委員会

7 日 6 時- 7時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 鈴 木 幹 事 ほ か 1 ;名

議 判1)10月に実施した見学会の報告

(2) 2 月以降の見学会企画について

(3)そのほか

委 員 会

8 日 6 時- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 北 垣 委 員 長，窪田 ，小泉 . ｴｾ Ｎ 柳

各副委員長，岩永，宮後各幹事

議事(1)各小委員会の事業報告

(2)2 月以降の与業企画について

(3) そのほか

忘年懇親会受付分科会

16日 61時- 81時 於 太 閤 国

出席 tf 今井幹宇ほか 3 名 太閤園林田氏

議1事(1)事前準備について

(2) 委員の作業分担について

(3) そのほか

忘年懇親会会場分科会

16日 61侍- 8 時 於 太 閤 園

出席者木地幹' ] } ほか 1名 太 閤 園 林 田 氏

1  議事(1) 会幼配置計画について

(2) 委員の作業分担について

(3) そのほか

忘年懇親会拍せん進行分科会

16日 611寺- 8 時於太| 矧図

出席. r， 仁必斡 j::. { 在繰，同村主査ほか 7 名

全日企図小泉氏

議‘ ，(1) 寄贈品の報告

(2) 進行スケジュール友作成

(3) 抽せん関係の進行」えによる詳細スケジュ

一ーノレ

(4 )' f 前準備について

(5) 委員の作業分担について

(6) せのほか

忘年懇親会小委員会

16日 8 時- 91時 於 太 閤 国

出席者 窪田副委員長，今井 ，木地，上松

各幹事ほか13名 太 閤 園 林田氏

全 日 企 画 小 泉 氏

議事{ 1 洛分科会の担当作業 iζ ついて

(2)賛助会費， 寄贈品について

(3)進行スケ ジュー J レ表による計画全般につ

いて

は)そのほか

若い会員の集い

解体修理中の古建築見学会

一 一法隆寺境内大湯屋・大垣(重要文化財〉一一

17日 1時半- 5 時

参加者 19名

編 集 委 員 会 1

2月号 「明日の建築はどうなるか」特集編集

幹事会 ( 第 2回)

8 日 6 時- 8 時 於会館 3 階会議室

出席者 加藤邦男特別幹事ほか 2 名

議事 2 月号「明日の建築 はどう なるかJ 特集

の企図( テ ー7 と執筆者の選定)

委 員 会

12日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 渡 辺 理 事 ほ か 8 名

議 ＧｊｾＨ Ｑ ＩＱ Ｒ 月号 ］ ヨ ーロ ッパのまちづくり特集経

過報告

(2) 昭和49年 1 月号= 歴史的環犠保全 と再 開

発特集経過報告

(3)2 月号 二明日の建築はとうな るか特集報

.fr. 

t: I 

(4) 3 月号の企画

(5) 新編集委員会の件

作品作風小委員会

12日 6 時- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 谷 主 査 ほ か 5 名

議事(1)正月号の新建築について

(2) 2 月号以降の作品作風のめっかいにつ い

て

3月号編集幹事会

27 日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 河目，上野 . U 羽各編集委員

議事 3 月号「住宅問題」特集号の企画

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

C グループ打合会

12日 6 時- 8 時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 岡 田 幹 事 ほ か 1;名

議! j J (1)C グループの業務の進め方について

(2) そのほか

企画分科会

15日 正午- 2 時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 酒 井 幹 事 ほ か 2 名

議事(1)追跡調査のチ ェ ックポイン 卜作成につい

て

(2) 総合目次 ・索引の発行について

(3) そのほか

委 員 会

21 日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 真 塚 副 委 員 長 ほ か 8 名

議事(1)Nu44号の掲載、ン ート について

(2) 石、ノ ート の取扱いについて
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〔団体会員 1社〕

妹 式 会 社 三 建

〔個人会員 29名〕

明 石 政 一 : 島 幸一郎 宮 崎 滋 男

汗 上 直 比 呂 新 堂 筆 森 本 友 造

井 手 一 減 : 鈴 木 克 己 山 級 一 幸

尾 関 満 。 中 村 道 生 山 本 E量 治

大 畑 和 憲 : 中 山 和 明 。 山 本 芳 明

加 古 敏 郎 : 仲 雅 義 Ｚ 結城ｊＮ ｊｾ 品

加 滋 恒 郎 : 平 井 正 樹 織 田 敏

川 野 保 福 井 章 人 吉 川 太 一 郎

m 岩 清 雄 藤 田 聴 和 問 康 由

洪 四 川 南 方 雅 昭

出席者 ω名

当日は住友 ゴム株式会社社長下川| 常雄氏より

中国の印象についてお話を伺った。

幹 事 会

16日 正午- 1 1時 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 小 林，尾fU. 星各委員

議事(1)12月夕食パーティの件

Ｈ Ｒ Ｉ 明年 Ｑ 月 ｾ Ｓ 月の講師の件

(3) そのほか

. 6.  

=  

委 員 会

13日 5 時半- 7時半於会館集会室

出席者 小西委員長ほか 7 名

議事 よろず相談住宅展に代わる催し物の企画

(3)企画分科会の提案について

(4)そのほ か

員委宅住

. 6.  

=  
員委規法

11月の入会者 (敬称略 j

A  

=  
員委

乙乙で取り緩められた小住宅建築業務主主準

は，現在住宅建築に携っている方々により ，現

実IC実行されており ，実現可能である乙との確

かめられた合理的な業務を基に作成されたもの

である。そのため乙の業務基準は必ずしも ，そ

の業務の合理性を徹底的 lζ 追求したものにはな

っておらず，過渡的な段階に止っているという

こともできょうが，取りあえず圧倒的多数の住

宅建築業者に実現の可能な業務水準を確保する

ための目標としてとり纏めた次第である。

Ｈ小住宅 建築 業務基司自ｾの前文より 抜 準Ｉ

小規模住宅業務益準委員会

委 員 長 浜 口 ミ

I  一般営業活動

2  相談業務

3A. l正本I l l : 計( 事前打合せ}

4A. : l l 纏設計

5A. 積 算 ・見積り

3B. Jl !築主の希望内の把僅

4B. t' l略役 計

5 B 積 算

6.  'r. 耶請負契約

7  辿 築手続き

8  下Ｚｾ等の決定

9  安全と工事現場の危害防止

10. 施 工呼i備

11. 施 工

12. 工事監理 ・検査 ( 設計，擁工分離で設計者が ζ れ ら を 行

なう掛合)

13. 変更工 事

14. 工 事 完 f

15  工事前負代金等の支払い

16  竣工図轡の保存等

17. JIlln王( かし〉担保および保守

( 氏名省略)

“H・I・1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111'11111111111111111111111111111111111111・t・1111111111“11111111111111111'1' 1111111111111“111111111111111111111“111111111“11111111111111111111111111111' 1111111111“1111111111111111t111" " !J

3 名〕〔准会員

於会館集会室3 時- 5 時19日

- 小住宅建築業務基準案

昭和48年10月1( ，小住宅建築業務基準案が，

建築業務基準委員会によりとりまとめられたの

で，以下に ，簡単に紹介します。

x  x  x  

わが国の住宅のうち ，その約 7 割は木造戸建

て住宅として地方に散在する中小の住宅建築業

出席者市川委員長ほか10名

議事 法令問題についてのアンケー卜報告とそ

れにもとづいての今後の検討

委 員 会

30日 5 時半- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者山田委員長ほか12名

議事(1)打込タイ J レ検討会( 第 l 回)

(2)そのほか

. 6.  

=  
員委材建

ホ

小住宅建築業務基準案のあらまし

者によって供給されている。

乙れらの住宅供給は，地縁が] または小さな社

会的コミュニケイションによって生まれた信頼

関係を前提として行なわれる場合が非常に多

い。住宅建築業者の業務の内容が必ずしも具体

的になっていないため，建築主と住宅建築業者

との間に不必要な紛争が生じている場合も少な

くない。また，住宅建築業者についても，その業

務のやり方自体不合理な場合が非常に多く ，そ

れが乙の業界の体質の弱さにつながっている。

現在，建設省によって明らかにされてきた住

宅対策においても ，負担方 IC散在する国民の住宅

要求に対してきめ細かに対応するためには，住

宅建築業者が施工を担当するという対応が最も

適正な方法であると考え られている 。 しかし ，

現在の住宅建築業者の業務の実態はとのような

政策的要望を担うに足りる合理的なものにはな

っていない。現在の住宅悠築業者が今後国民ω

要望を担って行くためにはその技術の革新を図

るζ とと合せて，その業務の適正執行により業

態の体質改善という近代化を図る以外にない。

洛西，妙心寺の茶室見学会

一一桂春院の既白軒・天球院の蓬庵・退蔵院

の庭園一一

10日 1時半- 5 時

参加者 28名

. 6.  

τl X  

品

十
見

|第19回工高生デザインコンクール表彰式 |

2 時- 3 時 於 会 館 集 会 室

徳永審査委員長ほか 2 審査員

谷口 ，斉藤正副教育委員長，上野

幹事ほか 2 名

入選者 IC対し11状，首: 牌を努力11lc11t提，記

念品をまた最優秀作に対して関西建築家懇談

会ーの会徳永代表より「ーの会: r t J を授与し

た後茶話会を開催した。なお解散後大阪大林

ヒリレの. 見学を行った。

24日

出席者

|建築基一一…慨
並びに大阪市火災予防条例改正説明会

大阪の建築 ・今と昔のシリーズとして今回採用した新大阪ホテノレと超高層ロイヤノレホテノレ新館

は，大阪の中心「中之島J IC君臨した古きよき時代と現在の代表的なホテルといえます。 "光と水

と緑" のテー 7 1 ζ 新しく生まれ変わろうとしている中之島の対照的なホテルをど紹介いたしており

. 日本建築協会の展示窓紹介

11月中旬→49年 1 月の中どろまでの 2 カ月間

京阪淀屋橋と北浜間の中間地下道の南側のショ ーケース

ます 0

・展示期間

・展示場所

l  時半- 5 時40分

於大阪マー チャンダイズ ・マー 卜

聴講者従) ( ) 名

( 日本建築協会ほか 6 団体共催)

講師

「建築基準法政令一部改正と新用途地域制

の問題点」

大阪府建築部建築指導課主幹

梶原 明氏

「消防関係法令の改正について( 大阪市火

災予防条例を含む) J  

大阪市消防局予防部防災設備課

設 備 係 長 問 中 隆 夫 氏

28日

8 時- 9 時半

於大阪グラン ドホテ J レ

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

13日
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賀 正

1 9 7 4  

設 計 事 務 所 有 志

圃

一級建築士事務所

株 式 会 社
A. R. I  建 築 事 務 所

代表取締役
亀 井 晃 治

事務所 大阪市南区谷町7丁目 12番地の l 新谷町第 3 ビル 2 F T E L  (代表)大阪 (06)768- 1405

アトリエ 東大阪市上石切町 2 丁目 14 - 35 T  E  L  07437(3)6137 

分 室 大 阪 市 旭 区 新 森 1 - 7 - 33- 910 T E L 大阪 (06)953- 1284

三主主

同 田設 計 事 務 所

所 長 青 田
監包 =1::= 

玉三 口

代 表 0792 (22)  7  1  2  6  

姫路市坂田町 5 4  ( 姫路建設会館内) 電 話

直通 0792 (24)  9  0  1  2  

〒 670

株式会社
赤 崎 建 築 事 務 所

代表取締役 赤 崎 尚 信

大阪市西区立売堀北通り 1 - 90 第三富士ビル T E L (06)541 - 7625代 表

株式会社赤松菅野建築設計事務所

代表取締役
赤 松 修

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 1 2  3  ( 瑞穂ピル) 電話 (364) 5  6  5  1  

東 京 ・ 横 浜 ・ 大 宮 ・ 富 士 ノ 宮

株式会社浅野建築設計事務所

代表取締役 浅 野 真 澄

キ rl : ⑤ 5  4  3  大阪 I打天王寺区域 南 寺 町9- 27 カトウビ J レ T  E  L  06 (768)0201番 問

T E L 0 6  (768) 1 8 7 0 番

内ilt 分室 w 5 4 3 大阪市天王寺区京高津町13- 11 八 竹 ビ ル T  E  L  06 (768)0  2  2 6需

奈良分室 ⑤ 639-02 奈良県北葛城郡香芝町下回 2 5 6 接地 T  E  L0745 (77)  7805番
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東 建 築 設 計 事 務 所株式会社

保秀東代表取締役

電話 ( 358) 5598 ・3497マ チ ス ビ ル
大阪市北区天神橋筋3- 67

井上達明建築事務所
株式会社

日月
達上井代表取締役

電話 06(372)2821(代)大 阪 市 北 区 鶴 野 町 5 1 番地 ( 安田ヒ' ル)干 530

株式会社伊東建築設計事務所

正 也

永一郎

東

原

伊

竹

代表取締役

取 締 役

4 3 4 3 - 5  電 話(562)清光 ビ ル大 阪 市 浪 速 区 幸 町通り 2 - 6

伊藤建築設計事務所株式会社

屯話<052>951- 1110f代)

ｾｉｌ 話 ＼ ＰＳ ＾ 294-606H付

ｾＡｉＺ話 ＼ ＰＷＹＷ ＾ ＲＲ Ｍ Ｒ 1  6  3  

鑓

名古匡市中区錦 3丁目 3-6( 日本経済新1111 ピル )

束京都千代田区神図美土代町 7 ( 久 保 ビ ル )

芦屋市 山手町 6 9  

藤伊代表取締役

東京事務所

現 住 所

池田宮彦設計事務所株式会社

治

昭

也

直)  11 

回

木

荒

池

鈴

取 締 役 会 長

代表取締役社長

代表取締役副社長

日記

J I [ L .  

屯 話06(761 )0360・06(762)0396・06(762)5551

石 所務事築

大 阪 市 南 区 瓦 屋arr 3干奪回T68番 地

建

-

E

・
E

・-

-

E

・
E

・-

'

E

E

ノ

06 (779) 9491 - 2  

03 (946)5431- 2  

宏

電 話

電 話

寛石

石

大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼 山 町 1 1 1

東 京 都 豊 島 区 駒 込 1 - 1 1 - 9

l

i

 

l

l

 

-

J

 

124 



@  

株 式 会 社 泉 設 計 事 務 所

代表取締役

代表取締役

長 谷 川

宮 川

元 耶

達 郎

大 阪 市 南 区 横 堀 7 - 4  ( 新 田 ビ ル ) 電 話 251- 7  6  9  1  ( 代)

株式会社泉沢建築設計事務所

代表取締役 泉 沢 哲 史

大阪市北区真砂町48- 1  オオ シマビ ル 電話 06(364)9071 - 2  

株式会社今西建築デザイントム

代表取締役 今 西 茂 雄

大 阪 市 西 区 北 堀 江 通 2 - 4  7  T  E  L  541 ー 3 0 5 1 - 3

株式会社入江三宅設計事務所

代表取締役

炉..，..，.

ニb

三厄

日

東 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜川11IT 2  8  (弗 10森 ビ ル ) 屯 話 03 ( 501 )  0286附

大 阪 市 東 区 北 浜 4 - 4  8  - 3 電 話 06 (201)  5 3 0 5  

株式会社上田 建 築 事 務 所

代表取締役 上 田 良 治

寝屋川事務所 信 屋 川 市 本 町 1 7  - 1  8 必話 (0720) 21 - 2483 

大 阪 事 務 所 大阪市浪速区新川 2 丁目 667 南 朝 円 ビ ル 電 話 633- 3655 

株式会社栄和設計事務所

取締役社

専務取締役

小 泉 善 重

神 山 一 郎

本 社 大 阪市福島区堂島浜通 4 丁目 14 T  E  L 大阪 (452) 16 51 - 4  

京都連絡所 京都市南区唐情西平垣町 19番 地 T E L 京都 (691) 4946 
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計

理

一

一

日

昨

且

株式会社岡山建築事務所一級建築士事務所

代表取締役 岡 山 竹 雄

事 務 所 京 都 市 伏 見 区 深 草 平 田 町 1 8  T  E  L  075 - 641 - 0536 

設 計 室 京都市東山区五条橋東2- 7 大友ピル内 T  E  L  075 - 531 - 1098 

③ 株式会社久米建築事務所

取締役社長 永 井 賢 城

東京都港区西麻布 1丁目 13番11号 屯話03 (403)0251大代表

大阪市北区堂島中 1 丁目 23番 池 堂 島 中 町 ビ ル 屯 話06 (344)2096代表

会 コータケ建築設計事務所

所 長 高 武 主 計

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 5 - 1 5 5 ( 新山越ビル) T  E  L  06(448)0178 ・2408

語 河 内 義 就 設 計 事 務 所

代表取締役 河 内 義 就

広 島 市 上 幡 町 2 番 3 7 号 電話 ( 0822) 28- 2  2  7  1  

去を小林得志建築事務所

代表取締役 林 得

士

山

山

〒530 大阪市北区立島北町 2 0  篠田ビル内 屯話 06(341) 5 6 5 8 (代)

〒662 分 室 西 宮 市 丸 杭 町 6 の 1 6 屯話 0798 (66)  2  3  9  4  

株式会社篠田川口建築事務所

株式会社協同設備事務所

代表取締役社長 川 口 喜 代 枝

名 古 屋 市 東 区 富 士 塚 町 3 - 2  

T  E  L  962 - 7  5  8  1  ( 代)

T E L  971- 2  2 5 5  
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株式会社清水和嫡設計事務所

代表取締役
清 水 和 禰

大阪市北区万- - 1 ' 町 4 3  ( 浪速ビル ) 屯 話 大 阪 ( 312)4616 ・7278(代 )

@  株式会社 8t5 示日
ヨ亘又パ，

計

代表取締{ 支社長
岡 本 行 善

計阿 ・設計 ・監埋

代表取締役専務
林 日住 夫

大阪事務所 大阪市西区西長堀北通1- 8 四ツ橋ビル T E L 代表 532- 3421 

神戸 事務所 神戸市立合区八嶋通 5 - 6 久徳ビル T  E  L078- 251 - 0651 

株 式 会 社 神 京 設 計 事 務 所

Shi nkyo As s oc i at ed Ar chi t ect s  &  Engi neer s  

越 智 隆 晴

神戸市生田区中山手通 5 丁目 15- 17(浜地ビル 5 F )  電話 (078) 371- 2929 

G

 

株式会社新日本設備計画

代表取締役 長 谷 川 幸 雄

本 社 大 阪 市 北 区 金 屋 町 2 - 31 (佐川ビル ) 屯話 353- 4061附

九州事務所 福岡市博多区博多駅町 4 丁目 38- 26(柏村ピル ) 屯話 43一7823附

株 式 会 社 大
建

= n "  

員又 言十

取 締 役 社 長

取 締 役 副 社 長

取 締 役 副 社 長

夫

郎

郎

太

五

慶

徳

大

橋

嶋

原

高

西

千

本 社 大 阪 市 i尚氏J i ' ; 町J . t l ! 2 丁 目 7 5 番 I也 大 阪 (441)9351聞

大 阪 本 社 大 阪 市 丙 ほ J ;( 町 刷 2 丁 目 7 5 番 地 大 阪 ( 441) 9351問

点 以 本 社 末 以 仰 港区 新紙 1 丁目 10千件 7 サ ( 大 和 銀 行 新 僑 ピ ル ) 東 京 (572)4595(1勺

:Y. j J i 以 下 務 所 名古 hl di 中医 栄4丁目 6需 15号 名古 屋 臼 11ii: 生 命 館 ビ ル 名 古 屋 (261 )8531間

九州・，' ; 務所北九州市小倉区紺屋町9番 I号 明 治 生 命 小 倉 ピ ノ レ6P皆 小 倉 (521 )4285間

分 室 水 品 ・大 分 ・宅 前

高木建築デザインスタジオ

所 長 高 木 茂 雄

大阪市南区心斉僑筋一丁目 ーの二 心ー ビ ル 屯 話 大 阪 ( 06)252 ・8355
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株式会社竹内建築事務所

代表取締役
内 藤 真

大 阪 市 南 区 長 堀 循 筋 2 丁目 35の 1 ( 日亜ビル) 電 話 ( 211 ) 2 7 0 6 (代 )

株式会社田中産築事務所
小 西 矢 主 芳 ミ 守 才 少 力 六 刈

取締役社長 小 西 岬

本 社 大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 - 6  0 電話 (532) 4051大代表

東京事務所東京都千代田区神田鍛冶町3ノ3( 大木ピル内) 電話 (256) 9301代表

名古屋事務所 名古屋市中区丸の内l の8番39号( 三信ピル内 ) 電話 (211) 4  0  3  5  

大 津 事 務 所 大 津 市 梅 林l 丁目4番15号( 滋賀県教育会館内) 電話 (22) 5373- 4 香

株式会社地域計画・建築研究所

代 表 取 締 役 所 長 輪 泰 司

大 阪 事 務 所 長 糸 乗 貞 喜

京 都 事 務 所 長 宗吉 田 者念

東 京 事 務 所 長 f可 野 通 宇谷

本社 Ｇ ｊ ｾ 務所，ｩＢ ｃ ./m市 左 京 区 下 鴨 ヒ 川 原 町 6 9  植 物I調m停 1i1J T  E  L  ( 075)  711- 2161(( 1:) 

大 阪 市 務 所 大 阪 市 東 淀 川 区 間 中 I:.' ，III T 3  T  FI 120 番 地 '1 1  ｽＺＮｾピル Ｖ 附 T  E L  ( 06)  302- 6121附

東 京 事 務 所 東 京 都 港 区 芝 西 久 保 明 j¥l 町 1 4 帯 地 博 友 ピ ル T E L ( 03)  591 - 0682 

株式会社翼建築設計事務所

代表取締役

白

日ヨ 中 繁

本社 ・大阪事務 所 大 阪 市 西 区 靭 1 - 130 (布亀ピ ル) TEL 06- 441- 2288 大代

京都事務所 京都市中京区西 ノ京南原町l 番地( 中常ピル ) T  E  L  075 - 811 - 4  1  6  6  - 8  

東西建築サービス株式会社

取締役社長 布 袋 園 雄

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 - 4 8 ⑮ 541 電 話 06 (202 )  3  6  2  6  

事 務 所 所 在地 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島

株式会社東畑建築事務所

代表取締役 東 畑 謙

実 阪 事 務 葉 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 1 9 電 話 大 阪 (06)202- 0391

東 京 事 務 所 東京都千代田区永田町2( 永田町ヒ・ル) 電話 東京 (03)581-1251

名古屋事務所 名古屋市中村区堀内町2( 堀内ビ ル) 電話名古屋 (052)57ト8471

北 九 州 支 所 北九州市小倉区上到津本町 4 丁目 電 話 小 倉 (093)651-4467

(九州航空ビル)



回

⑩ 

徳 永 ・ 田 村 建 築 事 務 所

徳 永 正 三 ・ 田 村 又 夫

〒541 大 阪 市 東 区 博 労 町 2 - 41 < 中博ビル〉電話 <06>262- 2 '  3  1  0  

干 103 東京都中央区日本橋兜町 2 - 38<太洋ビル〉 電話 <03>668 - 3056 <代〉

中 根 庭 園 研 究 所

所 長 中 根 金 作

建設コンサルタント (造園部門 ) (建 設 省 認 定 第445号)

京都市左京区下鴨車しの森電停前 生産開発科学研究所内 電話 075 (781 )  11 07 

自宅 京都市右京区谷口唐因の内町 1の 6 電話 075 (463)  5548 

公園一般・造園設計・施工・監理

株式会社 中原茂建築事務所

代 表取締役 中 原 茂

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 丁目 9 0 番 地 ( 岡 崎 橋 ビ j レ) 電話 (445) 0  0  3  9  

名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所

所 長 井 上 正

名古屋市中村区情町 4 一刻国鉄会館ヒソレ) ⑤ 453 Uji mzjzr 砧)

株式会社内藤建築事務所

取締役会長 内 藤 資 忠

取締役社長 片 山 光 生

本 社 干606 京都市左京区 中大堰 町 1 8 9 番 地 電 話075(781 )6195代

事 務 所 ・ 出 張 所 青 森 ・東 京 ・松 本 ・静 岡 ・ 名 古 屋 ・ 京 都 ・ 奈 良 ・大 阪

四 国 ・福 岡・ 大 分

株 式 会 社

日

取締役社長

建 ー.n.
5 叉

塚 本 猛 次

言十

大 阪 市 東 区 償 堀 2 丁目 3 8 番 地 電話 2 0 3 - 2 3 6 1 ( 大代表)
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株式会社日新建築設計事務所

代表取締役 藤 村 j青

干530 大阪市北区査屋町 1 丁 FI 6  6 番地 ' ι l ，fj 06 (352)6161 (代表)

株式会社根津建築事務所

代表取締役 根 津 耕 一 郎

-t: H. 大阪 ､ｪｾｴｬ 天有 ｬ� ケ ｗｬｬｦＸ Ｑ Ｈ 大阪弁護士ビ ルＩ '， l!:，llj( 06)364- 8301 (代表)

- +1・ 睦旬 、主主 r.a:I +! 庄 一品ｾ .;，ι  

化 豆 旭 国 株 式 去 在

代表取締役 山 田 米 治 郎

代表取締役 山 田 昌 次

京都市下京区大宮通五条下る T  E  L  075 - 341- 2  2  4  6  (代)

宇 治 市 木 幡 南 山 畑 1 4  T  E  L0774- 32- 1  8  1  8  (代)

滋賀県莱太郡栗東町字手原170 T EL 07755- 2- 3  5 3  5 (代)

⑨ 
阪神造園建設業協同組合

理 事 長

専務理事
日

一

貝

麻

藤

合

n
u

コ
ー

告

M

剣

山

英

太 郎

r;j J  

事 務 所 大阪市北区神山間 27の 2 造 国 会 館 内 包 話 大 阪 ( 312) 4553代 表

株式会社彦谷建築設計事務所

代 表 取 締 役 彦 谷 邦

阪市東区横堀 1 - 23(寺仙ビル) 電話 231- 2  8  1  0 ・ 7 6  3  4  

株式会社福永建築設計事務所

代表取締役 福 永 薫

専務取締役 福 永 健

大 阪 市 南 区 )llfi 度目f ;W 4 ノ 6 1  電話 (06) 251- 3102 ・5189
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m 株式会社宮後建築事務所

代表取締役 {
呂

後 健

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区上汐町 6 - 3 5 'itL話 772 - 0  1  6  5  ( 代表)

分 室 大 阪 税 寺 町 ・大 阪 本 町

有限会社 村 野 森 建 築 事 務 所

村 野 藤 吾 森
申

J じ，、

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2 - 3  - 8 電 話 (624) 0  9  2  6 代表

研 究 宗 大 阪 市 南 区心斎橋筋 1 - 4  3 電 話 (253) 0  8  7  5 代表

東京事務所 東京都中央区日本橋茅場町 2 - 3 電 話 (661) 7  1  5  8  

う民
株式会社安井建築設計事務所

取締役社長 佐 野 正

本 社 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 7 番地 電話 06(943)1371 (大代 )

支 社 大 阪 ・東 京 ・名 古 屋 ・神 戸 ・九 州

株 式 会 社 洋 建 築 事 務 所

代表取締役 設 楽 貞

大 阪 市 北 区 松 ケ 枝 町 8 8  (大 徳 ビ ル ) 電 話 358- 6  3  7  2  ( 代)

株式会社吉田建築事務所

取締役社長 田信 武

大 阪市西区北堀江上通 3 - 22( 久竹ビ ル) 電 話 (538) 2991 代 表

渡 辺 建 築 事 務 所

渡辺 道 ま軍

〒541 大阪市京区今僑 2丁目 2 1 苦手 J也( 藤j良ビル ) 屯話 06 (231 )  1  6  9  6  IIHftl 

干102 東京都千代田区二 得Rrf1l -10 (麹町山王7 ン シ ョ ン ) 屯話 03(262) 4567得
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正賀

1 9 7 4  

建 設 業 者 有 志

ｾＧＢ＠
己又

建

次

松

木

青 木 益

吉 田 卯 之

車

問

取締役社長

常務取締役

大阪支庖長

株式会社

T E L  06 (458)  5851 

T E L  03 (407)  8511 

T E L 0 6  (458)  5851 

r

a

q

J

F

L
D

 

σ〉

勾，.

唱

E

A

・

B

・-

-

E

A

南

一

南

町

2

町

淀

谷

淀

大

渋

大

区

区

区

淀

谷

淀

大

渋

大

市

都

市

阪

京

阪

大

東

大

本 社

東京本社

大阪支庖

組

ｾ＠

沼?蚤

式

社

株

会

⑬ 
取締役社長 浅 沼 猪 之 吉

本 社

本 底 ・大阪市天王寺区東高津町 8 番地の l 電 話 代 表 (768)

支 庖 ・東京・名古屋 ・札幌・ 仙台 ・福岡・ 広島

営業所 ・旭川 ・秋田 ・盛岡 ・福島 ・水戸 ・北関東・千葉・立川 ・横浜・新潟

北陸・浜松 ・静岡 ・岐阜 ・長 野 ・三重 ・滋賀 ・奈良・京都・大和郡山

和歌山・神戸 ・岡山・山口 ・高松 ・徳島・松山 ・熊本 ・沖縄

5  2  2  2  

所務工
ア タラシ

新

式

社

株

会

CD 
Bs 

電 話 代 表 大 阪 (313) 1331 番

電 話 代 表 東 京 (291) 3741 番

電 話 名 古 屋 (262)  17 25 番

新

本 底 ・大 阪 市 北 区 曽 根 崎 中 一 丁 目 四 三

支 庖・東京都千代田区須楽町二丁目 一番十四号

営業所 ・名古屋市中区大須四丁目 一番七一号( 時計ビル)

取締役社長

屋
ヵ、

りめあ
株式会社。。

良E太慶里子前
取 締 役 社 長

電 話 代 表 ( 444) 1501番干 530 大 阪 市 北 区 常 安 町 1 7 番 地杜本

安藤建設株式会社大阪支応

村 田 隆

大阪市福島区上福島北通 1 - 17 - 1  電話 代表 453 - 2190 

本 社・東京都 中 央 区 八 重州 四丁目 七番地 電話 大代表 (272) 7  4  1  1  

支 庖 ・名 古 屋 ・仙 台 ・ 節 岡 ・九州、| ・広 島 ・般 浜 ・札 幌

営業所・千葉 ・横浜 ・水戸 ・盛岡 ・新潟 ・神戸・京都 ・沼津 ・札幌 ・宇都宮 ・北九州 ・熊本

⑤ b  

次
取締役大阪支底長
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• 
t危誌

、車J

@  

@  

⑨ 

ネ末 式

井 上 組A京、
社

取締役社長 井 上 福 蔵

本 社 大 阪 市 部 鳥 区 網 島 町 6 番 2 5 号 大阪 (351) 0530 (352)  4031- 4  

出 張 所 神 戸市生 田区加 納町 三丁目 二番 地 電 話 神 戸 (33) 1  7  8  0  

株AZミ、

式

A  1  西 組社

取締役社長 ム7 、
西 芸官宅ｾ 雄

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 七 丁 目 二 番 地 ノ ー 電 話06(772) 1  2  5  1  

支 庖 東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 一 番 地 電 話03( 354) 0  5  8  1  

営 業 所 京 都 ・神 戸 ・奈 良 ・埼 玉

株lZミb、

式

大 林 組
社

取締役社長 大 ネホ 芳 郎

東京本社 ・東京都千代田区神1111 行J Ul T 2 丁目 3 番 地 屯 話 大 代 表 (292) 1111番

本 庖 ・大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁目 3 7 番 地 屯 話 大 代 表 (943) 1131番

支 庖 ・札 幌 ・仙 台 ・ 横 浜 ・名古! せ ・神 戸 ・岡 111 ・広山 ・高 松 ・悩|判

株式会社

奥 キサ 来E

社 長 奥 村 俊 夫

本 社大阪市阿倍野区松崎町 1 の 2 の 3 ' f 五話大阪 (06)621 - 1l 01(大代表)

東 京 本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 の 3 の 10 屯話東京 (03)404- 811l ( 大代表)

支 庖 札脱 ・仙台 ・東京 - 浦和 ・名古屋 ・大阪 ・広島 ・高松・北九州・福岡

鹿 島 建 設 株 式

芝〉

エヨミ

取 締 役 社 長

常務取締役大阪支庖長

j屋 美 健 夫

橋 本 正

社

本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2 一 7 電話 03 (404) 3  ( 大代)

大阪支庖 大阪市東区瓦町 5 - 7  1  ( 瓦町ビル) 電話 06 (203)338 (大代 )

株式舎社柄谷エ務志

取締役村長 柄 谷 吉 太 郎

本 社 尼 崎 市 玄 番 南 之 町 4 番地 電 話 大 阪 06( 411 ) 1  4  5  1  (代 )

営 業 所 大 阪 ・ 西 宮 ・ 神 戸 ・ 高 砂 ・ 豊 田
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令
雲 を 神 崎 組 大 阪 支 応

取締役支 j苫長 江 藤
申

J じJ、 {貫

大 阪 市 北 区 曽 栂 崎 新 地 1 丁目 2 1  電 話 (341) 7  3  7  1  ( 代 表)

本 庖 ・ 姫 路 市 北 条 口 8 6  - 3 電 話 姫 路 (23) 2021(代 表)

①

 

株 式 会 社
近 畿 建 設

代 表取 締 役

I

 

l

 

-

-

E

a

F

 

山奇 敬

本 社 大 阪 市 西 区 制 本 町 4 の 1 0 3 電 話 大 阪06 (532)0081(代)

滋 賀 支 社 滋 賀 県 栗 太 郡 莱 東町岡 1 9 3 の 1 電 話 07755 ( 2 )  1361- 2  

@  
熊 谷 組

専 務 取 締 役 大 阪 支 府 長 泉 治 郎

大阪支庖大阪 Ｂ￭ ｩＧｩ ｬｬ ，ｬ ， ｾ区Ｉ Ｇ， Ｍ 町 Ｒ 丁目 Ｑ 0 番 5 号 屯 話 (352) 1151番( 大代表)

本 社 東 京 都 新 柄 区 筑 土 八 幡 町 22 番 地 電 話 (260) 2111番 ( 大 代 表)

支 j占 札帳・仙台 ・北関東 ・東京土木 ・東京建築・横浜 ・名古屋・広砧 ・四国 ・福岡 ・福井 ・那覇

小 林 住 宅 販 売 株 式 会 社

社長 一級建築士 小 林 三 甫 朗

本 社/ 大 阪 市 東 区 南 久 宝 寺 町 5 - 18 f i  (06)251 - 8371 

支府/ 銀座営業所宮 (03) 563-3061 名古屋支病f i (052)931-7571 

京都案内所包 (075)35ト3206 三宮営業所宮 (078)231-6023

ee 
株 式 会 社 漏 池 組

取 締 役 社 長
鴻 j也 藤

本 庖 大 阪 市 東 区 北 久宝 寺 町 4 - 2 7 電 話 代 表 (252) 3  1  0  0  

支 庖 東京・名古屋・広島 ・福岡 ・鹿児島 ・松江・仙台・高松・償浜・札幌紳戸 ・京都・金沢

ゐ
甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 原

大 阪 市 東 淀 川 区 +三 西 之 町 4 丁 目 3 番 地 包 括 ( 06) 302 - 1551代 表

東 京 都 千 代 田 区 神 田 須 田 町1- 18 ( 共 同 ピ ル ) 電 話 ( 03) 253 - 4455代 表

尼 崎 市 東 宮 松 字 道 水 7 6  6 の 1 番 地 電 話 ( 06) 427 - 9631代 表

神 戸 市 葺 合 区 八 幡 通5丁 目 6番 地 ( 松 井 ピ ル ) 電 話 ( 078) 22 - 6293代 表

堺 市 宿 屋 町 東 3 丁 1 番 1 9 号 電 話 ( 0722) 2 - 5 4 2 3  
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画
佐 藤 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 佐 藤 欣 治 ・ 常務取締役大阪支庖長 山 本 良 勝

本 社 ・ 東 京 郡 中 央 区 日 本 僑 本 町 4 - 8 電 話 東 京 (662) 2331 (大代 )

大阪支! 占 ・ 大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  電 話 大 阪 (203) 7221 ( 代表)

支 庖 ・ 東 京 ・名 古 屋 ・富 山 ・ 札 幌 ・ 福 岡 ・ 仙 台 ・ 広 島

争惨

.同ーー..... ‘  

・ー・. A

・ーーー...... 和 建 設 株 式 会 社

取締役社長
ん

J

'々
l

下 文 武

本 社 〒532 大 阪 市 東 淀 川区 加 島 町 4 3 1 T E L  (301)6636代

東 京 支 府 〒105 東京都港区西新僑 2丁目 19番 1号 T E L 東京 (436)1271代

京行11営業所 〒615 京 都 市 右 声 区 丙 大 路 五 条 七ル T E L 京都 (311)8897 

東 京 工 場 〒332 )11 口 市 仁 志 町 1 - 2  4  1  T  E  L  )11 口 (52) 4100 

高槻工作所 干569 高 槻 市 芝 生 町 5 の 2 T E L 高槻 (74) 0381 

⑧ 
島藤建設工業雲霊大阪支庖

⑧ 

'，o;¥'  ff : 顧問

西 田 康

、t .

関 西 駐 平:J:

支 出 一長 樽 田 光 男

本 社 東 京 都 港 区 赤 坂 8 丁目 5 番34号 電 話 東 京 (403) 1  5  l  1  

支 庖 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 1番地の 2 電 話 大 阪 (372) 6  0  0  1代表

清 水 建 設 株 式

之》

社ェ=;

社 長 野 地 紀

本 社 東 京 都 中 央 区 宝 町 二 ノ

支 庖 大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 高 松 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 仙 台 ・ 札 帆

+  イゑえ建設株式令私

常務取締役大阪支庖長

、
j

 

''

''

 

山 武

大阪支庖 大阪市東区北浜 5丁目 2 2番地( 新住友ビル2号館) 電話 (220)  8  7  1  2  

本 庖 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 13 番 地 電 話 (353) 代表5111番

。
株 式

会 社 銭

I=t 

I司 組

取締1支社長 銭 高 輝 之

本 府 大 阪 市 商 区 阿 波 座 上 通 3丁目 2 番 地 電 話 大 阪 (531) 6431番(大代表)

支 庖 札 帆 ・ 仙 台 ・ 東 京 - 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

営 業 所 青 森 ・秋凹 ・雌岡 ・福島 ・新潟 ・前僑 ・浦和 ・千葉 ・横浜 ・静岡 ・i!lt

金沢 ・京M ・神戸 ・岡山 ・松江 ・山 口・高徐 ・松山 ・北 JvJ+! . 大分 ・熊本

長崎 ・鹿児島 ・沖縄
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@  大 幸 建 設 株 式 会 社

取締役社長 大 沢 幸 平

本 社 大 阪市 西区西長 堀 北 通一 丁 目五番 地 電話 06( 538) 0881代

本 社 分 室 大 阪 市 東 区 今 橋 五 丁 目 二 番 地 電 話 06( 203) 0373代

東 京 営 業 所 東 京 都 渋 谷 区 渋 谷 二 丁 目 十 番 七 号 電 話 03(407) 7426代

名古屋営機所 名 古 屋 市 中 村 区 若 狭 町 一 ノ 二 五 電 話052(581) 7376代

松 江 営 業 所 松 江 市 和 多 見 町 一 七 五 電 話0852( 21) 3747代

出 張 所 富山 ・岐 阜 ・滋賀 ・兵庫 ・岡山 ・広島 ・愛 緩 ・橋 間 ・静岡

。
大 未 建 設 株 式 会 社

取締役社長 山 本 末男

本社 ・本 庖 大 阪 市 南 区 大 和 町 1 番 地 T E  L 06(213) 0555(大代表)

支 社東京都千代田区神田駿河台2丁目 9番地 T E L03(294)4311 (大代表)

支 庖 東京 ・札幌 ・仙台・新潟 ・名古屋 ・京都 ・神戸 ・和歌山 ・広島 ・九州、I. i中綿

• 大 成 建 設 株 式 会 社
耳立 前市 ?支

社 長

専 務 取 締 役

南

北

佐古

4

叶

J

幸

主主

ム

ロ

ム

本 社

大阪支庖

支 庖

常 務 取 締 役

支 庖 長

東京都中央区銀座 2 丁目 5 番 11号 T  E...L. 東 京 ( 567) 1511大 代 表

大 阪 市 東 区 本 町 4 丁 目 2 7 番 地 T E L大 阪 ( 262) 1131大 代 表

東 京 ・ 名 古 屋 ・横 浜 ・福 岡 ・高 松 ・新 潟 ・ 仙 台 ・札 帆 ・ 広 島

大 日 本 土 木 盟 大 阪 支 応

山

高

凡

又締

E

K

取

庖

務

支

在

締

駐

取

西

務

関

山

一

品

田

木 政

監包

_orr_ 

夫

530 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 9 電 話 06( 341 ) 代 表5931

東京本社 162 東京都新宿区市ヶ谷田 町 2 丁目 35 電 話 03(268) 5  5  1  1  

本 1苫 500 岐 阜 市 六 条 1 4 8 3 番 地 5 電 話 0582 ( 72)  3  1  4  1  

支 庖 東 京 ・ 機 浜 (11( 台 ・ 名 古 屋 ・ 九 ')+1

営 業 所 神 戸 ・京 都 ・奈 良 ・大 津 ・ 和 歌 山 ・上 六 ・高 松 ・岡 山 ・広 島

パ?、

てV

株 式

会 社 Tケ 中 工 務 庖

取 締 役 社 長 竹 中 錬

本 庖 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁 目 2 7  電 話 大 阪 ( 252) 1201番( 大代表 )

支 庖 札 脱 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・ 横 浜 ・千 葉 ・静 岡 ・名 古 屋 ・富 山

営 業 所 京 都 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・高 松 ・福 岡 ・ 北 九 州 ・沖 縄

⑧ 
鉄 建 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 唐

取締役支庖長 金 子 越 郎

大 阪 市 大淀区天 神縞筋六丁目五番地( 天六阪急 ピル) 電 話 (358) 0321 ( 代表)

本社 ・ 東 京 都 千 代 田 区三 崎 町 二 丁 目 五 番 三号 電話東京 ( 262) 3411 ( 代表)
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東 漆 興 業 株 式 含 赤 土 大 阪 支 庖

⑪ 
金野祐吉

電 話 東京 (212) 3  2  6  1  

電 話 大 阪 (373) 1  1  8  1  

常 務 取 締 役

支 庖 長

東京都千代田区 丸の内 3- 4- 2 日石ビル

大 阪 市 北 区 盟 宮 町3- 2 住生豊崎ビル

小松英二

大 阪 駐 在

専 務 取 締 役

本 社

大阪支庖

支 庖 幌台 ・札京 ・名 古 屋 ・仙東

東 洋 基 礎 工 業 株 式 会 社

v  繁

蔀

村

井

杉

石

取締役社長

電話 03 (444)2141 

電話 06 (441)6678 

取締役所長

東京都渋谷区広尾五丁目 4-12(大成鋼機ビル)

大阪市西区京町堀 1 丁目 1 5  6  ( 中谷ビル)

本 社

大阪営業所

田建設雲喜大阪支底

常務取締役支庖長 加 納 秀 雄

大 阪 市 東 区 本町 3 丁目 27の 1 ( セ ン パ ・ セ ン ト ラ ル ビ ル )

電話 (252) 6311(大代表)

本 社 ・東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁 目 3 番 地

支 庖 名古屋 ・札悦 ・仙台・関東 ・横浜 ・広島 ・福岡

戸。

切

飛島建設株式奮社大阪支J 苫

I T、
てコ

準脇木常務取締役支店長

大 阪 (942) 2  4  8  1  ( 代表)

九 段 南 2 丁 目 3 番 2 8 号

電 話 東 京 (263) 3  1  5  1  ( 大代表)

電 話8 番 地大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 2

区回京 都 千 代東社本

四 回 T 務 庖
プ

社

株

会
G 〉

西 国 義 郎

堺 市 石 川 西 町 7 番 地 臨 海 セ ンタービル内 T  E  L 0722(44)5221 

東京都新宿区西新宿1丁目 21番地明宝ビル11 F  T  E  L03(343)  0351 

岸 和 田 市 」三 野 町 西 2 6 番 3 3 号 T E  L0724(23)2881  

取締役社長

大阪本府

東京支底

本 社

.;;n.， 

員又建松西
明日をささえる

@  

番 地1  4  目丁

士

口

大 阪 市 東 区 釣 鐘 町

2務E締苦 鈴 木 製

東 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜

2  大阪建築支庖

番 地
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不 動 産 株 式 会 社生日

@惨
児健野星

代表取締役社長

( 262)  2  8  4  1附)T E L  大 阪 市 東 区 本 町 四 丁 目 一 番 地

ネ土
ム

五

夫

郎

郎

式株東

蜘
久 保 俊

津 六

j畢 平 八

電話東京

電話大阪

設

取締役会長 長

取締役社長 Z王

取締役支庖長 本

102 東京都千代田 区平河町 1 丁目 4 番地 9

530 大阪市北区末広町12番地 ( 新末広ピル)

建日

03 (265) ( 大代表) 4281番

ω( 351) 代 0 6 2 3 番

本社

支庖

社

a

ふ

瓦式株設建本日

③ 

政重回生
長社

〒541T  E  L  (261) 7  5  9  1  - 6  大 阪 市 東 区 安 土 町 4 - 5  ヰ土本

東 京 ・名 古 屋 ・ 福 岡 ・広 島 . 1111 台 ・札 幌 ・ 四 国 ・沖 縄庖支

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

'L¥ 

電話 (202) 代表 4 7 9 1  

電話但41) 代表 4 1 7 1  

義

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 二 丁 目 九 番 地

東京都千代田区大手町二丁目 一番一号

本岩取締役社長

本 社

東京支庖

応支阪大組
日

刊

F

『

E

株 式

会 社@  

司月

大 阪 市 東 区 瓦 町 5 丁 目 20 番 1 号 電 話 (201 ) 2  7  5  1  ( 大代表)

山 ・ 東 京 都 港 区 北 青 山 2 丁目 5 番 8 号 電 話 (405) 1111番( 大代表)

府・東京・大| 仮 ・名古屋 ・耐岡・仙台 ・北陸・. f L帆 ・広品 ・高松 ・海外工事局

い

い
、フt皮

I - W 

リij[ 務取締役

支 庖 長

本

← 
メ、

社

.d険

;p; 式株組
E------

-------

E

・・'

谷長

⑪ 
為

阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 四 丁 目 一 三 O

話 (771) ( 代表) 4  1  4  8 ・ 4 1 4 9 ・ 4 1 4 0  

阪 市 生 野 区 巽 四 条 町 1 0 3

話 ( 791) 2  7  4  4 番

ー

l

 

'

E

E

S

，

 

/.、

'ロー長
取締役社長

大

電

大

電

社本

2  
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⑥ 
株 式 会 社 冨 士 三 こ 西 日 本 支 社

取締役支社長
村 和 男

大 阪 市 北 区 兎 我 野 町108(潔楽ビル) T  E  L  06- 313- 1081附 〒530

芸 日 本 支 社 東 京 都 港 区 日 輪 2 一 2 1  - 4  6  T  E  L  03- 449- 11日間 干108

支 J苫 ・札 脱 ・ 般 浜 ・ 仙 台 ・ 名 占 屋

営 業 所 ・青森 ・福島・千葉浦和宇都宮・多摩 ・i l m.松本 ・京都 ・神戸岡山高松 ・福 岡・熊本

'" 
， .  

省惨

未来をひら〈

常 務 取 締 役 大 阪 支 庖 長 古

フジ少工業

賀 文 之 介

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁 目 38 番 地 電 話 (345 ) 代表 7 6  7  1  

本 社 ・ 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 4 - 6  - 15 

支 庖 ・ 東 京 ・ 札 幌 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・ 広 島

九 州I . 仙 台 ・ リ マ ・ カ ラ カ ス ・ サ ン パ ウ ロ

② 
不 二 建

号 九

員又

山取 締 役 社 長

株 式
令

官

郎

本土

口
五

口

本 社 大 阪 市 西 区 阿 波 座 上 通 4 丁目 8 e  550 電話大阪 (06) 541- 5534代表・9301代表

支 底 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 4 丁目 5 番 2 号 e 160 電話東京( 03)  377 - 5  1  7  1 代 表

名古屋市中区千代田 4 丁目 11番17号 e 460 電話名古屋 (052) 321- 8  4  8  1 代表

出張所大垣・京ｲＮｾ . 姫 路 ・岡 山 ー博 多 ・大 分

④ 
不 動 建 設 株 式 会 社

取締役社長 圧 里子 勝

大 阪 本 社 大 阪 市 東 区 平 野 町 5 丁 目 O 番 地 電 話 大 阪 (201 ) 1121 

東 京 本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 4 丁 目 2 番 1 6 号 電 話 東 京 ( 567 ) 1751 

④ ブ ド ウ 建 研 株 式 会 社

取 締 役 社長 諌

専 務 取 締 役 平

早 信 夫

原 鴻 資

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 4 丁 目2 - 2 弥生ピル 〒104 T  E  L  (03)  561 - 3581  

大 阪 支 広 大 阪 市 東 区 平 野 町 5 丁 目30 不動ピ ル 〒541 T  E  L  (06)  201- 3737 

工 場 滋 賀 工 場 (07487) 5  - 1220 水口工場 (07486) 2  - 2225 

@  
株式会社 藤 木 工 務 底

取 締 役 社 長
藤 木 S載

大本阪本社庖 ・大 阪 市 東 区 両 替 町 一 丁 目 十 三 電 話 06 ( 942)  1461 ( 代)

支 底 ・ 東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 二 三 ノ 四 電 話 03 ( 357)  1611 ( 代)

念 敷 市 鶴 形 一 丁 目 十 ノ 三 二 電 話 0864 ( 22)  3330(代)

高 松 市 丸 ノ 内 十 一 ノ 十 = 電 話 0878 ( 51) 7272(代)

京 都 市 右 京 区 西 院 寿 町 十 三 電 話 075( 311 )  4131 (代)

出 張 所 ・ 名 古 屋 ・ 津 ・ 静 岡 ・ 岡 山 ・ 新 居 浜 ・ 徳 島 ・ 福 岡 ・ 熊 本
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+  

③ 

。

G  

⑥ 

@  
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真柄建設株式会社大阪支庖

2務E締2 佐 々 木 孝 治

大 阪 支 底 大 阪 市 西 区 京 町 制 3 丁目12番 地 電 話 大 阪 (06) 44 - 0641( 代表)

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 麹 町5丁目 1番 地 電 話 東 京 (03) 263一121l ( 代表)

支庖 ・営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・金沢・富山 ・福井・京都・大津 ・神 戸 ・新 潟

前田建設工業稼式会社大蔵1t 庖

常務取締役支庖長 島 田 光 富

支 庖 大 阪 市 東 区 石 田T 2 丁 目 7 番 地 電 話 大 阪 (942) 1301 ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 富 士 見 2丁目 10番地の26号 屯話東京 (265)5551番 ( 代表)

株 式 会 社
松 村 組

取締{ 支社長 松 キす 雄

本 . 社 ・ 大 阪 市 北 区 空 心 町一 丁 目 七O番 地 電 話 大 代 表 大 阪 (353)1131

支 宿・東 京 ・名 古 屋 ・ 札 幌 ・ 仙 台・広 島 ・福 岡

額 水 間 組

水 間 義 雄

本 社 大 阪 市 都 島 区 東 野 田 町 1丁 目1番 4号 電 話 大 阪 (06)352- 3  1  2  1間

営 業 所 滋 賀 県 大 津 市 中 央 4 丁目 1 1 6 の 6 電話大津(0775)22- 6  4  0  0  

-・園田・
・・・固・・・・

井 建 設 25 大 阪 支 庖

常務 l収締役 小tr

支 庖 長 川
内 慶 久

大 阪 支 底 った阪市北区中之ぬ 3 - 7 ( 三井ビル 2 号館) 電話大阪 (443) 代表1321

本 社東京都中央区日本矯室町二 ノー (三井ピル) 電ぷ東京 (270) 大代表8651

支 庖 東 京 土 木 ・ 東 京 建 築 ・ 札 幌 ・ 仙 台 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

株式会社 ネす 上 工 手多 底

取締役社長 ネす 上 秀

本 社 大 阪 市 大 淀 区 豊 崎 束 通 り 3 丁目 16番地の 16 T  E  L  (372)29 2  4  

営 業 所 東 京 ・神 戸



⑥ 村 本 建 設 株 式 会 社

代表取締役社長 キナ 本
呈主

主至.
局司

本 庖 奈良県北葛城郡広陵町安部 5 4 7 電話 大和 高田 (55)  1151(代表)

三陸委芸 大阪市天王寺区上本町 9丁目 4 9  電話 大 阪 (779)1571(代表)

東京支唐 名古屋支后 福岡支庖

電話東京 (265)5851( iU 電話 名古屋 (241)1511間 電 話 福 岡 (741)0119

③ 
望 月 建 設 株 式 会 社

取締役社長 望 月 小 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 上 1 丁目 18 電話大阪 (344) 8  6  5  1  ( 代表)

。 株式会社 森 組

取締役社長 森 幸治

本 社 大 阪 市 東 区 繍 堀 2 丁目 1 4 番 地 電 話 201 - 2761 ( 代)

( 支庖) 東京・名古屋・奈良Ｈ営業所Ｉ和歌山・尼崎 Ｍ 神戸 ・ 岡山 ・ 仙台京都・滋ｾ ・ 福岡 ・ 宮崎

① 

。
ゥ

株 式 会 社
盛 工 務 応

代表取締役 4日U記L  道 雄

本 社 ・大阪市北区南森町 4 7  ( 成輿ヒ、ル) 電話 (364)  1581(代)

営業所・神 戸 赤 )1 1  西 宮

矢 島 建 設 株 式

左ｾ
社

プエ三

取締役社長 矢 島 浩
一
一

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 七 丁 目 11 - 3 電 話 東 京 (572) 代1436

大 阪 支 庖 大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 八 番 地 電 話 大 阪 (244)大代1181

? ? 社 長 仁 平 信 也

支 庖 ・ 営 業 所 仙 台 ・ 福 岡 ・ 蒲 郡 ・ 和 歌 山

⑮ 
株式含社米田工務届

代表取締役

米 国 治 郎 兵 衛

米 田 良 男

取締役会長

本 社 干543 大阪市天王寺区逢坂上ノ町 7 T E L  大阪( 06)771-7771代 表
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賀 正

1 9 7 4  

建材・設備・工事業者有志

。〉 アイエム換気工業株式会社

代 表 取 締 役 松 岡 晃 一 郎

本 社 大 阪 市 浪 速 区 芦 原町 1 1  8  3  T  E  L  (06)  561- 3  9  0  1代

東京出張所東京都盟島区西池袋 5 - 13 - 13  T E L  (03)  982一o2  7  1  

泉北出張所堺市泉北若校台 1 - 1  - 1310 号 T E L  (0722)  92- 3321  

。 株 式 会 社 井 上 浄 夫 商 応

取締役社長 井 上 浄 夫

本 社 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 1  0  1 電 話 (06)441- 8531附

支 社 東 京 都 中 央 区 八 丁 堀4- 2- 2 共 同 ビ ル 八 階 電 話 (03) 551- 6756 

工 場 岡 山 市 中 原 3 7 5 電 話 (0862)52- 5371

〉々
井 上 窯 業 株 式

ふ
一

A
社

代表取締役 井 上 秋 次

771- 2  8  2  5  ( 代)

大 阪 市 天 王 寺 区 生 玉 町 4 0 番 地 電話

779- 5  3  2  3  - 4  
営 業 所 豊 中 ・奈良 ・寝屋川

• 株 式

A

G

一

A
社

梅 彦

代表取締役 松 永 彦 太 良R

本 社 大 阪 市 北 区 舟 場 町 20 番 地 電話 06 (371)  4  0  3  6代

営 業 所 大 阪 市 北 区 道 本 町 4 0 番 地 電話 06 (312)  6  1  7  1代

茨 木 工 場 茨 木 市 字 清 水 2 4 6 番 地 電 話0726 (43) 6  1  4  9代

冬季 文 阪 醤 飾 株 式

。
官

取締役社長 時 )11 智

、生

1旦

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 丁目 6 4 番地 電話代表 06 (441) 0  9  3  1  

営 業 所 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 2 6 - 1 電話代表 03 (437)  2577- 9  
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不 燃 ( 例 ) 第1118号

11 第1131号

準不燃( 例) 第2125号

H 第2140号

屋根 ・壁 ・谷樋材

銑工事全般

施 設 に 保 護 を /./

大島応用化学工業株式会社

代 表 取 締 役 社 長 田 中 政

設 備 を 大 事 に. グ

干 578 東大阪市新庄 114番地 06 (745)5121 ( 代)

庖所 東京 ・横浜 ・千葉 ・名古屋・四日市

広島 ・字部 ・大牟田 ・高松 ・新居浜

米 特 許 小 俣 式 防 火 シ ャ ツ タ

防 煙- m! ?当 b 供1 ・b f

⑪ 

空 気 調 和 設 備

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 ・ 施 工

各 種 プ ラ ン ト 設 備

ｾ＠
、事j

。

大 阪 支 所 長 栗 栖 干 宣

11¥俣シャEγ q- 工業キ朱式会社大阪支庖

株式盆社 ＪｾＴｊｬＮ シ
取締役社長 仙 田 四 郎 旧社名 関西媛房工業株式会社

各種送風機・風力輸送装置

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁 目 3 番 地

T E L :  6 7 2 - 1 2 8 1 ( 大 代 表)

営 業 所 束京 ・名古屋 ・広島 ・京都 ・福岡

工 場 和 泉 ・名 古 屋 ・福 岡

設計・製作

空調機器類・公害防止装置
テ レ y ク ス : 本 社NO . 526- 7688. 辛口泉工場 : NO.  538- 5898 

株 式

会 社 木 下 謹

取締役社長 木 下 光 雄

商 庖

干 550 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 5 丁目 5 番 地 電 話 06 (443)  0115 

冷暖房・空調機器製作

l k A Z輯 報 誌 宣 担

代表取締役 木 村 悦 也

本 社 540 大阪市東区上町13番 地 電 話 (06)761- 6 9 2  1番

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・福岡 工 場 ・八 尾

製 品 名 ライオン印 年限仕様によるアスフアルト防水工事

ア ス フ ア ル ト ル ー フ ィ ン グ

;ス771; 二μ 株式会社工盛社

A  絶 縁 用 ル ー フ ィ ング ー

B ベース用 J レーフィング

C ミネラルルーフイング 干536大阪市城東区鴫野西 5- 16- 43

Dエ フ ロ ン ル ー フ イ ン グ 電 話 大 阪 (961) 4 4 6 0

(962)  1  2  8  8  

大阪アスフアルト事業協同組合

〒536大阪市城東区鴫野西 5- 16- 43(工盛社内)

電 話 大 阪 (961) 4  4  6  0  (962)  1  2  8  8  
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諮

問

v

a
m叩

E

W

品 目

t ・角ヲ包帯ウ コe ーレツ クス 防 水 建 設 省 航の防火材料

セメント系吹付材 ソ リ ジ ッ トスタイン 基材同等 0003号

特殊リシン吹付材 エ パ ウ オ ー ル 基材同等 0003号

、アクリル系吹付材 エ パ ー サ ン ド 基材同等 0004 号

ヒ ル 石 吹 付 材 エ パ テ ッ ク ス 基材同等 o0  0  4 号

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 山 下 密 男

本社営業所 ・大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話 (702) 代 7814- 7  

出 張 所 東 京・名 古 陪 ・今 治 ・縞 問 ・札 脱

。
三協アルミニウム工業株式会社大阪支庖

取 締 役

支 庖 長

平

ａｾ ペ

円巳 秀

本 社 ・ 工 場 富 山 県 高 岡 市 早 )11 7  0 電 話0766- 22 - 5030 

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 靭 1- 123(近 畿 富 山 会 館 ) 電 話 443- 9601 - 4  

の

，園、

FLl NTKOTE 

、' -'

株式会社 シ ェル石油大阪発売所

フリン トコート部

部長 栗 山 和

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 り 1 - 2 5 電 話 大 阪 ( 343) 0441大 代 表

分 室 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 2- 76 電 話 大阪 (303) 7  1  3  1 代 表

事 務 所 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

‘ “' 

建築資材 ・金物総合メー カー

謹 居 室 属 産 業 株 式 会 社

取締役社長 j安 谷 幸 雄

本 社 大 阪 市 南 区 鍛 冶 屋 町 52 電 話 大 阪 (211) ー 733刻。

支 居 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 5 - 16 電 話 東 京 (356) - 7671間

営 業 所 札 幌 ・名古屋 ・高岡 ・広島 ・福岡

電喜
新日本空調株式会社大阪支底

支庖長 堀 田 雅 邦

大阪支庖大阪市北区堂島浜通 1 - 2 5 - 1 (新大ビル) 電話大阪 (344) 6031 ( 代)

本 社東京都中央区日本橋本石町4- 2(三井第2別館) 電話東京 (279)5671 ( 大代)

層別

出E

須 賀 工 業 株 式

A

令

官社

取締役社長 5頁

カロ

貝 孝

本 底 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 電話 (06) 441- 5  1  7  1  

支 庖 東京 ・大阪 ・名古屋 ・京都 ・神戸・福岡・札幌 ・千葉 ・横浜・静岡・広島・高松
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子土

必、

エミ
式株機{令研ネ青

木 内 清 三

和 田 正 八 郎

大阪市南区瓦屋町3番了68番地( オート センタービル) 電話 768・5031聞

東京都千代田区九段南 2 丁目 2 番 5 号( 九段ビル) 電話262 - 32 41( ft) 

取締役社長

命

⑨
専務取締役

本 社

東京営業所

鉄骨 ・鉄塔

橋梁 ・製缶

所工

鉄構造物設計施工

鉄成大

。

善 久

電話 (0720) 31 - 7001 - 8  

電話 (0774) 86- 3922- 6  

電話 (0822) 32- 8  8  5  9  

株式会社

局

枚 方 市 出 口 3 丁 目 1 の 1 1  

京 都 府 相 楽 郡 山 城 町 西 河 原 5

広山市横川町新町 8 - 19( ライトビル)

宇多代表取締役

本 社 工 場

京 都 工 場

広島営業所

会商和大
株式会社

修井j畢取締役社長

電 話 代 表 大 阪 06( 631) 6221番大阪市南区高津町 4 番丁73

東西日本アスフアルト事業協同組合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

庖商シヤノミ
テタ株式会社

四 郎彦キ木{
目

D

R

H

 

代表取締役

電話 ( 075) 681- 7 2 2 1 (代)
千601 京 都 市 南 区 西 九条大国町 37

大阪ガス風目ショップ

TANAKA BATH Ll VI NG 

B  回

中 照

白ず
q  

d 傘込

、平7

株 式会社

京佐田代表取締役

( 但し国鉄淡町駅南へ 5 0 メーター西側)

ナ フ ロ

屯 話 ( 649)  .3  7  2  6 代

5  i tI話 ( 997) 0  1  7  1 代

同 阪 市 浪 速 区 元 町 1 丁目 7 4 7  

2  目丁4  通宮大市口守工 場

田島応用化工株式会社

大阪営業所マ
06 (441) 一 5 9 5 1附

03 (866)  - 6  1  0  1附

l 比百f;

屯話

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 7  4  

東京都千代田区岩本町 3 - 1  1  

大阪営業所

東京営業所
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回

⑮ 

⑮ 

産業と 健康に 奉仕する〈空調 ・熱工学関連システム〉

高 砂 熱 掌 工 業 株 式S 紅

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 - 2  電 話 255- 8  211 ( 代)

大阪支庖 大阪市北区芝田町55 北阪急ビル 電話 372 - 2511 ( 代)

建設省計振発55号認可

東E アスフアルト防水事業協同組合

理 事 長 お d十勿伶

大 阪 府 八 尾 市 南 太 子 堂 6 丁目 4 番 2 7 号 T  E  L  0729(23)  3  9  2  1  

東 亜 工 業 株 式 会 社

取締役社長 新 田 泰 次

本 社 〒581 大阪府八尾市南太子堂6丁目 4番27号 電 話0729- 23- 3921

営業所 東 京 ・ 名 古 屋

工 場 大 阪 ・ 東 京 ・ 和 歌 山

特許銭。 Ｗｴｯ シ・，， ＧｾＴＢ 稔域
東西アスフアルト事業協同組合

東 京 : 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 1  1  電 話 (03) 866- 6101 

大 阪 : 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 7  4 電 話 (06) 441- 5951  

東邦パーライト軽量断熱コンクリー卜、東邦パーライト軽量 断熱モルタル、建設省防火認定材料( ネオパールスキン)

東 邦 バ ー ヲ ィ ← 株 式 会 担

取締役社長 キ喬 泰 治

本 社 大 阪 市 東 区 森 之 宮 西 の 町594 屯話 (941) 9243- 7  ( 代) 営業所東京、広島、高松、金沢

Ｍ事ｾ
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株 式 会 社 巴 商
，企h

コEζ

取 締 役 社 長
岡 本 利 正

取締役支府長 v日U  島 義 実巨

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 鍛 治 問 3 - 3  T  E  L  03(245)2611大代

! 市 大 阪 市 北 区 堂 島 上 2 - 3  8  T  E  L  06(344) 1441大代



社式 舎楳ｾ＠互宙i: ⑧ 

夫{愛田友取締役社長

大阪電話 06 (921)  0331- 6  大阪市都島区都島中通 3丁目 3番 6号干 534本社

ー' 7
す 一

株式会社

② 
TOTO特約庖

助

電 話 757- 1101附)

電話 771 - 9123附

広

大 阪 市 生 野 区 巽 西 2 丁目 7 番24号

大 阪 市 天 王 寺 区 烏 ケ 辻 町 6 1  

田代表取締役

営業所

本 社

西原衛生工業所大阪庖

株 式

会 社

CR; 

良R伴
取締役社長

電 話大 阪 (458) 代 3 5  3  1番大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 1 1 番 地

日 亜 金 属 興 業 株 式 会 社

登 録 商 標

@  

九

大 阪 市 北 区 木 幡 町 8 2 番 地 干 530 T E L  06- 364- 2771大代

東京 ・名古屋 ・福岡 代 理 庖 圏 内 9 地区

野!黄取締役社長

本 社

営業所

社間新

三 山

丘又建刊

大阪で唯一の

22 日画孟

監包

..n!.. 雄山中
取締役社長

電話 202- 686l ( 代表)大阪市東区高麗橋 1 丁目 3 ( 東洋ビル)大阪本社

日 刊 建 設 産 業 新 聞 社

取締役社長 花 村 茂 彦 取締役支社長 山 漣 敏 郎

株式

会社争参

電話06(231)  8171 ( 代)

電話03(961)1691(代)

電話078(291)0541- 2  

電話075(463)0 6  8  3  

大阪市東区淡路町 1丁目 14( 八千代ビレ )

東 京 都 級 橋 区 板 橋 町 1 丁目 4 8  - 8  

神 戸 市 立 合 区 八 幡 通 5 丁目 6 - 1  

京 都 市 右 京 区 鳴 滝 本 町 1 1  - 4  

大阪支社

本 社

神戸支局

京都支局

」
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9惨

φ  

。e

⑥ 

f h  

更ｾ

株式

会 社
日刊建設通信関西支社

代表取締役会長 田 中

取 締 役 支 社 長 森 三 郎

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 6  8 電話 (444) 4  4  5  1代表

本 社 ・東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 1 1 - 4 電話 (502) 8  5  8  1代表

日 新 工 材 株 式 会 社

井 場 正 幸

日 泉 化 学 工 業 株 式 会 社

専務取締役 宮 能 和

本 社 新 居 浜 市 新 田 町 3 丁目 7 - 17 T  E  L0897( 33)4171大 代

営 業 本 部 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通1丁目 27- 2 T  E  L 0 6  (443) 2261 代

エ レ ベ ー タ ・ リ ヲ ト ・ カ ー リ フ ト

設 計 ・ 製 作 ・ 揖 付 ・ 修 理

日本エレベータ工業 K. K.  

代表取締役 長 尾 正 大

本 社大阪市大淀区天神橋筋六丁目 天六阪急ビル 電話 06 (351)  4927聞

東京営業所 東京都北区田端町 3 1 1 東京建築興業ピル電話 03 (822)  0995刊

工 場 大 阪 市東淀 川区 小松 中通 5 丁 目 6 番地 電話 06 (328)  0363附

伝統から創造へ躍進す る

日新工業( 株) 大阪支庖

本 社 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 丁目 21番 28号 電 話 03 (882)  2  4  2  4  

大阪支庖 大阪市東淀川区瑞光通4丁目 30番地の2 電話 06 (329)  7737代

営 業 所 札 幌 ・ 山 形 ・東京 ・名古屋 ・広島・九州

建設省東計

第 240-号認可
日本アスフアルト防水工業

協同組合関西支部

大阪市東淀 川区瑞光通り 4- 30- 2 日新工業株式会社大 阪支居 内

電 話 ( 329 )  7  7  3  7  - 4  0  



@  

生活改善産業をめざす

日本熱学工業株式会社

取締役社長 牛 田 正 郎

大 阪 本 社 大阪市東区瓦町5丁目 37番1住生瓦町ビル T E L 大 代 表 (201) 1751  

東 京 本 社 東京都港区芝西久保桜川町2 第17森ビル T E L 大代表 (501) 7631 

ム

ボイラ製品・販売

株式会社 = 車 司 忠 信 号

代表取締役

岡 本 了

本 社 大阪市西淀川区佃 2丁目 5-35 T  E  L  06  (474)  3441 ( 代)

営業所 東 京 ・ 名 古 屋 - 仙 台 ・福 岡 ・広 島 ・松 山 ・新 潟

<!iT 原 田 今 商 事 株 式 会 社

アサノセメント

アサノコンクリー卜

日本YTONG

取締役社長 原 田 守 蔵

本 社 電 話0 6 - 5 4 1 - 7 4 5 5 (代)

水分 営 業 所 電 話0 6 - 5 4 1 - 3 8 4 3 - 4

⑧ 
阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社

取 締 役 社 長 杉 村 正 良日

本 社 大 阪 市 東 淀 川 区 十 三 西 之 町3-34 電 話 代 表 06 (302)  0231 

営 業 所 名 古 屋 市 南 区 観 音 町 6 - 7 電 話 代 表 052 (692)1141 

v a雨 玩

無機質浸透性塗布防水剤

ウレタン防水剤一一パンデコー卜・カラーパンデコート

防塵用カラー床剤一パンデコー卜 F500

ウレタンシーラン ト S.340・S.350

内装用輸入タイルーイタリアンタイル

〈信越化学グループ〉

株式会社 ノ ぐ ン テ、ックス・ジャノぐン

代 表 取 締 役 社 長 村 川 一 雄

関西営業所所長 南 津 甚 八

本 社 東 京 都 中 央 区 八 丁 堀 2 - 2  7  - 1  0  03- 552-6954(代 表 )

関西営業所 : 大 阪 市 北 区 伊 勢 町19-2 高橋ピノレ北 2号 館 06- 312- 5  7  6  5  

d ‘・司咽F 官

園士 電 業 株 式

取締役社長 田 中

ふ

冨

実

社

本 社 大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1丁目 6 5  電話 (541) 0  5  6  4 代表

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡
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. I i " 字書柿話芸柱 大阪支社

取締役支社長 藤 原 智 治

本 社 東 京 都 品川区 上 大 崎 2 丁 目10番43号 T  E  L  03(444)4111(大 代 表 )

支 社 大 阪 市 西 区 立 売 堀 上 通 1 丁目 25番地 T E  L  06(532)5251(代 表 )

$  
保 土 谷 化 学 工 業 株 式 会 社

取締役社長 原 覚

本 社 ・建 材 部 東 京 都 港 区 芝 琴 平 町 2 番 地 1 T E L  03 (502)  0 1 7 1  

大 阪 支 庖 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 5 丁目 45番 地 T E  L  06 (231)  1 2 1  2  

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 区 錦 1 丁目 17 番 13 号 T  E  L  052(231) 7  2  5  1  

ビ ニ ロ イ ド 防 水 責 任 施 工

ア コ シ ー ト 防 水 責 任 施 工

三 星 産 業 株 式 会 社

〒550 大阪市西区江戸堀 1 ー126{大栄ピル) Tel. <443>9721{代)

〒101 東京都千代田区神田小川町3-28{三束ピル) Tel. <292>1961{代)

出張所 : 札 幌<721>6031 ・6307 仙台 <2l >5366{ 代)

名古屋<931>4574 ・ 3393 福岡<78>3361{代)

親切真心で御用させて頂きます

育 宮 地

層 関

i号

空 調 専 門 庖

大型パッケージ・

ヒータ一等々

市価の半値以下の

出物も少量あります

代 表 御 用 役 宮 地 一 彦

大 阪 市 西 成 区 山 王 3 - 1 6 - 1 7

代 表 6 4 9 - 0 0 0 8

夜間 6 4 1 - 1 2 4 2  

③ 
室 谷 商 事 株 式

.d、

Z 玄 社

取締役社長 室 谷 山 水

本 社 神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 4 丁目 屯Ii市078- 331 - 0 8 8 1  

支 庖 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂 ビ ル ) 電 話06- 364 - 2  0  3  1  

アルミ押出形材より… アルミ建材製品まで…

..a... 

京

引戸用 レール各種

階段ス ベ リ止各種

アル i 窓格子、手すり

アル ミ脚立、椅子

アルミス/{ン ドレ l レ

田 株 式

ぶ
一

A
社

取締役会長

炉L.. .o

女 田 誠

本 社 大 阪 市 南 区 末 吉 橋 通 1 - 1  7  T  E  L06 (251)7091刊

東京営業所 東京都中央区日本橋本町4・3・6 ニンジ ンビル T  E  L03 (242)1741問

ア ル ミ 押 出 工 場 安 田 金 属 工 業 株 式 会 社 大阪市東住吉区加美絹木町 4 - 97 T  E  L06 (791)3936附
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世 界 の照明一日本のあかり

* 1Ii'J初49年 1 月より定休日を毎週( 水)Ulu 日に変更させて般きます.

ヤ亨キヲ電罰 ; rz; ;γ 官1 1 ( Z ) 夫

東京 ・名古屋 ・名古屋メルサ ・横浜 ・大宮 ・千葉 ・札幌 ・福岡 ・岡崎

<8> 

株式会社
山 本 金 属 製 作 所

取締役社長 山 本 正 Y台

本社 ・本 社 工 場 大 阪 市 南 区 西 賑 町 2 5 番 地 T E L ( 761) 0 1 2 7 代

守 口 工 場 守 口 市 浜 町 2 丁 目 l 番 地 T E  L  ( 993)  7  1  9  2  

S詰
株式会社 山 本 建 キオ 社

耐火i l lH ・金属建材 ・住設村

山 本 武 雄
代 表 取締 役

本 社 大 阪 市 西 区 四 ツ 橋 筋 ・四 ツ 橋 電 話 541ー 1 8 6 1 - 7

東 庖 東 大 阪 市 金 物 町 3 号 1 番 電 話 7 2 3 - 2  2  7  7  - 8  

西 庖 大 阪 市 西 区 堀 江 立 花 通 2 の 9
電 話 新 設中

⑬ 
山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

取締役社長 山 本 泰 通

本 社 ・ 工 場 大 阪 府 摂 津 市 東 別 府1-3 - 6 電 話 ( 06) 381 - 9  1  3  1  - 5  

営 業 所 東 京 ・ 名 古 屋 ・大 阪 ・広 島 ・福 岡 ・ 仙 台

⑩ 

銘 木 と

i- -z

・
・
・
‘

 

... ，

 
‘.
， 

株 式 小 学

本 社 和 歌 山 rli (J [ j 布経町 1 の 1 '，12話 0734( 23) 5  2 5  7(代)

営 業 所和歌山県海: f ，d m下津町下 2 2 2 屯 話 07349(2) 1  4 2  3(代)

営 業 所 III 辺 市 新 庄 町 4 9  1 屯 話 0739(22 )  0259 ・6350

配 送 セ ン タ 一 平日歌山市中島宇荒代新田618 - 3  ';"12話 0734( 25) 5  5  9  5  

同司

ウ レ タ ン ・ エ ポ キ シ 系

合 成 ゴ ム 塗 膜 防 水 淘l

一一一責 任 施 工一一一

ヨパレヂシZ 業株式会社

取締役社長 原 1字

本 社 大 阪 市浪速区桜川 5 丁 目2 番 地の 8 田 坂 ピ ル 電 話 o  6  (561)6601(代)

出張所 名 古 屋 市 北 区 清 水 町 6 の 4 電話 052 ( 911)  6  8  0  1  

広 島 市 丙 白 山 町 6 の 2 1 屯話 0822 (28)  3  5  0  0  

和 歌 山 市 盟 原 町 2 - 4 屯話 0734 (36)  0  8  1  2  
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 rj ' rirl i ' i:.l llj メ: 北 k 伏 j凶4 - 1  ( -9日11 ビル )

'，[1，I，fj J:rjl}i (331 )  0881- 3  

支 庖 )(jg_(rli 北|ベキii 牧 IlI f 50(堂 ビ ル 51: 持 502 ひ雫 )

Ｇ ｴ ｬＡＺ ＱＱＱ ｾ Ｎ＠ 大阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 制り irli ;"j :介 l三八 '1格辿 1 一 5 (' ，[1，1/;221  2923)  

陀屋根防水には 奥 山 式 特許絶縁工法 を

新 工 法 /

プレノテクト吹付工法

前 ＮＢＱ Ｑ ，Ｍ 問ｾ帯

ユミ) 事 ヲ q イト

奥山化工業株式舎紅

本 社

大阪 ｴｬｬｾ ＱＱ ｾ＠ II}r  

rl ｬｬｩｊｾ Ｎ ｈｾｾＡ わ ｩｊ 十

j t  ， ｾｾ＠ :1'， ｾｊｩ＠ ，iJr  

特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー I

( 電動式並固定型各種) I  

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレータ一)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する/

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

152 

ｾｴ 点目 ＱＱ ＧＱＧリｾｉＧｚ劃Ａｬ Ｔ ｜ Ｘ Ｍ Ｔ ー ＱＱ "丘u!i ・03(571)2703- 4・2370'4064 ・0264

大阪 di 1fI 1! :，¥J)ZIl II/ :.'; 小泊' ) 2- 3- 1  '，[L，.，fi  06(921)  2 4 9 7 . (922)  7 2 8 0  

f ， ，' ，州市南 r;z ｾ打Ｇ， Ｚ {巾n問町lげf 3  3  "必正11，品』

+札L申帆世 I山|打" 小|レ1 リ央 ｉｾ ｾμ収メ正 ＺＺＮＱ 北じ - 条 以11川J叫同町←1γr守川 f氾正Jぷ円 0旧11μ (2幻31υ) 7  5  1  

( カタログ進呈)

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番22号

電 話 (981) 0615 - 0  618 



電 気 設 備 の 頁

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

電 気 設 備 工 事 設 計 施 工

浅海電気株式会社

浅 海 正 雄

。
代表取締役 山 本 博 一取締役社長

大 阪 市 北 医 '"1' 之 島 3 の 3 朝日ビルデ ィング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 田 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京・都 市 右 京 区 西 京 極 郎 葛 野 町 2 J 番 地

T E L  代 表 (311 ) 1  1  8  5  

キ土本社 大 阪 市 北 区 芝 絵 町 1 丁 目 2 2  

電 話 大 阪 ( 362) 8  7  0  

税 ・名 古 記 ・福 岡

本

本社営蝶所

東 京 ・札支庖支 社

営

出

路 ・高 松 ・広 島

光 ・ 沖 縄

旭 川 ・神 戸 . g臣

苫 小 牧 ・浜 松・

業 所

京都営業所

張 所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

設:

栗 原 工 業 株 式 会 社

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

計 施 工

6逮

支社長 姉 川 正 男取 締 役 社長 栗 原 信 英

阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 束 阪 急 ビ ル )

話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

大阪 rli W: 区向斑陥 Ii. 丁 円二 八百1' 1世 '1  [i ，ii 百大阪 (202)0325 - 9 得

本 社 点 i?: r.l 1 千代 同 区 内 側l 回 l T I I 4 帯 地 5.1 ｾｊ＠

支 社 札 悦 ・fl lJ fi ・丸 / 内 ・名 古 以 . 11;¥ JY.j 

:H 必 所 旭 川 ・ 内 河 . ｾ＠ i兵 ・ ，'rt IYq ・ 日 山

大

電

東 京 ・ 名 古屋 ・舞 鶴 ・大 阪 南 ・ 神 戸 ・広 烏 ・ 九 州支 庖

司' 設計・施工

中 本 電 気 株 式 会 社

電 気 工 事電 気 工 事 設 計 施 工

社盟i式会社株

取締役社長 中 本 正 明

社 大阪r ! i 峨 点 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

電 話 大 阪 (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市減東区野江東之町 3 丁目 11 電話大阪 (931)7004 

奈良県御所市御園通 3 6 0 電話御所 2

枚方市山之上西町 1の 1 包括枚方 (43)8659 ・(44)9232 

本

敏 夫

大阪市北区キ ｉｾ 笠町 Ｕ 0  ( 堂 ピ ル 7 階)

定 話 (361 ) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都1中 央 区 日 本 陥 箱 崎 町 3 丁 目 2 Is: 地

i屯 話 (671) 1  4  7  8  (代)

曲奇 ・ 4目 様 原 ・ 勾; . 悩

代A正取締役 林

4土

1i5 

本

支
資 材 倉 庫

奈良営業所

彼方営業所IIJ 張 所 川出

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

電 気 ・暖 冷 房 ・空 嗣 工 事 設 計 施 工

三 宝 電 機 株 式 会 社&  
取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

明E 路 大 阪 (472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東 京 都 品 川 区 西五 反 田 6丁目 25番 11号( 福 島 ピ ル )

電 話 東 京 (491) 1746 (492)0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

群 馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

本 社

取締役社長 嘉 納 伝 一

制

制

地

本

三

七

番

ーレ

'
ν

、
J

栴

時

J

J

:

)

1

 

:

:

i

-

h
p
m
恥

1

二

什

富

(

(

好

3

目

1

O

口

一

ト仁一

丁

け

都

五

4

叫竺

，

町

川

ι礼作

川川川

通

)

ん

宇千

笠

制

一弓〆

J

ι抑
州

見

矧

惜

打

(

-

(

城

(

i

二

区

F

区

話

僑

話

ヒ

話

下

l

'

C

川

4

4

日

引

屯

回

氾

市

屯

堺

市

問

屋

a

一
戸

阪

府

古

大

東

名

神

社

府

府

本

支 庖支

営 業 所

支

出 張 所

業 所
ペテ

回

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ 富 士 電 業 株 式 会 社

電 気 工 事 ・計 装 工事 ・設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

実

大 岡 市 西 区 北 明 江 上 通 1 r 日6 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・ 7148- 9  

東 京 ・名 占 lii . 出 向 ・ 間

l下11 取締役社長

社本

今 村 騰

立 石 行 男

大 阪 市 北 区 御 ケ 校 四T 5  6 番 地

電 話 大 阪 大 代 表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・ 四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松山 ・ 京ｾｾ ・ Ｑ 草津 Ｎ ，'iI' ｉ 勾 ・ 水，Ｑ ＺＱｾ . 福 岡

取締役会長

取締役社長

ネ土本

支 庖

営 業所 fY. 1  営業所

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5  I s : 地

1喧，t6 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東 京 mli答 区 新 締 5 - 3 4 - 6 柑! 号ピル 5 階

1・{rJi i 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大 阪 市 - 札幌 名 ， 'i以 - 凶 日 市 ・ 絵 111 . 徳 111

電 気 工 事 設 計 施 工

A

Q

一

A

取締役社長

社本

社

A

S

A

 

事 株 式

自日四

'

t爪

r

t
+

F

1

 

工

取 締 役 社長

藤工太 陽

* 京 支 1，1;

大 阪 市 福 山 区 上 福 品 北 1 ー 2

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  (代 )

社本

所
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張出

大 阪 市 此 花 区 恩 t¥南 之 町 7 3  

T  E  L  ( 06)  462- 1  3  0  1  (代)

電力工事本部



空 調 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

衛 生 設 備

三建設備工業株ま曾社⑬‘  

設 計 ・施 工

郡朝日三業社

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

《令

大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番 地 電話 ( 352) 11 31 ( 代 )

東京都中央区日本橋蝋毅町 2 - 2 2  電 話 ( 667) 3431( 大代)

名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・横 浜

大阪支底

本 社

支 社

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

空 調晃
-・
-

-ー

韓式会社。
本 社 ・ 本 庖 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 電話 0 6 - 3 6 3 - 1371

:1<. 1苫東京都千代田区神田小川町 2丁目 l 番地 電務 03- 292ー7751

名古屋市中村区広小路西通3丁目9番地 電話 052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番22号 電 話 0822- 47- 4535

傾向市中央区大名 2 丁 目4 番22号 電 話 092- 76- 3795

所 日 山 ・ 筒 井 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 松 江 ・沖 縄

大阪電気暖房株式会社

取締役社長 菅 谷 健 児

大阪市 I' 'i 区江戸綱 1 - 6 0 11l ぷ (441 )  8231代袋

*  ，;( . :t' 1  占 hl ・大 阪 稿 !瑚

札 帆 新 払j . I，II 台 ー金 沢 ー間 山・ 広 島

間 松 ・熊 本

量産I珂・術浜 . 1;1山. i 2a . 稲作 ・Jit l1/S ・やI'r . 鹿 児1; 品

本 社

支 l苫

営 鍵 所

9旺出出 張 所

所

一 一 冷 ・ 暖 房 、 衛 生 、 機 器 配 管 、 設 計 施 工 一 一

業エ7J く

ご重三

J 同

株式

会 社⑧ 

設 計施 工

生

気

水 衛

s . 換

北

什

A

W

4

4

 

申告

H是

株 式

会 社

大阪市大淀区南浜町 3 丁目 14番地

屯 話 大 阪 (372) 2  8  5  1  (代表)

東京都中央区八丁椴 4 丁 目11番 7 号

(神谷ピル )

ｾ＠ Mi 東 京 (551) 8  0  4  1  (代表)

鳥 取 群 馬 ・宇 都 宮 君 津

山 被 ・術 開 ・絵 山 ・高 松

本 社

干 5 3  1  

* 京支 I，l，
干 1 0  4  

口 研 究 所

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 電 話 大阪372局7l 51( 代 )

京都 市東山 区大和大路正面上ル 電話 京都 561局4944( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山手 通 六 ノ 一 定 話 神戸341局 5 8  9  2  

平庸口

大 阪 城

城取締役社長

出 5U 所

新日本空調株式会社

. ' 邑

墨画E乙

司& 1

大 阪 支 ｬ 南 大 阪 市北 区Ｎ［ ［ ｾ !斗 浜 i曲 1 - 2  5  (新大ピル)

'.(L.; 品 (06) 344 - 6  0  3  1  (代)

本 社 東京支l山 東京航中央区 日本紙本石町4- 2(三井第二}!IJ 館)

ｾ ｉｌ 訴 (03)  279- 5  6  7  1  (大代)

名 古 屋 九州・ 広 島 ・札 帆 ・東 海 村 ・ 北 l稜 ・大 分

- 給 排 水 衛 生 . 冷 暖 房

・ 空 気 調 和 設 備

. そ の 他 管 工 事 一 切 の 設 計 ・ 施 工

⑮ ( 叫 久 特務所)

斎 久 玉 業 株 式 会 社 大 阪 支 広

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 常 安 田T II 電 話 06- 443 - 5041附

東京本社 / 東京都千代田区大手町2- 6- 2( 日本ビ J レヂング)

電 話 o  3  - 2  7  0 ー 7 4  1  1附

札 帆 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・ 高 松 岡 山

悩 井 ・ 倉 敷 ・ 広 島 ・ 苫 小 牧

営 業 所

出 張 所

衛 生 設 備/ 設 計 施 工

業工貝

空 気 調 和

多買

創 業 媛 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 ・ 水 族 館 設 備 施 工

芸 誌 斎 藤 省 三 商 庖

本 I苫

大 阪 市 西 区 ゴ 二 佐 堀 通 1- 14 T  E  L  0 6- 4 4  1  - 5  1  71 

支 l吉 東 京 ・ 大 阪 ・名 古 屋 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

営 業 所 札 幌 ・ 千 葉 ・横 浜 ・静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

)L ピル 6 7  6 "}  

11Lffi!i 212(何3751

大同ピル 616"}

電話 443附 3361

電話 681fflj 1781

岡 千 繋

熊 本

東京都千代 凹区丸の内 2 の 4 の 1

川町

一
悩

浜

町日

t

春

昼

4

条九

古

日

名

宮

市

-

↑
n

a
h
u
 

E

帆

修

也京

札

一
字

庖

唐

所

支

業

部京

支

営

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 の 1
大阪支庖

冷 凍 冷 蔵

⑧ 精 研 ; 安 雄 繍Z 貧 控

地 盤 凍 結

大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 了 6 8 番 地

( オー トセ ンターピル 2 階) 郵便番号 542

1話 大阪 (06) 761 (代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東京営業 所 東 京 都 千 代 国 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段 ピル 8 階) 郵便番号 102

訓話 東京( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番

社

空 気 調 和

本

冷 暖 房 Y  

給排水、衛生ホ道 aコh

電 気 1 =、
厨 房 7 一一τ

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各務 節

支 庖 長 藤 田 初 蔵

大 阪 市 東 区 北 浜 2 丁目 2 2 番 地 電 話 大 阪 (202) 代 表3071

本 庖 東 京 ・ 臼 比 谷 ー三 f哲 ピ ル

支 庖 名 古 庫 、 福 岡 、 #ω 見 、 広 島、 仙 台 、 北陸

出 張 所 械浜、 金沢 、停閥、 高位

環 境 衛生 施 設

荷 役 運 搬 機械

化 学 鉱 山 機 械
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空 調 衛 生 設 備 の 頁

給 ・ 排 水 ・ 衛生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

- 空 気 調 和 銀 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備 ・ 塗 装 段 傭

・ 蒸 気 噴 射 式 冷 猿 機 ・ 公害 防 止 関 連 機 総/ 設 計 ー製 作 ・ 施 工

、F

お 22 西原衛生工業所大阪底

調土気大

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11 電 話 大 阪 ( 458) 3531 番

出 張 所 = 京 郎 ・ 福 岡

( 旧 社 名 建 材 社 )

本社 ・東京支庖= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑧ (572)7411 代

大 阪 支 応 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 22 ⑧(203)3721 代

名 古 屋 支 防 = 名 古 屋 市 中 区 錦 2 ー 2 - 13 ⑧ (211)1535 代

出張所］札悦・ ｦｬｨ 台ｾ rn . 金 沢 ・神 戸 ー高 松

広 ｊｾ ，ｾ松 山 ・偏 岡 ・沖 縄 ・パンコ， 7

@  平¥L 互業株式会社

品主4

-← 

暖 - 冷房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

設 計 施 工

妻拘
6歩高回

設 計 ・施 王

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北 阪急 ビ J レ9 階)

屯 話 大 阪 ( 372) 2  5  I  I  (代 表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大 阪 支 府

大 阪 市 西 区 江 戸 期 通 Z の 2
T E L  (441 )f代) 1994.  ( 443 )  (fり0 3 31社本

空気調和 ・恒温恒温 ・冷凍 ・冷蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷房、水道、搬送機設備

設 ，tI - 並 ニ 地 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

@ 不ニ熱紅葉締ま舎紅

大 阪 市 南 反 周両 日置町 2 - 5  0  電話 261 - 2436(j ¥j

東京都大町 区西馬込 1 - 2  - 1  ;t;: 話 773ー 1231(f¥j

銀座 ・ 浜松 ・ 京 ｉｬｾ ・ 神 戸 ・制岡

本 底

東京支底

営 業 所

大 阪 市 北 区 日 111 1!fT 3 0 ' 11; 祈 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 点 京 都 千 代 阻 ! RJ L ノ 内 3 - 3 - 1(新 点 ボ ビ ル )

f包 括 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( t¥: )  

1111 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

f包 括 ( 21 ) 4  4  9  1  

: Y ， 古 庄 市 東 ' IR * 門 前 田T 3  - 6  

f包 がi ( 971 )  3  6  2  1  

仙 台 支 庖

名 古 屋 支 1古

道

設

水

施

ト

生

工

誠

衛

趨

擁

境

I

芯

環

計

房

生

設

暖冷

衛

c: : : : : m哩胆コ 空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

社

大 阪 市 西 区 京 町堀 1 丁目 6 2  電話(443) 8161 ( 大代是正)

名古屋市中村区 水主町 1 町 1 2  電話 (541 )0966(551 )165'5  

東京帰港区赤坂 2 丁目 3 - 1  2・

赤 坂 ピ ク ビ ル 5 階 電話 (583) 1  4  6  7  

神戸市生凶区北長狭通 7 丁目 l の l 電話 (341) 1778 .  4386 

A

Q

冨式株業工田山

本 社

支 1百

出張所

東 洋 熊 工 業 機 式 会 世 大 阪 安 値

T  E  L  (443)  8 0  7  1  

T  E  L  (562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区 京僑 2 丁目 9

支 l吉 名 古 屋 ・ 福 岡

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都市南区西九条ｾ凹町 Ｒ 0 番 地 内 1

電話 (681 ) 5  1  0  1  - 5  夜 間 専 用 ( 691 ) 1045  

大 阪 市 北 区 天 満 矯 筋 1 - 37(天満僑北詰 )

電話 (352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ③7431 - 3  

大 添 市 打 出 浜 13 ー 15 電話 0775 ⑫ 9 7 3  8  

i l! 市 栄 町 2 ー 1 1 1 電話③ 3 6  1  0  

設 計 施 工

空 気 調 和 設 備

給 排 水 衛 生 設 備

各 種 プ ラ ン ト 設 備

会 社⑨ 

各 種 送 風 機 ・ 風 力 輸 送 装 置

空 調 機 器 類 ・公 害 防 止 装 置

桝土及京都支底

設 計 製 作

⑪ 

大 阪 支 l苫，

四 日 市 支 J吉

大 津 営 難 所

津 営 纂 所

の: ' 9. シ
株 式 会 社

司佐官' ー. . . .

⑫宙返品Z草橋茶話

代表取締役 仙 田 四 郎

川十1-.才1 関西緩 J弄工業株式会社

2舎町震居聖書Ief:

ーーーーーーーーー・ Ｔ ・ 可，ｾ了 ＱＱ ＺＱ，Ｎ

<iiliiOT  

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁目 3 T  E  L  ( 672) 128l ( 大代 )

営 業 所 点 京 ・名 古w. 京都 ・広 山 ・悩 岡 工 場 和 泉 ・ 名 古bi

テレックス 本 社 No. 562 - 7688 和 泉 工 場 No. 538- 5898 
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ボ'.!J 酸耐

銅器、

建 材 ・ そ の 他 の 頁

株 式

会 社

旬

セトモノのデパート

庖

大 阪 支 庖

大 阪 市 東 区 高 麗 杭 二 丁 目 九 野 村 ビ ル 五 階

fE 話 大 阪 ( 2 0 2 ) 4 Q 0 5  

商石理大橋矢

設計施工• 家具造作

( 創業大正 7 年)

本 社 大阪r ! i 点住吉区野j 川町 3 - 54 屯話 (06)702ー 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

建設省認定の防火材料

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

室内装飾

図 翻

ニ葉屋装備工業株式会社

C{l' ) 社 寺 数 奇 屋 周 瓦 大 仏 瓦

")1ムピ 床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 ・ ー大 仏 敷 ・ 貼 瓦

' -..rレ〆 内 外装 用 燕変美術タ イル ー 大イムタイル

新発売 ・0 ・・ー 古代土器調高温〆 タイルー ーー 大 仏 古 代 タ イ ル

各 種 lπ謂1¥

ガラス製品卸問屋 ι W)

j原八橋セ卜モノ百貨庖をご利用下さい 」ノ

顎吉田芳雄商庄 8 g J

ナニワ媛匂 12ii

止
防落制

量

入

臥

挿

畢

問

、

稲

川

-

Z

J

震

安

・氷

耐

蔚

ナ

こ

っ

瓦

株

式

会

社

大

阪

市

浪

巡

M

比
一

元

町

一
丁

目

七

回

一電

制

8

套

Board &Slate 

3 +  7::. 

顎賢明

@  

Standard 

ト弓 1 ・ヒューム宅

ベン手しーヲー・ミ〉たlレ

⑩ 

フ タ パ 需 3阪

本 社 大 阪 市 北 区 吹 尚 北 田T 1  6  T E L  (345)9055( 代友)

御 常 営 業 所 大 阪 市 東 区 本 田f4- 27御 堂 ビ ル T E L (252)  3  9  0  6  

険 制 包 業 所 大 阪 rli Jl.l! 豆 航 刷 2 - 3  6  T E L  (202)  5  2  6  0  

庄の!  奉 仕 感 謝

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

タイル新発売

'I} ) 手窯業歳定

物帳式会社

主 宰 商 曾

( カタログ進呈)

サ ン エ ス

s s s  

. . 式

会 批⑪ 

大阪市内区制本田T2 ｔ 円 ＹＸｦ 肘也 Ｈ 初ｾＫ］町パス Ｑ ・Ｑ［Ｍ， ￎ 可 Ｉ

Ｇ［ｾ話大阪 ＰＶ (532) 代 o4  6  1  

姫路市北条口 126 接地 ( 住友生命保険ビル H皆)

屯 話 姫 路0972 (82)  0  9  9  9  
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発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 防 災 防 盗

-・・-

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル ⑮ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ピ ー ア ッ フ。@シ ャ ッ タ ー ・ 汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

'70年 代 を リー ドする

底舗づくりのパイ オニ ア

|庖舗各種 11陳列ケース 11冷凍ケース 11電飾看板!

製 造 直 売 ・すべて工 場渡 し で奉仕する

ぐ各種専門時

@知見官会事崩 J 止

〒日6 大阪な雪fiTT官翠司;「-4

.  
Cスザ〈ーマサツ。

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大阪市東区 両 替 町1- 12 日 生 ビ ル f i  (943)6571代 表

東 京 - 積 浜 ・盛 岡 ・郡 山 ・水 戸 ・浜 松 ・岡 崎 ・名 古 屋 -Z 山 ・大 津-京 都 - 堺 ・神 戸 ・広 島 ・福 岡 他 全 国 主 要 都 市

輔

種目i

ス チ ー ル
サ

、y ユ/ • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シヤ ッ タ ー

• ド ア ー ハ ン ガ ー

IUTK乏

2522 三 高 製 作 所
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石 綿 セ メ ン ト の 最 高 水 準 を 行 く f ノ 建 物 内 外 壁 、 間 仕 切 、 天 井 扉 、 電 気 室 、 発 電

所、配電室、製鋼、ガラス工場の壁、製糖、

アスベストJω ャ
製 油 製 薬 工 場 の 床 、 ス カート 墜などに最適。

As bes t o Bar r i ev  ( 硬 質 石 綿 板)

( 呈 カ タ ロ グ)

。

@  
泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 間 心 町 1 の 11 電 話 ( 3 5 1 ) 3 4 4 2・4 0 7 8

ｎＮｇＮｃＮｾ＠

内外ｾ業株式会経
本社大阪市東住吉区桑津町 3 丁目 16番 地 電 話 ( 714) 0181 番問

工 場 大 阪 市 東 住 吉 区 桑 津 町 3 丁目 16番地

年中見ていただ、ける 皆様の見本室
|| 

タイル

158 

常 設 展 示 場

ｾｮ ＧｴＺｬＢＢＧＧＧ＠

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 鍛 工 所

AM. 1O. 00-P M.  5.00 

日曜 ・祝日は休館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2054 

営 業 品 目

L A F  リミットロードエヤーホイJ ν77ン

L E F  リミ ットロードアードフ ァン

S A F ス ト リ ー ム ラ イ ン フ ァン

H A F タ ー ポ フ ァ ン

P A F プ レ ー ト 7 7 ン

MA F 多 浪 送 風 機

梅田新道 O  南森町

「寸松町

C A F 直 流 式 静 音 送 風 機

V A F 可 変 式 軸 流 送 風 機

T A F 軸 流 送 風 機

J O Y 可 変 節 軸 流 送 風 機

7 ノ レ チ ウ イ ン グ 軸 流 送 風 機

塩 ピ 製 面T 酸 送 風 機

本 社 ・ 工 場

東 京 出 張 所

九 州 出 張 所

干 536 大 阪 市 城 東 区 野 江 東之 町 2 丁目 l 番 地

電 話 大 阪 ( 06) 9  3  1 ー 7 8  0  2  ( 代)

〒 113 東 京 都 文 京 区 湯 島 4 丁 目 6 番 1 7 号

電量舌 東 京 ( 03 ) 8  1  4  - 6  6  5  1  ( 代)

干 812 福 岡 市 博 多 区 下 呉 服 町 5 番 2 1号

電冒舌 福 岡 ( 092) 2  8  1 ー 7 3 9 6 番



防水剤

コンクリート用モルタル・

牢マ ノ ー J レ 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な 〈 セ メ ン ト 粒 子 に 機 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

菌 強 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

寧A E 効 果 に よ り 適 量 の 空 気 を 述 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・ プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す。ま た 特 有 な 粘 活 性 に よ っ て 材 料 分 離 、

寧セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・防 温 効 力 は 恒 久 的 で す。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

:11:2 ::1. 四，_ ( セメント起泡剤1). %，，: 11，・ & 寝泊杭エ)

セ メ ン ト 混 和 剤 ・ 助 材 綜 合 メ ー カ -

223由 脂4t : 工事主
東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15ー 1 倉 東 京 (774)  4111代 表

セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 村 等 の l腐 蝕 ・l荷 朽 を 防 止 しも 作 用 せ ず 、
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( 旭化成ミュールコー卜・セット品 )

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州! 新興建材工業

発

売

元

( 株 ) 新 興

大阪市西区南堀江通 6 丁目 39番 地 T E L大 阪 ( 538) 2951- 5・( 541 )5757- 9

営 業 所 東 京 ・高槻 ・明石 ・姫 路 ・四国 ・中国

見斤

- 全 固 有 名 建 材 盾 へ 御 問 合 せ 下 さ い

業コニキオ建
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腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋 根 材 ・ 壁 材 ・ 奇 樋 練 包 水 切 に

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の 大 島 応 用 化 学 東大阪市新庄( 削

燃 え な い

オフ才L るご、、

禽 ら な い

親切真心で御用させて頂きます

宮 地 空 調 専 門 庖

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P. M)

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P. M)

波 板 規 格 S 小 波 S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

通風器・排気ダクト・モニター

オリ工Uヲルメヲル製造株式会抵

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

本 社 兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6松 本 ビ ノ レ 電 話 大 阪 ( 412 ) 5131代 表

東 京 支 社 及 工 場 鴻 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42)  3115- 8  

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 国 4 4  電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

九 州 支 J吉 及 工 場 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 電 話 八 幡 ( 69) 28: U- 4  

名 古 屋 支J苫 及 工 場 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2中経ビノレ 電 話 名 古 屋 ( 581) 2781 - 4
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全く新しい床タイルです

ピサロンは、従来のビPニールタ イルとは製法

原 料 配 合 が 全 く 遠 い ま す。 塩ビの他に最近開発さ

れ た 新 しい共重 合 体 の 特 殊 樹脂を用いた l山i期的な

新 製 品 で す。軟 質プレスタ イ プの 床 タ イ ル に 比 べ

仕 上 り 安定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 様

とは対照的な静 止 し た 現 代 模 様。 ピサロンの持つ

エ ラ ス チ ックで高級な質感、 す ぐれた歩行 感 は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た 。

協同組合員が責任をもって施工いたします

［Ｎ ＧＱｦｊｾＧ ι＠

= 星ピサロンは、材料だけの販売はいた しません。

責 任施 工 の 出 来 る 協 組員 が入念な仕上げをします。

これからはピサロンの時代です

三 星 ピサロ ンの新 しい色調、パターン は、現代の

インテリア デザ イ ンに要求され る個性的な床造り

には欠かせません。東 京 浜 松 町の 超 高 層 世 界 貿 易

セ ンタービルの 4 F以上の名階通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。ミ三星 ピサロン と

はその模様が フランスの画家ピサロのタ ッチに似

ていることか ら、名 付け られたものです。

東 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

〈専 用 品〉 匠冒日こs
製 造 元= 田島 応用 化 工 株 式 会社

* JJl 桁 = 333. 3 X 333. 3 X  2 弘 9 枚 / m'  

333. 3 X 333. 3 X 3 弘 9 枚 / m'  

黄 色 数 = 22色

女fIII i桁 = 2 弘J 平，'，，'， 1，700円 / m'  (300m' 以上)

3 弘 j早川 2，350円 / m'  (300m' 以上)

小部屋; 'lI J J:lYI . 階段40%高

東京/ 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の I I

電話 ( 866)  6  I  0  I  

大 阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  
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。仕上材の色柄の取普自在

片面を木目柄、もう一方の片面を単色柄と

いう具合にダイマックボードの取り答えだ

けで部屋の機嫌替えができます。

汚れに強い

専用表面仕上材ダイ" ' 1 '1 7 ボードは耐汚染

性、耐光性にすぐれた高級不燃化粧石こう

ボードで、水ふきはもとより、汚れをシン

ナーでふいても退色せず簡 単にとれます。

解体再使用も可能

貼上げに釘やオ、ジ、 J費者剤など一切用いな

い工法ですから、ボードに傷をつけること

なく解体再使用ができます。

注目される経済性

シフトー J レは今までの間仕切にない数々の

特性をもちながら画期的な低価格で、予算

面でもゆとりある計画が進められます。

法規にマ ッチした防火性能

スタ y ドはスチー J レ材、レール、巾木、ジ

ョイナーはアルミ抑出形材、貼上材は専用

表面仕上初ダイ" ' 1 '1 クボード( 建設省防火

建築材料認定品準不然、認定番号2005) で

低層ピんから高層ビルまで、建築基単法の

内袋詰IJ 限に十分合格する不燃材です。もち

ろん、火災時に有害なガス、煙は出ません。

熱貫流鑑抗値1 . 4rT1' hr ・C / KcaJ

グラスウー J レを充填すれば、ダイマックボ

ードの特性とあいまって高い断熱性が得ら

れ、経済的な空調と快適環境が得られます。

斬新な壁画デザイン

ダイマックボードを天弁まで中継ぎなしに

1 枚ものでおさめられ、今までの間仕切に

ない壁面デザインです。また、シフトジョ

イナーはダイ" ' 1 ' 17 ボードの色に合わせて

います。

画期的なワンタ ッチ工法

シフトスタァドとシフトジョイナーを用い、

ワンタァチでボードを貼り上げることがで

きるので、今までの工法に比べ施工時聞が

大巾に短縮されます。

rT1' 当り 20kgの軽さ

t高成部材は単純化されながらも、能率的に

機能を果ナ無駄のない設計です。ですから

軽量化はもとより、運 搬 、作業 ｴｩ ｾ 率もグー

ンとアップします。

透過損失 41dBの遮音効果

日常会話の周波数2 5 0 - 2 0∞Hz l 二対し、平均

透過損失はグラスウー J レ充填タイプで41. 3  

d B ，レギュラータイプで33，4d B のテ兄ト結

果から、従来の可動間仕切の常殺を越える

遮音効果です。
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